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摘　要

（受付：2018 年 4 月 18 日，受理：2018 年 6 月 21 日）

　日本では諸外国に比べて、乗馬が一般的なスポーツやレジャーではなく、また一般人にウマと

接する知識が広まっていない。初心者がウマの個性や気質を簡易に判断出来ればウマと接し易く

なり、乗馬することへの敷居が下がる。乗馬を楽しむ機会が増えることで、北海道和種の活用法

を一般に浸透することが出来るのではないかと考えた。しかし、ウマの個性や気質を把握するこ

とは難しい。そこで今回は特に、ウマの驚き易さについて把握することを目標とした。

　本実験は、1）逃走距離の測定と新奇物テストの行動反応スコアリングと、2）心拍パラメーター

の測定・分析に基づいている。そして 3）北海道和種の驚き易さを簡易に把握することのできる

方法を検討した。この方法を用い子ウマの驚き易さが母ウマの驚き易さから影響されるかを調べ、

影響を与える要因を明らかにすることで、子ウマの驚き易さを推定することを目的とした。

　供試馬は、十勝剣山どさんこ牧の北海道和種親子 15組（うち継母子 2組）を用いた。供試馬

群を含む馬群のパドックで、逃走距離を測定した。その後対象供試馬親子を捕獲し、厩舎内の通

路の壁に親ウマのみ繋留した。心拍計（Polar 社、RS800CX）を親ウマのみに装着し、5分間の前

安静の計測を開始した。続いてホース・ブルーシート・タイヤ・傘の順に、4つの新奇物を用い

て親子一緒にテストを受けさせ、行動を 3〜 4段階でスコアリングした。最後に 5分間の後安静

を計測して終了した。実験全体を通してビデオカメラ（KKJVC ケンウッド、GZ-E265-R）で供試馬

親子の行動を撮影した。前安静開始時から終了時までの R-R 間隔を記録した。R-R 間隔（ms）か

ら計算した HR（拍 /分）と SDNN（Standard deviation of all normal-to-normal R-R interval）

（ms）、RMSSD（The square root of the mean of the sum of the square of differences between 

adjacent NN interval）（ms）の心拍パラメーターは、SAS Enterprise Guide7.1 を用いて分析した。

　逃走距離は親ウマ 14頭、子ウマ 7頭で 0mであり、子ウマの月齢による有意差はなかった。こ

の結果から、この馬群が人に慣れているだけでなく、子ウマの時期からヒトに対して警戒心の低

い馬群であったと考えられる。母子ともに行動反応スコアはブルーシートでもっとも大きく、ま

たバラつきも大きかった。そのため、本実験においてウマが最も驚き易い新奇物はブルーシート

であった。また、親子間でのスコアの相関は傘スコアで最も大きく、Kendall の順位相関係数は

The influence of the temperament of surprise ease of the mare on the temperament of surprise ease of the foal in 

Hokkaido native horse, Dosanko

Keiko FURUMURA, Mizuki YOKOYAMA, Tomoko SAITOH
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2016）。このように、日本での乗馬はメジャーなスポー

ツやレジャーとは成りにくく、従って、ホーストレッキ

ングなどの利用方法も一般に浸透していない。

　日本で乗馬が一般的ではない理由の一つに、初心者が

ウマを扱うことへの敷居が高いということがある。初心

者の多くは初めて自分より大きな馬に触れるとき、おっ

かなびっくりである。ましてや初めてウマに騎乗する際、

そのウマがどのような個性を持っているかということは

全く把握出来ず、もしかしたら突然暴れるかもしれない、

振り落とされるかもしれないという恐怖心を抱くことも

あるだろう。さらに乗馬はちょっと試すには金銭的にも

決して安価ではなく、そのため自ら乗馬に挑戦しようと

思うことは少ないのではないだろうか。

　そこで、初心者がウマの個性を簡易に把握でき、恐れ

や恐怖心を減らすことが出来れば、乗馬を行うことへの

敷居を下げることが出来るのではないかと考えた。ウマ

の気質や個性の把握は、初心者に限らず、プロの騎手や

スポーツ・レジャーでの騎乗者、飼養者など、ウマに関

緒論

　2016 年現在の日本では約 1,100 頭の北海道和種馬が飼

育されており、主に乗用馬として生産されている。北海

道和種は開拓の歴史とともに、物資の運搬に利用されて

きたが、現代においてその役割は失われた。しかし、生

来の賢さと耐寒性から屋外での省力的な飼養が可能であ

り、さらに小型ながら運搬のための強靭な体力を受け継

いできていることが見直され、ホーストレッキング、ス

ポーツ流鏑馬、障害者乗馬などへの利用が注目されてき

ている。しかし日本では諸外国に比べて、乗馬は一般的

なスポーツあるいは余暇活動ではない。例えばドイツで

は、乗馬は最も人気のあるスポーツの一つであり、約

7,700 もの乗馬クラブが存在し、870 万人ほどが乗馬に

興味を持っていて、その 3分の 2はレジャーとして乗

馬を楽しんでいる（Graf ら、2013）。それに対し、日本

にある乗馬クラブは平成 26年で 1,415 か所であり、乗

馬人口は平成 22 年で約 7.1 万人である（農林水産省、

約 0.46 であった。子ウマへの実母と継母の影響を比較するため、継母子を除く 13組の親子で計

算した傘スコアの順位相関係数は約 0.45 であった。このことから、子ウマの驚き易さは遺伝だ

けでなく生育環境による影響も大きいと考えられる。

　母ウマ 15頭の前安静時の平均 R-R 間隔± SDは 837.9 ± 47.9 〜 1472.8 ± 105.7（ms）であり、

ウマ間で有意差が見られた。そこで心拍パラメーターの比較は前安静時を基準とする変化率（％）

で行った。比較項目は、1）親のブルーシート行動反応スコア、2）産次、3）子のブルーシート

行動反応スコア、4）子の月齢、5）子の逃走距離、6）子の性別であった。しかし、6項目のいず

れも各項目の高低 2群間に有意差は見られなかった。ブルーシートの高スコア群（スコア 4）対

低スコア群（スコア 1、2）で比較した結果、平均 HR（61.5 対 59.9；拍 /分）、HR変化率（116.3

対 114.0；％）、子ウマのスコア（3.3 対 3.2）となった。そのため、ブルーシートが驚き易さの

比較を行う上で最も効果的であると分かった。

　結論として、本実験からは子ウマの驚き易さに影響を与える要因の断定はできなかった。しか

し、子ウマを育てた親ウマが影響している可能性が示唆された。驚き易さの比較を行うに当たり、

今回最も有効であった新奇物はブルーシートであった。子ウマの驚き易さの推定を行う場合、ブ

ルーシートを用いた新奇物テストで実の親または育ての親の驚き易さを調査することが、最も簡

易で効果的な方法であった。
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わる者すべてにとって重要である。また、プロの騎乗者

やレジャーでの騎乗者は、優れた個性を持つウマに大き

な価値を見出している（Graf ら、2013）。そのため、ウ

マの個性を子ウマの時点で把握出来れば、ウマを扱う者

にとって大きな利点がある。しかし、個性や気質をすべ

て把握することは難しい。そこで、今回は特に、ウマの

驚き易さについて把握することを目標にすることとし

た。

　驚き易さを把握する方法として、ウマの逃走距離測定

および新奇物テストの行動反応スコアリングが利用でき

る。逃走距離をヒトへの驚き易さを調査するために用い

た。Linnenkohl（2012）の研究報告を参照して、対象の

ウマの肩に向かって垂直に接近し、一歩以上の逃走反応

を示した距離を、そのウマの逃走距離とした。

　新奇物テストは、見慣れないものへの驚き易さを調査

するために用い、Graf ら（2014）が行った新奇物テスト

を参考にした。Graf らは簡単に認識でき、異なる感覚（視

覚、聴覚、触覚など）を対象とする、怪我のリスクの

少ない新奇物五つを使って実験した。それらは、1）地

面に固定された二つの青いボールの間を通る、2）傾斜

台から転がり落ちてくる赤いボールの横を通る、3）地

面に置いたブルーシートで覆われた木製の橋を渡る、4）

七つのオレンジ色コーンとその上部に防風ネット（動物

を暴風や雨から守るために使われるもの）を張った高さ

1.5m の壁二つを平行に並べて作った狭い 1.25 ｍ幅の通

路を通る、5）地面に置いた 2ｍの青いポリスチレン製

の棒の横を通る、から成る五つの刺激で構成した。それ

らを参考に、本実験では狭い場所でも簡易に実行でき、

入手と設置が容易な新奇物として、1）二つに折った緑

色の水道用ホースを跨ぐ、2）二重に折りたたんだブルー

シートの上を通る、3）直列に並べた二つの黒いタイヤ

の間を通過する、の三つの刺激を設定した。また、視覚

および聴覚を対象とする新奇物として、von Borstel ら

（2009）の行った新奇物テストを参考に、4）目の前で黒

い傘を突然開くという刺激を設定し、計四つの刺激で本

実験の新奇物テストを構成した。

　行動反応のスコアリングの他に、ウマの生理的な変

化を見るための指標として、ウマの心拍パラメーター

の測定も行った。測定は R-R 間隔（ms）と HR（拍 /分）

を用いて行い、分析には、Visser ら（2002）が新奇物

テストの分析に用いた心拍パラメーターを参考に、R-R

間隔と HR から計算した松下（2014）が提唱した SDNN

（ms） お よ び RMSSD（ms） を 用 い た。SDNN（Standard 

deviation of all normal-to-normal RR interval）は、 

すべての R-R 間隔の標準偏差を表す。また RMSSD（The 

square root of the mean of the sum of the square of 

differences between adjacent NN interval）は、 隣り

合う R-R間隔の差を 2乗し、 合計したものを平均し、平

方根化したもので、 隣り合う R-R間隔の差が大きい、つ

まりリラックスしている時ほど数値は大きくなる。一方、

SDNN の低下と RMSSD の低下である小さい数値は , 副交

感神経活性の低下、つまり緊張を示す（松下、2014）。

　上記で参考にした実験は、すべてハノーヴァー種やオ

ランダ温血種など、騎乗を専門とするウマで行われてい

る。これらに対して、本実験では在来馬でもある北海道

和種を用いた。江戸末期以降明治時代に、東北地方から

ウマを導入して改良した、北海道和種の主な利用目的は

運搬である。常に数頭が同時に運搬に使役され、御者一

人で 10頭ほどを使役することは稀ではなく、馬同士繋

がれて大人しく先頭馬の誘導に従って歩くよう選抜が行

われてきた種である（松本、1953）。そのため、北海道

和種で上記の騎乗専門のウマによる実験と同様の結果が

得られるとは限らないことを考慮しなくてはいけない。

　以上から、本実験は、1）逃走距離と新奇物テストの

行動反応スコアリング、および 2）心拍パラメーターの

測定・分析に基づいて、3）北海道和種の驚き易さを初

心者でも簡易で、定量的に把握することができる方法を

検討し、その方法を用いて子ウマの驚き易さが母ウマの

驚き易さから影響されるかを調べ、影響を与える要因を

明らかにすることで、子ウマの驚き易さを推定すること

を目的とした。
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日に 1〜 4組の供試馬親子で行い、時間は 10時から 15

時の間で行った（Fig.1）。

　実験は、実験者と実験補助者 4人の計 5人で行った。

実験補助者の内訳は、ビデオ撮影者 1人、記録者 1人、

実験者の技術的補助者 2人であった。ビデオ撮影者と記

録者は、実験に影響しないように、飼槽を挟んで実験場

所と反対側で撮影と記録を行った。

（1）実験道具

　心拍計（Polar RS800CX，Polar 社，フィンランド）を

ウマに装着し、R-R 間隔を測定した。実験中のウマの様

子を記録するため、同時にビデオ（GZ-E265-R，株式会

社 JVCケンウッド，神奈川県）による記録を行った。ま

た、実験中の気温と湿度を記録するため、おんどとり

（TR-72wf, 株式会社ティアンドディ、 長野県）を厩舎内

の馬房の柵の上部に設置した。

（2）逃走距離の測定

　ウマ群の中で、対象の供試馬親子が他のウマに邪魔さ

れない状況を待って計測した。まず静かに佇立している

親ウマの肩に向かって、馬体に 90°の角度でゆっくり近

づき、その場から一歩以上離れる逃避反応を示した距離

を、メジャーを用いて測定した。それを左右最低でも 1

回ずつ行った。同様の方法で、子ウマについても測定し

た。

材料および方法

　本実験は実験前に、国立大学法人帯広畜産大学動物実

験等に関する規定に基づく、動物実験委員会による審査

を受け、動物愛護及び管理に関する法律等を遵守し、承

認を受けて実施したものである（届出番号：届 28-37）。

また本実験の動物実験実施者は、動物実験教育訓練を受

講している。

１．供試馬

　本研究の供試馬として、剣山どさんこ牧で飼養してい

る 15頭のウマ（北海道和種）とその子ウマ 13頭、継子

2頭を使用した。母ウマの年齢は 2歳から 9歳で、初産

から 8産であった。子ウマは雄 9頭、雌 6頭であった。

２．実験期間

　実験は 2016 年 1月から 2016 年 9月の期間に、子ウマ

の生後 1〜 4か月の親子で行った。

３．実験方法

　実験は剣山どさんこ牧の山の麓にあるパドック内にお

いて、全頭群の中で供試馬の逃走距離を測定した。その

後、供試馬親子を捕獲し、厩舎内の通路に繋留した。心

拍計装着後すぐに前安静を測定し、安静終了後に親子の

新奇物テストと行動反応スコア付けを行った。実験は 1
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（3）新奇物テスト

1）心拍計の装着

　親ウマを厩舎内の通路壁の輪に繋ぎ、親ウマの左側の

き甲部と左前肢の付け根付近の部分をスポンジを用い温

水で濡らし、ECHO JELLY（GEL-SCAN-K, 株式会社日立ア

ロカメディカル , 東京）を塗布した後に電極ベルトを装

着した。電極ベルトがずれないように、上から腹帯ベル

トで固定した（Photo 1）。装着が完了した後、親ウマが

落ち着くのを待って心拍計による R-R間隔の測定を開始

した。

2）新奇物テストによる行動反応スコア測定

　5分間の前安静を記録してから、実験者が親ウマを引

き、以下の新奇物テストを行った。子ウマは親ウマの後

についてこさせた。行動反応スコアの定義を Table1-1、

2で示した。

a）ホースの設置と測定

　厩舎内通路に、ホースを幅いっぱいに二つ折りにして

設置し、その上を供試馬親子に跨いで通過させた。

b）ブルーシートの設置と測定

　厩舎内通路に幅いっぱいに奥行き 80cm に折りたたん

だブルーシートを敷き、その上を供試馬親子に通過させ

た。

c）タイヤの設置と測定

　厩舎内通路に、ウマが 1頭通れる距離約 50cm 離して

タイヤを 2つ設置し、その間を供試馬親子に通過させた。

通路と壁との隙間はビール瓶用ラックや木製の踏み台な

ど利用して、ウマが通れないようにした。

d）傘の開きによる測定

　補助者のうち、ウマの扱いに慣れた者に手綱を保持し

てもらい、実験者が背中側に黒い傘を隠してウマに接近

し、親子両方が見ているタイミングでウマの目の前で傘
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を分析に用いた。そのため、SDNN、RMSSDは計算出来なかっ

た。

　各項目における心拍パラメーターの変動の比較のた

め、前安静の R-R間隔を、SAS Enterprise Guide 7.1 の

GLM プロシジャの Tukey の多重比較オプションを用いて

分析し、比較した。また、心拍パラメーターの新奇物に

よる変動は絶対値ではなく前安静に対する変化率（％）

で比較した。

結果および考察

１．逃走距離

　各供試馬親子の逃走距離の結果を Table 2 に示した。

パドック内の種雄馬を含む馬群の中で逃走距離の計測を

行ったが、実験を通して馬群全体が非常におとなしく、

親ウマの逃走距離は0ｍ〜0.6ｍの範囲にあった。また、

子ウマの逃走距離も 0ｍ〜 2.3ｍの範囲にあり、15頭中

7頭が 0ｍであった。逃走距離が 0ｍであった子ウマと

0ｍより長い子ウマの間に、月齢による有意差は無かっ

た（Table 3）。Linnenkohl（2012）は、飼養者がウマに

頻繁に触れることで、逃走距離は縮小され、なくなるこ

とさえあると報告している。しかし、本実験では実験者

が初めて母子に接近したが、この馬群が人に慣れていた

だけでなく、子ウマの時期からヒトに対して警戒心が低

く、驚きにくい性質の馬群であったと考えられる。

　このような馬群であった理由として、本実験で利用し

た「剣山どさんこ牧」は、乗馬やトレッキング、流鏑馬

のための商業施設であり、一般の客が訪れる機会が多く、

ウマ達が見知らぬ人に慣れやすい環境にあったことが考

えられる。また、牧場主の川原弘之氏が、気性が荒く暴

れやすいウマは売り出し、気性の穏やかな扱いやすいウ

マを残す選抜を続けた結果、馬の気質の選抜が進み、ヒ

トに対して親和性の高い馬群になったと考えられる。

２．新奇物に対する行動反応スコア

a）ホースへの行動反応スコア

　ホースへの反応は全体的に小さく、ほとんどの母子ウ

を勢いよく開いた。

　全ての新奇物テストは最低でも 2回ずつ行い、最も大

きいスコア値を分析に使用した。上記 a）〜 c）に関して、

1度に 1種ずつ設置して通路を往復してデータを採取し

た。ウマが新奇物を通過できない場合は、補助者がウマ

の尻を押すなどの補助を行って通過させた。

　新奇物テストの終了後に 5分間の後安静を測定した。

その後、心拍計を外して親ウマの体表のジェルを拭き、

親子一緒にパドックの馬群に戻して実験を終了した。

４．統計分析

（1）分析項目

１）逃走距離への影響

　各供試馬の逃走距離への、月齢などの影響の有無を調

べるために、逃走距離を統計分析ソフト SAS Enterprise 

Guide 7.1のGLMプロシジャのTukeyの多重比較オプショ

ンを用いて比較した。

２）新奇物行動反応スコアの親子間の相関

　各新奇物で、供試馬親子の母と子の間でのスコアの相

関を見るため、SAS Enterprise Guide 7.1 の CORR プロ

シジャの Kendall の順位相関オプションを用いて比較し

た。

３）心拍パラメーターの差異

　実験全体を通した R-R間隔から、明らかに逸脱した値

（平均± 2SDの範囲から外れた値）は分析から除去した。

前安静時と後安静時の R-R 間隔に対し、5分間の測定中

のうち R-R間隔が継続的に安定していた部分をそれぞれ

の記録から抽出した。その結果、前安静ではすべての供

試馬で前安静を 5分間の中で R-R間隔が継続的に安定し

ていた最初の 1分 20 秒を分析に用いた。同様に、後安

静は 1分 14秒を分析に用いた。

　前安静、ホース、ブルーシート、タイヤ、後安静の

5つそれぞれで、HR （拍 /分）、SDNN （ms）、RMSSD（ms）

の 3つの心拍パラメーターを計算した。傘は開く時の瞬

間的な刺激であったため、刺激の 5秒後と 10秒後の値
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スは直径が約 20mm で細く、二つ折りで通路幅いっぱい

平行に設置したが、ウマが跨ぐ際に歩幅が小さくても触

れずに通過できることや、薄い緑色であったため、山の

中で放牧されているウマ達にとって、視覚的な刺激が少

なかったことが理由として考えられる。そのため、より

太いホースや、自然界で見ないより明度の高低差がある

色、例えば白色あるいは黒色のホースを用いた場合、行

動反応スコアは高くなった可能性がある。

マが若干気にする程度でなんの抵抗もなく跨いで素通り

した。そのため、ほとんどのウマがスコア 1〜 2の範囲

となり、ヒトの補助が必要であったウマは子ウマが 1頭

のみであった。親子ともにスコアが高くなるにつれて頭

数が少なくなった （Fig. 2）。

　本実験で用いた新奇物の中で、ホースは最も反応が小

さいであろうと予測していたが、実際にホースでスコア

1のウマが最も多い結果になった。本実験で用いたホー



8

古村圭子・横山瑞季・齊藤朋子

とが出来ず、ホース、ブルーシートよりも反応が大きい

と予想していた。しかし、結果はほぼ正反対であり、親

ウマに限れば最も驚きにくい新奇物であった。理由とし

ては、タイヤの設置の方法が、跨いで通過するのではな

く 2つのタイヤの間の通路を通過する方法であり、タイ

ヤに触れることなく真ん中を通ることが出来るように設

置したためだと考えられる。そのため、半分に切ったタ

イヤを横につなげて設置し、その上を跨がせるなど、ホー

スやブルーシートと同様跨ぐか踏む方法で行う必要があ

り、その場合の行動反応スコアは本実験とは異なる結果

になると予想される。

d）傘への行動反応スコア

　傘を突然開くことへの反応も全体的に小さい反応で

あった。ほとんどの親子が少しびくりとし、傘に対し耳

を立てて凝視するといった、スコア 2が最も多かった

（Fig.2）。

　この結果は、von Borstel ら（2009）の行った実験に

おける、びくりとしながら二歩ほど後ずさるウマが多

かったという結果より若干反応は小さかったものの、ほ

ぼ同様の結果であった。

　傘は唯一通過する新奇物でなく、音と動きでウマを驚

かせる新奇物であるために、反応も大きくなると予想し

たが、大きく驚く馬は少なく、逃走したり跳ねたりする

馬も見られなかった。理由として、傘の開く音が短く、

動きも一瞬で開くだけであったこと、厩舎内の通路は薄

暗く、その中で黒い傘を開いたため、認識し難かった可

能性があったことから、動きと音を組み合わせた新奇物

としては刺激が小さかったのではないかと考えられる。

そのため、音と動きを組み合わせた新奇物として、より

人工的で継続する音が出て、より大きく激しい動きをす

る物で、薄暗い中でも認識しやすい明るい色の新奇物を

使う必要があるだろう。

　以上の結果から、ウマが最も驚き易い新奇物は本実験

においてはブルーシートであったことが分かった。その

ため、心拍パラメーターの分析において、親ウマのブルー

シートの行動反応スコアが 4であった群（n=4）をスコ

b）ブルーシートへの行動反応スコア

　ブルーシートへの反応はウマによりばらつき、手綱を

強く引く、あるいは後ろから補助者が尻を押すなどの補

助をしてもなかなか通過しないウマも見られた。親ウマ

では、1度立ち止まって臭いをかぐなどをしたものの、

その後抵抗なく通過したもの（スコア 2）が 10頭で最も

多く、次いでブルーシートの前で完全に停止し、ヒトが

補助しなければ通過できないもの（スコア 4）が 4頭だっ

た。子ウマはほとんどがブルーシートを避けるように跳

ねて通過するもの（スコア 3）か、ヒトの補助がないと

通過できなかった（スコア 4）。親ウマでスコア 4を記録

したのはブルーシートのみであった （Fig.2）。　この結

果は、Graf ら（2014）の行った新奇物テストにおいて、

類似する「新奇物であるブルーシートで覆われた木製の

橋を通過する際に最も驚いた。」という結果と、同様の

ものであった。

　ブルーシートは幅が広く、触れずに通過することは難

しく、色が自然界には見られない明度の高い青であるも

のの、平面であり、音が鳴るなどの行為もしないことか

らホースよりは大きいが、タイヤよりは小さい反応であ

ろうと予想していた。しかし予想に反し、本実験で最も

反応の大きい新奇物であった。理由としてはやはり、シー

トの上を踏まずに通過することが難しいかったこと、自

然界に存在しない色をしていること、シートを踏むとガ

サガサと音がすることに対し警戒心をもったためではな

いかと考えられる。

c）タイヤへの行動反応スコア

　タイヤの間を通過するに当たって抵抗する馬はおら

ず、親ウマの 15頭中 11頭が若干気にするスコア 1程度

であった。子ウマでは立ち止まって臭いをかぐスコア 2

が 6頭と最も多かったが、全体的にスコアが低い傾向に

あった。また、親ウマのスコアのみで見た場合、ホース

よりもスコア 1が多かった（Fig.2）。

　タイヤは他の新奇物に比べ立体的で自然には見ない形

状をしており、また、黒色はウマにとって恐怖の対象と

なり得るので、驚き易いウマはタイヤの間を通過するこ
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けでなく生育環境による影響も大きいと考えられた。

　しかし、本実験では継子の実母がすでに売られていた

などの理由で剣山どさんこ牧に居なかったため、実母の

行動反応スコアリングを行うことが出来なかった。継母

との比較が不可能であったため、この結果は明確ではな

い。そのため、実母と継母間の、子ウマの驚き易さへの

影響力の差は、今後より詳細に調査、検討を行う必要が

ある。

４．心拍パラメーター変化率の比較

１）R-R 間隔における前安静との比較と HR 変化率によ

る比較

　15 頭の供試馬間で、前安静時の R-R 間隔は 837.9 ±

47.9 〜 1472.8 ± 105.7（ms）の間であり、供試馬間で

有意差が見られたため、心拍パラメーター変動の比較は、

絶対値ではなく、前安静時を基準とした変化率を用いて

行った。その結果、心拍パラメーターの HR変化率（％）、

SDNN 変化率（％）と RMSSD 変化率（％）は、それぞれ

①親のブルーシート行動反応スコア（スコア 1+2 ; n=11 

vs スコア 4; n=4）、②親の産次（3産以下 ; n=7　vs　4

産以上 ; n=8）、③子のブルーシート行動反応スコア（ス

コア 1+2; n=2 vs スコア 3+4; n=13）、④子の月齢（2か

月以下 ; n=10　vs　3か月以上 ;　n=5）、⑤子の逃走距

アの高い群、ブルーシートの行動反応スコアが 1・2で

あった群（n=11）をスコアが低い群として分類した。

３．供試馬親子間の行動反応スコアの相関

　各新奇物での供試馬親子間の行動反応スコア分布図か

ら、Kendall の順位相関係数と有意確率（P値）はそれ

ぞれ、ホース（r=0.28、P=0.25）、ブルーシート（r= －

0.10、P=0.69）、タイヤ（r=－ 0.02、P=0.95）、傘（r=0.46、

P=0.06）であった。相関係数は傘で最も大きく、傾向も

見られた（Fig.3. Left）。これは、傘スコアのみスコア

が 3段階であり、スコアのばらつきが小さかったためだ

と考えられる。しかし、4段階でスコアリングした新奇

物の相関の最大値はホースの r=0.28 であったため、そ

れより値が大きかった傘スコアを用いて次の分析を行っ

た。

　子ウマへの実母と継母の影響を比較するため、継母子

2組を除いた供試馬親子13組で傘スコアの相関を計算し

たところ、Kendall の順位相関係数（r=0.45、P＝ 0.09）

は傾向があり、継母子を含む全 15組の親子間での相関

係数（r=0.46、P=0.06）との差はほぼ見られなかった

（Fig.3）。このことから、実母と継母の間で、子ウマの

驚き易さへの影響力には差がないことが示唆された。そ

のため、本実験結果からは、子ウマの驚き易さは遺伝だ
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離（0ｍ ; n=7 vs それ以外 ; n=8）、⑥子の性別（♂ ; 

n=9 vs ♀ ; n=6）の 6つの項目で群を分けて比較した。

比較は HR変化率でホース、ブルーシート、タイヤ、傘

1回目の 5秒後・10秒後、傘 2回目の 5秒後・10秒後、

後安静でそれぞれ行った。SDNN 変化率および RMSSD 変化

率では、データ数が限られて計算できなかった傘を除く、

ホース、ブルーシート、タイヤ、後安静でそれぞれ比較

を行った。

　親ウマ個体別の HR変化率は 71.0 〜 156.5（％）の範

囲であり、それぞれ傘 2回目の 5秒後と傘 1回目の 10

秒後で記録された。それぞれの新奇物での HR変化率の

平均は傘 2回目の 5秒後で最も小さく（99.0％）、ホー

スで最も大きかった（117.6％）。

　①親ウマのブルーシート行動反応の高低スコアで分け

た 2群間で、各新奇物に対する HR変化率（Fig.4）を比

べると 2群間に有意差は見られなかった。同様に他の②

親の産次〜⑥子ウマの性別で分けた 2群間での HR変化

率にも、2群間に有意差は見られなかった。

　オランダ温血種を用いた Visser ら（2002）の実験に

おいて、新奇物テスト時の HR変化率は平均して約 239％

〜 297％の範囲であり、本実験より大きかった。このこ

とから、本実験に用いた馬群は HR変化率の小さい群で

あったと考えられる。また、この結果から、乗用馬に比

べて北海道和種は新奇物に対する HR変動が小さく、驚

きにくい種である可能性が示唆された。

２）SDNN 変化率と RMSSD 変化率による比較

　ウマ個体別の SDNN 変化率は 62.4 〜 430.1（％）の範

囲であり、それぞれタイヤとホースで記録された。それ

ぞれの新奇物での SDNN 変化率平均はタイヤで最も小さ

く（162.9%）、ホースで最も大きかった（212.7％）。2群

間の比較における P値は、⑤子の逃走距離で分けた 2群

間でのブルーシート（P=0.11）が最小であったが、SDNN

変化率を用いた分析では 2群間に傾向も有意差も見られ

なかった。SDNNは低下した場合に副交感神経活性の低下、

つまり緊張 /興奮を表すが、本実験では全体的に SDNN

が前安静時より新奇物テスト時で上昇しているウマが多

く見られ、これは緊張していないことを表し、今回の新

奇物では驚かなかったようであった。

　ウマ個体別の RMSSD 変化率は 35.6 〜 271.3（％）の
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本実験で用いた馬群が HR変化率の小さい群であったと

考えられ、SDNN と RMSSD の結果がスコアの結果と異なっ

たことから、本研究において心拍パラメーターを用い

た供試馬間の比較を行うことは難しかった。そのため、

今後 SDNN と RMSSD を利用できる新奇物テストの検討、

SDNN と RMSSD 以外の簡易に比較できる生理的パラメー

ターの検討が必要である。

５．ブルーシートの行動反応スコアで分けた群間の比

較

　生理的心拍パラメーターを用いた供試馬間の比較を行

うことは困難だった結果から、行動反応スコアが親子と

もに最も大きかったブルーシートに再度注目した。心拍

パラメーターの比較と同様に、供試馬群を親ウマのスコ

アが 4であった高い群（n=4）と、スコアが 1・2であっ

た低い群（n=11）の 2群にわけた。高低 2群間で、用い

た心拍パラメーターの中でも信頼性があった HR（拍 /

分）、HR変化率（％）と、子のブルーシートに対する行

動反応スコアの平均値を比較した。その結果、HR（61.5

± 12.0 vs 59.9 ± 8.2）、HR 変 化 率（116.3 ± 5.3 vs 

114.0 ± 9.6）、子ウマのブルーシートの行動反応スコア

（3.3 ± 0.5 vs 3.2 ± 0.8）となり、明確な差は見られ

なかったがスコアが 4であった高い群で全ての値がスコ

ア 1・2の低い群より大きかった（Fig.5）。

　この結果から、驚きにくく心拍変化率の小さい馬群で

驚き易さの比較を行いたい場合、ブルーシートを用いた

新奇物テストが最も有効である可能性が示唆された。

６．結論

　本研究の結果からは、子ウマの驚き易さに影響を与え

る要因の断定はできなかった。しかし、子ウマを育てた

親ウマが影響している可能性が示唆された。また驚き易

さの比較を行うに当たり、最も有効であった新奇物はブ

ルーシートであった。ブルーシートは入手が容易であり、

折りたたんでコンパクトにできるため、設置や保管も簡

易な新奇物である。そのため、ウマを扱った経験の少な

い者でも新奇物テストを行い易い。以上から、子ウマの

範囲にあり、それぞれタイヤとブルーシートで記録され

た。それぞれの新奇物での RMSSD 変化率平均はタイヤで

最も小さく（117.4%）、ブルーシートで最も大きかった

128.4％）。　①親のブルーシートの行動反応スコアの高

低で分けた 2群間でのホース（P=0.06）で、2群間に有

意な差の傾向が見られたものの、有意差は見られなかっ

た。

　RMSSD でも SDNN 同様、低下した場合に副交感神経活性

の低下、つまり緊張 /興奮を表すが、RMSSD も新奇物テ

スト時に上昇しているウマが多く見られた。本実験の結

果は、Visser ら（2002）の実験で、新奇物テスト時のウ

マの SDNN と RMSSD は有意に低下した、つまり緊張した

という報告とは異なった。

　SDNN は R-R 間隔の標準偏差であるが、今回の結果は新

奇物テスト時の R-R間隔の変動が大きかった、つまり緊

張／興奮が少なかったことを示している。また、RMSSD

は隣接する R-R間隔の差が大きいほど上昇するため、供

試馬の R-R間隔が短時間に上下したと考えられる。その

理由として、Visser ら（2002）が新奇物をウマ自身に 5

分ほど見させて調べさせる方法で新奇物テストを実施し

た方法に対し、本実験における新奇物テストは初めて見

る曝露から通過までの時間が短く、ホースで 33± 30秒

（平均± SD）、ブルーシートで 40± 25 秒、タイヤで 30

± 23秒であり、R-R間隔が短時間に大きく上下に変動し

てしまったためだと考えられる。そのため、本実験のよ

うな方法での新奇物テストで、SDNN および RMSSD を分析

に利用することは難しいことが判明した。SDNNを利用す

る場合、新奇物への曝露の継続時間を長くする工夫、例

えば、ホースを数本連続して並べる、ブルーシートをな

るべく大きく広げるなどで、新奇物刺激の曝露継続時間

が秒ではなく分単位で続くことが必要だと考えられた。

　本実験では心拍パラメーター変化率の比較では、6項

目で分けた 2群間に有意差は見られなかった。また、心

拍パラメーターの変動では、ブルーシートが最も緊張 /

興奮しているという結果にならなかったことから、ウマ

の行動反応スコアの結果が必ずしも生理的心拍パラメー

ターに反映されていない可能性があった。
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驚き易さの推定を行う場合、ブルーシートを用いた新奇

物テストで実の親または育ての親の驚き易さを調査する

ことが、最も簡易で効果的な方法である。

　また、本実験ではオランダ温血種などの乗用馬に比べ

て、北海道和種が驚きにくい種である可能性が示唆され

た。これは、北海道和種がホーストレッキングや障害者

乗馬に使用するために、より適性のある種であることを

裏付ける証拠となるかもしれない。

参考文献

Graf P, von Borstel UK, Gauly M. 2013.  Importance 

of personality traits in horses to breeders and 

riders. Journal of Veterinary Behavior.  8. 

316-325,

Graf P, von Borstel UK, Gauly M. 2014. Practical 

considerations regarding the implementation 

of a temperament test into horse performance 

tests: Results of a large-scale test run. 

Journal of Veterinary Behavior. 9, 329-340

Linnenkohl W, Knottenbelt DC. 2012. Equine 

Veterinary Nursing. 2nd Edition. Coumbe K. 

（ed.）. 1 Basic equine management. General 

horse behaviour. 1-3. Wiley-Blackwell. UK.

松本久喜 . 1953. 日本在来馬に関する研究　特に北海道

和種、木曽馬及び御崎馬について .  岡部利雄（編）. 

第 1版 . 第 2編　北海道在来馬について . 第Ⅰ章

　北海道内における在来馬の分布及びその盛衰なら

びに移動 . 17-24. 日本学術振興会 . 東京 .

松下昌之助 . 2014. 心拍変動解析を用いた視覚障害と理

学療法臨床実習のストレス評価 . 筑波技術大学テ

クノレポート . 21, 56-60.



13

北海道和種の母ウマの驚き易さが子ウマの驚き易さに及ぼす影響

2 pairs of step-mother with foal, of Hokkaido of Tokachi 

Turugisan Dosanko Maki. In the paddock of the horse 

group including the test horse group, the flight distance was 

measured. After that, we captured the target mare with her 

foal and anchored only the mare to the wall of the passage 

in the stable. Heart rate monitor (Polar Inc., RS 800 CX) 

was attached only to the mare, and the measurement of 5 

minutes rest stage (pre-rest) was started. Then, four novelty 

items in order of hose, blue sheet, tire, umbrella was tested 

behaviorally together mare with her foal. Behavioral 

responses were scored in 3 to 4 stages. Finally after 5 minutes 

rest (post-rest) was measured and finished. Throughout the 

experiment the behavior of mare with her foal was recorded 

with a video camera (JVC Kenwood KK, GZ-E265-R). The 

mare R-R interval from the start of pre-rest to the end of post-

rest was recorded. The heart rate parameters of HR (beats / 

min) and SDNN Standard deviation of all normal-to-normal 

R-R interval (ms), RMSSD The square root of the mean 

of the sum of the square of differences between adjacent 

NN interval (ms) calculated from R-R interval (ms), were 

analyzed using SAS Enterprise Guide 7.1.

The flight distance was 0 m for 14 mares and 7 foals, 

and there was no significant difference in the age of the foal. 

From this result, it is considered that this group of horses 

was not only accustomed to humans, but also a group of 

horses with low alertness against humans from the time of 

foals. Behavioral response scores were the largest in the blue 

sheet both mare and foal, and the variations were also large. 

Therefore, the novel object most surprising in this experiment 

was a blue sheet. The score correlation between mare and foal 

was the largest in the umbrella score, and the rank correlation 

coefficient of Kendall was about 0.46. In order to compare 

the influence of the mother and the stepmother to the foal, 

the Kendall rank correlation coefficient of the umbrella score 

calculated by the 13 pairs of mare with her foal excluding 

the stepmother with her foal was about 0.45. From this, it 

is considered that the surprise ease of the foal is not only 

農林水産省生産局畜産部畜産振興課 . 2016. 馬関係資

料 . 66-69

Visser EK, van Reenen OG, van der Werf JTN, 

Schilder MBH, Knaap JH, Barneveld A, Blokhuis 

HJ. 2002. Heart rate and heart rate variability 

during a novel object test and a handling test 

in young horses. Physiology & Behavior. 76, 

289– 296.

von Borstel UU, Duncan IJH, Shoveller AK, Merkies K, 

Keeling LJ, Millman ST. 2009. Impact of riding 

in a coercively obtained Rollkur posture on 

welfare and fear of performance horses. Applied 

Animal Behaviour Science. 116,228–236.

Abstract

In Japan, horseback riding is not general sports or leisure 

activities compared to the United States and Europe, and 

knowledge to handle horses is not common. If a beginner can 

easily judge the nature and disposition of a horse, it becomes 

easy to contact a horse, and the threshold for horseback 

riding drops. We thought that increasing opportunities to 

enjoy horseback riding could break through the practical use 

of Hokkaido native horse, Dosanko. However, it is difficult to 

understand the temperament and nature of a horse. Therefore, 

in this study, we tried to understand the nature of surprise 

ease of the horse.

This experiment is based on 1) measurement of flight 

distance and scoring behavioral responses of novelty test, 

and 2) measurement / analysis of heartbeat parameters. We 

also examine 3) a method that can easily grasp the nature of 

surprise ease of Hokkaido native horse, Dosanko Using this 

method, investigate whether the nature of surprise ease of 

the foal is influenced by the nature of surprise ease of mare, 

then we estimate the temperament of surprise ease of foal by 

clarifying the factors affecting it.

We tested 15 pairs of mare with her foal, including 
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influenced by genetics but also by the habitat environment

The average R-R interval ± SD of 15mares at pre-

rest was 837.9 ± 47.9 to 1472.8 ± 105.7 (ms), indicating 

a significant difference among the mares. Therefore, 

comparison of heart rate parameters was made with a rate 

of change (%) based on the pre-rest values. The comparison 

items are 1) the mare's blue sheet behavior reaction score, 

2) parity, 3) foal's blue sheet behavior reaction score, 4) foal 

age, 5) foal flight distance, 6) foal sex. However, none of 

the six items showed a significant difference between the 

high and low group of each item. As a result of comparison 

between the high score group (score 4) and the low score 

group (score 1, 2) of the mare’s blue sheet, average HR 

was61.5 vs. 59.9 (beats / min), average HR change rate was 

116.3 vs. 114.0 (%), and foal blue sheet score was 3.3 vs 

3.2. Therefore, the blue sheet proved to be the most effective 

object in comparing the nature of surprise ease of a horse.

In conclusion, from this experiment it was not possible 

to conclude the factors affecting the nature of surprise ease 

of the foal. However, it was suggested that the parent horse 

who raised the foal may be affected. When comparing the 

nature of surprise ease, the most effective novelty, in this 

experiment, was the blue sheet. In estimating the surprise 

easy temperament of a foal, it was the simplest and effective 

way to investigate the nature of surprise ease of a real parent 

or raising parent in a novelty test using a blue sheet.

Key words:novel object, surprise ease, mare with her 

foal, blue sheet, heart rate parameters



15

（受付：2018 年 4 月 27 日，受理：2018 年 6 月 21 日）

摘　要

　十勝地方での栽培に適したラッカセイ品種の選択を行うため、早晩性の異なる 5つのラッカセ

イ品種（早生品種：タチマサリ、郷の香、中生品種：ナカテユタカ、おおまさり、晩生品種：千

葉半立）を帯広畜産大学実験圃場で栽培した。2017 年 5月 29日に、それぞれの品種を直播、お

よび移植により栽植し、その後の開花習性や収量を評価した。開花に要した日数は、いずれの品

種も直播よりも移植を行った区で短かった。直播を行った区、移植を行った区とも、タチマサリ、

郷の香、ナカテユタカ、おおまさり、千葉半立の順で開花を行った。この序列は、本州において

栽培した際の品種の早晩性に合致するものであった。子実収量は、全ての品種において直播より

も移植を行った区で高かった。また、早生品種ほど子実収量が高い傾向が示された。開花が早い
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行っている。現在十勝地方では、芽室町や音更町の生産

グループによる小規模な栽培事例を除き、ラッカセイの

生産がほとんど行われていない。今後十勝地方において

ラッカセイの普及が進み、他の豆類と同様に大規模な作

付けが行われるようになれば、国産ラッカセイの供給拡

大と市場における不安定な相場の改善を図れるものと期

待できる。

　これまでの研究により、十勝地方においてもラッカセ

イの栽培が可能であることが示されている（秋本ら　

2017）。しかしながら、十勝地方におけるラッカセイの

栽培事例はいまだ少なく、生産を実践化するための栽培

技術が十分に確立されていない。これまで十勝地方で栽

培されたラッカセイ品種はごく少数であり、十勝地方の

環境に適した品種の選抜が行われていない。ラッカセイ

には早生品種、中生品種、晩生品種と早晩性の異なる品

種群が存在する。本研究では早晩性の異なる 5つの品種

を栽培し、帯広市の環境下における開花習性や生育、収

量を比較することで適性品種の選択を試みた。また、ラッ

カセイの栽植方法には、圃場に直接種子を播く直播と、

育苗した苗を圃場に植え付ける移植がある。本研究で供

試するラッカセイ品種について、十勝地方で栽培するた

めの適切な栽植方法を検討するため、それぞれの品種を

直播と移植の両方の手段によって栽培し、栽植方法の違

いが生育や収量におよぼす影響を調査した。なお、本

研究は、国立大学法人帯広畜産大学と株式会社 NTTデー

緒　論

　ラッカセイ（Arachis hypogaea L.）は、わが国におい

て年間に 9万トン以上が消費される日常的な食材である

（農林水産省統計　2017）。また、タンパク質やビタミン

類などに富むことや、レスベラトロールなどの抗酸化物

質を含むことなどから機能性食材としての注目も高まっ

ている（Ebisawa et al. 2015；谷口　2014；大垣と佐

川　2003）。その一方で、ラッカセイの国内生産量は低く、

2016 年度における自給率は重量ベースで 10.8％しかな

い。ラッカセイの主産地であり、国産ラッカセイの約 8

割を生産している千葉県では、生産者の高齢化や生産

コストの高騰などに伴いラッカセイの栽培放棄が進み、

作付面積や生産量が年々減少している（野島　2012）。

2017 年度における千葉県のラッカセイ作付面積は 5,080

ヘクタールであるが、これは 25年前のおよそ 60％にま

で縮小している（農林水産省統計　2017）。市場への供

給が寡少であるため、国産ラッカセイの価格は輸入品に

比べて高騰しており、相場の変動も大きく不安定である

（野島　2012）。国産ラッカセイの安定供給と価格競争力

の獲得のためには、新たなラッカセイ生産地の開拓によ

る増産が必須と考えられている（前田　2005）。

　十勝地方は日本の耕種農業の中心地である。畑作農家

は平均 38ヘクタールにもおよぶ広大な耕地を用いてア

ズキやダイズ、インゲンといった豆類の栽培を盛んに

秋本正博・佐藤憲・熊田総佳・逵本秀久・小林規人・平等聡・田中一郎

株ほど降霜前に多くの莢を稔らせることができ稔実粒数が多かったことから、子実収量の差は生

産される稔実粒数の違いに起因したと考えられる。タチマサリと郷の香では、栽植方法にかかわ

らず子実収量が全国の平均値（180g/m2）を上回った。早生品種は十勝地方の環境に対する適性が

高く、これらを用いることにより全国平均以上の収量を得られることが明らかになった。また、

中生品種のナカテユタカとおおまさりについては、移植を行った区で子実収量が約 180g/m2 に達

した。中生品種を用いる場合、移植などにより花芽分化を早め、7月上旬までに開花を行わせる

ことで全国平均と同程度の子実収量を得られることが示された。

キーワード：ラッカセイ、栽植方法、早晩性、子実収量、十勝地方
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培開始の 1週間前に窒素、リン酸、およびカリウムをそ

れぞれ成分量で 10a あたり 3kg、10kg、10kg 施用した。

なお、本試験では窒素源として硫酸アンモニウムを、リ

ン酸源として 40苦土重焼燐を、カリウム源として硫酸

加里をそれぞれ用いた。栽培に先立ち、地温の維持と雑

草の防除を目的にラッカセイの栽植土壌を 0.03mm 厚の

緑色プラスチックマルチで被覆した。

　直播に用いる種子には、播種前に 30˚C 暗条件下で

100ppm 濃度の塩化カルシウム水溶液に浸し 3日間催芽を

行う予借を施した。移植のための育苗は、100ppm 濃度の

塩化カルシウム水溶液中で催芽させた種子を、育苗用培

土を充填したペーパーポット（日本甜菜糖業株式会社　

V-4：φ 3.8× 5.0cm）に植え付け、帯広畜産大学ガラス

室内（昼温 25℃、夜温 20℃、自然日長）で 18日間行っ

た。これにより、本葉が 2～ 3枚展開した苗を育成でき

る。5月 29日に直播、および移植による栽培を開始した。

栽植密度はおおまさりで 5.1株 /m2、その他の品種で 7.7

株 /m2 とした。

　寒冷地における作物栽培では、幼苗期の気温がその後

の生長量に大きな影響をおよぼす。ラッカセイの幼苗期

の生育を促すためには、株を不織布で被覆し保温する

ことが有効である（深澤ら　1996；坂本と上原　1995）。

そこで本研究では、栽培開始後にラッカセイ株を 90％光

透過性の不織布（三菱樹脂アグリドーム株式会社　パオ

パオ 90）でトンネル被覆し、保温を行う処理を施した。

被覆保温の期間は、栽培開始日の 5月 29 日から全ての

品種が開花盛期を迎える 7月 28日までとした。

　5つの品種に対して栽植方法の異なる2つの試験区（直

播区と移植区）を設けた合計 10試験区からなるプロッ

トをランダムブロックとし、6反復の乱塊法により圃場

内に試験区を設置した。栽培開始後の管理は、都府県に

おけるラッカセイ栽培の慣行法に従った。全ての品種が

開花盛期を迎えた 7月 28 日に、開花後に起こる子房柄

の土壌貫入を促進させるため緑色プラスチックマルチを

土壌から剥離した。収穫は、莢実が登熟期を迎えたも

のから順次行った。収穫日は、タチマサリが 9月 27日、

郷の香が 10月 6日、そして残りの 3品種が 10 月 12 日

タ経営研究所との共同研究（K17006）、および TOKACHI 

Grand Nuts プロジェクトによるラッカセイ普及事業のも

と執り行われた。

材料および方法

2－ 1．材料

　栽培試験には、「タチマサリ」、「郷の香」、「ナカテユ

タカ」、「おおまさり」および「千葉半立」の 5品種を供

試した。タチマサリは 1974 年に千葉県農業試験場（現・

千葉県農林総合研究センター）で育成された極早生の焙

煎用品種である。商業栽培されている品種のなかでは最

も早く収穫が行えるもののひとつで、関東圏で栽培した

場合には 9月中旬までに収穫を終えることが可能である

（竹内ら　1975）。郷の香は 1995 年に千葉県農業試験場

で育成された早生の茹で・焙煎兼用品種である。草型は

立性で収量性が高い。また、莢が白色で外観品質に優れ

ている（鈴木ら　1997）。ナカテユタカは 1979 年に千葉

県農業試験場で育成された中生の焙煎用品種である。草

型は立性で、肥沃な土地に適し高収量性である。環境の

違いによる収量の変化が小さく関東から九州まで広く栽

培されている（工藤と小代　1988；高橋ら　1981）。お

おまさりは 2008 年に千葉県農林総合研究センターで育

成された中晩生の茹で用品種で、莢や粒が他の品種の1.5

倍ほども大きい。草型はやや匍匐性で、開花盛期後も花

芽を分化し続けるため莢実の熟度にばらつきが生じやす

い（岩田ら　2008）。千葉半立は 1953 年に千葉県農業試

験場で育成された晩生の焙煎用品種である。草型は半立

性で、良食味ではあるが収量性がやや低い（竹内ら　

1964）。本試験で用いた品種の種子は、すべて平成 29年

春に種苗会社から購入したものである。

2 － 2．ラッカセイの栽培

　ラッカセイの栽培は、2017 年に帯広畜産大学の実験圃

場で行った。十分に砕土を行った圃場に土壌改良材とし

て苦土炭酸カルシウムと発酵鶏糞をそれぞれ 10aあたり

120kg と 75kg 散布した。また、施肥は基肥一括とし、栽
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順で短かった。十勝地方で栽培したときの品種間の開花

の序列は、これら 5品種を本州で栽培したときの早晩性

に合致していた。直播区については、到花日数が最も

短かったタチマサリ（35.5 ± 0.2 日：7月 4日相当）と

最も長かった千葉半立（46.2 ± 0.3 日：7月 15日相当）

の間で約 11日の差があった。また、移植区については、

到花日数が最も短かったタチマサリ（30.3 ± 0.3 日：6

月 30日相当）と最も長かった千葉半立（42.7 ± 0.3 日：

7月 11日相当）の間で約 12日の差があった。

3 － 2．収量構成要素

　ラッカセイ 5品種の収量構成要素の計測値を表 1に示

した。

　2元分散分析の結果、稔実莢率、稔実莢数、稔実粒数、

および 1000 粒重の全ての計測値に対して品種と栽植方

法の効果が認められた。また、稔実莢率に対しては変動

要因間の相互作用も認められた。

　稔実莢率は、全ての品種で直播区に比べ移植区で高

かった。また、直播区、移植区とも早生品種であるタチ

マサリと郷の香で高い傾向を示し、晩生の千葉半立で低

い傾向を示した。最も値が高かったのはタチマサリの移

植区（91.3 ± 0.4％）で、最も値が低かったのは千葉半

立の直播区（43.5 ± 6.5％）であった。稔実莢数と稔実

粒数は稔実莢率に相関して変動する傾向を示した。稔実

莢数、稔実粒数とも直播区に比べ移植区で値が高く、ま

た、早生品種であるタチマサリと郷の香において中生の

ナカテユタカやおおまさり、晩生の千葉半立に比べ値が

高かった。稔実莢数と稔実粒数が最も高かったのはタチ

マサリの移植区（稔実莢数：292.0 ± 8.0 個 /m2、稔実粒

数：499.0 ± 10.2 個 /m2）で、最も値が低かったのはお

おまさりの直播区（稔実莢数：92.5 ± 2.3 個 /m2、稔実

粒数：161.6 ± 4.6 個 /m2）と千葉半立の直播区（稔実莢数：

89.3±2.1個/m2、稔実粒数：150.9±3.9個/m2）であった。

1000 粒重も、直播区に比べ移植区で値が高い傾向を示し

た。1000 粒重は大粒品種であるおおまさりにおいて、他

の品種に比べて値が高かった。最も値が高かったのはお

おまさりの移植区（1222.2 ± 24.0g）で、最も値が低かっ

であった。土壌から掘り起こした株を天日で 1週間乾燥

させ、莢を脱穀した。

2 － 3．調査項目

　5月 29日を栽培開始日として、栽培開始日から開花日

までに要した日数（到花日数）を記録した。なお、本研

究では、5個以上の花が開花した株を開花株とし、各試

験区で半数以上の株が開花株となった日をその試験区に

おける開花日とした。

　収穫した株について、試験区ごとに子実収量を計測し

た。また、収量構成要素として稔実莢率、総稔実莢数、

総稔実粒数、および 1000 粒重を計測した。なお、子実

収量は剥き実重量（莢から殻と不稔種子を除いた正常粒

のみの重量）とし、稔実種子を一粒でも含んでいる莢を

稔実莢とした。

2 － 4．統計解析

　調査項目のうち、到花日数と稔実莢率についてはデー

タの分布が正規性を示さなかった。そのため、到花日数

については統計解析を行わなかった。また、稔実莢率に

ついてはデータをアークサイン変換したのち統計解析を

行った。

　収量、および収量構成要素の計測値について、品種と

栽植方法を変動要因とした 2元分散分析を行った。各変

動要因、あるいはそれらの相互作用について計測値への

強い効果が認められた場合には、Bonferroni の事後検

定により、計測値間の差を検定した。統計計算には IBM 

SPSS Statistics Ver.22 を用いた。

結　果

3－ 1．到花日数

　実験に供試したラッカセイ 5品種の到花日数を表 1に

示した。

　全ての品種において、移植区の方が直播区よりも早く

開花日に至った。直播区、移植区とも到花日数はタチマ

サリ、郷の香、ナカテユタカ、おおまさり、千葉半立の
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19

± 6.4g/m2）の値は、同じ栽植方法で栽培したタチマサ

リと郷の香に比べそれぞれ約 25％と約 40％となった。

4．考察

たのは千葉半立の直播区（622.8 ± 9.2g）であった。

3 － 3．子実収量

　ラッカセイ 5品種の子実収量を図 1に示した。

　2元分散分析の結果、子実収量に対する品種と栽植方

法の効果が認められた。子実収量は、いずれの品種とも

直播区に比べ移植区で値が高かった。また、品種間の

比較では、早生の品種ほど子実収量が高い傾向を示し、

その結果、タチマサリと郷の香の移植区（タチマサリ：

322.8 ± 8.6g/m2、郷の香：325.2 ± 14.2g/m2）で最も値

が高くなった。タチマサリと郷の香では直播区（タチマ

サリ：229.9 ± 9.5g/m2、郷の香：239.7 ± 9.8g/m2）に

おいてもナカテユタカの移植区（209.1 ± 11.5g/m2）と

同程度の子実収量が得られた。一方、晩生の千葉半立は

子実収量が低く、直播区（57.6 ± 2.4g/m2）と移植区（121.7

秋本正博・佐藤憲・熊田総佳・逵本秀久・小林規人・平等聡・田中一郎
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図1．ラッカセイ5品種の直播区、および移植区における子実収量。
Bonferroniの事後検定により5％水準で値に差が認められたものの間には異
なる文字をふった。グラフ中の破線は、ラッカセイの子実収量の全国平均
値（180g/m2）を表す（本文参照）。

表1．　ラッカセイ5品種における到花日数、および収量構成要素の平均値と標準誤差

栽植方法 n

タチマサリ

直播 6 35.5 ± 0.2 82.1 ± 1.4 c1) 241.1 ± 8.3 c 403.6 ± 15.4 c 811.8 ± 8.1 g

移植 6 30.3 ± 0.3 91.3 ± 0.4 a 292.0 ± 8.0 a 499.0 ± 10.2 a 848.6 ± 7.6 f

郷の香

直播 6 38.7 ± 0.3 76.8 ± 1.9 d 225.4 ± 8.6 d 386.8 ± 14.0 d 936.4 ± 6.4 d

移植 6 34.2 ± 0.3 86.7 ± 1.3 b 270.3 ± 10.4 b 468.2 ± 19.7 b 996.9 ± 10.0 c

ナカテユタカ

直播 6 42.3 ± 0.2 63.5 ± 2.8 h 135.5 ± 7.0 f 238.8 ± 13.2 f 801.7 ± 10.5 g

移植 6 37.8 ± 0.3 71.9 ± 0.7 e 178.4 ± 8.2 e 317.8 ± 13.1 e 895.6 ± 7.4 e

おおまさり

直播 6 43.7 ± 0.5 65.8 ± 2.6 g 92.5 ± 2.3 h 161.6 ± 4.6 h 1125 ± 18.4 b

移植 6 38.2 ± 0.5 68.2 ± 2.7 f 114.1 ± 3.2 g 208.0 ± 6.1 g 1222 ± 24.0 a

千葉半立

直播 6 46.2 ± 0.3 43.5 ± 6.5 i 89.3 ± 2.1 h 150.9 ± 3.9 h 622.8 ± 9.2 i

移植 6 42.7 ± 0.3 63.7 ± 2.1 h 140.3 ± 5.2 f 242.8 ± 10.7 f 755.2 ± 13.9 h

ANOVA2)

品種 - ** ** ** **
栽植方法 - ** ** ** **
相互作用 - * ns. ns. ns.

1) Bonferroniの事後検定により5％水準で値に差が認められたものの間には異なる文字を振った

2)  *: p<0.05,　** : p<0.01

1000粒重

（％） （/m2
） （/m2

） （g）
到花日数

（日）

稔実莢率 稔実莢数 稔実粒数
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さが原因と考えられる。ラッカセイの結実は、開花・受

粉を行った後に子房柄が伸長し、土壌へと貫入すること

で開始される。そのため、他の豆類に比べ開花から結実

までに長い時間を要する。ラッカセイ品種の収穫適期は、

タチマサリと郷の香で開花後 70～ 75日、ナカテユタカ

で開花後 75～ 80 日、おおまさりで開花後 80～ 85 日、

そして千葉半立で開花後 90～ 95日とされている（鈴木

　2011）。開花が早く、開花から結実までに要する日数

も比較的短いタチマサリや郷の香では、5月末に栽培を

開始しても、降霜前に収穫を完了することが可能である。

これに対し、開花が遅く、かつ開花から結実までに日数

を要する千葉半立などでは、7月中旬に開花が行われた

としても、収穫期が必然的に 10月となる。ラッカセイ

は霜に弱く、一度でも降霜に合うと茎葉部が傷み生育が

停止してしまう。2017 年は 9月末に初霜があり、圃場で

生育していたラッカセイ株はみな霜害を受け茎葉部が壊

死してしまった。開花が遅く、かつ開花から結実までに

日数を要する品種では、十分な資源を子実に転流する前

に生育が終了してしまったため、不稔莢が多く生じたと

考えられる。

　農林水産省統計（2017）をもとに計算したラッカセイ

の子実収量の全国平均は約 180g/m2 である。タチマサリ

と郷の香では、直播区と移植区の両方で子実収量が全国

平均の 180g/m2 を上回った（図 1）。タチマサリや郷の香

といった早生品種を利用することにより、十勝地方にお

いても全国平均を上回る収量が期待できることが示され

た。一方、中生品種のナカテユタカとおおまさりでは、

それぞれ移植区のみにおいて全国平均以上、あるいは同

程度の子実収量が得られた（図 1）。ここで、ナカテユタ

カとおおまさりについて、全ての直播区と移植区を合わ

せた合計 12試験区における到花日数と子実収量の関係

をそれぞれ散布図に表した（図 2）。散布図をもとに子実

収量を独立変数とした回帰分析を行ったところ、ナカテ

ユタカについては、決定係数が R2=0.787 の単回帰式が、

おおまさりについては決定係数がR2=0.810の単回帰式が

それぞれ得られた。これらの単回帰式をもとに子実収量

が 180g/m2 であるときの到花日数を推定するとナカテユ

　ラッカセイの品種の多くは中性の光周性を示し（前

田 1968；Harris and Bledsoe 1951）、日長よりも積算温

度や個体サイズに反応して花芽分化を開始する（磯田と

生井　2016；加藤と久保 1955）。本研究におけるラッカ

セイの栽培では、いずれの品種とも移植を行うことで直

播を行う場合に比べ開花日を 5日程度早めることができ

た。ラッカセイは元来熱帯作物であり、発芽適温は 25℃

～ 30℃と高い（鈴木　2011）。栽培を開始した 2017 年 5

月29日から1週間の帯広市の日平均気温は約15℃とラッ

カセイの発芽条件としてはかなり低温であった。そのた

め、直播を行った試験区では、発芽の遅滞や不斉一性が

散見した。これに対し、ひとたび発芽を行ったラッカセ

イの株は15℃程度の気温条件でも生育が可能とされてい

る（鈴木　2011）。移植を行った試験区の株は、2017 年

5月下旬の気温の下でも栽培開始直後から生長を行うこ

とができたと考えられる。この初期生育の違いにより、

直播区と移植区で獲得できる積算温度が異なり、結果と

して到花日数に差が生じたと考えられる。

　本研究の結果では、ナカテユタカとおおまさりの到花

日数がほぼ同じであった。しかし、両品種を 2016 年に

栽培した際には、おおまさりの開花がナカテユタカより

も約 10日も早かった（秋本ら　2017）。2017 年の帯広市

は 6月中旬以降平年に比べて気温が高く、2016 年と比較

しても日平均気温が 6月中旬、下旬でそれぞれ 2℃、7

月上旬では 5℃も高かった（帯広畜産大学実験圃場で計

測）。生育時の積算温度に反応して花芽分化を行うラッ

カセイでは、品種ごとに気温に対する反応規格が異なる

可能性がある。十勝地方で栽培した際の品種の早晩性に

ついては気象の異なる年次に栽培試験を反復することで

確認をはかる必要がある。

　早生品種ほど子実収量が高い傾向を示した。早生品種

では稔実莢率が高く、生産される稔実莢数や稔実粒数が

中生や晩生の品種に比べて多かった。1000粒重と子実収

量の間には高い相関性が認められなかったことから、早

生品種における高い子実収量は、稔実莢数や稔実粒数が

多かったことに起因すると考えられる。対照的に、中生

品種や晩生品種で子実収量が低かったのは稔実莢率の低
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結　語

　現在、国産ラッカセイの市場供給は寡少であり、取引

価格が不安定な状況にある。そのため、近来の課題とし

てラッカセイの国内生産地の拡大と増産が求められてい

る。豆類の産地である十勝地方はラッカセイの新たな生

産地として注目されており、生産者も換金作物としての

ラッカセイに関心を寄せている（木野農業協同組合　清

都善章氏からの私信）。新規の作物を普及するためには、

その土地の環境で十分な生産を行える適性品種の選択が

重要になる。本研究の成果により、十勝地方のラッカセ

イ栽培には 7月上旬までに開花を開始する早生品種が適

しており、これらを用いることで全国平均を上回る子実

収量を得られることが明らかになった。また、中生品種

についても、移植を行うなど 7月上旬までに開花期を迎

えるよう管理することで、全国平均と同程度、あるいは

それを上回る子実収量を得られることが示された。一方

で、ラッカセイの生育や子実収量は気温や降霜など気象

条件により強く影響を受ける。2017 年の気象条件は、6

月中旬から高温が続いたが、8月以降は比較的低温であ

り、初霜が平年よりも 10日以上早いなど必ずしも平年

並みとは見なせないものであった。今後の課題として、

気象条件の異なる年次に反復試験を行い本研究の結果を

検証していくことが挙げられる。
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タカでは 39.8 日（7月 8日相当）、おおまさりでは 38.5

日（7月 7日相当）となる。すなわち、十勝地方でナカ

テユタカとおおまさりを栽培する場合、それぞれ 7月 8

日、7月 7日までに開花を開始させられれば全国平均を

上回る子実収量が得られると考えられる。本研究の結果

で示されたとおり、ナカテユタカ、おおまさりとも、移

植による栽培でこの条件を満たすことが可能である。一

方で、近年では経費や労働力を削減する目的から多くの

作物で直播による作付けが行われている（平石と岡田　

2015）。ラッカセイにおいても生産コストの削減を優先

するのであれば、直播による栽培が必須となる。ナカテ

ユタカやおおまさりを直播で栽培し 7月初旬までに開花

を行わせるためには、種子のプライミング処理によって

発芽の安定化を図る（野島と鈴木　2012；宇都と野島　

2008）など、初期生育を円滑に行わせるための対策がさ

らに必要になると考えられる。十勝地方の低温条件下に

おけるプライミング処理の効果については今後の検討課

題となる。
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図2．ナカテユタカ（a）、およびおおまさり（b）の試験区における子実収
量と到花日数の関係。グラフ中の式は、子実収量を独立変数とした回帰分
析によって得られた単回帰式を表す。また、グラフ中の破線は、ラッカセ
イの子実収量の全国平均値（180g/m2）を表す（本文参照）。
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Summary

 To select the varieties of groundnut suitable for the 

cultivation in Tokachi region, five varieties with different 

earliness (early variety: Tachimasari and Satonoka, 

medium variety: Nakateyutaka and Ohmasari, late variety: 

Chibahandachi) were grown at the experimental field of 

Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine. 

In May-29, 2017, cultivation of groundnuts was started by 

planting the five varieties with two different manners, direct 
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seeding and transplanting, respectively, and then, flowering 

habit, yield components and grain yield of the plants were 

investigated. In all the varieties, number of days to flowering 

was shorter in the plots of transplanting than in those of direct 

seeding. Tachimasari first attained to the flowering period in 

both planting plots, followed by Satonoka, Nakateyutaka, 

Ohmasari and Chibahandachi. This flowering order roughly 

corresponded to their earliness observed when they are grown 

in the main land of Japan. Higher grain yield was observed 

in early variety. Also, in each variety, plants grown by 

transplanting showed higher grain yield. Since, legume plants 

including groundnut are susceptible to frost injury, plants 

flowered earlier have an advantage to produce more fertile 

pods before frost period. Regardless of the planting manner, 

the two early variety, Tachimasari and Satonoka, which are 

better suited for the environment of Tokachi region, showed 

the highest grain yields exceeding the value of the national 

average (180g/m2). Medium varieties, Nakateyutaka and 

Ohmasari, also have adequacy of cultivation in Tokachi 

region, which allow the grain yield comparative to the 

national average if the plants are grown by transplanting and 

can make flowers until early July.

Keywords: groundnut, planting manner, earliness, grain 

yield, Tokachi region
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　近年、生育障害や環境要因などにより丹波篠山産の等級外黒豆 (クズ豆 )が増えている。今回、

丹波篠山産の黒豆と等級外黒豆 (クズ豆 )を用いて、一般的な方法に従って味噌を製造し、それ

らの食品機能性について比較を行った。分析に用いた味噌は、丹波黒豆 (2L良品 )を用いた丹波

黒豆味噌 A、クズ豆を用い生麹使用量が異なる丹波黒豆味噌 Bと C、クズ豆粉を用い生麹使用量

が異なる丹波黒豆粉味噌D、E、Fである。丹波篠山産のクズ豆を用いて製造した味噌のポリフェノー

ル量、メラノイジン量、DPPH ラジカル消去活性および ABTS ラジカル消去活性は、丹波篠山産の

黒豆良品を用いて製造した味噌のそれらの値に比べ、全ての項目で高い値を示した。クズ豆の

100g 当たりの粒数は、丹波篠山産黒豆良品に比較して約 1.4倍なので、クズ豆を用いて味噌製造

を行うと、同じ重量の豆を用いると種皮割合は若干高くなる。通常、豆類ポリフェノールは種皮

に多く含まれている。また、丹波篠山産の黒豆粉 1000g に対し、生麹 750g、塩 455g を使用して

製造した丹波篠山産黒豆味噌 Eの抗酸化活性は、異なる条件で製造した黒豆粉味噌 Dや F、黄大

豆粉味噌 (基準 2)に比べ有意に高い値を示した。また、6種類の黒豆味噌および黒豆粉味噌のホ

ルモール窒素 /全窒素の値は、黄大豆および黄大豆粉を用いて製造した味噌のそれらの値とほぼ

同様の傾向で、発酵状態に違いは認められなかった。

キーワード：�等級外黒豆味噌、ポリフェノール、メラノイジン、DPPH ラジカル消去活性、ABTS

ラジカル消去活性

要　旨

（受付：2018 年 4 月 26 日，受理：2018 年 6 月 21 日）

姜成宇 1,2、菊川裕幸 3、慈照紅 1,2、小嶋道之 1,2

Food Functionalities of Miso Fermented by Off-grade Tanba Black Soybeans and Powder

Chengyu Jiang1,2, Hiroyuki Kikukawa3, ZhaoHong Ci1,2, Michiyuki Kojima1,2

丹波篠山産の等級外黒豆及び黒豆粉末を用いて製造した

味噌の食品機能性

Res. Bull. Obihiro Univ.   39：24 〜 31（2018）
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姜成宇・菊川裕幸・慈照紅・小嶋道之

諸　言

　味噌は、古くから健康に良い食品として知られてい

る。日常的には、毎朝の食事に味噌汁は欠かせないもの

であったが、最近では食生活の変化もあり、若者を中心

にその傾向が変わりつつある。味噌の健康機能効果とし

て、抗酸化性が報告されている (渡邊ら 2010; 桐原ら

2015)。味噌の原料である大豆の抗酸化性は、雑豆類の

それ (齋藤ら 2007) に比べるとそれほど高くはないが、

大豆の発酵加工品である味噌の抗酸化性は顕著に高い値

を示し、味噌の熟成により生じるメラノイジンが、抗酸

化性に関係していることを先に報告した (呉ら 2015)。

しかし、味噌の材料、発酵・熟成に関係する微生物、そ

の他の添加物、味噌製造方法の違いなどの抗酸化性に及

ぼす影響について、メラノイジン以外の機能性を有する

化合物との関連については、まだほとんど明からにされ

ていない。

　丹波篠山東雲高校では、地域の特産品である丹波黒豆

に注目して、さまざまな商品企画をおこなってきた。そ

の一環として、数年前から丹波黒豆の等級外黒豆を有効

利用する方法として、「高校生が作る特徴ある丹波黒豆

味噌の製造および販売」プロジェクトの企画を進めてき

た。丹波篠山産の黒豆は、近年生育中に病害が発生した

り、環境要因などによる小粒化傾向や収穫後の脱穀作業

中に傷物が生じたりして、特産品でありながら等級外黒

豆が増加している現状にある。ブランドである丹波篠山

産の黒豆の規格から外れるものは、年間に相当量あるこ

とから、その有効利用の道が求められてきた。ここでい

う丹波篠山産の黒豆良品 2Lとはサイズが 11mm 以上のも

のをさしている。また、廃校になった小学校を利用して

黒豆味噌製造をすることができれば、町おこしの一環と

しても有意義である。

　今回は、クズ豆を用いて、製造条件を替えて複数種類

の味噌を製造して、できた味噌の理化学特性及び機能性

の評価を行った。これまでに、味噌の抗酸化性に関する

報告はいくつかあるが、丹波篠山産の黒豆を用いた味噌

製造、そのクズ豆を用いた味噌製造については全く報告

がない。さらにはそれらクズ豆の粉末を用いて製造した

味噌の機能性に関する報告もこれまでに全くみられな

い。比較のため、黄大豆よび黄大豆粉を用いた味噌 (基

準 1及び 2)を同様に製造して、分析に用いた。

実験方法

1．丹波篠山産のクズ豆を用いた味噌の製造

　味噌は、足立醸造で使用している味噌製造レシピ (5kg

用 )を参考に製造した。これは、米味噌工業製造法 (東

ら 2008) を多少改良した製造法に準拠している。すなわ

ち、大豆 1kg は水でよく洗浄し、水 3Lを加えて室温で

18時間浸漬した。その後、圧力鍋を用いて調理沸騰後、

弱火で30分加熱を続け、次いで蒸らしを20分間おこなっ

た。その後、大豆の水切りをして、軽く潰し、さらに約

30℃まで冷却した。それらを大豆ミンサーで潰して、使

用前に良く混和した生麹 1kg と塩 455g を加え、煮汁も

加えてよく混和した。それを容器に仕込み、密封して 1

年間の熟成、発酵をおこない味噌を製造した。各味噌製

造に用いた原材料の使用量は Table 1 に示した。豆味噌

は、黄大豆を用いた味噌の基準 1、丹波黒豆 (2L 良品 )

Table 1.	味噌製造に用いた大豆及び大豆粉の種類と量、および麹と塩の使用量 
　	

味噌の名称	 大豆及び大豆粉の種類	
大豆及び大豆粉	 生麹	 塩	

　	 使用量(g) 使用量(g) 使用量(g) 
豆味噌	 丹波黒豆味噌A 丹波黒大豆(2L良品)	 1000 1000 455 
　	 丹波黒豆味噌B 丹波黒大豆(等級外、クズ豆)	 1000 1000 455 
　	 丹波黒豆味噌C 丹波黒大豆(等級外、クズ豆)	 1000 250 455 
　	 黄大豆味噌(基準1)	 黄大豆(良品)	 1000 1000 455 
豆粉味噌	 丹波黒豆粉味噌D 丹波黒豆粉(等級外、クズ豆)	 1000 1000 455 
　	 丹波黒豆粉味噌E 丹波黒豆粉(等級外、クズ豆)	 1000 750 455 
　	 丹波黒豆粉味噌F 丹波黒豆粉(等級外、クズ豆)	 1000 500 455 
　	 黄大豆粉味噌(基準2) 黄豆粉(良品)	 1000 1000 455 

Table 1.　姜		
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を用いた丹波黒豆味噌 A、丹波黒大豆クズ豆を用い生麹

使用量が 1000g の丹波黒豆味噌 B及び生麹使用量が 250g

の丹波黒豆味噌 Cの 4種類であるとした。また、豆粉味

噌は、黄大豆粉を用いた味噌の基準 2、丹波黒大豆クズ

豆粉を用い生麹使用量が 1000g の丹波黒豆粉味噌 D、生

麹使用量が 750g の丹波黒豆粉味噌 E及び生麹使用量が

500g の丹波黒豆粉味噌 Fの 4種類であるとした。

2．味噌の理化学特性の試験

　熟成、発酵を評価するために、全窒素およびホルモー

ル窒素の測定を行った。全窒素はケルダール法で測定し

た。また、ホルモール窒素の測定は、浸出液 25ml をマ

グネチックスターラーで撹拌しながら l/10N 水酸化ナト

リウム溶液を加えて、pH8.5 になるまでの量を滴定で求

めた。続いてホルマリン液 20ml を加え再び l/10N 水

酸化ナトリウム溶液を加えて、pH8.5 になるまで滴定量 ( 

t )を求めた。ホルモール窒素(%)は、次式により求めた。

Fは 1/10N 水酸化ナトリウムのファクターで、tはホル

マリン液を加えた後の 1/10N 水酸化ナトリウム溶液の滴

定値 (ml) である。

　ホルモール窒素 (%)=

　　　0 .0014 × F × t × 250/ 25 × 100/10

3．�味噌のポリフェノール量およびメラノイジン量の測

定

　味噌からの抽出は、熱水抽出法によりおこなった。す

なわち、約 5gの味噌を精秤しファルコンチューブに取

り、40ml の熱湯を加えて撹拌抽出後、3000rpm、10 分間

の遠心分離により得られた上清と、その残渣に熱湯を加

えて撹拌後、16時間静置抽出して 3000rpm、10分間の遠

心分離により得られた上清の両者を合わせて、味噌の熱

水抽出液とした。

　味噌からの抽出は、熱水抽出法により行った。すな

わち、約 5gの味噌を精秤しファルコンチューブに取り、

40mL の熱湯を加えて撹拌抽出後、3000rpm、10 分間の遠

心分離により得られた上清と、その残渣に熱湯を加えて

撹拌後、16時間静置抽出して 3000rpm、10分間の遠心分

離により得られた上清の両者を合わせて、味噌の熱水抽

出液とした。

　ポリフェノール量は、フォーリン・チオカルト法

(Takahata ら 2001) で求めた。すなわち、エッペンチュー

ブに試料 100μLを取り、蒸留水 300μL、フォーリン試

薬 400μL、10％炭酸ナトリウム 400μLを加えて混合後、

恒温水槽 (30℃ )で 30分間反応後に 3000rpm、10分間の

遠心分離で得られた上清の 760nm における吸光度より求

めた。結果は 1g味噌あたりのカテキン相当量 (mg) とし

て表した。

　メラノイジン量は、Martins ら (2003) の方法に従い求

めた。すなわち、エッペンチューブに味噌の熱水抽出液

0.5ml と同量の蒸留水を加えて混合後、3000rpm、10 分

間の遠心分離で得られた上清の 450nm 吸光度より、メラ

ノイジン量を求めた。標準品のメラノイジンは前報に従

い調製したものを用いた (Feng ら 2015)。既知量のメラ

ノイジンを用いた検量線より、1g味噌あたりのメラノイ

ジン相当量 (mg) を求めた。

　味噌 20gを精秤してガラスシャーレに取り、乾燥器で

一晩乾燥させて恒量値を求め、水分量を求めた。味噌の

各値は乾物重量に対する値として表した。

4．�味噌の DPPH ラジカル消去活性法および ABTS ラジカ

ル消去活性法の測定

　抗酸化活性は、調製した熱水抽出液を用いて、DPPH ラ

ジカル消去活性法および ABTS ラジカル消去活性法の 2

通りの方法で測定した。

　DPPH(1,1-diphenyl-2-picrylhydrazyl) ラジカル消去

活性は、Brand ら (1995) の改良法により行った。すな

わち、試料 150μLと 0.5M DPPH- エタノール溶液 150 μ

Lをエッペンチューブに加えて混合後、室温、暗所で 15

分間静置後、マイクロプレートリーダー MTP-300 (CORONA 

ELECTRIC Co.Ltd., Hitachinaka, Ibaraki, Japan) を用

いて 520nm の吸光度を測定した。結果は、1g味噌あたり

のトロロックス (Trolox) 相当量 (μmol) として表した。

また、ABTS ラジカル消去活性の測定は、沖ら (2005) の

方法により行った。すなわち、1.5ml チューブに必要量
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の試料を取り、エタノールを加えて全量を 1.18ml にし

た後、ABTS(2,2’-アジノ -ビス (3- エチルベンゾチア

ゾリン -6-スルホン酸 )二アンモニウム )ラジカル原液

20μ Lを加えてよく混和して、3分間反応させた後、波

長 734nm の吸光度を測定して求めた。結果は、1g味噌あ

たりのトロロックス相当量 (μmol) として表した。

5．官能試験

　官能試験は、茨城県食品分析センターの 10名の技術

職員に依頼して、昼食前の時間帯におこなった。比較す

る味噌は、各々適量を皿に並べて、黄大豆味噌 (基準 1)

を官能評価の対照区として、他の味噌 7種類について評

価した。すなわち、香り及び味などの官能評価は、対象

とした黄大豆味噌の評価値を 0として、それと同じ評価

であれば 0、まあまあ良い場合には +1、とても良い場合

には +2、少し悪い場合には -1、とても悪い場合には -2

として、5段階評価で数値化した。

6．統計分析

　本研究では、8種類味噌を製造し、各味噌製品の複数

場所から採収したサンプルを用いた (n=3)。それぞれの

測定項目は 3回以上行い、結果は平均値±標準偏差とし

て表した。有意差検定は SAS 7.1 ソフトを用い、一元配

置分散分析及び多重比較として Tukey 検定を行った。危

険率 5％未満の場合を有意差があるとした。

結果及び考察

1. �丹波篠山産のクズ豆を用いて製造した味噌の理化学

特性

　味噌製造に使用した大豆の特性は、Table. 2 に示した。

丹波黒豆 (2L 良品 )の百粒重は、72.0 ± 6.6 で、クズ

豆に比べ、約 1.4倍の重さで、黄大豆の約 2倍であった。

また、100g 当たりの各豆の粒数は、黄大豆が最も多く、

次いでクズ豆、丹波黒豆 (2L良品 )であった。すなわち、

1kg の大豆を用いて味噌を製造する場合、使用する大豆

の粒数は顕著に異なることを示している。

　製造した味噌の理化学特性のデータは Table. 3 に示

した。味噌の熟成、発酵における評価指標として全窒素

及びホルモール窒素を測定したところ、いずれの味噌の

ホルモール窒素は 0.30 〜 0.32% の範囲であったが、丹

波黒豆良品を用いた味噌 Aの全窒素 (%)は若干低く、ク

Table 3.	製造した味噌の理化学特性 

味噌の名称	 ホルモール窒素/全窒素(%) 全窒素(%) ホルモール窒素(%)
豆味噌	 丹波黒豆味噌A 0.18 ± 0.01c 1.67 ± 0.01c 0.30 ± 0.01e 

丹波黒豆味噌B 0.19 ± 0.01c 1.75 ± 0.02b 0.32 ± 0.01bc 
丹波黒豆味噌C 0.16 ± 0.01d 1.88 ± 0.04a 0.30 ± 0.01e 
黄大豆味噌(基準1) 0.18 ± 0.01c 1.78 ± 0.05b 0.32 ± 0.02d 

豆粉味噌	 丹波黒豆粉味噌D 0.23 ± 0.02a 1.47 ± 0.02de 0.33 ± 0.01a 
丹波黒豆粉味噌E 0.21 ± 0.01b 1.54 ± 0.03d 0.32 ± 0.02c 
丹波黒豆粉味噌F 0.22 ± 0.02a 1.45 ± 0.01e 0.33 ± 0.02bc 
黄大豆粉味噌(基準2) 0.19 ± 0.01c 1.48 ± 0.01de 0.28 ± 0.01f 

豆味噌及び豆粉味噌各々について同列の異なる英小文字間で有意差あり(p<0.05)。

Table 3.　姜

Table 2.	味噌製造に使用した大豆の特性 
百粒重(g/100粒) 粒数(数/100g) 

丹波黒大豆	 (2L良品) 72.0 ± 6.6a 141 ± 12.9c 
丹波黒大豆	 (等級外、クズ豆) 52.2 ± 5.5b 194 ± 18.8b 
黄大豆	 (良品) 34.1 ± 1.1c 298 ± 10.4a 
豆類各々について同列の異なる英小文字間で有意差あり(p<0.05)。

Table 2.　姜
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ズ豆味噌 Cのそれは若干高かった。丹波黒豆良品味噌 A

と丹波黒豆味噌Bおよび黄大豆味噌(基準1)のホルモー

ル窒素 /全窒素の値は、ほぼ同程度の値を示した。

　クズ豆粉を用いた味噌 D〜 Fのホルモール窒素はいず

れも 0.32 〜 0.33% の範囲で、黄大豆粉を用いた味噌の

それ (0.28%) より若干高かった。クズ豆粉味噌 Eの全窒

素は 1.54% で若干高かったが、他は 1.45 〜 1.48% であっ

た。クズ豆粉味噌 D〜 Fのホルモール窒素 /全窒素の値

は、0.21 〜 0.23 を示し、基準 1の黄大豆味噌のその値

(0.19) とほぼ同様の値であった。これらの結果は、丹波

黒豆味噌 A〜 Cおよび丹波黒豆粉味噌 D〜 Fのホルモー

ル窒素/全窒素の値は、黄大豆(基準1)及び黄大豆粉(基

準 2)を用いて製造した味噌のそれらの値と同様の傾向

であることを示している。

2. �丹波篠山産の等級外黒豆 ( クズ豆 ) 及び丹波黒豆粉

を用いて製造した味噌のポリフェノール量とメラノ

イジン量および抗酸化活性 (DPPH ラジカル消去活性

法および ABTS ラジカル消去活性法 )

　各味噌のポリフェノール量とメラノイジン量および抗

酸化活性の結果は Table. 4 に示した。丹波黒豆味噌 A

〜 Cの抗酸化活性は、黄大豆味噌 (基準 1)のそれより

も、いずれの味噌も高い値を示した。丹波黒豆良品を用

いた味噌 Aの抗酸化活性と比べ、クズ豆味噌 B及びクズ

豆 Cのそれらは有意に高いことが認められた。同じ重量

の丹波黒豆 (2L良品 )及びクズ豆を用いて味噌を製造す

ると、クズ豆 100g 当たりの粒数は丹波黒豆 (2L 良品 )

のそれに比べて多くなり、クズ豆の種皮割合が高くなる。

一般的に、黒豆種皮と子葉に含まれるポリフェノール量

は前者の方が高く、また抗酸化活性はポリフェノール量

に正比例することから、クズ豆を用いて製造した味噌の

抗酸化活性が高くなったと考えている。クズ豆粉味噌 D

〜 Fのポリフェノール量、メラノイジン量及び抗酸化活

性は、黄大豆粉を用いた味噌 (標準 2)のそれらよりも

有意に高い値を示した。本研究のいずれの味噌試料中に

は、1kg クズ豆粉、750g 生麹及び 455g 塩を用いたクズ

豆粉味噌 Eは高い抗酸化活性を産生する良い方法ことを

示唆している。種皮色の濃い豆類ポリフェノール量は多

くと、抗酸化活性も高い傾向にある事が報告されている

(難波ら 2013; Golam ら 2011)。また、丹波黒豆の還元

糖含量が高いため (康問ら 2005)、アミノ酸と還元糖を

生成するメラノイジン量も多いと推測された。

　クズ豆味噌 Bの抗酸化活性はクズ豆粉味噌 Dのそれよ

りも有意に高かった。その理由の 1つとして、クズ豆を

粉末にすると、豆の細胞に含まれるデンプンやタンパク

質などが溶出ポリフェノールと強固に結合することによ

り、ポリフェノール濃度が低下するのかもしれない。ま

た、粉末化したデンプンやタンパク質などに吸着したポ

リフェノールの溶媒による抽出は難しいことから、ポリ

フェノール量や抗酸化活性が低下したのかもしれない。

また、クズ豆粉味噌 Eとクズ豆粉味噌 Fの抗酸化活性の

違いは、生麹量の違いによるが、食塩の使用量に抗酸化

Table 4.	製造した味噌のポリフェノール量とメラノイジン量、DPPH活性とABTS活性 

味噌の名称	
粗ポリフェノール	 メラノイジン DPPH活性 ABTS活性

(mg/g) (mg/g) (µmol /g) (µmol /g) 
豆味噌	 丹波黒豆味噌A 6.42 ± 0.10c 3.31 ± 0.02c 5.11 ± 0.10d 5.36 ± 0.20e 

丹波黒豆味噌B 7.75 ± 0.14a 3.89 ± 0.04ab 6.87 ± 0.10b 10.2 ± 0.17b 
丹波黒豆味噌C 6.55 ± 0.15c 3.46 ± 0.01c 6.66 ± 0.12b 9.41 ± 0.05c 
黄大豆味噌(基準1) 6.75 ± 0.06c 3.40 ± 0.02c 4.62 ± 0.06e 5.42 ± 0.03e 

豆粉味噌	 丹波黒豆粉味噌D 7.38 ± 0.03b 2.99 ± 0.04d 6.41 ± 0.07c 8.39 ± 0.10d 
丹波黒豆粉味噌E 7.40 ± 0.05ab 4.04 ± 0.10a 8.17 ± 0.05a 11.3 ± 0.34a 
丹波黒豆粉味噌F 6.49 ± 0.27c 3.76 ± 0.08b 6.27 ± 0.08c 8.34 ± 0.41d 
黄大豆粉味噌(基準2) 4.65 ± 0.07d 2.15 ± 0.03e 2.80 ± 0.07f 3.39 ± 0.15f 

豆味噌及び豆粉味噌各々について同列の異なる英小文字間で有意差あり(p<0.05)。

Table 4.　姜
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活性はほとんど影響を受けなかった。食塩摂取量は高血

圧などの生活習慣病の予防に影響する (Cook ら 2007) た

め、味噌製造の条件に食塩の抑制を提案することができ

るかもしれない。クズ豆粉味噌 Dとクズ豆粉味噌 Eのポ

リフェノール量にはほとんど有意差がみられなかった

が、メラノイジン量が多いほど、抗酸化活性も高い傾向

が示された。さらに、味噌の DPPH ラジカル消去活性と

メラノイジン含量及びポリフェノール含量の合計値との

間には、正の相関関係が認められ (R=0.8881)、ABTS ラ

ジカル消去活性とメラノイジン含量及びポリフェノー

ル含量の合計値との間にも、正の相関関係が認められ

(R=0.8418)、味噌の抗酸化活性を呈す物質は主にメラノ

イジン及びポリフェノールであると推察している。こ

の結果は他の研究報告の結果とも一致していた (呉ら

2015)。また、麦味噌の抗酸化活性と熟成中に生成する

着色物質とに関連性のあることが報告されている (岩屋

ら 2001)。

3. 官能試験　　

　黄大豆を用いて製造した味噌 (基準 1)を対照区とし

て、丹波黒豆味噌 A〜 Cの 3種類と、丹波黒豆粉味噌 D

〜 Fの 3種類、黄大豆粉味噌 (基準 2) の 7種類の味噌

の香りと味について、パネラー 10名を用いて官能評価

をおこなった。官能評価値の平均値は、Table. 5 に示し

た。黄大豆味噌 (基準 1)を対照区としたので、黄大豆

味噌と同程度であれば、0の評価点であり、それ以上の

値であれば +の値となり、基準 1の味噌よりも優れてい

ると判断できる。香りは丹波黒豆味噌 Aのみが +の値で

あった。豆粉を用いた丹波黒豆粉味噌 Dは、香りも味も

+の値で、同等かそれ以上の評価であった。また、丹波

黒豆粉Fや黄大豆粉味噌の香り評価は+の値であったが、

味の評価値は丹波黒豆粉味噌 D以外では -の評価であっ

た。機能性が高かった丹波黒豆粉味噌 Eにおける香りと

味の官能評価は、基準の味噌 (基準 1)に比べて低いも

のであった。クズ豆の丹波黒豆味噌 Bの機能性が高いこ

とは判明したが、風味の改善が必要であり、今後、添加

物や製造方法などを検討することで解決したい。さまざ

まな検討を加えておいしさを改善することにより、機能

性の高い規格外の丹波黒豆を用いた味噌を製造して、販

売できるまでにすることが、次の課題である。

　この研究報告は、兵庫県立篠山東雲高校と帯広畜産大

学との間で平成 29年度に実施された共同研究「丹波黒

大豆の味噌の抗酸化活性の解析」により得られた成果を

取りまとめたものである。

謝　辞

　兵庫県立篠山東雲高校で味噌作りをしてくれた生徒の

皆さんに感謝いたします。また、味噌の官能評価にご協

力いただきました茨城県食品分析センターの技術員や職

員の皆様に感謝いたします。

Table 5.	製造した味噌の香り及び味についての官能評価（n=10） 
味噌の名称	 香り	 味	

豆味噌	 丹波黒豆味噌A 0.1 -0.1
丹波黒豆味噌B -0.6 -0.5
丹波黒豆味噌C -0.5 -0.6

豆粉味噌	 丹波黒豆粉味噌D 0.0 0.1 
丹波黒豆粉味噌E -0.4 -0.9
丹波黒豆粉味噌F 0.0 -0.8
黄大豆粉味噌	 0.2 -0.2

Table 5.　姜
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Abstract

Recently, thanks to growing diseases and environmental 

factors, off-grade Tanba black soybeans are increasing. In the 

present study, we compared the food functionality of miso 

products made by good-grade and off-grade Tanba black 

soybeans. According to the industrial production method, 

Miso A with Tanba black bean (2L good-grade), Miso B and 

C with same off-grade black soybean but different amount 

of raw-koji, and Miso D, E, F with same powder of off-

grade black soybean but different amount of raw-koji were 

produced. We also analyzed the contents of polyphenol and 

melanoidin, DPPH radical scavenging activity, and ABTS 

radical scavenging activity of each sample. As compared to 

good-grade Tanba black soybean miso products, off-grade 

black soybean miso products showed higher values for all 

experiment items. The number of off-grade black soybeans 
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(per 100 g) is 1.4 fold more than good-grade Tanba black 

soybeans. So thus for the same weight beans, off-grade black 

soybean miso products had slightly high ratio of seed coat 

than those of good-grade Tanba black soybean miso products. 

In general, seed coat contained abundant polyphenols. As 

compared to off-grade Tanba black soybean powder miso 

products D and F, and soybean powder miso products (control 

2) with different manufactured conditions, 1000 g off-grade 

Tanba black soybean powder, 750 g rice-malt, and 455 g salt 

are used for Tanba black soybean miso products E, which 

showed significantly higher antioxidant activity. Moreover, 

the values of formol nitrogen/total nitrogen for 6 types of off-

grade Tanba black soybeans and their powder miso products 

had almost the same values for those of soybeans and 

soybean powder miso products. From the results of formol 

nitrogen/total nitrogen values, we didn’t find differences of 

fermentation state among present miso products.

Keywords: off-grade black soybean miso products, 

polyphenol, melanoidin, DPPH radical scavenging activity, 

ABTS radical scavenging activity
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Red kidney beans (RKB) were thermal processing by pressure cooker, cooked beans (RKB-CB) and 

cooking liquid (RKB-CL) were obtained. The extraction was purified by HP-20 column, polyphenols were 

203.79 mg and 61.66 mg in RKB-CB and RKB-CL from 100 g RKB. RKB-CB had mostly monomeric 

polyphenols, and RKB-CL had high ratio of oligomeric polyphenols. The DPPH radical scavenging 

activity was 61.34 mmol and 20.73 mmol in RKB-CB and RKB-CL from 100 g RKB, the former showed 

significantly higher DPPH radical scavenging activity. Moreover, polyphenols from RKB-CL had strong 

α-glucosidase inhibitory activity (IC50 value, 6.0 μg/mL), and extremely weak inhibitory activity was 

found in RKB-CB ( >80 μg/mL). These results suggest that polyphenol content and antioxidant activity 

from RKB-CB are greater than those of RKB-CL, and polyphenols from RKB-CB exhibit weaker 

α-glucosidase inhibitory activity than that of RKB-CL. The polyphenol fraction was applied to Sephadex 

LH-20 column, and eluted with Fra.I, Fra.II and Fra.III. Comparing with Fra.I, Fra.II of RKB-CL mainly 

inhibited α-glucosidase activity, so thus we conclude α-glucosidase inhibitory activity was related to 

oligomeric polyphenols. 

Keywords: kidney bean, polyphenol, DPPH radical scavenging activity, α-glucosidase inhibitory 

activity
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Introduction

Free radicals cause oxidative damage, which is 

associated with several chronic human diseases, including 

cardiovascular diseases, neural disorders, such as Alzheimer’s 

and Parkinson’s disease, diabetes, and cancer (Xu et al. 

2007). Plant-derived phenolic compounds have been 

identified as antioxidants; they can delay or inhibit oxidative 

damage, thus preventing the onset of oxidative stress-related 

diseases in humans (Willett 1994). In addition to antioxidant 

activity, phenolic compounds play a key role in the inhibition 

of α-glucosidase, an intestinal cell membrane enzyme 

that can hydrolyze polysaccharides. Hence, inhibiting 

α-glucosidase activity may be an effective way to treat pre-

diabetes and slow the progression of diabetes (Baron 1998). 

Lu et al. (2016), Dong et al. (2012) and Shobana et al. (2009) 

have reported that phenolic compounds from plants have 

α-glucosidase inhibitory activity. 

Legumes are important food sources for humans in many 

developing countries. In addition to protein, carbohydrates 

(dietary fiber), minerals, and vitamins, they also contain 

a wide range of phytochemicals, including phenolics with 

antioxidant and other bioactivities. Anti-inflammatory 

activities of phenolic compounds have been detected in 

raw (unprocessed) red and white kidney beans (Garcia-

Lafuente et al. 2014). Kidney beans (Phaseolus vulgaris L.) 

are cultivated for its seeds, the dry seeds are used in cooked 

beans, amanatto, and bean paste in Japan. Beans must be 

cooked or processed before consumption. Cooking brings 

about a number of changes in the physical characteristics and 

chemical composition of food legumes (Xu et al. 2011). 

In the present study, we investigated antioxidant activity 

and α-glucosidase inhibitory activity of polyphenols in red 

kidney beans (RKB) upon thermal processing.

Materials and Methods

1. Materials

Samples of kidney beans were purchased from the 

Kawanishi Agricultural Cooperative Association (Obihiro, 

Japan). They were a dark red bean called red kidney bean 

(RKB), and a white bean called white kidney bean (WKB). 

Diaion HP-20 columns and Sephadex LH-20 columns for 

chromatography were obtained from the Mitsubishi Chemical 

Corporation (Tokyo, Japan) and GE Healthcare Bio-Sciences 

AB (Uppsala, Sweden), respectively. All other reagents 

and chemicals were purchased from Wako Pure Chemical 

Industries, Ltd. (Osaka, Japan), unless stated otherwise.

2. Thermal Processing

30g of kidney beans were added with 150 mL of 

distilled water, and soaked for 12 h at 20°C. The soaked 

liquid and beans were cooked with pressure cooker (Panasonic 

Co., Ltd., Osaka, Japan ) at 113°C for 5 min. Cooked beans 

and cooking liquid were separated and stored at -20°C in dark 

place.

3. Extract Preparation and Fractionation

Unprocessed kidney beans were ground into a powder, 

and cooked beans were homogenized using a Teflon 

homogenizer, and added with 20 mL of methanol-HCl (99:1 

v/v) and treated with ultrasound for 30 min, respectively. The 

mixture was centrifuged at 1,006 × g for 10 min to obtain a 

supernatant. The same extraction process was repeated two 

more times. Then, the residues were extracted three times 

with 80% ethanol, followed by three times with 70% acetone-

water (20 mL solvent, 30 min of ultrasonication, followed by 

centrifugation each time). Then, the supernatant was mixed, 

concentrated by rotary evaporation in a vacuum, and purified 

by chromatography through Diaion HP-20 columns. The 

columns were washed with distilled water and then eluted 

with methanol. The methanol solution was concentrated by 
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rotary evaporation in a vacuum and dissolved in 2 mL of 

methanol for the experiment. Part of the concentrate was 

dissolved in ethanol and fractionated by Sephadex LH-

20 column chromatography. The column was successively 

eluted with ethanol, methanol, and 60% acetone to collect 

fraction I (Fra.I), fraction II (Fra.II), and fraction III (Fra.III), 

respectively. Cooking liquid was directly through Diaion HP-

20 columns, and fractionated by Sephadex LH-20 column 

chromatography.

4. Quantification of Polyphenols

Polyphenols were quantified using the Folin–Ciocalteu 

method (Miyashita et al. 2007). The methanol fraction (HP-

20 column) (100 µL) was treated with 300 µL of distilled 

water, 400 µL of Folin–Ciocalteu reagent, and 400 µL of a 

10% Na2CO3 solution. The mixture was prepared in triplicate, 

incubated at 30°C for 30 min, and centrifuged at 1,006 × g 

for 10 min. The absorbance of the mixed supernatant was 

measured at 760 nm. The polyphenol content is expressed in 

mg of catechin equivalents per 100 gram of beans (mg/100 g). 

5. Quantification of Anthocyanin

The amount of anthocyanin was estimated according 

to the method described by Sellappan et al. (2002). Two 0.2 

mL aliquots of the methanol fraction (HP-20 column) were 

separately mixed with 1.8 mL of 0.025 M potassium chloride 

buffer (pH 1.0) and 0.4 M sodium acetate buffer (pH 4.5). 

The absorbance of the mixtures was measured at 510 and 700 

nm. The difference in absorbance between the two pH values 

and wavelengths was used to calculate the anthocyanin 

content as cyanidin-3-glucoside with molecular weight of 

449.2 g/mol and molar absorptivity of 26,900 L/cm/mol. The 

anthocyanin content was expressed in mg per 100 gram of 

beans (mg/100 g).

6. Estimation of DPPH Radical Scavenging Activity

DPPH radical scavenging activity was evaluated by 

the method described by Brand-Williams et al. (1995), with 

some modifications. A 50-µL aliquot of the methanol fraction 

(HP-20 column) was mixed with 100 µL of ethanol, and the 

mixture was supplemented with 150 µL of 0.5 mM DPPH in 

ethanol. The absorbance of the mixture was measured using 

a microplate reader at 517 nm. The DPPH radical scavenging 

activity is expressed in mmol trolox equivalents per 100 gram 

of beans (mmol/100 g).

7. α-Glucosidase Inhibitory Activity

α-Glucosidase inhibition was analyzed following the 

methods of Matsumoto et al. (1993), with modifications. 

Sucrose was broken down by α-glucosidase, and the amount 

of reducing sugar was calculated based on the α-glucose 

content. In total, 0.8 mL of the enzyme reaction solution (50 

μL of 0.4% sucrose, 625 μL of 0.1 mol/L sodium phosphate 

buffer (pH 6.8), and 125 μL of 1% NaCl) was pre-incubated 

at 37°C for 30 min. The methanol fraction (HP-20 column) 

was concentrated by rotary evaporation in a vacuum and 

dissolved in distilled water. An aqueous solution (polyphenol 

concentration, 0–100 µg/mL) was added to 0.1 U/mL 

α-glucosidase (EC3.2.1.20; Oriental Yeast Co., Ltd., Tokyo, 

Japan) at 37°C for 10 min. After pre-incubation, 200 μL 

of the mixture (polyphenol extract and α-glucosidase) was 

added to the enzyme reaction solution and incubated at 37°C 

for 30 min. The reaction was terminated by adding 125 mL of 

2 M NaOH, and 1% dinitrosalicylic acid was added in boiling 

water for 10 min. After incubation, the mixture was analyzed 

at 540 nm at room temperature. Enzyme inhibitory reactions 

for all polyphenol extract concentrations were replicated 

three times. The α-glucosidase inhibitory activity is expressed 

as the percent inhibition. The concentration of inhibitors 

required for the inhibition of 50% of the enzyme activity 

under the assay conditions was defined as the IC50 value.

8. Statistical Analysis

Values are presented as means ± standard error. 
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Statistical significance was evaluated by ANOVA and least 

significant difference (LSD) tests (SAS Enterprise Guide 5.1). 

Differences were considered significant when p < 0.05.

Results and Discussion

1. Polyphenols, Anthocyanin and DPPH Radical 

Scavenging Activity upon Thermal Processing

RKB were processed by pressure cooker, cooked beans 

(RKB-CB) and cooking liquid (RKB-CL) were obtained. 

The extraction was purified by HP-20 column, polyphenols, 

anthocyanin and DPPH radical scavenging activity were 

examined (Table 1). Polyphenols were 203.79 mg and 61.66 

mg, anthocyanin content was 3.24 mg and 1.32 mg, and 

DPPH radical scavenging activity was 61.34 mmol and 

20.73 mmol in RKB-CB and RKB-CL from 100 g RKB, 

respectively. RKB-CB showed higher polyphenols and DPPH 

radical scavenging activity than those of RKB-CL. However, 

DPPH radical scavenging activity (per mg polyphenol) was 

3.01 μmol for RKB-CB, and 3.35 μmol for RKB-CL, the 

latter showed significantly higher DPPH radical scavenging 

activity. As compared to the unprocessed RKB, processed 

treatment (total values of cooked beans and cooking liquid) 

caused decreased in polyphenols (34%), anthocyanin 

content (76%), and DPPH radical scavenging activity 

(32%). These losses might be attributed to the breakdown 

of polyphenols during processing. Xu et al. (2011) reported 

that the polyphenols was decreased by thermal treatment in 

pinto beans, black beans and black soybeans, however, was 

increased in yellow soybeans. 

Moreover, we analyzed polyphenols, anthocyanin and 

DPPH radical scavenging activity for WKB upon thermal 

processing. Polyphenols in RKB (400.39 mg/100 g seed) 

were higher than those of WKB (54.32 mg/100 g seed). 

White kidney beans’ cooked beans (WKB-CB) showed 

higher polyphenols and DPPH radical scavenging activity 

than those of white kidney beans’ cooking liquid (WKB-

CL), and lower than RKB-CB and RKB-CL. Anthocyanin 

was not detected in WKB, WKB-CB, and WKB-CL. We 

found positive correlation (correlation coefficient, 0.98) 

between polyphenols and DPPH radical scavenging activity 

in unprocessed beans, cooked beans and cooking liquid of 

kidney beans. A positive correlation between the polyphenols 

and DPPH radical scavenging activity for common beans has 

been reported by Ci et al. (2017). Moreover, we examined 

polyphenols and DPPH radical scavenging activity for seed 

coat and cotyledon from RKB and WKB. Seed coat from 

RKB showed the highest polyphenols and DPPH radical 

scavenging activity, and seed coat of WKB showed the 

lowest polyphenols and DPPH radical scavenging activity. 

Cotyledon from RKB showed the higher polyphenols and 

DPPH radical scavenging activity than those of cotyledon 

from WKB. Shahidi et al. (2001) and Troszynska et al. (1997) 

reported the seed coat acts as a protective barrier for the 

cotyledon, has a high concentration of phenolic compounds. 

The same results were shown for RKB, in contrast, seed 

coat shown lower polyphenols than those of cotyledon for 

WKB. So thus polyphenol content may be related to the 

characteristic of polyphenol distribution for seed coat and 

cotyledon. 

Table 1. Polyphenols, anthocyanin, and DPPH radical scavenging activity in RKB upon thermal processing.	
 Polyphenols Anthocyanin DPPH radical scavenging activity  DPPH/PP 

(mg/100 g seed) (mg/100 g seed) (mmol/100 g seed) (µmol/mg) 
RKB 400.39a ± 2.00 17.43a ± 0.10 119.87a ± 1.62 3.00b ± 0.03 
RKB-CB 203.79b ± 0.80 3.24b ± 0.20 61.34b ± 0.34 3.01b ± 0.02 
RKB-CL 61.66c ± 2.40 1.32c ± 0.01 20.73c ± 0.24 3.35a ± 0.10 

Abbreviations: RKB, red kidney beans; RKB-CB, red kidney beans' cooked beans; RKB-CL, red kidney beans' 
cooking liquid. Values represent mean ± S.E.M. Differences between values superscripted with 
different letters were significant (p ＜ 0.05). 

Table	1.		慈
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2. Polyphenol Fractions

We performed Sephadex LH-20 column chromatography 

to obtain three polyphenol fractions, i.e., Fraction I (Fra.

I), Fraction II (Fra.II), and Fraction III (Fra.III), for RKB 

upon thermal processing. According to Saito et al. (2007), 

Fra.I contains monomeric polyphenols, Fra.II contains 

oligomeric polyphenols, and Fra.III contains polymeric 

polyphenols. RKB and RKB-CL showed the similar profiles, 

monomeric polyphenols (Fra.I) represented 33% and 34%, 

oligomeric polyphenols (Fra.II) represented 67% and 66%, 

and polymeric polyphenols (Fra.III) was not detected, 

respectively (Figure 1). However, RKB-CB had mostly 

monomeric polyphenols (Fra.I, 83%) with small amounts 

of oligomeric polyphenols (Fra.II, 13%) and polymeric 

polyphenols (Fra.III, 4%). Monomeric polyphenols were 

mainly in WKB, WKB-CB, and WKB-CL, respectively. 
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Figure 1. Sephadex LH-20 column chromatogram of polyphenols prepared in RKB upon thermal processing. 
The polyphenol fraction obtained by column chromatography on Diaion HP-20 was applied to column 
chromatography on Sephadex LH-20 and eluted with ethanol, fraction number 1-20 (Fra.I); methanol, fraction 
number 21–40, (Fra.II); and 60% acetone, fraction number 41–60, (Fra.III). The abbreviations are the same as 
Table 1. 

Fig.	1.		慈	
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3. α-Glucosidase Inhibitory Activity upon Thermal 

Processing

We analyzed the inhibitory activities of polyphenols on 

α-glucosidase in RKB upon thermal processing (Table 2). 

Polyphenols from RKB, RKB-CB and RKB-CL inhibited the 

activity of α-glucosidase. Phenolic compounds from scarlet 

runner beans (Ci et al. 2018), soybeans (Ademiluyia et al. 

2013), the millet seed coat (Shobana et al. 2009), and seven 

kinds of legume (Saito et al. 2007) inhibit α-glucosidase 

activity. RKB-CL showed the highest α-glucosidase 

inhibitory activity (IC50 value, 4.0 µg/mL), followed by 

RKB (IC50 value, 6.0 µg/mL) and RKB-CB (>80.0 µg/mL). 

On α-glucosidase inhibitory activity, 10 μg/mL polyphenols 

for Fra.I was 6.05%, 5.32%, and 10.24% in RKB, RKB-CB 

and RKB-CL, respectively (Figure 2). Comparing to Fra.

I, Fra.II showed higher α-glucosidase inhibitory activity in 

RKB (70.43%), RKB-CB (8.32%) and RKB-CL (61.40%), 

respectively. In our daily cooking and cooking beans factory, 

the cooking liquid was thrown away. In our research, RKB-

CL showed higher α-glucosidase inhibitory activity. RKB-CL 

is worth of reusing, and developing as nutraceuticals.

Conclusions

Polyphenols from RKB-CL showed higher DPPH 

radical scavenging activity (per mg polyphenol) and 

α-glucosidase inhibitory activity than those of RKB-CB. 

RKB-CB had mostly monomeric polyphenols, and RKB-

CL had high ratio of oligomer polyphenols. Moreover, we 

found oligomeric polyphenols from RKB-CL was related to 

inhibiting α-glucosidase activity. These observations indicate 

that RKB-CL may serve as a source for the development of 

nutraceuticals with anti-diabetic and antioxidant activity. 

Table 2. The inhibitory concentration of 50% of α-glucosidase 
activity (IC50) in RKB upon thermal processing. 	

The abbreviations are the same as Table 1. 	

　	 IC50 (µg/mL) 

RKB 4.0 
RKB-CB        > 80.0 
RKB-CL 6.0 

Table	2.		慈	
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Figure 2. α-Glucosidase inhibitory activity of Fra.I and Fra.II in RKB upon thermal processing. Polyphenols 
of each Fra.I and Fra.II  was used at 10 µg/mL. The abbreviations are the same as Table 1. 

Fig.		2.		慈
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摘　要

　赤金時豆 100 g から調製した煮豆に含まれる HPカラ

ムで精製したポリフェノール含量は 203.79 mg、煮汁に

含まれるその含量は 61.66 mg であった。赤金時豆煮豆

の HPカラムで精製したポリフェノールは、主にモノマー

型が多く含まれていたが、煮汁のそれにはオリゴマー型

が多く含まれていた。また、赤金時豆 100 g から調製し

た煮豆に含まれるポリフェノールの DPPH ラジカル消去

活性は 61.34 mmol、煮汁のそれは 20.73 mmol で、前者

の方が有意に高い値を示した。また、赤金時豆煮汁の

HPカラムで精製したポリフェノールには高いα-グルコ

シダーゼ活性阻害作用（IC50 値 , 6.0 μg/mL）が認めら

れたが、煮豆ポリフェノールには極弱い阻害作用（IC50

値 , ＞ 80μg/mL）しか認めらなかった。これらの結果は、

赤金時豆の煮豆のポリフェノールと抗酸化活性は煮汁の

それらよりも高いこと、及び煮豆ポリフェノールのα-

グルコシダーゼ活性阻害作用は煮汁ポリフェノールのそ

れに比べて弱いことを示している。また、煮汁ポリフェ

ノールの LHカラムで得られたメタノール画分（Fra.II）

に主にα-グルコシダーゼ阻害活性が認められ、オリゴ

マー型ポリフェノールが活性阻害に関係していることが

考えられる。

キーワード：金時豆、ポリフェノール、DPPH ラジカル消

去活性、α-グルコシダーゼ活性阻害
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摘　要

　2016 年に帯広農業高校保護林内で、近接して生育するカシワ林冠木 3本が強風で倒れた。この

風倒木の幹から円盤を採集することで、樹齢と半径方向の生長、さらに高さ 8 mまでの樹高生長

を調べた。高さ 0.3 m 位置で円盤を採集することができたのは、このうち 2本であり、年輪数は

いずれも 171 本で一致した．一方、残る 1本の倒木でえた高さ 1.5 m 位置での円盤の年輪数は、

これら 2本の倒木より 4本少なかった。高さ 0.3 m 位置で円盤を採集することができた倒木が示

した樹高生長は、高さ 0.3 m から 4 m まで 40 cm/ 年をこえていて、残る 1本の倒木が示した樹

高生長は、高さ 1.5 m から 4 mまで 26 cm/ 年あった。さらに、いずれの個体も、高さ 4 mから 8 

mまでの樹高生長は 20 cm/ 年を越えていた。この樹高成長速度を考慮すると、3本の倒木はほぼ

同時に旺盛な樹高生長を開始したといえる。また、樹高成長速度の大きさから、樹高成長を開始

した当時、これら 3本は明るい光環境下にあったものと考えられる。3本がほぼ同時に旺盛な樹

高生長を開始したことから、これらの倒木が生育していた近傍に、もしこの場所に森林が成立し

ていたのなら若木の生育を促す森林への攪乱が、森林が成立していなかったのなら森林への遷移

を阻止する行為の最後にあたるものが、171年前より少し前にあったものと推測される。0.3 ｍ

位置の年輪には、42年目と 57年目に、2本の倒木とも大きな傷害を受けた跡があった。このこ

とから、林内には複数の幹に大きな傷害をあたえる出来事が、樹高生長を開始した後におきた事

がわかる。

キーワード：樹齢　直径生長　樹高生長　林歴　開拓

紺野康夫・佐藤雅俊

Age and growth of three Quercus dentata canopy trees blown down by wind in 2016 in the Obihiro High School 

Reserved Forest

Yasuo KONNO, Masatoshi SATO

帯広農業高校保護林において 2016 年に発生した 3本のカシワ

風倒木の齢と生長履歴

Res. Bull. Obihiro Univ.   39：40 〜 46（2018）

帯広畜産大学環境農学研究部門

連絡先：佐藤雅俊 , satomasa@obihiro.ac.jp
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を知りうる可能性がある稀少な林である。しかし、これ

まで林の履歴にかんする情報はえられていない。これは

保護林であるため、林の履歴を知るために必用な幹の試

料をえることが簡単ではないからである。2016年に北海

道を襲った台風により、隣接して生育する 3本のカシワ

林冠木が風で倒れた。そこで、この機会を生かし、異な

る高さにおける円盤をこの 3本から採取し、年輪本数と

年輪幅を測定することにより、樹齢と、直径方向および

高さ方向の生長、過去に受けた幹への障害にかんする情

報をえた。そして、それにもとづいて林の履歴にかんす

る考察を試みた。

調査地と方法

　帯広農業高等学校保護林は、1975 年に北海道自然環境

保護条例にもとづく環境緑地保護地に指定されている。

面積は 11.9ha あり、平行する北縁と南縁はそれぞれ長

さが 275 m と 186 m、これらと直行する西縁は 550 m あ

る。3本のカシワ風倒木は、林の西縁から東に 20 m、南

縁から北に300 mの位置にあり、その標高は74 mである。

倒木間の最大距離は 22 m あり、3個体とも林冠に達して

いた。これら 3本の倒木を A, B, C とする。3本とも一

本立ちしていて、倒木 Aは樹高 21 m、胸高直径 42 cm、

倒木 Bは樹高 24 m、胸高直径 58 cm、倒木 Cは幹が途中

から斜上していたので樹高を調べられず、胸高直径が 36 

cm あった（表 1）。

はじめに

　十勝は内陸までカシワ（Quercus dentata）林が拡がっ

ているのが、森林植生の特徴である（若原 1993）。しかし、

開拓にともなってその多くが消失した。残る林も面積が

小さく、林を構成するカシワの幹もほとんどの林で胸高

直径 30 cm 未満である（紺野 1993; Konno 2002）。帯広

農業高校保護林の林内には、南北に走る河岸段丘崖があ

り、その上位平坦面がカシワ林となっている。その部分

だけで 7.5 ha あり、残存するカシワ林のなかでも特に

面積が広い。林内には胸高直径 50 cm をこえる個体が多

くみられ、かつ林冠木に自然枯死したものもあることか

ら、本保護林は、樹高生長にともなう個体間の競争によっ

て林分構造が決まる林ではなく、その段階を過ぎたとい

う意味で成熟した林といえる。

　どのような林が成立するかは、立地の環境条件だけで

はなく、その立地の植生が受けてきた攪乱履歴も大きく

影響する (Denslow 1980)。カシワをふくむナラ類の林

の成立をうながす攪乱は、伐採ではなく山火事であると

されている (佐野ら 1998)。十勝の内陸においても、ア

イヌの人達によって火入れが行われていて、それにより

カシワ林が成立していたのではないかとの推測もある 

(林 1954;  橋本ら 2017)。林が山火事などの攪乱をど

のように受けていたかを知る方法の一つは、林内の個体

について年輪を調べ、齢や過去の生長を調べることであ

る。この方法では、高齢な個体があるほど古い時代まで

林歴を遡ることができる。帯広農業高校保護林は太い幹

を持つ個体が多く、十勝における開拓前からの林の履歴

紺野康夫・佐藤雅俊

表1 円盤の直径. 材直径は測定した材半径を2倍してある. 測定半径数の括弧内に、そのうちの障害を受けた跡のある半径数を示す．

樹高
胸高直
径

円盤採集 樹皮厚 （レンジ） 半径測定数

材 (cm) 皮付き (cm)

－

（傷害）
風倒木

直径 (レンジ)

高さ (m)
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年輪数が高さ 4 mや 8 m位置で少ないことは、樹高生長

速度が劣ることを示す。

　倒木ＡとＢには、高さ 0.3 m 位置の円盤に障害をうけ

た部位を包み込むように修復しようと生長する年輪が見

られ、そこでの年輪幅も大きかった。障害を受けた直後

は、障害を受けた部位の両側から傷害部中央方向に延び

る、同じ年に形成された二つの年輪が、倒木 A、Bとも

傷害部位で連続していなかった。しばらくの期間、受け

た傷は閉じていなかったことになる。障害を受けた位置

における中心からの年輪数はこの 2本の倒木で一致して

おり、倒木 Aで内側から 42.0 本目 (n = 2) と 58.5 本

目 (n = 2)、倒木 Bで 42本目 (n = 1) と 58本目 (n = 

1) であった。倒木 Aの 42.0 本目の年輪に見られた傷害

は円周の 3/4 を越え（北西方向を除く全方向）、58.5 本

目の年輪に見られた傷害は円周の 1/3におよび（東から

南向きに西まで）、 倒木 Bの 42本目の年輪に見られた傷

害は円周の 2/5 に（北北東から南南東まで）、58本目の

年輪に見られた傷害は円周の 1/5（東から南まで）にお

よんだ。いずれも最大の障害は南東方向にあった。ただ

し、倒木 Aの 42 本目では東方向にも南東方向と同程度

の障害があった。いっぽう高さ 4 m位置には、倒木 Aに

のみ、それまでと不連続な大きな年輪幅の拡大が 2カ所

で見られた。一つは内側から 123本目の年輪以降にみら

れた、大きな年輪幅の拡大である。この年輪幅の拡大は

円周の 1/3におよんでおり、この円周弧の中央部に太い

枝の脱落跡とみられる凹みがあったので、太い枝の形成

　高さ 0.3 m 位置で幹の円盤を採集できたのは倒木 A、B

のみで、倒木 Cからは高さ 1.5 m 位置で円盤を採集した。

また、すべての倒木から、高さ 4 mと 8 mの位置で円盤

を採集した。採集した円盤について材半径と樹皮厚さを、

互いに直行する 4方向について測定するようにした。し

かし、それぞれの円盤には欠けている方向があり。必ず

しも 4方向を測定できなかった。材半径とは、もっとも

内側の年輪の中心から円盤材部の端までの距離の、測定

した全方向にかんする平均値である。また、樹皮厚さと

は、その半径の延長上の樹皮の厚さの平均値であり、円

盤の周に対する法線方向ではない。材半径と樹皮厚さを

合計し、それを 2倍したものを皮付き直径とする。半径

方向の生長履歴については、最も内側の年輪の中心から

5本ごとの年輪までの距離を測ることでえた。円盤の半

径と、各年輪までの距離を、mm単位まで測った。年輪に

かんしては、半径の長さを測った方向上を測るようにし

たが必ずしもできず、そのさいは別の半径上を測った。

また、倒木 Aの高さ 4 m位置の円盤は中心部が腐朽して

いて一方向しか年輪位置を読めなかった。腐朽が生じて

いたのは、この円盤のみである。

結　果

　3本の倒木のうち、高さ 0.3 m 位置での皮付き直径は、

倒木 Bで 61.2 cm あり、倒木 Aで 44.0 cm あった。倒木

Cは高さ 1.5 m で 34.6 cm あった（表 1）。高さ 0.3 m 位

置での円盤の年輪数は、倒木 Aと Bで一致し、倒木 Aが

170.7 本（n = 3）、倒木 Bが 171.3 本（n = 3）であった（表

2）。倒木 Cの高さ 1.5 m 位置での円盤の年輪数は 167.3

本（n = 4）であり、倒木A、Bより4本少ないだけであった。

4 m位置では、倒木 Aで 163本（n = 1）、Bで 162.5 本（n 

= 4）と一致したが、倒木 Cでは 157.7 本（n = 3）と 5

本少なかった。8 m 位置では、年輪数が倒木 Bが 153.0

本（n = 4）なのに対して、倒木 Aは 148.7 本（n = 4）

と 4.3本少なく、倒木 Cは 141.5 本（n = 4）と 11.5 本

少なかった。高さ 0.3m 位置での年輪数が等しいならば、

紺野康夫・佐藤雅俊

表2　円盤にみられた年輪数と、一つ上の高さの円盤との年輪数の差か

ら計算した樹高生長速度．年輪を測定半径数の括弧内に、そのうちの

障害を受けた跡のある半径数を示す．

風倒木 年輪数 (レンジ)

－

－
　

－

円盤採集
高さ (m)

測定数
(傷害)

樹高生長
(cm/年)
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0.3 m 位置における障害を受けていた半径方向の生長速

度は、初期の 20年間、倒木 A、B間でほぼ同じで、両者

の平均は 0.182 cm/ 年であった。このあと倒木 A、Bと

も生長が遅くなり、倒木 Aでは、2016 年まで平均すると

0.112 cm/ 年の比較的一定な生長速度を保った。いっぽ

う、倒木 Bでは 70 年目までの生長が 0.091 cm/ 年と倒

木Aよりも小さくなったが、70年目以降2016年まで0.199 

cm/ 年と、初期生長速度よりかえって大きくなった。倒

木 Cの高さ 1.5 m 位置での生長速度も、中心から 15本

目より後は生長速度が減じ、さらに 70本目以降はいっ

そう減じた。障害を受けた跡がある方向では、障害を受

けた位置より後、半径方向の生長速度が大きくなってい

た（図 1)。ただし、倒木 Bの 58本目では、障害を受け

もしくは脱落が年輪幅の拡大を招いたと考えられる。ま

た、半径生長を測定した方向とは異なる方向の、内側か

ら 48本目の年輪以降に、円周の 1/10 にわたる年輪幅の

拡大が見られた。この年輪拡大は上で述べた 123本目以

降の拡大よりは拡大幅がかなり小さいものであり、障害

部位を包み込むような生長は見られなかった。倒木 Bと

Cには Aと異なり、高さ 4 m位置での円盤に傷の修復と

みられる年林幅の急な拡大は見られなかった。また全て

の倒木において、高さ 8 m 位置の円盤に年輪幅の急な拡

大は見られなかった。

　半径方向の生長速度は、傷害をふくむ半径方向である

か否かによって異なるだけでなく、個体や円盤高さ、年

輪が形成された時期によっても異なった (図 1)。高さ

紺野康夫・佐藤雅俊

高さ（m） 
				0.3 
			1.5	 
			4.0 
			8.0 

倒木 A 倒木 B 倒木 C 倒木 A 倒木 B 倒木 C 

半
径
　

(c
m

) 
半
径
　

(c
m

) 

2016年からの遡及年数 

図1　半径方向の生長履歴.　A、B、Cは傷害の跡がない半径方向、D、Eは傷害の跡がある半径方
向．倒木Cには障害の跡のある半径方向はなかった．測定した半径方向の数は表2を参照のこと． 
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の樹高生長がよいことは、171 年前からしばらくは、良

好な光環境であったことを示す。

　そこで、171 年前に起きたこの生育環境の不連続な変

化について、次に考察する。「北海道殖民状況報告 十勝

国」（北海道殖民部殖民課 1901）には、帯広市南部や隣

接する芽室町伏古について、相対的に乾燥した立地に

はカシワの疎林が成立しているとする記述が多い。ま

た、売買原野の記述に、台地は主にカシワ林であり、と

ころどころに草原があるとなっていることから、当時の

保護林は草地であるよりはカシワの疎林であった可能性

がより高い。そうであれば、林冠にギャップを生じるよ

うな攪乱があったか、もしくは林床にカシワの更新を促

すような攪乱があったと考えられる。いっぽう、もし草

原であったのであれば、それまで行われていた森林への

遷移を阻止する最後の行為があり、以降その行為がおこ

なわれなかったことになる。この場所が森林だったとし

て、西暦 1845 年にはまだ十勝の内陸に和人が入ってお

らず、伐採による大きな林冠ギャップの形成は考えにく

い。いっぽう今回のように強風による森林の一部に大き

な林冠ギャップが生じる可能性はあるので、強風が林冠

ギャップを形成した可能性もある。しかし、針葉樹林と

ことなり広葉樹林では強風による大規模な一斉倒壊は考

えにくいので、もし今回の倒木と同じ樹齢の幹が保護林

内に広く見られれば、森林に起きた攪乱は風倒とは考え

られず、山火事（野火と区別しない）であった可能性が

高い。その時は林床の状態も大きく変わったであろう。

いっぽう、草原から森林への遷移を阻止する行為につい

ては、草刈り、または火入れが考えられ (小椋 2009; 

須賀 2010; 須賀ら 2012; Nagata et al. 2016) 、これ

らのいずれか、もしくは両方が停止された可能性がある。

また、山火事について、橋本ら (2017) は、松浦武四郎

が明治維新の前に、アイヌの人達による火入れを富良野

の周辺で見ていることから、十勝においても開拓前に火

入れが行われていた可能性を指摘している。

　171 年前に生育を開始してから、これらの個体は順調

に生育を続けたわけではなく、大きな障害のあとが 2回、

高さ 0.3m の円盤に残されていた。それらは、倒木 A、B

る前から年輪幅の増大が測定方向に見られた。その理由

は不明である。障害を受けた跡のある半径生長を調べた

方向は、障害回復生長の最大値をしめした方向とは必ず

しも一致していない。高さ 4 mと 8 m位置における、半

径全体を通じた生長は、基部の円盤と同じく、倒木 Bが

最もよく、倒木 Cが最も悪かった。高さ 8 m位置におい

ては、風倒発生年である 2016 年の 25 年ほど前から、3

本の倒木とも生長速度が大きくなっていた。

　高さ 0.3 m から 4.0 m までの樹高生長速度は、倒木 A

で 48.3 cm/ 年、Bで 41.9 cm/ 年と大きな違いはなかっ

た（表 2)。倒木 Cの 1.5 m から 4.0 m までの樹高生長速

度は、倒木 A、Bがしめした 4.0 m にいたるまでの樹高

生長速度の 60％であった。高さ 4.0 m から 8.0 m までの

樹高生長は、倒木AとBで大きく異なり、倒木Bが高さ0.3 

m から 4.0 m までとほぼ同じ生長速度を保ったのに対し

て、倒木 Aは 60% 弱の生長速度と小さくなり、その値は

もっとも樹高生長速度の小さい倒木 Cとそれほど変わら

なかった。

考　察

　高さ 0.3 m 位置での年輪数が倒木 A、Bで 171 年と一

致した。171年前は西暦 1845 年であり、試料数は少ない

が、開拓以前からの林歴をえたことになる。倒木 Cは高

さ1.5 m位置で倒木A、Bよりも年輪数が4本少なかった。

0.3 m 位置での円盤が採集できた倒木 A、Bが示した高さ

0.3 m から 4 m までの樹高生長速度は 40 cm/ 年をこえ

ていて、残る倒木 Cの高さ 1.5 m から 4 mまでの樹高成

長速度はこれより小さく 26 cm/ 年であった。これらの

樹高成長速度を考慮すると、高さ 0.3 m 位置での他の 2

本の年輪数より、高さ 1.5 m 位置での倒木 Cの年輪数の

ほうが 4本少なかったことは、3本の倒木がほぼ同時に

樹高生長を開始したことを示すといえる。3本がほぼ同

時に生長を始めたことから、171 年前より少し前に、次

世代の個体の生長を促すなんらかの出来事が、倒木が発

生した場所の近傍でおきたことがわかる。高さ 8 mまで

紺野康夫・佐藤雅俊
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のいずれにも、内側から 42本目と 57本目の年輪にみら

れたものである。42本目の傷害は 1887 年に、57本目の

傷害は 1902 年に相当する。幹基部の障害は、ノネズミ

による積雪期における樹皮とその内側の食害によるもの

と、山火事によるものが考えられる。ノネズミの発生は

年変動が激しいので、個体数が多い年であれば林内の多

くの幹に被害が生じる可能性はある。山火事については、

開拓の開始期しばしば発生したといわれている。晩成社

による帯広市最北部の、小規模な開拓の開始が 1883 年

であり、植民候補地選定のための十勝平野における測量

が 1888 年であった。中村善右衛門による売買原野の開

拓は 1892 年である。したがって、円盤に見られた傷害

の原因が人為による山火事である可能性もある。高さ0.3 

m位置で最も激しい傷害をうけた方向が一致したことは、

山火事の可能性を否定しない。ただ、最も大きな傷害の

方向が春の強風時の西側でなく、南東であることは、山

火事への疑念を生じる。林（1954）は、十勝平野のカシ

ワ林について、「カシワの老林内に立って見わたすがよ

い。だいたい春の西寄りの風に煽られる野火の、火表の

幹基部に、焼傷と、それに起因する空洞が全林一斉に同

一方向に口をあけているはずである」と、山火事によっ

て被害を受ける方向を西側としているからである。高さ

0.3 m 位置の円盤にみられた 2回の障害の原因が山火事

であったとして、傷害を想起させる年輪幅の突然の増大

が、高さ 4 m 位置の円盤には中心から 48本目の年輪に

小さなものが見られたのみであり、高さ 8 m位置の円盤

には全くなかったことは、それが地を這うようなもので

あったろうと思われる。疎林における山火事では、この

ようなことが起こるという（佐野淳之氏私信）。

　いずれにしろ、本報告で得られた年輪データは、帯広

農業高校保護林の限られた場所に生育していた、わずか

3本についてのものである。したがって、171 年前の攪

乱や円盤に残されている 2回の傷害が、林内のどの範囲

にまでおよぶのかはわからない。今後、より広範囲のデー

タを蓄積し、確度の高い林歴をえることが求められる。

紺野康夫・佐藤雅俊
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Abstract

Three canopy trees of Quercus dentata were blown 

down by the strong wind of a typhoon in 2016 in the Obihiro 

Agricultural High School Reserved Forest. The stem disks 

sampled at several heights from these trees were examined 

for their age and radial and height growth. The number of tree 

rings was 171 at 0.3 m height of two trees from which disks 

were able to be sampled at this height. The number was fewer 

by 4 for the remaining tree at the height of 1.5 m. The initial 

height growth of the two trees from 0.3 m to 4 m in height 

was as large as 40 cm/year and that of the other tree from 0.3 

m to 4 m in height was 26 cm/year. These results indicate 

that the trees simultaneously started their upper growth, 

and that some natural event that allowed these trees to grow 

rigorously had occurred just before 171 years ago. Both disks 

at 0.3m height had large scars at the 42th and 57th rings from 

the center of each disk. 

Keywords: tree age, radial growth, height growth, forest 

history, reclamation

紺野康夫・佐藤雅俊
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杉田　　聡

キ
モ
ノ
の
美
し
さ
―
―
着
物
と
し
て
着
ら
れ
る
場
合
の

　

販
売
店
・
デ
パ
ー
ト
の
即
売
会
等
に
な
ら
ん
だ
キ
モ
ノ
、
中
で
も
振
袖
を
見
て
、
非
常

に
美
し
い
と
私
は
思
う
。
色
彩
は
豊
か
で
あ
り
、
文
様
は
あ
く
ま
で
多
様
で
あ
り
、
手
描

き
友
禅
の
味
わ
い
は
こ
の
上
な
い
。
染
め
も
型
染
め
か
ら
絞
り
ま
で
、
歴
史
の
重
み
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
。
お
ま
け
に
目
を
近
づ
け
て
み
れ
ば
織
り
の
方
式
も
多
様
で
あ
る
。
絽ろ

や

紗し
ゃ

な
ど
の
場
合
に
、
下
の
模
様
が
す
け
て
見
え
る
の
も
ま
た
、
美
し
い
。
平
織
り
・
綾
織

り
･
繻し

ゅ

す子
織
り
等
に
よ
っ
て
か
も
し
だ
さ
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風
合
い
も
ま
た
、
す
ば
ら

し
い
。

　

こ
れ
ら
を
眺
め
と
き
に
凝
視
し
つ
つ
、
私
は
キ
モ
ノ
は
絵
の
よ
う
だ
と
感
じ
る
。
い

や
、
そ
れ
は
明
瞭
な
絵
師
（
画
家
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
の
名
と
と
も
に
か
た
ら
れ
な
い
ま
で

も
、絵
そ
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
以
降
の
「
日
本
画
」
と
同
様
の
繊
細
さ
に
驚
く
と
同
時
に
、

装
飾
画
的
な
そ
の
大
胆
な
意
匠
に
見
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
変
わ
る
文
様
・
染
め
等
の
変
化
を
知
る
の

も
お
も
し
ろ
い
。
幕
府
の
奢
侈
禁
止
令
に
抗
し
て
、
職
人
た
ち
が
生
ん
だ
新
し
い
技
術
が

ど
れ
だ
け
キ
モ
ノ
の
多
様
性
を
可
能
に
し
た
だ
ろ
う
か
。
逆
境
を
逆
手
に
と
る
職
人
た
ち

の
心
意
気
を
思
う
と
感
動
的
で
す
ら
あ
る
。
キ
モ
ノ
は
、
何
十
に
も
わ
た
る
工
程
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
工
程
を
支
え
る
専
門
的
な
職
人
の
技
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
、
非
常
に
価

値
あ
る
工
芸
品
で
あ
る
、
と
痛
感
す
る
。

　

だ
が
、
そ
う
し
た
キ
モ
ノ
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
自
体
で
は
空
疎
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
ど

ん
な
に
洗
練
さ
れ
た
伝
統
的
な
技
術
の
結
果
生
み
だ
さ
れ
た
「
作
品
」
で
あ
ろ
う
と
も
、

現
実
の
女
性
（
と
き
に
男
性
）
に
よ
っ
て
着
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
。
販
売
店
に
飾

ら
れ
た
キ
モ
ノ
は
美
し
い
が
、
そ
れ
は
私
に
は
た
だ
の
死
ん
だ
織
物
に
見
え
る
。
美
術
館

に
展
示
さ
れ
た
そ
れ
は
、
な
お
の
こ
と
そ
う
で
あ
る
。
絵
画
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
伴
わ

な
い
こ
の
感
慨
は
、
当
然
な
が
ら
や
は
り
キ
モ
ノ
が
飾
り
で
は
な
く
て
、
身
に
つ
け
ら
れ

る
べ
き
着
物
・
衣
服
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
キ
モ
ノ
は
人
が
着
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
固

有
の
存
在
と
な
る
。

　

そ
の
場
合
キ
モ
ノ
は
、
縦
長
の
四
角
い
画
面
と
し
て
（
あ
た
か
も
縦
長
の
キ
ャ
ン
バ
ス
、

あ
る
い
は
掛
け
軸
の
ご
と
く
）
わ
れ
わ
れ
の
眼
に
映
じ
る
。

　

そ
こ
に
見
え
る
装
飾
は
、
背
面
や
帯
等
に
よ
っ
て
か
く
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
思

え
ば
、
意
匠
と
し
て
は
不
完
全
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
般
に
キ
モ
ノ
の
意
匠
は
、
具

体
的
な
対
象
た
と
え
ば
花
鳥
風
月
が
描
か
れ
た
と
し
て
も
、
抽
象
的
な
文
様
で
あ
る
の
が

普
通
で
あ
る
た
め
（
花
鳥
風
月
は
意
匠
の
一
部
で
あ
っ
て
物
語
が
あ
る
の
で
は
な
い
以
上
や

は
り
意
匠
と
し
て
は
抽
象
的
で
あ
る
）、
前
面
か
ら
見
た
「
画
面
」
は
、
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に

完
結
し
て
見
え
る
。

　

そ
し
て
、
人
が
実
際
に
キ
モ
ノ
を
着
る
と
き
、
縦
長
の
形
態
に
描
か
れ
た
意
匠
を
、
地

厚
な
帯
が
横
に
走
っ
て
上
下
に
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
。
し
か
も
帯
に
は
独
特
の
意
匠
が
ほ
ど

こ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
キ
モ
ノ
の
ま
と
ま
っ
た
意
匠
も
分
断
さ
れ
、
け
っ
き
ょ

く
は
作
者
の
意
図
し
な
い
効
果
を
生
む
し
か
な
い
（
た
だ
し
後
に
帯
を
意
識
し
た
意
匠
も
生

ま
れ
る
が
今
は
お
く
）
。
だ
が
こ
れ
が
む
し
ろ
、
縦
横
の
強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
新
た
な
意

匠
の
境
地
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
る
し
、そ
こ
に
着
る
人
の
自
由
が
入
り
こ
む
。
布
地
（
小

袖
そ
れ
自
体
）
の
意
匠
と
帯
の
そ
れ
と
の
組
み
合
わ
せ
を
見
る
の
も
、
興
味
深
い
。

　

今
日
、
か
な
り
一
様
化
し
て
き
た
と
は
い
え
、
帯
自
体
が
つ
く
る
多
様
な
形
（
結
び
方
）

も
目
を
引
く
。
そ
し
て
、
袖
。
一
般
に
は
袖
は
た
れ
下
が
っ
て
意
匠
が
見
え
に
く
い
が
、

人
が
手
を
動
か
せ
ば
、
お
の
ず
と
か
く
れ
た
意
匠
が
目
に
付
く
こ
と
に
な
る
。
背
面
に
、

前
面
と
は
異
な
る
意
匠
が
あ
る
の
も
目
に
と
ま
る
。
着
物
姿
を
前
後
か
ら
見
る
と
き
、
あ

た
か
も
一
対
の
掛
け
軸
を
見
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

た
く
さ
ん
の
装
身
具
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
帯
揚
げ
、
帯
締
め
、
草ぞ

う

り履
（
浴
衣
で
あ
れ
ば

下
駄
）
、
巾
着
（
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
）
、
そ
し
て
髪
。
し
か
も
、
一
足
ご
と
に
動
く
脚
に
応
じ

て
と
き
に
裏
模
様
が
見
え
、
ま
た
襟
元
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
袖
や
裾
に
お
い
て
、
キ
モ
ノ

を
着
る
人
の
自
然
な
動
き
と
と
も
に
、
襦じ

ゅ
ば
ん袢

の
色
合
い
が
、
見
る
者
を
驚
か
す
。

　

ひ
と
り
の
人
間
の
考
案
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
長
年
の
時
を
へ
て
進
化
し

て
き
た
結
果
と
し
て
、
今
日
の
キ
モ
ノ
が
あ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
き
、
深
い
感
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キモノとジェンダー階層制　――人は服装をつくり服装は人をつくる

慨
を
お
ぼ
え
る
。
装
う
こ
と
に
対
す
る
人
々
の
強
い
要
求
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
伝
統

的
な
職
人
の
創
意
と
技
術
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
今
日
の
キ
モ
ノ
が
可
能
だ
っ
た
の
だ
と
思
わ

れ
る
。

　

以
上
は
主
に
女
性
の
キ
モ
ノ
を
念
頭
に
お
い
て
記
し
た
。「
男
と
女
と
ど
っ
ち
に
生
ま

れ
た
か
っ
た
か
」
と
い
う
悩
ま
し
い
問
い
が
あ
る
が
、
社
会
的
に
男
女
の
ど
ち
ら
で
あ
り

た
い
か
は
と
も
あ
れ
、
少
な
く
と
も
キ
モ
ノ
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
女
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
と
感
ず
る
女
性
は
多
い
の
で
は
な
い
か
。

キ
モ
ノ
と
女
性
の
生
活

　

さ
て
そ
の
よ
う
に
、
私
は
絵
画
を
見
る
か
の
よ
う
に
キ
モ
ノ
（
と
く
に
振
袖
）
を
見
る
。

そ
れ
自
体
は
、
確
か
に
心
地
よ
い
体
験
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
キ
モ
ノ
を
着
た
女
性

を
見
た
と
た
ん
、
私
は
少
々
複
雑
な
思
い
に
か
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
キ
モ
ノ
の
意
味
0

0

―
―

少
な
く
と
も
キ
モ
ノ
が
歴
史
的
に

0

0

0

0

担
っ
た
意
味
―
―
を
は
た
し
て
当
の
女
性
が
理
解
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
皆
目
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
キ
モ
ノ
は
着
物
で
あ
ろ
う
が
、
着
物
は
総
じ
て
生
き
た
人
間
（
女
性
）
の
歴

史
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
こ
で
歴
史
と
は
、
生
地
・
紡
ぎ
・
染
め
・
織
り
・
意

匠
等
の
技
術
の
歴
史
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
今
日
の
キ
モ
ノ
の
成
立
に
重
要
で
あ

る
と
し
て
も
、
は
る
か
に
重
要
な
の
は
、
生
き
た
人
間
と
し
て
の
女
性
の
歴
史
、
あ
る
い

は
女
性
の
生
活
の
歴
史
で
あ
る
。

　

キ
モ
ノ
は
、
も
ろ
も
ろ
の
着
物
（
服
）
と
同
様
に
、
単
な
る
衣
装
で
は
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
そ
れ
は
、
生
き
た
人
間
―
―
女
性
で
あ
れ
男
性
で
あ
れ
―
―
の
生
活
と
と
も
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
キ
モ
ノ
に
関
し
て
深
刻
に
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
何
よ
り
女
性
で
あ
る
。

キ
モ
ノ
は
、
女
性
の
生
き
た
生
活

0

0

0

0

0

0

0

0

と
密
接
不
離
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
の
認
識
な
し
に

は
、
キ
モ
ノ
の
歴
史
的
な
変
化
は
説
明
困
難
で
あ
る
。

　

キ
モ
ノ
が
、
基
本
的
な
形
態
に
お
い
て
今
日
見
る
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
期

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
明
治
」
期
以
降
に
と
く
に
帯
の
部
分
で
改
良
が
く
わ
え
ら
れ
た
が
、

基
本
的
な
形
態
は
江
戸
期
以
降
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
だ
が
江
戸
に
お
い
て
、
そ

れ
を
着
た
女
性
の
お
か
れ
た
社
会
的
・
経
済
的
そ
の
他
の
状
況
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
。
結
論
的
に
言
え
ば
（
詳
し
く
は
第
一
章
に
ゆ
ず
る
）
、
そ
の
時
期
、
女
性
の
自
由
な

生
き
方
は
否
定
さ
れ
、
女
性
は
男
性
に
隷
従
し
、
徹
頭
徹
尾
男
性
の
た
め
に
生
き
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
点
に
お
い
て
、
女
性
の
地
位
は
歴
史
的
に
最
も
低
下
し
た
と
判
断
で

き
る
。

　

先
に
私
は
、
キ
モ
ノ
を
着
た
女
性
を
見
る
と
複
雑
な
思
い
に
か
ら
れ
る
、
と
書
い
た
。

だ
が
そ
れ
で
い
て
、
一
見
矛
盾
し
て
い
よ
う
が
、
キ
モ
ノ
を
着
た
女
性
を
み
る
と
、
晴
れ

や
か
に
感
じ
る
自
分
が
い
る
。
今
日
の
女
性
の
お
か
れ
た
現
実
は
、
キ
モ
ノ
が
発
展
・
定

着
し
た
江
戸
期
の
女
性
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く

0

0

0

0

異
な
っ
て
い
る
の
は
（
部
分
的
に
似
た
も
の

が
い
ぜ
ん
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
）
、
明
ら
か
な
歴
史
的
事
実
だ
か
ら
で
あ
る
。

か
つ
て
の
女
性
が
強
い
ら
れ
た
隷
従
か
ら
身
を
解
き
は
な
ち
、
女
性
が
男
性
と
同
様
に
、

互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
か
な
り
の
程
度
に
お
い
て
自
由
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
現
在
、
キ
モ
ノ
が
ど
ん
な
過
去
を
背
負
お
う
が
、
女
性
た
ち
は
そ
れ
を
い
ま
自
由

に
着
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
過
去
の
女
性
が
望
ん
だ
と
し
て
も
と
う
て
い
得
ら
れ

な
か
っ
た
歴
史
的
進
歩
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
事
実
を
わ
れ
わ
れ
は
、
今
日
の
時
代
の
精

神
と
し
て
、
確
固
と
し
て
評
価
し
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
は
キ
モ
ノ
を
身
に
ま
と
っ
た
女
性
を
見
る
と
き
、
以
上
の
二
つ
の
感
慨
を
同
時
に
い

だ
く
。
そ
し
て
思
う
の
は
、
美
し
い
キ
モ
ノ
を
身
に
ま
と
っ
た
女
性
た
ち
が
（
も
ち
ろ
ん

そ
れ
を
愛
で
る
男
性
た
ち
も
ま
た
）
、
キ
モ
ノ
を
進
化
さ
せ
た
―
―
た
だ
し
、
い
さ
さ
か
奇

形
化
し
た
形
で
―
―
歴
史
の
意
味
を
詳
し
く
知
ら
な
く
て
も
よ
い
、
だ
が
せ
め
て
、
キ
モ

ノ
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
生
き
た
人

間
と
し
て
の
女
性
の
生
活
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
最
低
限
の
こ

と
を
学
ん
で
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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第
一
章　

キ
モ
ノ
と
江
戸
の
視
線

一　

キ
モ
ノ
と
キ
モ
ノ
の
歴
史

キ
モ
ノ
の
着
付
け
法
と
女
性
緊
縛

　

だ
が
お
そ
ら
く
、
こ
う
記
し
た
だ
け
で
は
そ
の
意
味
を
す
ぐ
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
可

能
性
が
高
い
。
キ
モ
ノ
に
関
連
す
る
本
は
世
に
た
く
さ
ん
出
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
、
実
用
的
な
着
付
け
法
に
関
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
服
飾
史
的
＝
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
史

的
観
点
に
、
つ
ま
り
生
き
た
人
間
と
し
て
の
女
性
の
生
活
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
ず
、
単
に

服
飾
と
い
う
モ
ノ
も
し
く
は
装
い
の
歴
史
と
い
う
限
定
的
な
観
点
に
、
立
脚
し
た
書
物
に

す
ぎ
な
い
。
ま
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
が
論
ず
る
場
合
で
も
、
そ
の
実
用
面
の
問
題
や
、
自
分

史
に
立
脚
し
た
個
人
的
感
慨
を
記
し
て
す
ま
せ
て
い
る
。
い
や
例
え
ば
『
岩
波
女
性
学
事

典
』
に
典
型
的
に
見
る
よ
う
に
、
キ
モ
ノ
に
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
的
視
点
か
ら
論
ず
べ
き
も

の
は
何
も
な
い
か
の
う
よ
う
に
思
わ
れ
て
さ
え
い
る
。
そ
れ
故
、
む
し
ろ
最
初
に
、
文
化

に
お
け
る
他
者
0

0

の
目
を
通
じ
て
問
題
を
眺
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

例
え
ば
、建
築
家
Ｂ
・
ル
ド
フ
ス
キ
ー
の
キ
モ
ノ
論
。『
キ
モ
ノ
の
心Kim

ono M
ind

』（
た

だ
し
こ
れ
は
日
本
人
の
社
会
心
理
的
な
傾
向
を
問
題
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
本
格
的
な
キ
モ
ノ

論
で
は
な
い
）
に
収
め
ら
れ
た
「
キ
モ
ノ
学K

im
onology｣

と
い
う
一
文
に
お
い
て
、
ル

ド
フ
ス
キ
ー
は
、
キ
モ
ノ
を
「
拘
束
服
に
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
」
で
あ
る
と
記
し
(1)
、
他
の

著
作
で
は
、
東
洋
に
お
け
る
女
性
緊
縛
の
二
つ
の
方
法
の
う
ち
一
つ
で
あ
る
(2)
と
見
な
し

て
い
る
（
他
は
も
ち
ろ
ん
纏て

ん
そ
く足

で
あ
る
）。
ル
ド
フ
ス
キ
ー
の
文
章
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
あ
ま
り
に
な
じ
み
深
い
た
め
、
も
は
や
対
象
化
す
る
こ
と
さ
え
困
難
に
な
っ
た
、
キ
モ

ノ
の
特
質
に
気
づ
か
せ
る
。

　

キ
モ
ノ
は
前
開
き
式
で
あ
り
な
が
ら
ボ
タ
ン
が
な
い
。
そ
れ
で
い
て
、
下
着
（
襦じ

ゅ
ば
ん袢

）

を
ふ
く
め
二
重
、
三
重
に
合
わ
せ
た
上
に
、
胸
元
を
非
常
に
太
い
帯
で
強
く
締
め
つ
け
る

た
め
に
、
実
際
に
上
半
身
は
「
拘
束
服
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
た
下
半
身
は
、
布
地
が

腰
部
と
同
様
の
幅
で
く
る
ぶ
し
ま
で
伸
び
て
、
脚
の
動
き
を
極
端
に
制
限
す
る
。
そ
し
て

や
は
り
キ
モ
ノ
は
前
開
き
式
で
あ
り
な
が
ら
ボ
タ
ン
が
な
い
た
め
、
下
半
身
は
無
防
備
に

な
り
や
す
い
が
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
女
性
は
し
ば
し
ば
裾
を
手
で
お
さ
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
欧
米
の
方
式
と
は
異
な
る
が
、確
か
に
キ
モ
ノ
は
「
タ
イ
ト
ス
カ
ー

ト
」
と
呼
ぶ
に
価
す
る
。

　

そ
し
て
ル
ド
フ
ス
キ
ー
は
、
キ
モ
ノ
の
「
拘
束
服
」
と
し
て
の
特
異
性
を
際
立
た
せ
る

た
め
に
、
日
本
交
通
公
社
が
発
行
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
キ
モ
ノ
』
を
参
考
資
料
と
し
て

あ
げ
て
、
西
洋
人
に
そ
の
着
付
け

0

0

0

方
法
を
、
簡
単
に
―
―
と
は
い
え
そ
れ
な
り
に
正
確
に

―
―
紹
介
し
て
い
る
が
(3)
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
よ
り
現
代
的
な
観
点
か
ら
、
し
か
も
読
者

が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
着
付
け
法
を
よ
り
詳
細
に
記
し
て
み
る
こ
と
に
す

る
(4)
。

　

キ
モ
ノ
を
着
る
た
め
に
人
は
ま
ず
肌
着
を
身
に
つ
け
て
、
必
要
に
応
じ
て
体
型
を
補
整

す
る
。「
裾
よ
け
」
も
し
く
は
「
蹴
出
し
」
と
よ
ば
れ
る
下
半
身
用
の
下
着
（
ペ
チ
コ
ー
ト
型
）

を
身
に
つ
け
、
そ
し
て
「
肌
と
絹
物
〔
長
襦
袢
〕
の
間
で
双
方
を
よ
く
な
じ
ま
せ
、
着
く

ず
れ
を
防
ぐ
」
た
め
に
肌
襦
袢
を
身
に
つ
け
る
。

　

次
に
、そ
れ
自
体
着
く
ず
れ
を
防
ぐ
役
割
を
も
つ
「
長
襦
袢
」
を
―
―
調
え
た
衿え

り

元
を
「
胸

紐
」
で
お
さ
え
つ
つ
―
―
左
を
上
前
に
し
、
女
性
キ
モ
ノ
の
正
式
な
着
方
と
な
る
よ
う
に

「
衣え

も

ん紋
」（
後
ろ
衿
）
を
抜
き
な
が
ら
着
て
、し
か
る
後
に
長
襦
袢
を
幅
約
一
〇
セ
ン
チ
の
「
伊

達
締
め
」
で
締
め
、
同
時
に
ウ
ェ
ス
ト
の
太
さ
を
調
整
す
る
。
木
綿
の
白
足た

び袋
を
は
い
て
、

留
め
金
の
「
こ
は
ぜ
」
を
と
め
る
。

　

そ
し
て
そ
の
上
に
、
同
じ
く
衣
紋
を
抜
き
な
が
ら
キ
モ
ノ
を
着
る
が
、
ま
ず
キ
モ
ノ
を

持
ち
上
げ
つ
つ
足
袋
が
少
し
見
え
る
程
度
に
着
丈
を
き
め
て
、
下
前
の
「
褄つ

ま

」
を
上
げ
つ

つ
（
余
分
な
下
前
は
内
側
に
折
り
返
す
）、
着
衣
者
か
ら
見
て
左
の
「
前
身
頃
」
を
上
前
と

し
て
か
さ
ね
る
。
つ
い
で
、
丈
よ
り
長
い
部
分
を
腰
の
部
分
で
た
く
し
上
げ
、
左
右
の
衿

の
部
分
お
よ
び
衣
紋
を
留
め
金
で
固
定
し
つ
つ
、
腰
骨
あ
た
り
に
「
腰
紐
」
を
ま
い
て
、
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い
わ
ゆ
る
「
お
は
し
ょ
り
」
を
つ
く
る
。
そ
し
て
衿
を
と
と
の
え
、
上
前
を
も
ど
し
て
か

ら
褄つ

ま

を
少
し
上
げ
、腰
骨
の
少
し
下
に
「
腰
紐
」
を
巻
き
、そ
の
上
に
伊
達
締
め
を
む
す
ぶ
。

そ
し
て
そ
の
後
に
、「
袖
付
け
」
の
下
部
に
あ
た
る
「
振
り
」
に
対
応
す
る
、
身み

ご

ろ頃
脇
の

空
き
で
あ
る
「
身
八や

つ
口
」
か
ら
手
を
入
れ
て
、
お
は
し
ょ
り
を
整
え
る
。

　

次
に
必
要
な
の
は
、
帯
結
び
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
様
で
あ
る
が
、
今
日
簡
易
で
一
般
的

な
、名
古
屋
帯
を
用
い
た
一
重
太
鼓
で
む
す
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、ま
ず
左
肩
を
使
っ
て
帯
（
幅

約
三
〇
セ
ン
チ
長
さ
約
三
五
〇
～
六
〇
セ
ン
チ
）
の
「
手
先
」
の
長
さ
を
き
め
る
。
帯
を
肩

に
か
け
て
先
端
を
バ
ス
ト
の
下
部
あ
た
り
に
置
き
、「
た
れ
」
を
一
巻
き
し
て
締
め
、「
帯
板
」

を
入
れ
て
二
巻
き
目
を
ま
い
て
締
め
る
。
こ
の
際
し
ば
し
ば
「
仮
紐
」
を
用
い
て
た
れ
0

0

を

一
時
的
に
お
さ
え
て
お
く
。「
た
れ
元
」
に
、「
帯
の
形
が
く
ず
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
帯

の
結
び
目
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
た
め
の
「
帯
揚
げ
」（
こ
れ
は
江
戸
末
期
か
ら
用

い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
）
に
包
ん
だ
「
帯
枕
」
を
背
中
に
お
き
、前
で
帯
枕
の
紐
を
む
す
ぶ
。

帯
枕
の
下
の
た
ま
り
を
調
整
し
、
仮
紐
で
太
鼓
の
決
め
線
を
と
り
つ
つ
、
た
れ
を
折
っ
て

太
鼓
を
つ
く
る
。
し
か
る
後
に
、「
帯
が
ほ
ど
け
な
い
よ
う
に
」
す
る
た
め
に
帯
の
上
に

巻
く
「
帯
締
め
」
を
太
鼓
の
中
に
通
し
て
か
ら
、
前
で
む
す
ぶ
。

　

少
々
記
述
が
細
か
す
ぎ
た
こ
と
を
、
お
わ
び
す
る
。
お
ま
け
に
私
は
キ
モ
ノ
の
着
付
け

法
を
単
に
書
物
に
よ
っ
て
知
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
少
し
間
違
い
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
キ
モ
ノ
の
着
付
け
と
は
ず
い
ぶ
ん
と
手
の
か
か
る
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。

　

だ
が
、
キ
モ
ノ
と
い
え
ど
も
一
種
の
着
物
（
衣
服
）
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
の
過
程
を

へ
て
は
じ
め
て
着
ら
れ
る
と
い
う
事
実
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
も
そ
も
着
付
け
屋
と
い
う

職
業
が
な
り
立
つ
と
い
う
事
実
は
、
奇
妙
で
あ
る
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
衣
食

住
の
う
ち
「
食
」
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
準
備
（
調
理
）
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
ど
の

世
界
で
も
、
調
理
法
を
教
え
る
仕
事
が
立
派
に
な
り
立
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
料
理
自

体
の
基
本
は
ご
く
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
複
雑
な
調
理
法
を
要
す
る
料
理
は
あ
る
と
は
い

え
、
料
理
の
基
本
は
、
食
材
さ
え
手
に
入
れ
れ
ば
そ
う
む
ず
か
し
い
も
の
で
は
な
い
。
だ

が
着
付
け
（
こ
こ
で
は
と
く
に
女
性
の
キ
モ
ノ
の
）
は
、
簡
素
な
キ
モ
ノ
で
あ
ろ
う
と
、
そ

の
つ
ど
以
上
の
よ
う
な
複
雑
な
過
程
を
多
か
れ
少
な
か
れ
要
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど

の
過
程
を
へ
な
け
れ
ば
着
ら
れ
な
い
衣
服
は
、
他
の
文
化
圏
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

�

(1)
ル
ド
フ
ス
キ
ー
①
53
頁　

(2)
同
②
285
頁　

(3)
同
①
53
～
55
頁　

(4)
振
興
会
170
頁
以
下
、
一

部
杉
田
が
補
う
。

キ
モ
ノ
が
女
性
に
強
い
る
行
動
―
―
「
女
ら
し
さ
」
の
形
成

　

だ
が
問
題
な
の
は
、
着
付
け
法
と
い
う
よ
り
キ
モ
ノ
の
特
質
の
方
で
あ
る
。「
拘
束
服

に
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
」
と
ル
ド
フ
ス
キ
ー
は
述
べ
て
い
た
。
右
に
記
し
た
よ
う
な
着
付
け

の
過
程
で
、お
の
ず
か
ら
身
幅
の
狭
い
布
地
は
、女
性
の
下
半
身
を
も
強
く
拘
束
す
る
。「
拘

束
服
」
と
い
う
暗
喩
を
、
ル
ド
フ
ス
キ
ー
は
、
女
性
の
体
形
が
お
お
い
か
く
さ
れ
る
上
半

身
を
イ
メ
ー
ジ
し
つ
つ
語
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、「
拘
束
服
」
的
な
要
素
は
、
む
し
ろ
キ

モ
ノ
が
、
人
間
に
と
っ
て
の
活
動
性
の
基
本

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
脚
の
動
き
を
阻
害
す
る
点
に
お
い
て

こ
そ
現
れ
る
。
キ
モ
ノ
は
、
歩
幅
を
極
点
に
―
―
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
以
上
に
―
―
狭
く
し
、

自
由
な
動
き
を
困
難
に
す
る
。
身
幅
が
狭
け
れ
ば
狭
い
ほ
ど
、
脚
は
自
由
さ
を
失
う
。
こ

れ
を
着
た
女
性
は
、
い
わ
ゆ
る
内
股
で
そ
そ
と
歩
か
ざ
る
を
え
な
い
。
階
段
の
上
り
下
り

は
不
自
由
を
き
わ
め
る
。
走
る
こ
と
な
ど
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
つ
ま
り

「
女
ら
し
い
」
立
ち
居
振
る
舞
い
が
お
の
ず
と
生
ま
れ
る
の
だ
が
、キ
モ
ノ
と
は
要
す
る
に
、

か
く
ま
で
に
固
定
的
な
「
女
ら
し
さ
」
を
つ
く
る
装
置
で
あ
る
。

　

今
日
こ
う
し
た
キ
モ
ノ
を
、
女
性
た
ち
は
ふ
つ
う
ハ
レ
の
場
で
着
る
。
だ
が
江
戸
期
、

女
性
た
ち
は
、
ケ
の
場
と
時
に
お
い
て
さ
え
、
こ
れ
を
着
た
。
む
ろ
ん
階
層
に
よ
っ
て
は
、

同
じ
階
層
で
も
場
面
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
い
は
季
節
に
よ
っ
て
は
、
着
付
け
は
は
る
か
に

簡
単
に
す
ま
せ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
と
き
に
は
ほ
と
ん
ど
浴ゆ

か

た衣
と
違
い
が
な

か
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
し
か
し
そ
の
場
合
で
さ
え
キ
モ
ノ
と
し
て
の
基
本
形
（
タ
イ
ト

ス
カ
ー
ト
・
拘
束
服
）
が
維
持
さ
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
キ
モ
ノ
に
は
、
後
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述
す
る
よ
う
に
、
基
本
形
を
機
能
さ
せ
る
べ
く
は
た
ら
く
、
明
瞭
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
モ
ラ

ル
が
付
随
し
て
、
そ
の
着
方
に
強
い
制
約
を
あ
た
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
右
記
の
着
付
け
法
の
結
果
（
と
く
に
帯
の
そ
れ
）、
女
性
は
胸
を
つ
ね
に
強
く
圧

迫
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
ル
ド
フ
ス
キ
ー
は
キ
モ
ノ
を
「
拘
束
服
」
と
形
容

し
た
の
で
あ
る
が
、
帯
結
び
に
よ
っ
て
上
半
身
の
自
由
な
動
き
は
―
―
前
記
の
よ
う
に
下

半
身
の
そ
れ
さ
え
―
―
阻
害
さ
れ
、
息
は
つ
ま
り
、
こ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ぎ
り
、

ご
く
し
と
や
か
な
動
き
し
か
と
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
効
果
は
、
座
っ
て
い
る
と
き
に

さ
え
現
れ
る
。
帯
は
、
ゆ
っ
た
り
と
体
を
く
つ
ろ
が
せ
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
、
身
幅
の

狭
い
布
が
両
脚
を
お
お
っ
て
い
る
事
実
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
れ
を
着
る
人
は
、
下
半
身
が

無
防
備
に
な
る
こ
と
を
さ
け
よ
う
と
思
え
ば
、
両
脚
を
同
じ
方
向
に
く
ず
す
（
い
わ
ゆ
る

横
坐
り
(1)
）
の
で
な
け
れ
ば
、
体
を
あ
る
程
度
こ
わ
ば
ら
せ
つ
つ
、
つ
つ
ま
し
く
「
正
座
」

す
る
し
か
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
再
び
「
女
ら
し
い
」
立
ち
居
振
る
舞
い
と
見
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

(1)
矢
田
部
176
頁

「
女
ら
し
さ
」
と
江
戸
期
の
女
性
の
地
位

　

な
る
ほ
ど
、
女
性
自
身
が
「
女
ら
し
さ
」
―
―
キ
モ
ノ
が
つ
く
る
そ
れ
が
い
か
に
過
剰

な
も
の
、
と
き
に
苦
痛
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
―
―
を
欲
す
る
こ
と
は
あ
り
う

る
。
そ
れ
は
、
男
性
を
ふ
く
め
（
ネ
ク
タ
イ
・
長
ズ
ボ
ン
の
こ
と
は
第
二
章
で
ふ
れ
る
）
、
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
有
す
る
存
在
の
不
思
議
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
い
か
に
窮
屈
で
自
然

な
動
き
を
抑
圧
し
そ
の
意
味
で
困
難
を
強
い
る
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
異
性
に

愛
で
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
と
く
に
経
済
的
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
困
難

な
時
代
に
あ
っ
て
、
女
性
は
そ
の
困
難
を
き
き
0

0

と
し
て
受
け
入
れ
た
に
ち
が
い
な
い
の
で

あ
る
。

　

だ
が
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
女
性
は
自
ら
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
か
く
欲
す
る
よ
り
以
前
に
、

そ
う
す
る
よ
う
望
ま
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
お
か
れ
て
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

キ
モ
ノ
に
せ
よ
何
に
せ
よ
（
西
洋
の
コ
ル
セ
ッ
ト
で
あ
れ
中
国
の
纏て

ん
そ
く足

で
あ
れ
）
、
そ
れ

が
風
俗
と
し
て
当
然
視
さ
れ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
、
女
性
た
ち
が
、
そ
れ
に
多
か
れ
少

な
か
れ
魅
力
を
感
じ
て
生
き
て
き
た
こ
と
を
、
私
は
疑
わ
な
い
。
だ
が
私
は
、
ボ
ー
ヴ
ォ

ワ
ー
ル
と
と
も
に
当
事
者
の
幸
福
感
を
前
面
に
は
と
り
上
げ
な
い
(1)
。
そ
れ
を
と
り
上
げ

れ
ば
、
極
端
な
言
い
方
だ
が
、
奴
隷
で
さ
え
そ
の
境
涯
に
あ
っ
て
そ
れ
な
り
の
幸
福
を
感

じ
つ
つ
生
き
て
い
た
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
ど
ん

な
時
代
に
お
い
て
も
、
予
定
調
和
的
な
幸
福
の
集
合
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
背
後
に
い
か

な
る
社
会
的
な
問
題
も
見
出
せ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
主
観
性
に
立
脚
す
る
議

論
が
危
険
な
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
女
性
身
体
に
極
端
な
変
形
・
奇
形
を
生
ん
だ
コ
ル
セ
ッ
ト

さ
え
(2)
、
そ
れ
が
普
及
し
た
時
期
の
女
性
た
ち
が
、
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、「
人
と

し
て
も
女
と
し
て
も
魅
力
的
で
あ
る
と
い
う
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」
(3)
の
は
事
実

で
あ
ろ
う
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
男
性
に
よ
っ
て
女
性
に
強
く
あ
て
が
わ
れ
た
女
性
役
割

や
「
女
ら
し
さ
」
の
観
念
―
―
ど
ん
な
に
も
が
い
て
も
女
性
が
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
っ
た
―
―
が
、
女
性
の
社
会
的
・
経
済
的
・
法
的
・
性
的
等
の
地
位

を
低
め
な
か
っ
た
、
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

人
類
史
的
に
見
た
と
き
、
女
性
は
―
―
生
産
階
層
で
は
多
か
れ
少
な
か
れ
男
に
伍
し
て

働
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
は
い
え
―
―
た
い
て
い
の
場
合
、
と
く
に
支
配
階
層
に
あ
っ
て
は
、

家
族
（
も
し
く
は
氏
族
、
い
ず
れ
に
せ
よ
生
活
･
生
存
の
最
小
単
位
）
と
い
う
小
世
界
に
閉

じ
こ
め
ら
れ
、
家
庭
労
働
に
従
事
す
る
に
せ
よ
子
孫
を
残
す
た
め
に
も
っ
ぱ
ら
産
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
に
せ
よ
、
男
性
か
ら
の
厳
格
な
統
制
を
受
け
て
生
き
て
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
日
本
の
歴
史
に
即
し
て
言
え
ば
、
天
皇
家
や
有
力
氏
族
に
つ
な
が
る
多
く
の
貴
族

層
が
支
配
権
力
を
握
っ
て
い
た
場
合
で
も
そ
う
だ
が
、
と
く
に
そ
う
し
た
貴
族
に
臣
従
し

た
「
武
士
」
が
、
武
装
勢
力
と
し
て
の
存
在
を
明
瞭
に
し
つ
つ
、
貴
族
の
権
力
を
弱
体
化

さ
せ
て
歴
史
の
前
面
に
登
場
し
て
か
ら
は
、
そ
れ
は
は
る
か
に
明
瞭
に
な
っ
た
と
判
断
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
支
配
的
な
力
と
な
る
の
は
、
筋
力
を
中
心
と
す
る
身
体
の

力
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
、
武
士
の
本
来
的
意
味
に
お
け
る
生
活
は
徳
川
幕
藩
体
制
の
成
立
を
も
っ

て
終
る
が
（
そ
の
と
き
以
来
、
武
士
は
武
士
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
根
本
的
性
格
を
変
え
る
）
、

そ
れ
ま
で
四
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
つ
づ
い
て
き
た
武
家
の
モ
ラ
ル
が
一
朝
一
夕
で
壊
れ
た

の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
戦
は
事
実
上
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
支
配
的
な
臣
従

関
係
そ
れ
自
体
は
、
体
制
維
持
の
要
と
し
て
は
る
か
に
強
く
制
度
化
さ
れ
た
（
そ
こ
に
は

単
に
臣
下
の
主
君
に
対
す
る
臣
従
関
係
の
み
な
ら
ず
、
農
民
の
武
家
に
対
す
る
拡
大
さ
れ
た
意

味
で
の
そ
れ
も
ふ
く
ま
れ
る
）
。
そ
し
て
本
来
自
然
に
は
存
在
し
な
い
こ
の
臣
の
君
に
対
す

る
臣
従
関
係
を
自
然
の
も
の
と
み
せ
て
権
威
づ
け
る
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
な
が
ら
、
一
方
、

当
の
臣
従
関
係
を
モ
デ
ル
と
し
て
支
配
・
従
属
関
係
へ
と
組
み
か
え
ら
れ
た
「
父
子
」「
男

女
」「
長
幼
」
の
モ
ラ
ル
が
、
徳
川
幕
藩
体
制
化
で
強
固
に
制
度
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、「
男
女
」
と
表
現
さ
れ
る
か
ぎ
り
形
式
的
に
対
等
で
あ
る
は

ず
の
そ
の
男
女
が
、
あ
く
ま
で
支
配
・
従
属
関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
が
、
当
時
の
官
許
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
た
る
朱
子
学
に
よ
っ
て
、
ま
た
元
々
そ
う
し
た
可

能
性
を
不
明
確
な
が
ら
は
ら
ん
で
い
た
仏
教
教
義
に
よ
っ
て
（
ブ
ッ
ダ
当
人
に
お
い
て
は
不

明
だ
が
、
仏
教
教
団
に
お
い
て
は
、
比び

く

に

丘
尼
＝
女
性
出
家
者
を
比
丘
＝
男
性
出
家
者
の
下
位
に

置
く
の
み
な
ら
ず
、
比
丘
に
奉
仕
さ
せ
よ
う
と
す
る
伝
統
は
根
づ
よ
い
）、
体
制
擁
護
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
支
持
さ
れ
強
固
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
最
も
明

瞭
に
具
体
化
し
た
の
は
、
享
保
年
間
に
出
さ
れ
た
『
女
大
学
宝
箱
』
な
い
し
、
そ
れ
に
由

来
も
し
く
は
関
係
す
る
数
々
の
「
女
訓
書
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
実
に
「
終
戦
」
ま
で

二
百
数
十
年
に
わ
た
っ
て
日
本
女
性
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
っ
て
き
た
の
だ
が
、
こ
れ
は

女
性
に
、
何
よ
り
も
「
忍
従
の
美
徳
と
男
に
従
う
婦
徳
」
(4)
を
強
い
た
。

　

そ
し
て
、
町
人
の
場
合
に
は
、
そ
れ
と
対つ

い

に
な
っ
た
、
幕
藩
体
制
下
で
の
刑
罰
法
―
―

『
公く

じ
か
た
お
さ
だ
め
が
き

事
方
御
定
書
』
上
下
二
巻
、
そ
の
第
二
巻
は
い
わ
ゆ
る
『
御
定
書
百
箇
条
』
(5)
―
―
お

よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
観
念
さ
れ
る
婚
姻
法
（
男
女
関
係
法
）
が
、武
家
の
場
合
に
は
『
武

家
諸
法
度
』
そ
の
他
に
見
ら
れ
る
明
瞭
な
男
女
関
係
法
(6)
が
、
女
性
、
と
く
に
既
婚
女
性

を
固
定
的
な
役
割
と
不
自
由
へ
と
強
固
に
抑
圧
し
た
(7)
（
西
鶴
『
好
色
五
人
女
』
に
そ
の
明

瞭
な
現
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
）。

　

以
上
の
意
味
で
、
江
戸
期
に
お
い
て
、
女
性
の
社
会
的
地
位
は
歴
史
的
に
最
も
低
下
し

た
と
言
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
貴
族
支
配
の
時
代
に
お
い
て
は
、
一
部
の
貴

族
層
に
お
い
て
で
あ
る
と
は
い
え
、
女
性
が
高
等
な
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
可
能
で

あ
っ
た
が
（
清
少
納
言
、
紫
式
部
、
和
泉
式
部
等
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
）
、
江
戸
期
に
は

そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
な
り
、
女
性
は
も
っ
ぱ
ら
、
男
性
の
社
会
的
お
よ
び
個
人
的

生
活
を
整
え
る
た
め
に
男
性
に
従
属
さ
せ
ら
れ
、
家
も
し
く
は
遊
郭
と
い
う
非
常
に
せ
ま

い
領
域
に
抑
圧
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
部
に
教
養
を
つ
ん
だ
女
性
も
い
る
に
は
い
た
(8)
。

例
え
ば
、「
千ち

よ

じ

ょ

代
女
」
と
い
う
俳
人
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
江
戸
期
に
あ
っ

て
、
女
性
が
書
い
た
文
章
が
社
会
的
に
流
通
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。

一
九
一
一
年
、
女
性
だ
け
の
文
芸
誌
『
青せ

い
と
う鞜

』
が
発
刊
さ
れ
た
際
、
平
塚
ら
い
て
う
は
「
元

始
、
女
性
は
実
に
太
陽
で
あ
っ
た
…
…
今
、
女
性
は
月
で
あ
る
」
と
書
い
た
が
(9)
、
そ
れ
は
、

江
戸
期
お
よ
び
明
治
期
（
明
治
期
に
は
与
謝
野
晶
子
の
よ
う
な
ま
れ
な
例
外
も
あ
っ
た
と
は

い
え
）
に
お
い
て
、
文
芸
面
に
お
い
て
さ
え
女
性
が
強
く
抑
圧
さ
れ
て
い
た
事
実
を
思
い

お
こ
さ
せ
る
。

　

�

(1)
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
25
頁　

(2)
辻
原
106
頁
、
ル
ド
フ
ス
キ
ー
②
136
頁　

(3)
ホ
ラ
ン
ダ
ー
195
頁

　

�

(4)
駒
尺
編
212
頁　

(5)
丹
野
15
頁
、
ま
た
そ
の
詳
し
い
内
容
に
関
し
て
は
福
永
を
参
照
の
こ
と

　

(6)
西
岡
64
頁　

(7)
尾
佐
竹
86
頁
以
下
、
石
井
137
頁
以
下　

(8)
西
岡
152
頁
以
下　

(9)
平
塚
９
頁

「
広
・
短
・
低
」
か
ら
「
狭
・
長
・
高
」
へ

　

そ
し
て
そ
う
し
た
時
期
に
、
今
日
の
キ
モ
ノ
が
で
き
あ
が
る
の
で
あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
キ
モ
ノ
（
小
袖
）
の
原
形
は
す
で
に
平
安
時
代
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
束そ

く
た
い帯

・

狩か
り
ぎ
ぬ衣

等
の
、
貴
族
の
表う

わ

ぎ着
（
以
下
、
上
着
）
で
あ
る
大
袖
に
対
し
て
、
内
に
ま
と
う
袖
の

小
さ
な
下
着
に
由
来
す
る
。
だ
が
い
つ
し
か
そ
の
下
着
が
上
着
に
成
長
す
る
。
平
安
期
、

す
で
に
一
般
庶
民
は
小
袖
を
上
着
と
し
て
着
用
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
由
来
す
る
広
袖
の

直ひ
た
た
れ垂

が
鎌
倉
期
に
先
立
つ
時
期
に
―
―
お
そ
ら
く
そ
の
機
能
性
ゆ
え
に
―
―
新
し
い
支
配
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杉田　　聡

層
た
る
武
家
に
と
っ
て
も
上
着
と
な
っ
た
。
そ
し
て
鎌
倉
幕
府
成
立
後
は
そ
れ
が
武
家
の

正
装
と
な
り
（
女
性
は
す
で
に
小
袖
姿
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
、
そ
の
後
、
江
戸
に

か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
、
直
垂
が
だ
ん
だ
ん
小
袖
に
統
一
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
小
袖
（
キ
モ
ノ
）
は
、
階
層
や
性
別
と
無
関
係
に
、
日
本
に
お
け
る
上
着
と

し
て
統
一
さ
れ
る
。
だ
が
そ
の
形
式
0

0

は
、
近
世
以
前
に
お
い
て
確
固
と
し
て
さ
だ
ま
っ
た

の
で
は
な
い
。
江
戸
期
に
お
い
て
、
顕
著
な
変
貌
を
と
げ
て
い
る
。
い
や
、「
形
式
」
を

形
態
の
意
味
に
と
る
な
ら
、
そ
れ
は
す
で
に
定
ま
り
、
そ
し
て
そ
の
後
も
変
化
し
な
か
っ

た
。
だ
が
そ
の
（
ま
た
そ
の
部
分
＝
衿
の
）
寸
法
・
割
合
は
、
江
戸
期
に
大
き
く
変
化
し
た
。

　

キ
モ
ノ
は
江
戸
初
期
に
お
い
て
は
、
今
日
の
そ
れ
と
比
べ
て
は
る
か
に
身
幅
が
広
く
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
も
の
だ
っ
た
（
そ
の
か
ぎ
り
キ
モ
ノ
は
寛か

ん
い衣

型
の
衣
類
に
分
類
さ
れ
う
る

(1)
）。
そ
れ
で
い
て
、
身
丈
・
袖
丈
は
短
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
キ
モ
ノ
は
、
今
日
の
も

の
よ
り
よ
り
機
能
的
（
も
と
よ
り
相
対
的
な
意
味
に
お
い
て
だ
が
）
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

一
六
世
紀
に
日
本
を
お
と
ず
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
・
フ
ロ
イ
ス
は
、
キ
モ
ノ
の
身

幅
の
広
さ
・
袖
丈
の
短
さ
に
ふ
れ
て
こ
う
記
し
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
〔
衣
服
の
〕
袖
は

狭
く
、
手
首
に
ま
で
達
す
る
。
日
本
人
の
は
ゆ
る
く
、
男
の
も
女
の
も
…
…
腕
の
半
ば
ま

で
で
あ
る
」、
と
(2)
。

　

だ
が
、
江
戸
期
の
幕
藩
体
制
の
安
定
化
と
と
も
に
、
い
い
か
え
れ
ば
女
性
に
対
す
る
制

度
的
な
抑
圧
の
強
化
と
と
も
に
、
キ
モ
ノ
の
身
幅
は
じ
ょ
じ
ょ
に
狭
く
な
り
、
身
丈
・
袖

丈
は
長
く
な
っ
て
い
く
(3)
。
そ
れ
ば
か
り
か
室
町
・
安
土
桃
山
期
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
紐

に
近
か
っ
た
帯
の
幅
―
―
江
戸
初
期
は
そ
れ
は
ほ
ぼ
一
〇
～
一
二
セ
ン
チ
に
な
っ
て
い
た

(4)
―
―
が
、
女
帯
に
お
い
て
（
の
み
）
異
常
に
太
く
か
つ
長
く
な
り
、
つ
い
に
帯
幅
は
一

尺
＝
約
三
〇
セ
ン
チ
(5)
に
ま
で
巨
大
化
・
奇
形
化
し
、
体
に
ぐ
る
ぐ
る
に
巻
き
つ
け
る
型

の
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

女
性
の
キ
モ
ノ
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
能
性
を
す
て
て
動
き
を
（
と
く
に
下
半
身
の
）
を
阻

害
し
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ま
で
に
厚
く
太
い
帯
に
よ
っ
て
上
半
身
を
拘
束
し
て
呼
吸
を
も
困

難
な
ら
し
め
、
く
わ
え
て
帯
が
重
力
の
作
用
で
下
に
ず
れ
お
ち
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
あ

る
い
は
帯
が
と
け
る
の
を
避
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
「
帯
揚
げ
」「
帯
締
め
」
が
身
体

を
さ
ら
に
拘
束
か
つ
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
男
性
の
キ
モ
ノ
が
機
能

性
を
あ
く
ま
で
維
持
し
た
点
を
思
え
ば
、
あ
ま
り
に
奇
怪
な
現
象
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
女
性
の
生
活
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
男
性
の
女
性
に
対
す
る

願
望
（
こ
れ
は
た
だ
の
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
く
、
男
性
の
権
力
･
権
威
を
も
っ
て
す
れ
ば
直

ち
に
現
実
の
制
度
へ
と
反
映
す
る
）
と
無
関
係
に
、
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

他
方
、
同
時
期
に
、
そ
れ
ま
で
一
部
の
例
外
を
の
ぞ
い
て
垂す

い
は
つ髪

で
あ
っ
た
女
性
に
、

髷ま
げ

・
鬢び

ん

・
髱

た
ぼ
・
つ
とを

つ
く
る
面
倒
な
「
日
本
髪
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
桃
山
時
代
の

末
期
に
お
い
て
、「
唐か

ら

わ輪
」
と
呼
ば
れ
る
、
髱
を
つ
く
る
髪
型
が
用
い
ら
れ
は
じ
め
る
が

(7)
、
そ
も
そ
も
機
能
的
で
あ
っ
た
垂
髪
に
対
し
て
髱
を
つ
く
る
の
は
遊
女
か
ら
お
こ
っ
た

習
慣
だ
と
い
う
(8)
。
こ
う
し
た
習
慣
は
、
体
制
の
安
定
化
と
と
も
に
公
娼
制
が
整
備
さ
れ
、

公
娼
に
と
っ
て
夜
と
ぎ
の
た
め
に
髪
を
束
ね
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

け
っ
き
ょ
く
の
と
こ
ろ
、
髪
型
の
変
遷
も
ま
た
、
女
性
の
お
か
れ
た
社
会
的
地
位
の
低
下

と
と
も
に
お
こ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

�

(1)
辻
原
16
頁　

(2)
フ
ロ
イ
ス
20
頁　

(3)
丸
山
編
著
19
頁　

(4) 

(5)
橋
本
81
頁　

(6)
村
上
①
（
二
）

129
〜
130
頁　

(7) 

(8)
京
都
美
容
文
化
ク
ラ
ブ
63
頁

服
飾
史
の
落
と
し
穴

　

さ
て
、
日
本
の
「
伝
統
衣
装
」、「
伝
統
的
な
民
族
服
」
等
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
キ
モ

ノ
の
今
日
の
形
は
、
こ
う
し
て
、
髪
型
の
変
遷
と
あ
い
と
も
な
っ
て
、
ほ
ぼ
江
戸
中
・
後

期
に
で
き
あ
が
る
の
だ
が
（
た
だ
し
髪
は
周
知
の
よ
う
に
明
治
期
に
か
な
り
簡
素
化
さ
れ
た
）
、

以
上
の
事
実
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
は
た
し
て
キ
モ
ノ
お
よ
び
キ
モ
ノ
の
変
化
を
、
当
時
の
女

0

0

0

0

性
が
お
か
れ
て
い
た
社
会
的
状
況
と
無
関
係
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

語
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
、
と
い
う
疑

問
が
わ
く
。
服
飾
系
大
学
で
講
じ
ら
れ
て
い
る
服
飾
史
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
史
）
か
ら
、
キ

モ
ノ
の
変
遷
は
理
解
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
と
も
に
あ
っ
た
女
性
の
生
活

0

0

0

0

0

が
、
そ
し

て
そ
の
背
後
に
あ
っ
て
女
性
の
生
活
を
決
定
づ
け
た
男
の
権
力

0

0

0

0

が
、
キ
モ
ノ
の
変
遷
を
通
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キモノとジェンダー階層制　――人は服装をつくり服装は人をつくる

じ
て
間
接
的
に
さ
え
見
え
て
こ
な
い
と
し
た
ら
、
大
い
な
る
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

服
装
が
あ
た
か
も
服
装
と
し
て
完
結
し
た
世
界
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
さ
せ
、
む
し
ろ

そ
れ
を
通
じ
て
、
江
戸
期
に
お
け
る
、
ひ
い
て
は
日
本
に
お
け
る
女
性
の
歴
史
を
不
可
視

に
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
キ
モ
ノ
の
単
な
る
形
・
織
り
・
染
め
・
意
匠
そ
の
他
に
お
け
る
技

術
的
変
遷
の
み
に
意
識
を
集
中
さ
せ
て
し
ま
い
、
せ
っ
か
く
歴
史
を
論
じ
つ
つ
も
、
か
え
っ

て
学
生
の
歴
史
意
識
を
貧
弱
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

む
し
ろ
村
上
信
彦
が
『
服
装
の
歴
史
』
で
と
っ
た
視
座
こ
そ
重
要
で
あ
ろ
う
。
キ
モ
ノ

は
単
な
る
服
装
の
問
題
で
は
な
く
、
人
の
生
活
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
き
わ
め
て
社
会
的
・

政
治
的
な
問
題
な
の
だ
と
い
う
視
点
(1)
に
立
つ
こ
と
で
は
じ
め
て
、
女
性
の
服
装
は
、
男

性
の
そ
れ
と
違
っ
て
、
な
ぜ
着
る
人
の
自
由
な
動
き
を
困
難
に
し
、
着
る
人
を
苦
し
め
る

ほ
ど
に
奇
形
化
す
る
の
か
が
、
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
今
日
、
少
な
く
な
い
人
々
が

キ
モ
ノ
を
愛
で
る
が
、
キ
モ
ノ
が
い
か
に
美
し
か
ろ
う
と
、
そ
れ
自
体
と
し
て
見
れ
ば
き

わ
め
て
奇
形
的
な
衣
服
で
あ
り
、
そ
れ
が
い
か
な
る
歴
史
的
事
情
か
ら
発
展
し
て
き
た
か

を
確
認
し
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
以
上
に
よ
っ
て
キ
モ
ノ
の
問
題
は
、
総
じ
て
服
装
一
般
の
問
題
に
通
じ
て
い
る

こ
と
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
は
、
女
性
の
服
装
は
キ
モ
ノ
と
し
て
「
発
展
」
し
、

男
性
に
よ
る
女
性
支
配
の
究
極
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
形
―
―
ち
ょ
う
ど
中
国
に
お
け
る
「
纏

足
」
と
比
較
し
う
る
よ
う
な
―
―
を
と
っ
た
が
、
程
度
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
形
態
に
お

い
て
差
異
は
あ
る
と
は
い
え
、
本
質
的
に
同
種
の
問
題
が
、
例
え
ば
西
洋
に
お
い
て
も
（
こ

こ
で
と
く
に
問
わ
れ
る
の
は
コ
ル
セ
ッ
ト
で
あ
る
）、
い
や
そ
れ
ば
か
り
か
そ
れ
以
外
の
世

界
各
地
に
お
い
て
も
、
連
綿
と
し
て
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
問
わ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
西
洋
に
お
け
る
服
装
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
第
三
節
で
論
ず
る
。

　

(1) 

村
上
①
（
一
）
29
頁

二　

キ
モ
ノ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
階
層
制
―
―
江
戸
を
女
性
は
ど
う
生
き
た
か

　

古
今
東
西
の
多
く
の
国
・
地
域
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
男
女
の
服
装
に
は
大
き
な
差
が

あ
る
。
フ
ロ
イ
ス
が
言
う
よ
う
に
、
例
え
ば
当
時
（
一
六
世
紀
）
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、「
男

の
衣
服
は
…
…
女
に
は
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
(1)
。
だ
か
ら
こ
そ
フ
ロ
イ
ス
は
、「
日

本
の
着
物qim

oes

と
帷
子catabiras

は
男
に
も
女
に
も
ひ
と
し
く
用
い
ら
れ
る
」
(2)
（
お

そ
ら
く
前
者
は
キ
モ
ノ
＝
小
袖
一
般
を
、
後
者
は
湯ゆ

か
た
び
ら

帷
子
つ
ま
り
浴ゆ

か
た衣

を
指
す
）
と
い
う
事

実
を
、
驚
き
を
も
っ
て
書
き
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ロ
イ
ス
が
キ
モ
ノ
に
つ
い
て
行
っ

た
観
察
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
の
文
言
は
、
そ
の
か
な
り
早
い
部
分
に
登
場
す
る
。
さ
ほ

ど
に
着
物
に
性
差
が
な
い
と
い
う
事
実
は
、
フ
ロ
イ
ス
に
と
っ
て
印
象
深
い
現
象
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

な
る
ほ
ど
日
本
に
お
い
て
も
、
中
世
期
ま
で
は
男
女
の
着
物
に
截
然
と
し
た
差
が
あ
っ

た
が
、
前
記
の
よ
う
に
、「
近
世
に
お
い
て
男
女
の
主
と
な
る
表う

わ

ぎ着
の
形
式
が
小
袖
に
統

一
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
(3)
。
そ
の
後
は
、
男
女
の
差
は
主
に
文
様
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
形
態
に
お
い
て
明
確
な
差
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
キ
モ
ノ
の
き

わ
め
め
て
特
徴
的
な
性
質
と
な
っ
た
。

　

(1) 

(2)
フ
ロ
イ
ス
22
頁　

(3)
丸
山
17
頁　

キ
モ
ノ
は
男
女
同
型
で
も
着
方
は
ま
っ
た
く
異
な
る

　

だ
が
、
こ
の
フ
ロ
イ
ス
の
見
方
を
、
ひ
い
て
は
今
日
で
も
一
般
に
服
飾
史
家
に
み
と
め

ら
れ
て
い
る
見
方
を
、
過
度
に
強
調
す
る
の
は
本
質
的
な
誤
り
で
あ
る
。
問
題
は
形
態
で

は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
着
方

0

0

0

0

で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
形
態
に
お
い
て
男
女
の
キ
モ
ノ
は
違
い

が
な
い
。
と
も
に
反
物
か
ら
直
線
裁
ち
で
裁
断
さ
れ
て
、
そ
れ
を
一
定
の
比
較
的
簡
単
な

製
法
に
も
と
づ
い
て
ぬ
い
合
わ
せ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
構
造
的
に
は
違
い
は
な
い
。
だ
が
、

男
女
に
よ
る
そ
の
着
方
は
、
ま
っ
た
く
違
う
の
で
あ
る
。
単
に
形
態
か
ら
の
み
観
察
し
て
、

キ
モ
ノ
に
は
男
女
の
区
別
が
な
い
な
ど
と
す
る
単
純
な
見
方
は
、
事
態
を
完
全
に
見
誤
ら

せ
る
。
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す
な
わ
ち
、
一
見
男
女
の
服
装
は
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
、
じ
つ
は
ス
カ
ー
ト
型
―
―

キ
モ
ノ
の
基
本
的
な
特
質
は
こ
こ
に
あ
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
―
―
だ
っ
た
の
は

女
性
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
男
性
は
、
裾す

そ

を
か
ら
げ
て
股も

も
ひ
き引

を
は
き
、
い
な
時
に
は
そ
れ

を
は
か
ず
に
裾
を
ほ
と
ん
ど
尻
が
見
え
る
ま
で
か
ら
げ
た
ま
ま
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
時
に
は

キ
モ
ノ
自
体
を
脱
ぎ
捨
て
て
褌

ふ
ん
ど
しだ

け
で
、
足
を
二
つ
に
わ
け
て
、
さ
っ
そ
う
と
歩
き
、
走

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

一
般
に
テ
レ
ビ
・
映
画
の
時
代
物
を
見
て
い
る
と
、
町
人
、
な
か
で
も
大お

お
だ
な店

の
主
人
、

番
頭
等
が
、
キ
モ
ノ
姿
で
登
場
す
る
が
、
実
際
に
こ
う
し
た
姿
は
、
少
な
く
と
も
労
働
の

0

0

0

0

0

0

0

0

場
に
お
い
て
は

0

0

0

0

0

0

ほ
と
ん
ど
見
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
柳
田
國
男
は
言
う
。
と
い
う
の
は
、
キ

モ
ノ
の
袖
や
裾
は
手
足
に
ま
と
い
つ
く
こ
と
が
多
く
、
労
働
着
と
し
て
は
不
適
切
だ
っ
た

か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
(1)
。
も
ち
ろ
ん
、
労
働
の
質
に
よ
ろ
う
が
、
今
日
の
よ
う
な
事

務
労
働
の
職
場
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
以
上
、
お
の
ず
か
ら
実
際
の
労
働
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
事
着
が
選
ば
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
名
所
図
絵
を
ふ
く
む
浮
世
絵
を
見
る
か
ぎ
り
、
職
人
、

旅
人
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
他
に
も
行
商
人
、
農
民
は
し
ば
し
ば
股
引
を
は
い
て
い
る
し
、

鷹
司
綸
子
に
よ
れ
ば
武
士
や
町
人
も
股
引
を
は
い
た
と
い
う
(2)
。
要
す
る
に
男
の
場
合
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
は
股
引
を
は
く
か
、
そ
う
で
な
く
て
も
尻
は
し
ょ
り

0

0

0

0

0

を
し
て
、
両
脚
を

自
在
に
動
か
し
て
歩
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
(3)
。

　

も
ち
ろ
ん
厳
密
に
言
え
ば
、
日
本
で
は
女
性
も
ま
た
裸
体
同
然
で
生
活
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
政
府
が
、国
民
生
活
の「
近
代
化
」を
は
か
っ
て
一
八
七
一
年（
明

治
四
年
）
に
「
裸
体
禁
止
令
」
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、日
本
人
が
長
き
に
わ
た
っ

て
半
裸
で
の
生
活
を
当
然
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
女
性
に
つ
い
て
も
、
あ

る
て
い
ど
あ
て
は
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治
初
年
に
日
本
を
お
と
ず
れ
た
動

物
学
者
の
モ
ー
ス
は
、
腰
巻
き
一
枚
で
子
ど
も
と
添
い
寝
す
る
女
性
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い

る
し
(4)
、
旅
行
家
の
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
も
類
似
し
た
記
述
を
残
し
て
い
る
(5)
。

　

だ
が
、
こ
の
認
識
を
他
の
生
活
場
面
全
般
に
広
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
著
者
の
見
る

と
こ
ろ
（
こ
の
点
は
後
述
す
る
）
、
女
性
の
裸
体
は
け
っ
し
て
一
般
的
で
は
な
い
。
な
る
ほ

ど
『
北
斎
漫
画
』
に
も
、
モ
ー
ス
が
言
う
よ
う
な
姿
で
午
睡
す
る
女
性
が
何
点
か
描
か
れ

て
い
る
が
(6)
、
他
の
場
面
で
女
性
が
胸
を
は
だ
け
て
い
る
―
―
と
は
い
え
そ
の
場
合
で
も

完
全
に
乳
房
ま
で
出
し
て
は
い
な
い
こ
と
も
あ
る
―
―
の
は
、
乳
飲
み
子
を
お
ぶ
っ
た
女

性
の
い
く
つ
か
の
例
(7)
、
化
粧
・
湯
浴
み
を
す
る
女
性
の
例
(8)
、
助
産
婦
が
妊
婦
の
お
な

か
の
具
合
を
見
る
例
(9)
、
海
女
の
例
(10)
、
そ
し
て
農
村
で
汗
を
か
く
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る

女
性
の
例
く
ら
い
な
も
の
で
あ
る
(11)
。

　

し
か
も
、
た
と
え
女
性
が
胸
を
は
だ
け
る
例
が
あ
っ
た
と
し
て
も
―
―
い
な
、
そ
う
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
と
言
う
べ
き
か
―
―
、
女
性
が
「
尻
は
し
ょ
り
」
を
し
て
尻
ま
で
人
目
に
さ

ら
し
て
行
動
で
き
た
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。
女
性
は
腰
巻
は
身
に
つ
け
て
も
、
男
性
の

フ
ン
ド
シ
と
同
様
の
、
股
間
を
お
お
う
布
は
（
少
な
く
と
も
月
経
時
に
一
部
の
女
性
が
使
っ

た
例
が
あ
る
と
し
て
も
(12)
）
用
い
て
お
ら
ず
、
だ
か
ら
や
は
り
そ
の
部
分
お
よ
び
そ
れ
に

近
い
腿も

も

等
は
、
ふ
つ
う
は
意
図
的
に
か
く
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

裾
は
し
ょ
り
は
、
な
さ
れ
た
と
し
て
も
(13)
、
尻
・
腿
ま
で
が
む
き
出
し
に
さ
れ
る
ほ
ど
だ
っ

た
の
で
は
な
い
。
両
足
の
自
由
を
拡
大
す
る
に
は
、
裾
を
か
ら
げ
て
脚
を
少
な
く
と
も
膝

か
ら
腿
の
位
置
ま
で
解
放
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
け
っ
き
ょ
く
女
性
に
は
ゆ
る

さ
れ
な
か
っ
た
、
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
し
て
、
男
性
に
よ
っ
て
ふ
つ
う
に
用
い
ら
れ
た
股も

も
ひ
き引

も
、
一
般
に
女
性
が
利
用
す
る

こ
と
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
野
村
雅
一
は
、
股
引
を
利
用
す
る
東
北
地
方
の
農
民
の
例
を
宮

本
常
一
の
『
風
土
と
文
化
』
か
ら
引
い
て
い
る
が
(14)
、
そ
れ
は
寒
冷
地
の
農
村
だ
か
ら
こ

そ
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
（
例
え
ば
八
戸
市
博
物
館
の
展
示
【
民
俗
】
は
、
明
治
期
に
お

い
て
、
八
戸
の
女
性
た
ち
が
股
引
を
は
い
て
い
た
事
実
を
伝
え
て
い
る
）、
こ
れ
を
、
江
戸
を

ふ
く
む
他
地
域
に
ま
で
一
般
化
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
長
野
地
方
に
あ
っ
て
さ

え
、
そ
う
だ
っ
た
と
判
断
で
き
る
証
拠
も
あ
る
。
北
斎
は
人
間
の
森
羅
万
象
を
『
北
斎
漫

画
』
そ
の
他
の
絵
本
に
描
き
き
ろ
う
と
し
た
が
（
そ
こ
に
は
女
性
の
日
常
生
活
も
し
ば
し
ば

描
か
れ
て
い
る
）、
江
戸
と
小お

ぶ

せ

布
施
（
長
野
県
）
の
間
を
い
く
ど
と
な
く
行
き
来
し
た
経
験

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
股
引
姿
を
『
北
斎
漫
画
』
に
一
例
も
描
い
て
い
な
い
。
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キモノとジェンダー階層制　――人は服装をつくり服装は人をつくる

他
の
絵
本
に
も
―
―
少
な
く
と
も
永
田
生
慈
監
修
の
『
北
斎
絵
事
典
』
を
見
る
か
ぎ
り
―

―
そ
の
種
の
絵
は
登
場
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
小
袖
の
形
自
体
は
男
女
共
通
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
確
か
に
フ
ロ
イ
ス
が

言
う
よ
う
に
小
袖
は
「
男
に
も
女
に
も
ひ
と
し
く
用
い
ら
れ
る
」
が
、
機
能
0

0

は
男
女
に
お

い
て
ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
形
が
同
じ
だ
か
ら
着
ら
れ
方
も
同
じ
だ
と
見
る
の
は
、

あ
た
か
も
、
西
欧
の
バ
ス
タ
ブ
と
日
本
の
浴
槽
の
形
は
本
質
的
に
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
西

欧
で
も
日
本
と
同
様
の
入
浴
の
習
慣
が
あ
っ
た
、
と
言
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

�

(1)
柳
田
①
52
頁　

(2)
鷹
司
65
頁　

(3)
村
上
①
（
二
）
29
頁
、「
尻
は
し
ょ
り
」
は
一
般
に
キ

モ
ノ
の
尻
＝
裾
を
は
し
ょ
る
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
（
人
の
）
尻
が
見
え
る
ま
で
は
し
ょ
る
こ

と
を
さ
す
（
以
下
同
じ
）　

(4)
モ
ー
ス
156
頁　

(5)
バ
ー
ド
200
頁　

(6)
北
斎
Ⅱ
157
頁
、
Ⅲ
78
頁

(7)
同
前
Ⅰ
131
頁
、
Ⅲ
121
頁　

(8)
同
前
Ⅰ
28
頁
、
80
頁
（
こ
こ
で
は
一
人
の
女
性
は
、
う
ち
わ

を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
暑
い
た
め
に
涼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
）、
Ⅲ
147
頁
、

Ⅰ
32
頁
、
Ⅲ
119
頁　

(9)
同
前
Ⅰ
33
頁　

(10)
同
前
Ⅰ
16
頁　

(11)
同
前
Ⅱ
214
頁
（
た
だ
し
こ
こ
で

は
伝
説
上
の
女
性
に
仮
託
し
て
描
か
れ
る
）　

(12)
深
作
87
頁
以
下　

(13)
ビ
ゴ
ー
83
、
161
頁　

(14)
野
村
①
13
頁

男
性
の
願
望
は
女
性
に
と
っ
て
強
制
と
な
る

　

以
上
の
点
は
、
キ
モ
ノ
の
歴
史
を
考
え
る
際
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
男
性
は
便
利
さ

と
自
由
を
手
に
し
て
い
た
が
女
性
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
は
っ
き
り
さ
せ

な
い
と
、
服
装
が
も
つ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
階
層
制
を
な
り
立
た
せ
強
め
る
特
質
を
、
正
し
く

つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

女
性
に
と
っ
て
実
際
の
生
活
上
不
便
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
女
性
は
い
か
に
男
性

の
よ
う
に
は
職
人
に
も
漁
民
に
も
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
家
が
経
済
的
生
産
の
場
で
も

あ
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
今
日
以
上
に
多
く
の
労
働
・
家
事
労
働
に
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
う

し
た
階
層
の
女
性
に
と
っ
て
は
、
手
足
の
動
き
が
不
自
由
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
キ
モ
ノ
は
、

け
っ
し
て
望
ま
し
い
衣
類
で
は
な
か
っ
た
）
キ
モ
ノ
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
男
性

に
よ
る
女
性
支
配
の
顕
著
な
現
わ
れ
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
「
女
ら
し
さ
」
の
根
づ
よ

い
観
念
が
あ
り
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た
期
待
を
実
現
す
る
た
め
に
、
キ
モ
ノ
が
機
能
し
た

と
判
断
さ
れ
る
。
性
淘
汰
の
理
屈
か
ら
言
え
ば
、
な
る
ほ
ど
こ
の
種
の
「
女
ら
し
さ
」
の

実
現
は
、
女
性
に
と
っ
て
生
き
残
り
の
た
め
の
戦
略
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
が
、
し
か
し

男
の
支
配
が
強
固
で
あ
り
、
そ
の
実
現
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
現

実
の
下
に
あ
っ
て
は
、
村
上
信
彦
が
言
う
よ
う
に
、
女
性
の
願
望
は
け
っ
き
ょ
く
強
制
で

あ
り
、
願
望
の
形
に
昇
華
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
に
男
の
支
配
が
強
固
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
(1)
。

　

総
じ
て
服
装
に
は
明
確
な
文
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
よ
か
れ
悪
し
か
れ
一
定
の
社
会
集

団
へ
の
帰
属
や
同
化
を
示
し
、
人
は
一
般
に
は
こ
の
圧
力
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
化
す
る
と
同
時
に
多
様
性
に
富
ん
だ
自
由
な
服
装
が
ゆ
る
さ
れ
る
現
代
に

お
い
て
さ
え
、
そ
う
で
あ
る
。
細
部
に
お
い
て
個
々
に
差
を
有
す
る
服
装
・
装
飾
が
可
能

で
あ
っ
た
と
し
て
も
（
ち
ょ
う
ど
キ
モ
ノ
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
文
様
が
あ
る
よ
う
に
）
、
そ
の

印
象
の
全
体
に
お
い
て
一
定
の
社
会
集
団
へ
の
帰
属
・
同
化
を
は
っ
き
り
と
示
す
服
装
を
、

ふ
つ
う
人
は
身
に
つ
け
る
も
の
で
あ
る
(2)
。
ま
し
て
、
服
装
に
関
す
る
社
会
的
・
政
治
的

な
統
制
が
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
た
封
建
社
会
に
あ
っ
て
は
、
い
か
な
る
衣
服
を
身
に
つ
け

る
か
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。
男
性
は
一
般
に
時
代
時
代
の
社
会
的
・
政
治
的
圧
力
の
下

に
あ
る
が
、
女
性
は
さ
ら
に
男
性
に
よ
る
圧
力
下
に
も
お
か
れ
て
い
る
。
ま
し
て
封
建
社

会
の
根
づ
よ
い
身
分
制
（
こ
れ
は
一
定
の
男
性
・
女
性
観
、
役
割
意
識
、
し
つ
け
・
教
育
の

内
容
、
職
業
の
可
能
性
・
不
可
能
性
、
そ
の
他
生
活
万
般
に
お
よ
ん
で
い
る
）
下
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
制
約
は
、
個
人
の
自
由
意
志
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
従

わ
な
け
れ
ば
、
女
性
は
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

一
般
に
、
社
会
の
政
治
的
・
知
的
・
審
美
的
な
価
値
を
決
定
し
て
き
た
の
は
男
性
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
世
の
支
配
的
権
力
の
保
持
者
は
当
然
な
が
ら
（
女
性
の
支
配
者
も
時

に
た
し
か
に
い
た
が
、
そ
れ
は
男
性
集
団
に
よ
る
同
意
の
下
に
の
み
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

男
性
の
支
持
が
失
わ
れ
れ
ば
権
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
）、
知
的
・
審
美
的
な
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価
値
（
キ
モ
ノ
の
着
方
の
好
み
も
そ
れ
に
入
る
）
に
影
響
を
あ
た
え
る
絵
師
や
文
士
を
も
―

―
少
な
く
と
も
武
家
の
権
力
奪
取
以
降
―
―
男
性
が
独
占
し
、
女
性
が
そ
れ
に
関
わ
る
道

は
閉
ざ
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
鎌
倉
期
以
降
（
い
や
そ
れ
以
前
で
さ
え
事
実
上
）
、

服
装
の
あ
り
方
・
着
方
に
影
響
を
あ
た
え
て
や
ま
な
い
、
世
に
流
布
さ
れ
共
有
さ
れ
る
女

性
観
は
、
男
性
の
価
値
観
を
強
く
反
映
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
思
え
ば
、
男

た
ち
が
女
性
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
お
し
つ
け
た
い
と
感
じ
て
い
た
の
か
は
、
ほ
ぼ
推
測

で
き
る
。

　

(1)
村
上
①
（
一
）
191
頁　

(2)
リ
ュ
リ
ー
23
～
24
頁

女
性
観
の
変
遷
―
―
母
性
的
女
性
か
ら
娼
婦
的
女
性
へ

　

さ
て
、
全
般
的
に
見
て
、
武
家
社
会
の
先
駆
・
成
立
期
か
ら
安
土
桃
山
期
に
い
た
る
動

乱
の
時
期
に
お
い
て
は
、
母
性
を
中
心
に
し
た
女
性
観
が
支
配
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

例
え
ば
絵
画
に
お
い
て
女
性
は
、
江
戸
中
期
以
降
の
細
身
・
細
面

お
も
て

と
異
な
り
、
む
し
ろ

ふ
っ
く
ら
と
し
た
中
肉
の
姿
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
狩
野
長
信
（
永
徳
の
父
）
の
『
花

下
遊
楽
図
屏
風
』
(1)
、
伝
岩
佐
又
兵
衛
の
『
豊ほ

う
こ
く国

祭
図
屏
風
』
(2)
等
に
描
か
れ
る
女
性
た

ち
は
、
江
戸
期
中
期
以
降
に
生
ま
れ
た
錦
絵
に
描
か
れ
る
女
性
と
異
な
り
、
手
は
ふ
っ
く

ら
し
、
首
は
太
い
と
さ
え
言
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
体
全
体
の
肉
づ
き
も
よ
く
、
襟
元
に
は

仏
像
の
「
三
道
」（
三
筋
の
線
）
な
ら
ぬ
二
道
が
描
き
こ
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
足
は
し
っ
か

り
大
地
を
ふ
み
し
め
て
い
る
。

　

又
兵
衛
の
絵
に
登
場
す
る
女
性
は
よ
く
「
豊
頬

き
ょ
う

長
頥い

」（
頥
は
あ
ご
の
意
）
と
言
わ
れ
る

が
（
だ
が
仮
に
定
型
化
し
て
い
た
と
し
て
も
、
当
時
の
一
般
的
な
女
性
観
に
多
か
れ
少
な
か
れ

根
拠
を
も
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
）
、
他
の
作
例
で
も
女
性
が
ひ
と
し
く
「
豊
頬
」
で
あ
る

点
に
お
い
て
、
本
質
的
な
違
い
は
な
い
。
例
え
ば
『
松
浦
屏
風
』
の
名
で
知
ら
れ
る
屏
風

に
描
か
れ
た
女
性
た
ち
は
、
遊
女
の
よ
う
で
あ
る
が
、
顔
は
丸
く
首
は
非
常
に
太
い
。
身

体
の
線
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
肉
体
は
ど
っ
し
り
と
し
て
、
か
え
っ
て
男

性
の
欲
望
の
発
動
を
遮
断
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
(3)
。
当
時
は
、
身
幅
の
広
い
小
袖
に
、

幅
狭
の
名
護
屋
帯
―
―
明
治
期
の
名
古
屋
帯
と
は
別
物
―
―
を
ゆ
る
や
か
に
巻
い
た
衣
装

が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
お
の
ず
と
女
性
の
腰
の
細
さ
が
め
だ
つ
は
ず
で
あ

る
が
、
む
し
ろ
『
松
浦
屏
風
』
で
は
、
そ
れ
を
か
く
す
か
の
よ
う
に
、
女
性
た
ち
の
胴

ウ
ェ
ス
トが

太
く
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

『
本
多
平
八
郎
姿
絵
屏
風
』
に
登
場
す
る
女
性
も
ま
た
、
は
ち
き
れ
そ
う
な
丸
い
身
体

を
見
せ
て
い
る
(4)
。
と
く
に
中
央
に
立
つ
、
千
姫
（
二
大
将
軍
秀
忠
の
娘
）
と
お
ぼ
し
き

女
性
の
腹
部
は
、
ま
る
で
妊
娠
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
太
く
描
か
れ
て
い
る
。『
誰
が
袖

美
人
図
屏
風
』
(5)
の
「
美
人
」
の
場
合
、
腰
は
太
く
、
ま
た
あ
た
か
も
運
動
選
手
の
よ
う

に
肩
肘
が
は
っ
て
さ
え
お
り
、
む
し
ろ
そ
の
強
靭
さ
が
め
だ
つ
。
髪
形
・
衣
装
に
注
目
し

な
け
れ
ば
、
男
性
（
男
た
ち
は
た
い
て
い
袴

は
か
ま

を
つ
け
る
）
と
区
別
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
絵
画
で
は
、
多
く
子
を
産
む
の
に
適
し
た
女
性
の
身
体
が
、
愛
で
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
権
力
を
握
る
家
系
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
下
級
武
士
の

場
合
で
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
子
孫
を
残
す
こ
と
が
重
要
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う

政
治
的
・
社
会
的
背
景
を
、
こ
れ
ら
の
表
現
の
背
後
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

だ
が
、
江
戸
幕
府
の
成
立
と
と
も
に
動
乱
が
お
さ
ま
っ
た
一
七
世
紀
以
降
、
と
く
に
同

半
ば
以
降
に
、
安
定
し
た
社
会
・
経
済
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
つ
ま
り
町
人

の
力
が
強
く
な
り
、「
憂う

き

よ世
」
を
む
し
ろ
「
浮
き
世
」
と
観
念
す
る
感
じ
方
が
強
ま
っ
て

く
る
と
、
母
性
を
中
心
と
し
た
頼
も
し
い
女
性
観
か
ら
、
む
し
ろ
母
性
と
対
立
す
る
よ
う

な
新
し
い
女
性
観
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
の
頃
は
、
細
く
か
弱
く
、
か
つ
一
定
の
性
的
魅

力
を
も
っ
て
男
性
の
関
心
に
こ
た
え
ら
れ
る
、
い
わ
ば
娼
婦
型
の
女
性
像
が
支
配
的
と
な

る
。

　

そ
れ
は
、
絵
画
（
浮
世
絵
）
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
春
信
（
一
七
二
五

頃
～
七
〇
年
）
の
モ
デ
ル
も
そ
う
だ
が
、
鳥
居
清
長
（
一
七
五
二
～
一
八
一
五
年
）
や

鳥ち
ょ
う
ぶ
ん
さ
い
え
い
し

文
斎
栄
之
（
一
七
五
六
～
一
八
二
九
年
）
に
描
か
れ
る
女
性
は
、
す
ら
り
と
し
て
長
身
で
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あ
る
。
懐か

い
げ
つ
ど
う
あ
ん
ど

月
堂
安
度
（
一
八
世
紀
前
半
に
活
躍
）
の
女
性
は
か
な
ら
ず
し
も
細
見
で
も
長

身
で
も
な
い
が
、
か
え
っ
て
ふ
く
よ
か
さ
と
身
に
ま
と
う
衣
装
の
大
胆
な
色
と
花
柄
と
が
、

つ
や
や
か
な
印
象
を
か
も
し
出
し
て
い
る
(6)
。
喜
多
川
歌
麿
（
一
七
五
三
頃
～
一
八
〇
六
年
）

の
錦
絵
に
描
か
れ
た
女
性
の
首
は
細
く
、
線
の
よ
う
に
細
い
眉
と
切
れ
長
の
眼
、
鼻
筋
の

通
っ
た
小
さ
な
鼻
腔
、そ
し
て
顔
全
体
の
中
で
わ
ず
か
の
場
所
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
「
お

ち
ょ
ぼ
口
」
が
め
だ
つ
。
い
ず
れ
も
、
母
性
よ
り
は
む
し
ろ
男
性
の
性
的
官
能
に
こ
た
え

る
特
徴
を
備
え
て
い
る
(7)
。

　

い
や
重
要
な
こ
と
は
、
個
々
の
絵
師
の
描
き
方
の
特
徴
と
い
う
よ
り
、
そ
も
そ
も
江
戸

中
期
に
な
る
と
、
浮
世
絵
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
風
俗
画
に
、
母
性
と
切
り
離
さ
れ
た
類

型
の
女
性
ば
か
り
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
美
人
」

画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
確
か
に
風
俗
画
の
世
界
に
確
た
る
位
置
を
占
め
、
し
た
が
っ
て

多
か
れ
少
な
か
れ
人
々
（
第
一
義
的
に
は
町
人
）
の
意
識
の
う
ち
に
、「
美
人
」
に
関
す
る

一
定
の
明
確
な
観
念
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
細
部
描
写
を
見
れ
ば
、
女
性
が
細

身
か
そ
う
で
な
い
か
、
長
身
か
そ
う
で
な
い
か
等
の
差
異
は
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
本

質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
後
期
の
歌
麿
が
と
き
に
、
子
を
持
つ
母
親
や
幻
想
的
な
物
語
中

の
女
性
（
山や

ま
ん
ば姥

）
を
描
い
た
と
し
て
も
（
も
っ
と
も
い
ず
れ
も
十
分
に
妖
艶
な
雰
囲
気
を
漂

わ
せ
て
い
る
が
）(8)
、そ
れ
も
ま
た
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、女
性
像
が
、

主
に
吉
原
を
は
じ
め
と
す
る
遊
里
の
遊
女
と
、
茶
屋
や
謡

う
た
い

と
縁
の
あ
る
市
井
の
評
判
娘
を

主
た
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
男
性
の
官
能
を
満
た
す
方
向
で
つ
く
ら
れ
て
き
た
、
と
い
う
事

実
で
あ
る
。

　

�

(1)
『
美
38
』
11
頁
（
た
だ
し
図
版
は
少
々
小
さ
い
）　

(2)
『
週
刊
絵
で
知
る
日
本
史
27
』
13

頁　

(3)
『
美
46
』
４
～
５
頁　

(4)
同
前
８
頁　

(5)
同
前
14
頁　

(6)
『
美
26
』
12
頁　

(7)
『
美

10
』
の
各
図
版　

(8)
同
前
29
、
32
～
33
頁

キ
モ
ノ
の
変
化
が
こ
の
変
遷
に
対
応
す
る
―
―
男
の
願
望
が
「
女
ら
し
さ
」
を
生
む

　

一
七
世
紀
半
ば
以
降
に
、
キ
モ
ノ
が
顕
著
に
変
化
し
て
き
た
事
実
も
こ
の
女
性
観
の
変

遷
に
対
応
す
る
と
見
て
、
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
前
記
の
よ
う
に
キ
モ
ノ
は
、
身
幅

は
広
く
、
身み

た

け丈
・
袖
丈
は
短
く
、
帯
結
び
の
位
置
は
低
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
身
幅
は
細
く

0

0

、

身
丈
・
袖
丈
は
長
く
0

0

、
そ
し
て
帯
結
び
の
位
置
は
高
い
0

0

と
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
、
じ
ょ

じ
ょ
に
変
化
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
「
礼
儀
作
法
や
服
装
・
化
粧
な
ど
女
性
た
ち
の
一
般
教
養
に
つ
い
て
説
い
た
啓

蒙
書
」
(1)
と
し
て
名
高
い
『
女
鏡
秘
伝
書
』（
一
七
世
紀
半
ば
）
は
、
女
性
の
座
位
で
の
立

て
膝
を
当
然
視
し
て
い
る
が
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
キ
モ
ノ
の
広
い
身
幅
の
お
か
げ

で
可
能
と
な
っ
た
）
、
一
方
、
キ
モ
ノ
の
身
幅
に
つ
い
て
も
身
丈
に
つ
い
て
も
、
む
し
ろ

一
七
世
紀
以
降
今
日
に
伝
わ
る
基
本
（
細
・
長
）
を
、明
確
に
推
奨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
身

幅
が
広
い
と
見
栄
が
悪
い
…
…
身
丈
は
長
い
ほ
う
が
よ
く
、
短
い
と
下
品
に
見
え
る
」
と
、

そ
れ
は
記
す
(2)
。
つ
ま
り
こ
の
頃
よ
り
、
キ
モ
ノ
の
細
・
長
・
高
へ
の
変
化
、
も
し
く
は

そ
れ
へ
向
け
た
意
識
の
変
化
が
お
き
は
じ
め
た
こ
と
が
、
か
い
ま
見
ら
れ
る
。

　

で
は
、な
ぜ
変
化
が
お
き
た
の
か
。
丸
山
伸
彦
は
「
装
い
の
美
の
基
準
が
変
わ
っ
て
い
っ

た
か
ら
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
が
(3)
、
問
題
は
な
ぜ
当
の
基
準
が
変
わ
っ
た
の
か
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
経
済
的
下
部
構
造
で
の
社
会
的
・
経
済
的
な
変
動
、
す
な
わ
ち
町
人
の
経
済
力

の
伸
展
と
と
も
に
町
人
の
価
値
観
―
―
そ
れ
に
も
と
づ
く
女
性
観
（
豊
か
に
な
っ
た
町
人

は
女
性
の
う
ち
に
己
の
財
力
を
示
す
「
贅
沢
品
」
を
見
た
）
―
―
が
影
響
力
を
強
め
、
ひ
い

て
は
全
般
的
な
男
性
の
女
性
観
に
、
ひ
い
て
は
そ
れ
を
通
じ
て
女
性
の
生
活
に
、
変
化
が

も
た
ら
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　

な
る
ほ
ど
制
度
的
に
言
え
ば
、
右
の
引
用
で
丸
山
が
言
う
「
基
準
」
と
は
、
幕
府
に
よ

る
反た

ん
も
の物

寸
法
の
改
定
に
示
さ
れ
た
基
準
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
時
代
（
男
性
）
の

女
性
観
・
女
性
に
対
す
る
願
望
な
ど
入
る
余
地
は
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
そ
う

で
は
な
い
。
第
一
に
幕
府
に
よ
る
反
物
寸
法
改
定
の
際
に
担
当
す
る
権
力
者
の
女
性
観
・

願
望
が
入
り
う
る
し
、
第
二
に
―
―
よ
り
重
要
な
の
は
こ
ち
ら
で
あ
る
―
―
幕
府
の
決
定

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
裁
断
に
は
い
く
つ
か
の
選
択
の
自
由
が
入
る
余
地
が
あ
る
が
、

そ
の
際
、
時
代
の
女
性
観
・
願
望
が
、
つ
ま
り
当
時
の
男
性
の
女
性
観
・
願
望
が
、
選
択
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の
基
準
と
し
て
入
り
こ
み
う
る
。

　

佐
藤
泰
子
に
よ
れ
ば
、
幕
府
は
一
六
二
六
年
（
寛
永
三
年
）
、
一
六
三
六
年
（
同
一
三
年
）
、

そ
し
て
一
六
六
四
年
（
寛
文
四
年
）
の
三
度
に
わ
た
っ
て
「
織
物
寸
尺
之
定
め
」
を
布
告

し
た
が
、
こ
の
結
果
、
す
で
に
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
三
年
）
に
お
い
て
、
キ
モ
ノ

の
身
丈
が
伸
び
た
た
め
に
、
女
性
が
「
歩
行
〔
の
際
〕
に
褄つ

ま

〔
＝
衣
類
の
左
右
の
端
〕
を
と

る
仕し

ぐ

さ種
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
（
っ
た
）
」
と
い
う
の
で
あ
る
(4)
。
例
え
ば
菱
川
師
宣
の
『
北

楼
及
び
演
劇
図
巻
』（
一
七
世
紀
後
半
）
に
は
、
道
行
く
女
性
が
キ
モ
ノ
の
褄
を
手
で
お
さ

え
て
歩
く
姿
が
、
明
瞭
に
描
か
れ
て
い
る
(5)
。

　

と
こ
ろ
で
幕
府
に
よ
る
改
定
は
、
け
っ
き
ょ
く
身
丈
お
よ
び
袖
丈
が
合
計
で
二
尺
（
約

六
〇
セ
ン
チ
）
伸
び
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
二
尺
を
ど
う
使
う
か
を
決
め
た
の
が
、

時
代
の
女
性
観
（
女
性
に
対
す
る
願
望
）
で
あ
る
。
男
性
の
場
合
に
は
、伸
び
た
二
尺
を
「
腰

の
部
分
で
…
…
内
側
に
縫
い
こ
む
『
内
揚
げ
』（
腰
揚
げ
）
が
さ
れ
（
た
）
」
(6)
と
推
定
さ
れ
る
。

要
す
る
に
そ
れ
ま
で
同
様
に
、
男
性
は
キ
モ
ノ
を
、
対つ

い
た
け丈

の
ま
ま
、
つ
ま
り
身
の
丈
と
同

じ
に
仕
立
て
て
着
た
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
が
、
女
性
の
場
合
は
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
前
記
の
よ
う
に
、
伸
び
た
六
〇
セ
ン

チ
の
布
地
は
、
身
丈
も
し
く
は
袖
丈
を
伸
ば
す
こ
と
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
佐
藤
泰

子
の
掲
げ
た
資
料
に
よ
れ
ば
(7)
、
江
戸
後
期
に
つ
い
て
み
る
と
、「
振
袖
」
の
場
合
は
約

四
五
セ
ン
チ
が
袖
丈
を
、
約
一
五
セ
ン
チ
が
身
丈
を
伸
ば
す
の
に
、「
留
袖
」
の
場
合
は

約
一
八
セ
ン
チ
が
袖
丈
を
、
四
二
セ
ン
チ
が
身
丈
を
伸
ば
す
の
に
使
わ
れ
た
と
判
断
で
き

る
が
、
前
者
の
場
合
で
も
身
丈
が
一
五
セ
ン
チ
伸
び
れ
ば
、
こ
れ
を
着
た
女
性
は
裾
を
引

き
ず
っ
て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
そ
れ
は
不
便
き
わ
ま
り
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
師
宣
の
肉
筆
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ

の
後
女
性
た
ち
は
、「
内
揚
げ
」
さ
れ
な
い
キ
モ
ノ
の
褄
を
、
手
で
お
さ
え
て
歩
く
こ
と

し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
こ
の
時
期
に
身
丈
も
し
く
は
袖
丈
を
伸
ば
す
と
い
う
選
択
を
可
能
に
し
た

（
強
い
た
）
の
は
、
新
た
に
生
ま
れ
て
き
た
女
性
観
（
男
性
の
女
性
に
対
す
る
願
望
）
―
―

母
性
を
担
う
よ
り
は
男
の
官
能
を
満
足
さ
せ
る
娼
婦
型
の
女
性
観
―
―
で
あ
っ
た
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伸
び
た
キ
モ
ノ
の
褄
に
手
を
そ
え
て
、
つ
つ
ま
し
や
か
に
歩
く
の

が
「
女
ら
し
い
」
と
、
当
時
の
男
た
ち
は
感
じ
は
じ
め
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ

の
男
た
ち
の
な
か
に
、
幕
府
に
よ
る
反
物
寸
法
改
定
に
関
わ
っ
た
男
た
ち
も
ふ
く
ま
れ
て

い
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

�

(1) 

(2)
丸
山
19
頁
、『
女
鏡
秘
伝
書
』
の
原
文
は
部
分
的
に
未
見
だ
が
、
(2)
は
丸
山
に
よ
る
現

代
語
訳
で
あ
ろ
う
。　

(3)
同
前
18
頁　

(4)
佐
藤
160
頁　

(5)
同
前
147
頁
、『
美
26
』
８
頁　

(6)

振
興
会
176
頁　

(7)
佐
藤
164
頁

帯
の
奇
形
化
―
―
こ
れ
も
「
女
ら
し
さ
」
願
望
の
帰
結
で
あ
る

　

さ
て
、
キ
モ
ノ
の
歴
史
を
考
え
る
際
、
帯
（
女
帯
）
の
締
め
方
が
「
胸む

な
だ
が高

」
に
な
っ
て

き
た
と
い
う
事
実
も
、
重
要
で
あ
る
。
胸
高
と
は
、
帯
を
胸
の
あ
た
り
に
締
め
る
意
で
あ

る
が
、
当
時
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
そ
の
傾
向
が
強
ま
る
の
は
一
八
世
紀
は
じ
め
頃
（
よ
り

詳
し
く
は
享
保
年
間
の
一
七
二
四
～
二
六
年
頃
）
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
(1)
。
そ
れ
は
、
乳

児
を
も
つ
女
性
に
と
っ
て
は
、
胸
を
は
だ
け
て
子
ど
も
に
乳
を
あ
げ
に
く
く
な
る
こ
と
を
、

意
味
し
て
い
る
。

　

小
袖
は
、
前
開
き
形
式
で
あ
り
か
つ
ボ
タ
ン
が
な
い
た
め
、
乳
房
を
出
す
の
に
比
較
的

便
利
で
あ
る
。
実
際
女
性
た
ち
は
当
時
、
必
要
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
胸
を
開
き
、
子
ど
も
に

乳
を
あ
た
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
し
た
光
景
が
、
数
多
く
の
絵
本
に
描
か
れ
て
い
る
。

だ
が
、
幅
広
に
な
っ
た
帯
を
胸
高
に
締
め
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
困
難
に
す
る
。
胸
高
の
締

め
方
は
、
授
乳
す
る
女
性
よ
り
は
、
授
乳
せ
ず
に
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
胸
元
を
ぴ
っ
ち
り
締

め
て
、
腰
か
ら
下
の
姿
を
人
目
に
さ
ら
し
て
男
性
の
官
能
に
こ
た
え
る
女
性
に
対
す
る
愛

好
が
、
男
た
ち
の
間
に
広
ま
っ
た
事
実
を
か
い
ま
見
さ
せ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
胸
を
は
だ
け
て
の
授
乳
（
母
性
的
な
行
為
）
は
、
女
性
に
し
か
で
き

な
い
と
い
う
意
味
で
女
ら
し
い
が
、
む
し
ろ
こ
れ
を
女
ら
し
く
な
い
と
見
な
す
傾
向
が
生

ま
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
女
ら
し
い
女
性
は
人
前
で
胸
を
は
だ
け
て
授
乳
な
ど
し
な
い
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と
、
そ
れ
ば
か
り
か
女
ら
し
い
女
性
は
そ
も
そ
も
子
ど
も
の
授
乳
な
ど
し
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
(2)
。
こ
う
し
て
母
性
に
か
か
わ
る
女
性
の
必
要
は
、
背
後
に
お
か
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
帯
を
胸
高
に
す
る
こ
と
で
、
身
八や

ツ
口
（
袖
付
け
の
下
に
見
ら
れ
る
脇
明
き
）
が

必
要
に
な
る
が
(3)
（
な
ぜ
な
ら
帯
を
胸
高
に
き
つ
く
締
め
る
た
め
上
半
身
の
布
地
の
余
裕
が

な
く
な
る
た
め
、
こ
れ
が
な
い
と
腕
の
上
げ
下
ろ
し
が
困
難
に
な
る
か
ら
で
あ
る
）、
そ
の
お

か
げ
で
上
半
身
は
―
―
胸
元
を
ぴ
っ
ち
り
と
締
め
な
が
ら
も
―
―
じ
つ
は
手
の
侵
入
を
受

け
や
す
く
な
っ
た
の
で
あ
り
(4)
、
そ
れ
だ
け
女
性
の
身
体
が
性
的
な
関
心
か
ら
見
ら
れ
や

す
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
駒
尺
喜
美
が
記
す
よ
う
に
、「
男
性
を
か
き
立
て
る
の
は
、
あ

な
が
ち
女
性
の
露
出
と
は
き
ま
ら
な
い
」
(5)
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
上
半
身
が
ぴ
っ
た

り
と
閉
じ
ら
れ
な
が
ら
、
じ
つ
は
侵
入
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
、
一
方
上
半
身
は
十
分
に

堅
牢
（
こ
れ
は
貞
淑
さ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
）
で
あ
り
な
が
ら
、
下
半
身
は
き
わ
め
て
無
防

備
で
あ
る
こ
と
―
―
こ
の
特
徴
は
た
し
か
に
男
性
の
色
欲
を
満
足
さ
せ
る
方
向
を
向
い
て

い
る
。

　

な
お
女
性
観
の
変
化
は
、
服
装
の
キ
モ
ノ
へ
の
画
一
化
を
通
じ
て
形
態
に
お
け
る
男
女

差
が
消
滅
し
（
た
だ
し
前
記
の
よ
う
に
着
方
に
お
い
て
は
明
確
な
差
異
が
あ
っ
た
）
、
意
匠
・

文
様
に
お
い
て
性
差
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
実
に
も
現
れ
て
い
る
。
女
性
に
細
・

長
・
高
を
も
と
め
る
傾
向
は
、
女
性
用
小
袖
の
意
匠
・
文
様
を
、
あ
た
か
も
花お

い
ら
ん魁

が
身
に

つ
け
る
そ
れ
の
よ
う
に
、
優
美
・
華
麗
に
し
た
。
そ
う
し
た
傾
向
は
、
慶
長
小
袖
、
寛
文

小
袖
、
元
禄
小
袖
(6)
等
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
江
戸
中
期
の
キ
モ
ノ
は
、
当
時
の
男
性
の
女
性
観
を

よ
く
象
徴
す
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
実
現
す
る
方
向
に
機
能
す
る
。
胸
高
帯
に
よ
っ
て
固

く
閉
じ
ら
れ
た
拘
束
服
的
な
上
半
身
お
よ
び
二
重
の
肌
着
は
、
お
そ
ら
く
貞
操
の
シ
ン
ボ

ル
と
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
い
て
下
半
身
は
き
わ
め
て
無
防
備
の
ま
ま
で
あ
り
、

し
か
も
身
幅
が
か
な
り
狭
く
な
っ
た
た
め
に
、
前
割
れ
は
た
だ
ち
に
脚
の
露
出
を
ま
ね
く
。

そ
し
て
伸
び
た
身
丈
と
袖
丈
は
、
頼
り
な
げ
な
、
そ
れ
で
い
て
優
雅
な
印
象
を
か
も
し
だ

す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
、
先
に
記
し
た
の
と
同
様
の
効
果
を
う
む
。
つ
ま
り
、
下
半
身
が

前
割
れ
す
る
無
防
備
な
状
態
に
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ

と
で
、
ま
た
室
内
で
は
裾
を
引
き
ず
り
外
出
時
に
は
褄つ

ま

を
右
手
で
お
さ
え
歩
く
こ
と
で
運

動
性
は
極
力
お
さ
え
ら
れ
、女
性
は
い
や
お
う
も
な
く
「
女
ら
し
く
」
な
る
。
江
戸
期
に
「
完

成
」
さ
れ
た
キ
モ
ノ
は
、
女
ら
し
さ
を
象
徴
化
す
る
と
同
時
に
女
ら
し
さ
を
現
実
に
つ
く

る
装
置
で
あ
る
。

　

�

(1)
柳
沢
63
頁　

(2)
原
田
57
頁
「
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
商
家
や
豪
農
な
ど
乳
母
を
や
と
う
風

習
が
広
ま
っ
た
。」　

(3)
佐
藤
165
頁　

(4) 

(5)
駒
尺
編
212
頁　

(6)
丸
山
20
～
25
頁

キ
モ
ノ
に
制
約
さ
れ
る
歩
き
方

　

と
こ
ろ
で
、
女
性
に
男
性
の
願
望
の
結
晶
で
あ
る
「
女
ら
し
さ
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

た
め
に
、
キ
モ
ノ
は
直
接
的
か
つ
単
独
で
機
能
し
た
の
で
は
な
く
、
間
接
的

0

0

0

に
も
、
ま
た

他
の
多
様
な
ふ
る
ま
い

0

0

0

0

・
装
い
0

0

と
あ
い
ま
っ
て
機
能
し
た
。

　

キ
モ
ノ
の
場
合
に
顕
著
な
の
は
、
内
股
歩
き
で
あ
る
。
身
幅
の
狭
く
な
っ
た
キ
モ
ノ
を

着
て
、
あ
る
て
い
ど
の
裾
は
し
ょ
り
を
し
な
け
れ
ば
、
あ
ぐ
ら
は
も
ち
ろ
ん
立
て
膝
さ
え

非
常
に
困
難
に
な
る
ば
か
り
か
(1)
（
後
述
）、
内
股
で
し
か
歩
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
は
全
体
と
し
て
女
性
の
行
動
を
強
く
制
限
し
、
と
き
に
は
危
険
さ
え
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
内
股
は
外
国
人
に
は
よ
ほ
ど
印
象
に
残
る
現
象
の
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
末
期
に
日
本
に
来
た
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
、
こ
う
記
す
。

　

「〔
キ
モ
ノ
は
〕
窮
屈
で
動
き
が
妨
げ
ら
れ
、
ぬ
か
る
み
を
歩
く
に
は
丈
が
長
す
ぎ
ま
す
。

こ
れ
以
上
小
股
で
は
歩
け
な
い
ほ
ど
下
肢
に
布
を
巻
き
つ
け
、
頭
に
は
重
い
ま
げ
を
結
い
、

背
中
に
は
前
か
が
み
の
姿
勢
に
見
え
る
ほ
ど
大
き
な
帯
の
結
び
が
あ
る
状
態
で
、
足
に
は

下
駄
を
履
き
、
内
股
で
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
歩
く
の
で
す
か
ら
、
小
柄
な
日
本
人
女
性
は
ま
さ

に
な
す
す
べ
な
し
と
い
っ
た
観
が
あ
り
ま
す
」
(2)
、
と
。
ス
カ
ー
ト
で
も
同
様
で
あ
る
点

が
英
米
の
学
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
(3)
、
キ
モ
ノ
の
場
合
は
、
そ
の
比
で
は
な

い
。
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下
田
で
幕
府
と
外
交
交
渉
を
担
当
し
た
ハ
リ
ス
も
、
バ
ー
ド
と
同
様
の
印
象
を
書
き
記

し
て
い
る
。
日
本
の
女
性
は
、「
膝
の
と
こ
ろ
で
両
足
を
縛
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
、

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
、
小
刻
み
に
歩
く
」、
と
(4)
。
ハ
リ
ス
の
観
察
は
正
し
い
が
、
こ
れ
は
歴

史
的
に
つ
く
ら
れ
た
行
動
様
式
で
あ
る
こ
と
を
、
ハ
リ
ス
は
た
ぶ
ん
理
解
で
き
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
柳
田
國
男
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
初
期
の
風
俗
画
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
は
、

内
股
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
し
か
た
で
、
大
地
を
し
っ
か
り
ふ
ん
で
、
い
わ
ば
外
股
で
歩

い
て
い
る
。

　

岩
佐
又
兵
衛
（
一
五
七
八
～
一
六
五
〇
年
）
、
菱
川
師も

ろ
の
ぶ宣

（
一
六
一
八
～
九
四
年
）
、
西
川

祐す
け
の
ぶ信

（
一
六
七
一
～
一
七
五
〇
年
）
な
ど
の
名
を
あ
げ
つ
つ
、
柳
田
國
男
は
、「
女
は
皆
外

足
で
サ
ッ
サ
と
歩
い
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
(5)
。
他
に
も
著
者
な
り
の
観
点
か
ら
、
例

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
北
尾
重
政
が
絵
筆
を
と
っ
た
『
絵
本
吾あ

づ

ま妻
の
花
』

（
一
七
六
八
年
刊
）
に
せ
よ
勝
川
春
潮
に
よ
る
『
絵
本
紅
葉
橋
』（
一
八
世
紀
末
）
に
せ
よ

(6)
、
登
場
す
る
女
性
は
さ
っ
そ
う
と
〈
外
股
〉
で
歩
い
て
い
る
。
あ
い
ま
い
な
歩
き
方
の

女
性
も
見
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
内
股
の
女
性
は
見
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
描
か
れ

た
一
女
性
の
キ
モ
ノ
に
「
沐
」
の
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
俗
に
『
湯ゆ

な女
図
』（
一
七
世
紀

前
半
）
と
呼
ば
れ
る
一
幅
の
掛
け
軸
(7)
に
は
、
街
路
を
行
く
あ
る
い
は
た
た
ず
む
六
人
の

女
性
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
二
人
の
歩
き
方
は
完
全
に
「
外
股
」
で
あ
る
。
他

の
四
人
の
場
合
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
完
全
に
内
股
の
女
性
は
見
ら
れ
な
い

よ
う
で
あ
る
。

　

だ
が
そ
の
女
性
た
ち
が
、
内
股
で
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
―
―
前
述
の
事
情
を
よ
り

詳
し
く
記
す
―
―
、
キ
モ
ノ
の
裾
が
長
く
な
る
と
同
時
に
、
下
着
が
二
重
に
な
る
（
肌
の

上
に
肌
襦

じ
ゅ
ば
ん袢

と
裾
よ
け
、
そ
の
上
に
長
襦
袢
）
な
ど
し
て
、
裾
が
足
に
か
ら
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
あ
る
(8)
。
も
ち
ろ
ん
、
身
幅
が
大
幅
に
縮
ま
っ
た
こ
と
の
影
響
も
大
き
い
。
以

上
の
結
果
、
肩
幅
が
足
さ
ば
き
の
幅
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
そ
0

0

と
し
て
内
股
に
歩

く
以
外
に
も
は
や
手
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
物
理
的
な
変
化
は
新
し
い
行
動
を
生
む
一
大
要
因
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、

右
記
の
歩
き
方
は
、
一
方
で
男
性
お
よ
び
女
性
の
意
識
に
内
面
化
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て

確
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
世
の
男
性
た
ち
が
期
待
す
る
よ
う
に
、
母
に
は
子
を

守
る
た
く
ま
し
さ
と
安
定
感
が
も
と
め
ら
れ
る
が
、
男
た
ち
の
性
的
欲
望
に
奉
仕
す
る
女

性
に
は
、
む
し
ろ
か
よ
わ
さ
と
不
安
定
が
も
と
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
内
股
は
、
そ
の
か
弱

さ
不
安
定
を
象
徴
す
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
実
際
に
生
み
出
す
理
想
的
な
歩
き
方
で
あ
る

と
い
う
美
意
識
が
、
男
性
に
も
女
性
に
も
江
戸
中
期
以
降
に
育
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
じ
つ

は
明
瞭
な
内
股
歩
き
を
し
て
見
せ
た
の
は
、
江
戸
中
期
の
歌
舞
伎
役
者
・
初
代
中
村
富
十

郎
で
あ
る
と
い
う
(9)
。
富
十
郎
は
一
七
一
九
年
に
生
ま
れ
八
六
年
亡
く
な
っ
た
が
、
ち
ょ

う
ど
キ
モ
ノ
が
「
広
・
短
・
低
」
か
ら
「
狭
・
長
・
高
」
に
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
だ

か
ら
こ
そ
、
富
十
郎
に
そ
の
種
の
歩
き
方
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
歌
舞
伎
は
し
ば

し
ば
風
俗
を
つ
く
る
。
こ
う
し
て
女
性
に
と
っ
て
の
歩
き
方
の
規
範
は
、
歌
舞
伎
が
あ
た

え
る
美
意
識
を
通
じ
て
日
常
世
界
に
浸
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
内
股
は
、
現
代
で
も
日
本
女
性
の
特
徴
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

洋
装
の
場
合
で
さ
え
、
日
本
女
性
の
身
体
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
キ

モ
ノ
を
身
に
つ
け
る
習
慣
が
な
い
女
性
で
も
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
キ
モ
ノ
を
身
に
つ
け
た

こ
と
が
な
い
女
性
で
さ
え
も
、
同
じ
文
化
圏
で
生
長
す
る
こ
と
で
、
同
じ
身
体
言
語
を
身

に
つ
け
、
ま
た
同
じ
身
体
を
形
成
す
る
。

　

内
股
は
他
に
も
現
れ
る
。
日
本
人
は
、
中
国
人
と
違
っ
て
椅
子
に
座
る
文
化
を
ず
っ
と

も
た
ず
に
来
た
が
、
そ
の
た
め
に
楽
に
椅
子
に
座
る
足
組
み
を
い
ま
だ
に
非
公
式
と
み
な

す
傾
向
が
あ
る
。
だ
が
も
し
足
組
み
が
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
両
足
を
そ
の
ま
ま
た
ら
す

し
か
な
い
が
（
西
洋
で
は
足
首
を
交
差
さ
せ
る
楽
な
座
り
方
が
あ
る
が
日
本
人
は
ふ
つ
う
し

な
い
よ
う
で
あ
る
）、
そ
の
場
合
日
本
女
性
は
、
膝
を
つ
け
て
下
肢
を
両
方
に
ひ
ろ
げ
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
(10)
。
そ
し
て
こ
こ
に
内
股
が
姿
を
あ
ら
わ
す
。

　

�

(1)
村
上
①
（
二
）
58
頁　

(2)
バ
ー
ド
68
頁　

(3)
リ
ュ
リ
ー
223
頁　

(4)
ル
ド
フ
ス
キ
ー
①
55
頁

　

�

(5)
柳
田
①
37
頁
。
こ
こ
で
柳
田
が
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
岩
佐
又
兵
衛
の
『
池
田
屏
風
』、

西
川
祐
信
の
『
百
人
女
郎
品
定
』、
菱
川
師
宣
の
『
和
国
百
女
』
な
ど
で
あ
ろ
う
。　

(6)
い
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キモノとジェンダー階層制　――人は服装をつくり服装は人をつくる

ず
れ
も
黒
川
編
所
収
。『
絵
本
紅
葉
橋
』
の
発
行
年
は
不
明
。
た
だ
し
版
元
が
蔦つ

た
や屋

重
三
郎

で
あ
り
、
書
店
の
所
在
地
が
「
通
油
町
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
蔦
谷
が
同
町
に
居
を
構

え
た
一
七
八
三
年
か
ら
没
年
で
あ
る
一
七
九
七
年
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。　

(7)

『
美
46
』
６
頁　

(8)
柳
田
①
37
頁　

(9)
山
川
静
44
頁　

(10)
野
村
②
32
頁

キ
モ
ノ
と
正
座

　

キ
モ
ノ
の
変
化
は
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
よ
る
固
有
の
身
体
の
形
成
お
よ
び
そ
の
内
面
化
を

通
じ
て
）、
他
に
も
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。

　

意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
日
本
で
「
正
座
」
が
定
着
し
た
の
は
、
歴
史
的

に
き
わ
め
て
新
し
い
。
柳
田
國
男
は
「
三
、
四
百
年
よ
り
古
く
な
い
」
(1)
と
記
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
各
種
文
献
・
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。
は
る
か
に
古
い
時
代
に
お
い
て
、「
正

座
」
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
、そ
れ
で
も
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
奈
良
・
中
宮
寺
、

京
都
・
広
隆
寺
の
半は

ん

か

し

ゆ

い

跏
思
惟
像
（
弥み

ろ
く勒

菩
薩
像
）
は
中
国
で
の
椅
子
の
生
活
が
背
景
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
大
阪
・
観
心
寺
の
如
意
輪
観
音
の
座
り
方
は
明
ら
か
に
朝
鮮
の

正
座
（
一
方
の
足
を
あ
ぐ
ら
の
形
に
す
る
立
て
膝
）
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
、
男
女
と
と
も

に
袴

は
か
ま（

裳も

）
を
身
に
つ
け
た
平
安
期
ま
で
、立
て
膝
な
い
し
あ
ぐ
ら
は
、当
然
の
座
り
方
だ
っ

た
の
で
あ
る
(2)
。

　

だ
が
そ
う
し
た
座
り
方
が
、
な
ぜ
後
に
「
正
座
」
に
変
わ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
前
記

の
よ
う
に
女
性
は
男
性
に
服
従
し
、
男
性
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る
べ
き
も
の
と
い
う
倫
理

観
が
背
景
に
あ
る
。
だ
が
そ
れ
を
物
理
的
に
可
能
に
し
た
の
は
、
キ
モ
ノ
、
し
か
も
今
日

の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
型
の
「
狭
・
長
・
高
」
の
キ
モ
ノ
の
誕
生
に
よ
っ
て
で
あ
る
（
こ
こ

で
は
話
を
キ
モ
ノ
、
し
か
も
女
性
の
キ
モ
ノ
の
問
題
だ
け
に
絞
っ
て
い
る
こ
と
を
、
お
断
り
す

る
。「
正
座
」
の
成
立
を
考
え
る
た
め
に
は
、
相
対
す
る
者
の
地
位
の
問
題
、
畳
敷
き
・
座
布

団
の
問
題
、
危
害
を
く
わ
え
る
意
思
の
な
い
こ
と
を
示
す
武
士
の
着
座
法
の
問
題
な
ど
も
、
本

来
問
わ
れ
る
(3)
）
。

　

女
性
が
袴
を
は
い
て
い
た
時
代
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
女
性
が
袴
を
使
わ
な
く
な
っ
て
キ

モ
ノ
を
日
常
的
に
着
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
に
お
い
て
さ
え
、
あ
ぐ
ら
も
し
く
は
立
て
膝

は
日
常
の
光
景
で
あ
っ
た
。
前
掲
の
『
女
鏡
秘
伝
書
』
に
は
、「
坐
り
方
は
、
左
の
膝
を

下
に
右
の
膝
を
上
に
寄
せ
か
け
て
、
左
の
手
を
左
の
肩
の
身
の
ま
ん
中
ほ
ど
に
つ
い
て
、

身
を
前
に
支
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
」
(4)
と
、
立
て
膝
を
す
す
め
て
い
る
が
、
実
際
江
戸
0

0

初
期
ま
で

0

0

0

0

の
史
料
・
絵
画
史
料
（
浮
世
草
子
の
挿
絵
や
浮
世
絵
）
を
見
る
と
、
女
性
が
朝
鮮

半
島
に
お
け
る
の
と
同
様
の
立
て
膝
で
、
あ
る
い
は
あ
ぐ
ら
で
(5)
で
座
わ
っ
て
い
る
例
が

非
常
に

0

0

0

多
い
。

　

例
え
ば
『
彦
根
図
屏
風
』
(6)
、『
他
我
身
の
う
へ
』
(7)
、『
邸
内
遊
楽
図
』
(8)
と
い
っ

た
江
戸
前
期
の
作
例
で
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
（
と
く
に
『
彦
根
図
屏
風
』
で
は
顕
著
で
あ
り
、

座
っ
て
い
る
一
一
人
の
う
ち
に
正
座
の
人
は
一
人
も
い
な
い
）
、
そ
れ
に
引
き
つ
づ
く
時
代

（
一
六
七
〇
～
八
〇
年
代
）
の
菱
川
師
宣
の
『
北
楼
及
び
演
劇
図
巻
』
(9)
で
も
、
一
部
の
女

性
は
立
て
膝
で
座
っ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
あ
ぐ
ら
（
後
述
）
さ
え
当
時
の
女
性
の

ふ
つ
う
の
姿
だ
っ
た
と
い
う
(10)
。

　

�

(1)
柳
田
①
37
頁　

(2) 

(3)
増
田
58
頁　

(4)
遠
藤
94
頁
（
原
文
を
現
代
語
に
訳
し
た
）　

(5)
村
上

①
（
二
）
12
頁　

(6)
『
美
46
』
21
～
24
頁　

(7)
菊
地
27
頁　

(8)
丸
山
11
頁　

(9)
『
美
26
』
８

～
９
頁
、
だ
が
本
図
で
は
す
で
に
帯
は
か
な
り
太
め
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お

一
七
八
〇
年
代
の
黒く

ろ
ず
り摺

絵
『
揚
屋
大
寄　

せ

』（
師
宣
）
で
は
す
べ
て
の
女
性
が
正
座
し
て
い
る

（
10
頁
）
が
、
そ
れ
は
揚
屋
で
の
客
に
対
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。　

(10)
橋
本
77
頁
、

丸
山
18
頁

遊
里
以
外
で
の
立
て
膝

　

こ
れ
に
対
し
て
山
折
哲
雄
は
、
立
て
膝
は
日
常
生
活
と
は
な
れ
た
「
遊
里
」
の
現
象
で

あ
っ
て
、
日
常
的
に
庶
民
は
正
座
で
座
っ
た
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
(1)
、

こ
れ
に
は
根
拠
が
な
い
。
立
て
膝
を
一
般
的
な
風
俗
と
見
な
そ
う
と
す
る
安
易
な
結
論
を

い
さ
め
よ
う
と
す
る
問
題
提
起
は
重
要
だ
が
、
氏
自
身
は
な
ん
ら
当
時
の
文
献
・
絵
画
史

料
を
用
い
ず
に
そ
う
結
論
づ
け
て
い
る
。
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確
か
に
近
世
前
期
に
お
い
て
、
遊
里
以
外
の
女
性
を
描
い
た
絵
画
史
料
は
少
な
い
。
そ

の
た
め
に
、
立
て
膝
が
遊
里
の
特
徴
な
の
か
そ
う
で
は
な
い
の
か
は
、
容
易
に
判
断
し
が

た
い
。
し
か
し
谷
田
部
英
正
も
言
う
よ
う
に
(2)
、
そ
れ
以
前
の
多
様
な
場
面
で
の
女
性
の

立
て
膝
を
示
す
史
料
か
ら
す
れ
ば
（『
法
然
上
人
絵
伝
』『
春
日
権
現
験
記
絵
』）
、
少
な
く
と

も
近
世
前
期
に
お
け
る
女
性
の
立
て
膝
を
、
遊
里
に
だ
け
限
定
す
る
合
理
的
な
理
由
が
あ

る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

だ
が
、
近
世
前
期
に
つ
い
て
合
理
的
に
判
断
す
る
に
は
、
や
は
り
史
料
不
足
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
谷
田
部
が
あ
げ
る
前
記
の
史
料
は
、
両
者
と
も
に
一
四
世
紀
に
描
か

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
幸
い
、
近
世
前
期
に
程
近
い
時
期
に
お
け
る
、
遊

里
以
外
を
描
い
た
絵
画
史
料
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
前
出
の
狩
野
長
信
に
よ
る
『
花
下

遊
楽
図
屏
風
』
は
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
キ
モ
ノ
の
様
子
を
理
解
す
る
の
に
し
ば
し
ば
引

用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
遊
楽
を
見
守
る
座
る
女
性
た
ち
は
、
あ
る
い
は
立
て
膝
で
、
あ
る

い
は
あ
ぐ
ら
近
い
姿
勢
で
座
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(3)
。
野
間
清
六
が
言
う
よ
う
に
、
こ
の

図
は
「
貴
人
」
の
花
見
を
描
い
て
い
る
。
あ
る
い
は
描
か
れ
て
い
る
の
は
、「
淀
君
」
の

そ
れ
か
も
し
れ
な
い
(4)
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
記
の
女
性
た
ち
は
遊
女
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

し
か
も
、
そ
も
そ
も
狩
野
派
が
（
町
絵
師
に
よ
る
浮
世
絵
が
普
及
し
た
時
期
の
ま
れ
な
例
外

を
の
ぞ
け
ば
）
遊
女
を
描
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
近
年
、
福
井
県
で
発
見
さ
れ
た
『
花

見
遊
楽
図
屏
風
』（
一
七
世
紀
前
半
）
で
も
ま
た
、花
見
を
す
る
市
井
の
女
性
た
ち
の
う
ち
に
、

立
て
膝
の
姿
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
(5)
。

　

じ
つ
は
、
伝
菱
川
師
宣
で
も
（『
浮
世
人
物
図
巻
』
(6)
）、
鈴
木
春
信
で
も
（『
見
立

寒か
ん
ざ
ん
じ
っ
と
く

山
拾
得
』
(7)
）、
描
か
れ
た
市
井
の
女
性
た
ち
は
、
立
て
膝
で
座
っ
て
い
る
。
ま
た
立
て

膝
が
遊
郭
だ
け
の
限
ら
れ
た
風
俗
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
絵
本
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
原
田
伴
彦
ら
の
『
絵
で
見
る
江
戸
の
女
た
ち
』
は
、
江
戸
期
の
百
近
い
絵
入
り

文
献
を
用
い
て
、
江
戸
期
の
女
性
の
生
活
（
遊
郭
の
で
は
な
く
町
屋
お
よ
び
武
家
の
ふ
つ
う

の
女
性
の
生
活
）
を
手
に
取
る
よ
う
に
明
か
に
し
て
い
る
が
（『
青
楼
年
中
行
事
』
な
ど
一

部
に
遊
郭
を
対
象
に
し
た
史
料
も
集
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
の
ぞ
い
た
）、
そ
こ
に
も
た

く
さ
ん
の
立
て
膝
姿
の
女
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
(8)
。
な
る
ほ
ど
中
に
は
、
地
位
の
高

い
女
性
（
奥
方
、
女
師
匠
）
が
、「
正
座
」
を
す
る
他
の
女
性
と
対
照
的
に
立
て
膝
を
し
て

い
る
図
も
あ
る
(9)
。
だ
が
、
そ
の
他
の
圧
倒
的
多
数
は
そ
う
し
た
地
位
と
は
無
関
係
で
あ

る
。

　

ま
た
時
代
的
に
見
て
も
、
ほ
ぼ
満
遍
な
く
立
て
膝
が
見
ら
れ
る
。
前
述
の
出
典
（
合
計

二
一
）
は
、
早
い
時
期
の
も
の
で
元
禄
期
す
な
わ
ち
一
七
世
紀
末
の
史
料
だ
が
（『
大
和
耕

作
絵
抄
』『
和
国
百
女
』）
、
総
じ
て
一
八
世
紀
の
作
例
が
多
い
。
例
え
ば
『
絵
本
吾あ

づ

ま妻
の
花
』

（
一
七
六
八
年
刊
）
で
は
(10)
、座
る
女
性
二
一
人
（
一
部
明
ら
か
に
遊
郭
を
描
い
た
箇
所
が
あ
り
、

そ
こ
に
登
場
す
る
女
性
は
の
ぞ
い
た
）
の
う
ち
に
、
座
り
方
が
不
明
な
場
合
も
あ
る
が
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
立
て
膝
の
方
が
正
座
よ
り
多
い
。
遅
い
時
期
の
も
の
で
は
、
一
八
三
〇
年

代
以
降
の
史
料
（
江
戸
の
風
俗
史
家
・
喜
田
川
守
貞
に
よ
る
『
類

る
い
じ
ゅ
う

聚
近
世
風
俗
志
』
い
わ
ゆ

る
『
守

も
り
さ
だ
ま
ん
こ
う

貞
謾
稿
』）
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
(11)
。
江
戸
初
期
に
立
て
膝
が
多
い
の
は
十
分
想
像

で
き
る
が
、
キ
モ
ノ
の
身
幅
か
ら
す
れ
ば
立
て
膝
が
む
ず
か
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
江
戸
後

期
に
い
た
っ
て
も
、
そ
れ
が
見
ら
れ
る
の
は
意
外
で
あ
る
。
北
斎
も
、『
北
斎
漫
画
』
そ

の
他
の
絵
本
（
一
九
世
紀
前
半
）
で
、
数
多
く
の
立
て
膝
の
女
性
を
描
い
て
い
る
(12)
。

　

で
は
、『
守
貞
謾
稿
』
や
北
斎
の
絵
本
を
ふ
く
め
て
、
な
ぜ
「
狭
・
長
・
高
」
の
キ
モ

ノ
が
一
般
化
し
た
時
期
に
あ
っ
て
、
立
て
膝
や
あ
ぐ
ら
が
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
お
そ
ら
く
、
キ
モ
ノ
が
そ
れ
自
体
当
時
の
人
に
と
っ
て
き
わ
め
て
高
価
な
も
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
一
着
の
キ
モ
ノ
は
、
と
き
に
は
数
世
代
に
わ
た
っ
て
着
継
が
れ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
(13)
。
ま
た
同
時
に
、
当
時
江
戸
に
お
い
て
古
着
屋
が
非
常
に
繁
昌
し
て
い
た

か
ら
で
も
あ
ろ
う
(14)
。
つ
ま
り
、
狭
・
長
・
高
の
キ
モ
ノ
が
一
般
化
し
た
時
期
に
さ
え
、

そ
れ
以
前
の
「
広
・
短
・
低
」
の
キ
モ
ノ
が
、
あ
る
て
い
ど
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

�

(1)
山
折
243
頁　

(2)
矢
田
部
56
頁　

(3)
『
美
38
』
11
頁　

(4)
野
間
６
～
７
頁　

(5)
『
美
49
』
12

頁　

(6)
『
美
26
』
17
頁　

(7)
同
前
29
頁　

(8)
原
田
他　

(9)
同
前
67
、
80
頁　

(10)
『
絵
本
吾
妻

の
花
』（
黒
川
編
所
収
）　

(11)
同
前
に
お
い
て
、女
性
の
座
り
方
に
関
連
し
て
喜
田
川
守
貞
『
守

貞
謾
稿
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
図
版
は
一
点
の
み
だ
が
、
こ
こ
に
は
実
際
に
は
か
な
り
の
立
て
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キモノとジェンダー階層制　――人は服装をつくり服装は人をつくる

膝
が
見
ら
れ
る
。「
女

じ
ょ
ふ
ん扮

」
と
題
さ
れ
た
第
10
～
12
巻
（
同
書
（
二
））
に
登
場
す
る
腰
を
下

ろ
し
た
女
性
一
一
人
（
一
人
は
一
六
世
紀
初
頭
の
史
料
か
ら
の
写
し
な
の
で
省
く
）
の
う
ち

立
て
膝
が
五
人
、
正
座
が
四
人
、
く
ず
し
た
横
座
り
が
一
人
、
不
明
が
一
人
で
あ
る
。　

(12)

永
田
編
49
、
54
、
55
、
57
、
72
、
79
、
134
、
137
、
146
、
170
、
187
（
た
だ
し
こ
こ
の
例
は
遊
女

の
可
能
性
が
あ
る
？
）、
217
頁
（
煩
瑣
に
な
る
の
で
個
々
の
史
料
名
は
略
す
）　

(13)
山
川
菊
54

頁　

(14)
石
川
②
266
頁

女
性
の
あ
ぐ
ら
姿

　

こ
れ
ま
で
、
女
性
の
立
て
膝
姿
に
つ
い
て
記
し
た
。
だ
が
『
絵
で
見
る
江
戸
の
女
た
ち
』

に
は
、
あ
ぐ
ら
を
か
く
市
井
の
女
性
の
姿
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
(1)
。

　

女
性
が
袴
を
は
か
な
く
な
っ
た
時
代
に
お
い
て
さ
え
あ
ぐ
ら
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
や

は
り
た
っ
ぷ
り
と
ら
れ
た
、
キ
モ
ノ
の
身
幅
の
お
か
げ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
点
は
、

袴
（
行あ

ん
ど
ん灯

袴
＝
女
袴
＝
ま
ち
0

0

の
な
い
袴
）
を
想
像
し
て
み
れ
ば
、
容
易
に
理
解
で
き
よ
う

(2)
。
と
き
に
今
日
の
「
正
座
」
を
す
る
女
性
が
絵
本
等
に
登
場
す
る
場
合
は
あ
る
と
し
て

も
―
―
そ
れ
は
へ
り
く
だ
る
姿
勢
で
あ
る
―
―
、
地
位
の
低
い
女
性
が
高
い
女
性
も
し
く

は
男
性
に
対
し
て
、「
正
座
」
以
外
の
座
り
方
で
対
峙
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

　

も
ち
ろ
ん
正
確
に
は
、
キ
モ
ノ
は
前
割
れ
の
可
能
性
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
無
防
備
に

な
り
や
す
い
た
め
、
女
性
の
あ
ぐ
ら
は
立
て
膝
よ
り
も
少
な
い
（
こ
れ
は
、
朝
鮮
半
島
と
は

決
定
的
に
異
な
る
点
で
あ
る
）。
男
性
で
も
前
割
れ
の
可
能
性
が
あ
る
点
は
同
じ
だ
が
、
男

性
に
は
フ
ン
ド
シ
・
股も

も
ひ
き引

等
の
下
着
が
あ
っ
た
点
で
女
性
と
異
な
る
。
ち
な
み
に
青
森
県
・

八
戸
地
方
で
は
、
少
な
く
と
も
明
治
期
、
女
性
も
股
引
を
は
い
た
が
（
前
述
）
、
そ
れ
は
股ま

た

割
れ
型
で
あ
る
。
だ
か
ら
女
性
は
、
そ
の
前
に
「
身
幅
前
掛
け
」
を
た
ら
し
て
陰
部
を
か

く
し
た
の
で
あ
る
(3)
。

　

�

(1)
原
田
他
88
頁
（
た
だ
し
出
典
不
明
）　

(2)
同
前
73
頁　

(3)
八
戸
市
博
物
館
Ｈ
Ｐ
「
学
習
コ
ー

ナ
ー
【
民
俗
】」

女
性
の
裸
体
と
混
浴
が
反
証
に
な
る
か

　

こ
れ
ま
で
、
キ
モ
ノ
は
男
女
と
も
同
じ
形
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
着
方
は
完
全
に
異
な

る
こ
と
、
裾
が
足
の
動
き
を
阻
害
す
る
と
し
て
も
、
男
性
は
事
実
上
足
を
わ
け
て
歩
け
た

こ
と
、
一
方
、
女
性
の
場
合
は
、
キ
モ
ノ
の
型
が
安
土
桃
山
期
ま
で
の
「
広
・
短
・
低
」

か
ら
江
戸
中
期
に
か
け
て
「
狭
・
長
・
高
」
へ
と
変
化
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
内
股
で

歩
か
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
ま
た
そ
れ
ま
で
一
般
に
見
ら
れ
た
立
て
膝
・
あ
ぐ
ら
が
困
難

に
な
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
、
記
し
た
。

　

だ
が
、
江
戸
期
に
女
性
が
肌
を
さ
ら
す
こ
と
は
男
性
と
同
様
に
容
易
で
あ
り
、
裸
体
に

今
日
の
よ
う
な
性
的
な
意
味
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

江
戸
期
の
女
性
も
、
キ
モ
ノ
の
「
狭
・
長
・
高
」
へ
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
と

自
由
に
生
活
で
き
た
、
と
い
う
見
方
に
つ
な
が
り
う
る
。
だ
が
本
当
そ
う
し
た
見
方
は
正

し
い
の
だ
ろ
う
か
？

　

江
戸
期
は
裸
体
が
な
ん
ら
羞
恥
の
対
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
然
だ
っ
た
が
ゆ
え
に
性

的
身
体
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
言
説
は
、
一
〇
年
も
前
か
ら
、
は
や
り
で
あ
る
。
そ
の
テ
ー

マ
の
本
だ
け
で
、
何
冊
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
(1)
。
そ
れ
に
一
定
の
理
は
あ
る
と
し
て

も
、
男
性
が
気
楽
に
裸
体
を
さ
ら
す
ほ
ど
に
女
性
が
裸
体
で
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
女

性
の
裸
体
に
関
す
る
当
時
の
証
言
は
少
な
く
な
い
が
、
け
っ
き
ょ
く
、
人
前
で
胸
を
は
だ

け
て
子
に
乳
を
飲
ま
せ
る
、
夏
、
上
半
身
裸
で
子
ど
も
と
午
睡
を
と
る
こ
と
が
あ
る
、
と

い
っ
た
程
度
の
証
言
(2)
し
か
出
て
こ
な
い
。
前
者
は
、
お
歯
黒
を
つ
け
た
既
婚
女
性
だ
け

の
姿
で
あ
り
、
乳
房
は
授
乳
器
官
と
見
な
さ
れ
た
た
め
に
性
的
意
味
が
薄
ま
っ
た
の
で
あ

る
し
、
後
者
は
あ
く
ま
で
家
屋
内
（
そ
こ
は
直
接
日
が
さ
さ
な
い
か
ぎ
り
は
暗
い
）
で
の
こ

と
に
す
ぎ
な
い
。
な
る
ほ
ど
ペ
リ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
と
き
に
「
歩
く
度
に
太
も
も
ま
で

の
ぞ
か
せ
る
」
女
性
が
い
た
と
し
て
も
(3)
、
そ
れ
は
、
男
た
ち
が
フ
ン
ド
シ
一
つ
で
歩
き

回
り
、
そ
う
で
な
く
て
も
尻
が
見
え
る
ほ
ど
に
「
尻
は
し
ょ
り
」
を
す
る
の
と
は
、
本
質

的
に
異
な
っ
て
い
る
。

　

(1)
例
え
ば
渡
辺
京
、
宮
下
、
中
野　

(2)
宮
下
37
頁　

(3)
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
303
頁
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杉田　　聡

非
常
に
暗
い
浴
槽
・
洗
い
場

　

女
性
が
裸
身
を
ふ
つ
う
に
見
せ
て
い
た
、
し
た
が
っ
て
、
女
性
は
男
性
と
同
じ
よ
う
に

制
約
も
拘
束
も
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
由
自
在
に
キ
モ
ノ
を
着
た
と
い
う
主
張
の
他
の
例
証

と
し
て
目
を
ひ
く
の
は
、
男
女
混
浴
0

0

（
当
時
の
言
葉
で
は
入
込
み
湯
）
に
つ
い
て
の
説
で

あ
る
(1)
。
つ
ま
り
、
混
浴
が
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
以
上
、
女
性
は
裸
身
を
見
ら
れ
る
こ
と

を
別
段
気
に
か
け
て
い
な
か
っ
た
、
し
た
が
っ
て
キ
モ
ノ
に
何
の
不
自
由
も
感
じ
て
い
な

か
っ
た
と
主
張
さ
れ
る
の
だ
が
、
だ
が
そ
れ
は
本
当
だ
ろ
う
か
？

　

ま
ず
言
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
江
戸
前
期
に
は
、
湯
屋
で
は
ふ
つ
う
男
性

は
湯

ゆ
ふ
ん
ど
し

褌
（
一
六
八
二
年
刊
の
西
鶴
『
好
色
一
代
男
』
の
挿
絵
に
こ
れ
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
る

(2)
）、女
性
は
湯ゆ

ま

き巻
（
湯
文
字
と
も
言
う
）
を
身
に
つ
け
て
い
た
(3)
。
後
期
（
一
九
世
紀
）
に
入
っ

て
も
、
そ
の
習
慣
が
生
き
て
い
た
風
呂
屋
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
式
亭
三
馬
の
『
浮
世
風
呂
』

か
ら
か
い
ま
見
ら
れ
る
(4)
。

　

し
か
も
、
男
女
が
完
全
に
裸
体
で
風
呂
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
周
囲
を
囲
わ
れ
た
浴
槽

―
―
江
戸
の
湯
屋
で
は
湯
を
冷
ま
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
浴
槽
の
周
囲
に
囲
い
が

あ
っ
た
―
―
は
ほ
と
ん
ど
真
っ
暗
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
暗
か
っ
た
し
（
こ
れ
は
江
戸
の
湯

屋
に
つ
い
て
記
し
た
あ
ら
ゆ
る
江
戸
文
献
に
出
る
）
、
洗
い
場
で
さ
え
湯
気
で
満
足
に
裸
が

見
え
た
わ
け
で
は
な
い
(5)
。
昼
間
は
そ
れ
な
り
の
明
る
さ
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
―
―
道

路
に
面
し
た
部
分
は
格
子
が
組
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(6)
―
―
、
そ
れ
で
も
湯
気
で
裸

体
が
ボ
ー
ッ
と
か
す
む
程
度
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

一
般
に
湯
屋
の
閉
店
時
間
は
「
初し

ょ
こ
う更

」（
戌い

ぬ

）
(7)
、
つ
ま
り
冬
至
の
時
期
で
現
在
の
ほ
ぼ

一
九
時
頃
、
夏
至
の
時
期
で
ほ
ぼ
二
一
時
頃
だ
っ
た
と
い
う
が
、
日
暮
れ
時
以
降
か
ら
閉

店
ま
で
の
数
時
間
は
、
洗
い
場
で
も
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
裸
体
は
見
え
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
湯
屋
も
、
夕
暮
れ
時
以
降
は
明
か
り
を
つ
け
た
で
あ
ろ
う
。
け

れ
ど
も
、
充
満
す
る
湯
気
の
た
め
に
、
当
時
の
基
本
的
な
明
か
り
で
あ
る
行あ

ん
ど
ん灯

は
も
ち
ろ

ん
、
蝋ろ

う
そ
く燭

も
満
足
に
使
え
な
い
の
で
あ
る
。
使
っ
た
と
し
て
も
、
行
灯
の
場
合
、「
五
十

か
百
並
べ
て
も
、
や
っ
と
六
〇
ワ
ッ
ト
電
球
一
個
分
の
光
量
し
か
な
い
」
し
(8)
、
ま
た
高

価
な
蝋
燭
を
使
っ
て
も
「
せ
い
ぜ
い
行
灯
の
三
倍
か
ら
五
倍
程
度
」
の
光
量
し
か
な
い
と

き
(9)
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
他
人
の
裸
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

　

江
戸
期
に
裸
体
は
裸
体
と
し
て
の
性
的
意
味
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
論
ず
る
論
者

は
、
そ
も
そ
も
当
時
の
湯
屋
は
、
こ
う
こ
う
と
電
気
が
つ
く
現
代
の
銭
湯
と
は
本
質
的
に

0

0

0

0

異
な
る
点
を
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ポ
ン
ペ
イ
の
浴
場
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
場
合
も

そ
う
な
の
だ
が
、
こ
の
決
定
的
な
違
い
を
、
ま
っ
た
く
無
視
し
て
い
る
論
者
が
い
る
の
で
、

驚
か
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
映
画
に
現
れ
る
闇
夜
を
思
い
お
こ
し
て
も
ら
い
た
。
そ
こ
で
は

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
光
が
さ
し
て
い
る
の
が
普
通
だ
が
、
そ
れ
は
映
画
の
観
客
の
た
め
の

配
慮
で
あ
っ
て
、
現
実
の
闇
夜
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
湯
屋
も
同
様
で
あ
る
。

　

�

(1)
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
303
頁　

(2)
西
鶴
①
53
頁　

(3)
中
江
①
97
頁　

(4)
式
亭
三
馬
76
頁　

(5)
杉
浦

80
頁
。
こ
れ
は
江
戸
の
古
老
に
よ
る
証
言
と
い
う
。　

(6)
喜
田
川
（
四
）
107
頁
。
た
だ
し
こ

れ
は
少
な
く
と
も
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
四
四
年
）
以
降
の
、
か
つ
男
女
の
戸
口
が
一
つ

し
か
な
い
湯
屋
の
場
合
で
あ
る
。
戸
口
を
男
女
別
に
わ
け
た
「
多
く
」
の
湯
屋
で
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
は
、
喜
田
川
か
ら
は
さ
だ
か
で
は
な
い
（
同
）。　

(7)
同
前
105
頁　

(8)
石
川
①
22
頁

　

(9)
同
前
24
頁

な
ぜ
混
浴
が
一
般
化
し
た
の
か
、
な
ぜ
混
浴
が
な
く
な
ら
な
か
っ
た
の
か

　

と
こ
ろ
で
、
江
戸
期
の
風
呂
屋
が
男
女
混
浴
な
の
は
、
男
女
が
裸
体
を
意
識
し
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
女
性
が
混
浴
を
い
や
が
ら
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
好
ん
で

い
た
か
ら
で
は
毛
頭
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
江
戸
初
期
に
は
―
―
都
市
と
し
て
の
江
戸

に
つ
い
て
言
え
ば
―
―
「
江
戸
前
の
海
」（
東
京
湾
）
を
埋
め
立
て
た
た
め
井
戸
を
容
易
に

掘
れ
ず
、
け
っ
き
ょ
く
上
水
道
を
つ
く
っ
て
水
を
供
給
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
(1)
。
中
期
以
降
さ
え
同
様
の
理
由
で
水
が
非
常
に
貴
重
だ
っ
た
事
実
は
、
基
本
的
に
変

わ
ら
な
い
(2)
。
そ
の
た
め
、
湯
屋
に
と
っ
て
浴
槽
を
複
数
に
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
混
浴
が
多
か
っ
た
の
は
、
湯
屋
に
と
っ
て
十
分
な
敷
地
が
得
ら
れ
な
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か
っ
た
た
め
で
あ
る
（
江
戸
の
町
人
は
江
戸
の
わ
ず
か
二
割
の
土
地
に
超
密
集
状
態
で
住
ん

で
い
た
）。『
守
貞
謾
稿
』
は
（
大
坂
の
湯
屋
に
つ
い
て
）
浴
槽
を
男
女
に
わ
け
ず
に
一
槽
だ
っ

た
場
合
は
、
表
の
間
口
が
半
分
で
す
ん
だ
と
記
し
て
い
る
(3)
。
同
様
の
配
慮
が
、
狭
い
江

戸
の
町
人
地
で
働
か
な
い
は
ず
は
な
い
。
だ
か
ら
、
幕
府
の
禁
止
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

混
浴
は
容
易
に
な
く
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
江
戸
期
の
湯
屋
が
男
女
混
浴
だ
っ
た
の
は
、
湯
屋
営
業
の
経
営
的
要
因
の
結
果

で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
寛
政
の
改
革
期
に
出
さ
れ
た
幕
府
の
「
町
触
れ
」
に
も
明
示
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
男
湯
・
女
湯
を
わ
け
て
焚
い
た
の
で
は
、〔
必
要
な
施
設
・
湯
の
量

の
割
に
は
〕
入
る
人
は
少
な
く
、〔
そ
れ
で
は
〕
稼
業
が
成
り
立
た
な
い
云
々
」、
と
(4)
。
実

際
そ
れ
は
湯ゆ

せ

ん銭
（
入
浴
料
）
の
推
移
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
寛
永
～
明
和
年
間
（
一
六
二
四

～
一
七
七
一
年
）
の
一
五
〇
年
間
、
入
浴
料
（
湯
銭
）
は
非
常
に
安
く
（
当
時
の
湯
銭
は
大

人
六
文
、
子
ど
も
四
文
だ
が
、
ソ
バ
が
一
杯
一
六
文
程
度
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
湯
銭
の
安
さ
が

際
立
つ
）
す
え
置
か
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
が
(5)
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
末
期
頃
、
す
な
わ

ち
明
和
・
安
永
年
間
（
一
七
六
四
～
八
〇
年
）
頃
に
、
混
浴
（
入
込
み
湯
）
が
ふ
つ
う
に
な
っ

た
と
い
う
(6)
。
上
記
の
一
五
〇
年
間
に
一
般
の
諸
物
価
は
平
均
し
て
三
倍
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
か
ら
(7)
、
明
和
・
安
永
年
間
頃
に
は
湯
屋
の
経
営
は
大
変
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
時
期
に
混
浴
が
ふ
つ
う
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
よ
り
湯
屋
に
と
っ
て
の
経

営
上
の
事
情
に
由
来
す
る
と
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

「
混
浴
廃
止
令
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
の
も
、
こ
れ
ま
た
湯

屋
側
の
経
営
上
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
、
時
間
で
あ
る
い
は
日
で
区
切
っ
て
男

女
別
に
す
る
試
み
も
な
さ
れ
た
よ
う
た
が
(8)
、
け
っ
き
ょ
く
そ
れ
で
は
使
い
勝
手
が
わ
る

く
経
営
的
に
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
以
上
、
あ
と
は
浴
槽
と
洗
い
場
を
物
理
的
に
わ
け
る

し
か
方
法
が
な
い
。
だ
が
今
野
信
雄
が
言
う
よ
う
に
、
湯
屋
に
と
っ
て
は
「
そ
の
た
め
の

設
備
拡
張
費
と
燃
料
費
〔
の
〕
高
騰
の
た
め
に
容
易
に
〔
湯
屋
内
を
〕
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
(9)
。

　

�

(1)
渡
辺
信
②
31
頁　

(2)
岡
田
他
266
頁
参
照　

(3)
喜
田
川
（
四
）
98
頁
（
た
だ
し
同
109
頁
に
よ

る
と
、
後
期
＝
一
九
世
紀
に
な
る
と
江
戸
の
湯
屋
も
井
戸
を
持
っ
た
と
い
う
が
、
ど
れ
だ
け

の
水
が
汲
め
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
も
江
戸
で
は
井
戸
水
に
は
塩
気
が
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
喜
田
川
は
こ
れ
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
同
96
頁
に
は
大
坂マ

マ

で
の
塩
気
の
あ
る
湯
は
「
剛こ

わ

し
」

と
あ
る
）。　

(4)
三
上
（
下
）
469
～
470
頁　

(5)
石
川
②
268
頁　

(6)
同
前
49
頁　

(7)
同
前
48
頁

(8)
三
上
（
下
）
470
頁　

(9)
今
野
189
頁

女
性
は
好
ん
で
混
浴
に
入
っ
た
か

　

す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
女
性
た
ち
は
好
ん
で
混
浴
（
入
込
み
湯
）
に
入
っ

た
の
で
は
な
い
。「
一
般
的
に
は
、
朝
湯
は
老
人
が
多
く
、
午
後
の
早
い
時
分
に
女
た
ち

が
入
り
、
仕
事
を
終
っ
た
男
た
ち
は
夕
方
か
ら
宵
に
入
（
っ
た
）
」
の
で
あ
っ
て
、「
男
女

が
共
に
大
勢
で
遭
遇
す
る
機
会
は
、
比
較
的
に
少
な
か
っ
た
」
と
い
う
が
(1)
、
そ
れ
は
当

然
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
男
た
ち
の
い
や
が
ら
せ
（
い
や
、
と
き
に
は
そ
れ
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
り
、
脅

お
び
や

か
し
で
あ
り
、
性
暴
力
で
あ
る
）
を
さ
け
よ
う
と
思
え
ば
、
い
や

で
も
、
昼
の
い
く
ら
か
で
も
比
較
的
明
る
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

う
ち
に
湯
屋
に
行
か
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

ま
た
女
性
が
比
較
的
遅
く
に
入
込
み
湯
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

る
の
が
普
通
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
渡
辺
信
一
郎
は
、
子
ど
も
を
寝
か
せ
つ
か
せ
た
後
に

湯
屋
へ
い
く
女
性
の
例
を
あ
げ
て
い
る
(2)
。
ま
た
店
じ
ま
い
前
の
仕
舞
い
湯
―
―
夜
暗
く

な
っ
て
か
ら
な
の
で
性
暴
力
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
が
―
―
に
意
図
的
に
い

く
女
性
の
例
と
し
て
、
月
経
中
で
あ
る
こ
と
、
肌
に
ア
ザ
が
あ
る
あ
る
い
は
人
一
倍
毛
深

い
こ
と
、
局
所
が
無
毛
で
あ
る
こ
と
、
等
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
(3)
。

　

女
性
が
被
り
う
る
性
暴
力
に
つ
い
て
敷
衍
す
る
が
、
江
戸
期
、
混
浴
を
禁
ず
る
幕
府
の

禁
令
は
何
度
か
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
「
節
操
な
き
輩
」
が
い
た
か
ら
で
あ
り
、

彼
氏
(4)
ら
は
「
し
ば
し
ば
あ
り
え
ぬ
振
る
舞
い
に
出
る
者
も
あ
っ
て
、
風
俗
を
害
す
る
こ

と
は
な
は
だ
し
か
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
(5)
。
ま
た
、
寛
政
の
改
革
の
立
役
者
・
松
平
定
信

と
縁
戚
関
係
に
あ
る
(6)
平
戸
藩
主
・
松
浦
静
山
は
、
寛
政
の
改
革
に
よ
っ
て
定
信
が
混
浴
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を
禁
止
し
た
背
景
に
つ
い
て
、「
聞
及
ぶ
に
、
暗
処
、
又
夜
中
な
ど
は
縦

ほ
し
い
ま
まに

姦
淫
の
こ
と

有
し
と
ぞ
〔
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
暗
所
や
夜
中
な
ど
に
は
『
姦
淫
』
し
放
題
だ
っ
た
と

い
う
〕
」、
と
記
し
て
い
る
(7)
。
こ
こ
で
「
姦
淫
」
と
は
、
は
な
は
だ
し
く
誤
解
を
生
む
表

現
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
も
そ
う
だ
っ
た
の
だ
が
(8)
、
こ
の
言
葉
で
は
男
女
間
の

自
発
的
な
性
関
係
と
強
か
ん
と
が
な
ん
ら
区
別
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
入
込
み
湯
に
あ
っ

て
、
自
発
的
な
性
関
係
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
強
か
ん
や
強
制
わ
い
せ
つ
を
ふ
く
む

性
暴
力
が
実
際
に
お
こ
り
う
る
か
ら
こ
そ
、若
い
女
性
、こ
と
に
既
婚
女
性
は
（
西
鶴
②
『
好

色
五
人
女
』
に
見
る
よ
う
に
、
既
婚
女
性
に
対
す
る
制
裁
は
未
婚
女
性
に
対
す
る
よ
り
は
る
か

に
厳
し
か
っ
た
）、
入
込
み
湯
に
入
る
の
を
さ
け
た
の
で
あ
る
。

　

い
ま
、
ひ
ろ
く
出
ま
わ
っ
て
い
る
江
戸
物
に
は
、
混
浴
の
記
述
は
め
じ
ろ
お
し
だ
が
、

女
性
が
そ
れ
を
ど
う
感
じ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
。
江
戸
期
に

お
い
て
は
裸
を
裸
と
し
て
性
的
に
見
る
視
線
が
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
主
張
し
よ
う
と
す

る
、
比
較
的
ま
じ
め
な
文
献
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
い
や
、
後
者
の
方
が
む
し
ろ

た
ち
が
悪
い
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
説
を
一
貫
さ
せ
る
た
め
に
は
、
湯
屋
に

お
い
て
さ
え
そ
う
だ
と
強
調
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
湯
屋
に
お
い
て
性
的

視
線
や
性
的
暴
力
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
性
暴
力
や
痴
漢
行
為
は
江

戸
期
に
お
い
て
も
も
ち
ろ
ん
深
刻
だ
っ
た
の
で
あ
る
(9)
。

　

江
戸
期
の
男
女
や
性
愛
は
語
っ
て
も
、
江
戸
期
に
お
け
る
性
暴
力
に
つ
い
て
記
す
人
が

ほ
と
ん
ど
い
な
い
中
で
、
渡
辺
信
一
郎
が
江
戸
期
の
川
柳
を
通
じ
て
、
女
性
が
入
込
み
湯

で
受
け
た
被
害
を
、
丁
寧
に
記
し
た
点
は
評
価
で
き
る
(10)
。
江
戸
物
の
著
者
は
、
せ
め
て

氏
く
ら
い
の
ま
と
も
な
視
点
を
も
つ
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
川
柳
は
、
江
戸
期
、
入
込

み
湯
に
来
た
男
た
ち
が
、
女
性
の
裸
体
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
無
関
心
で
あ
る
と
い
う
記
述

が
、
い
か
に
一
面
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
も
、
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

前
記
の
よ
う
に
、
江
戸
期
の
湯
屋
で
は
湯
の
温
度
を
下
げ
な
い
た
め
に
浴
槽
と
洗
い
場

の
間
は
天
井
か
ら
板
が
下
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
へ
の
出
入
り
口
（
柘ざ

く
ろ
ぐ
ち

榴
口
）
は
体
を
か
が

め
な
け
れ
ば
通
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
浴
槽
に
は
明
り
障
子
さ
え
な
い
た
め
、
非

常
に
暗
か
っ
た
(11)
。
と
こ
ろ
で
、
一
般
の
洗
い
場
で
は
ま
だ
し
も
、
男
女
が
直
接
接
触
す

る
可
能
性
の
高
い
浴
槽
で
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
男
た
ち
に
よ
る
身
体
接
触
を
通
じ
た

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

・「
猿え

ん
こ
う猴

に
あ
き
れ
て
娘
湯
を
あ
が
り
」

　

・「
入
込　

み

の
女
大
海
を
手
で
ふ
さ
ぎ
」
(12)

は
、
浴
槽
で
男
た
ち
か
ら
く
わ
え
ら
れ
る
脅
威
を
語
っ
て
い
る
（「
猿
猴
」
と
は
テ
ナ
ガ
ザ

ル
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
女
性
性
器
に
手
を
の
ば
す
輩
を
さ
す
。「
大
海
」
は
女
性
性
器
の

隠
喩
と
思
わ
れ
る
）
。
む
ろ
ん
女
性
は
、
つ
ね
に
こ
う
し
た
所
業
に
黙
っ
て
た
え
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。

　

・「
抓つ

ね

ら
れ
て
嬶

か
か
あ

湯
風
呂
を
な
り
こ
わ
し
」
(13)

は
ま
だ
勇
ま
し
さ
が
前
面
に
出
て
い
る
が
、

　

・「
せ
ん
ず
り
を
か
け
と
内な

い

ぎ儀
は
湯
屋
で
鳴
り
」
(14)

と
な
る
と
、
こ
こ
で
言
う
内
儀
の
い
さ
ま
し
さ
よ
り
、
女
性
が
実
際
に
受
け
る
危
険
性
の

大
き
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
実
際
、
当
時
の
絵
画
史
料
に
は
、
し
ば
し
ば
男
性

が
入
込
み
湯
で
ペ
ニ
ス
を
勃
起
さ
せ
て
い
る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
(15)
。
そ
れ
だ
け
に
、
く

り
か
え
し
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
か
け
る
男
も
確
か
に
お
り
、
そ
う
い
う
人
物
が
、
入
込
み

湯
か
ら
た
た
き
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

・「
入
り
込
み
の
し
ま
い
道と

う
ふ
う風

叩
き
出
し
」
(16)
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小
野
道
風
は
有
名
な
書
家
だ
が
、
柳
に
飛
び
つ
く
蛙
と
対つ

い

に
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多

い
た
め
、「
女
の
柳
腰
に
何
度
も
手
を
延
ば
し
た
痴
漢
」
を
指
す
と
渡
辺
は
解
説
し
て
い

る
(17)
。「
し
ま
い
」
は
先
に
ふ
れ
た
「
仕
舞
い
湯
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

�

(1)
渡
辺
信
②
31
頁　

(2)
同
前
58
頁　

(3)
同
前
84
～
86
頁　

(4)
こ
の
表
記
は
誤
植
で
は
な
い
。

私
は
、
一
般
に
男
性
を
さ
す
「
彼
（
ら
）」
に
「
女
」
を
つ
け
て
「
彼
女
（
ら
）」
と
す
る
造

語
法
に
疑
念
が
あ
る
。
男
女
を
わ
け
な
い
通
性
の
「
彼
（
ら
）」
に
対
し
て
―
―
現
在
使
わ

れ
て
い
る
言
葉
の
範
囲
で
選
ぶ
と
す
れ
ば
―
―
女
性
な
ら
「
彼
女
（
ら
）」、
男
性
な
ら
「
彼

氏
（
ら
）」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
以
下
、こ
れ
で
通
す
。　

(5)
三
上
（
下
）

469
頁　

(6)
今
野
33
頁　

(7)
松
浦
283
頁　

(8)
杉
田
②
269
頁
参
照　

(9)
小
谷
野
25
、
87
頁
（
同
書

は
よ
り
一
般
的
に
江
戸
時
代
に
関
す
る
「
性
の
自
由
」
論
者
を
批
判
し
た
点
で
出
色
で
あ
る
）

(10)
渡
辺
信
②　

(11)
杉
浦
80
頁
（
こ
こ
で
杉
浦
は
浴
槽
は
「
真
っ
暗
」
だ
っ
た
と
い
う
江
戸
の

古
老
の
証
言
を
伝
え
て
い
る
）　

(12)
二
句
と
も
今
野
35
頁　

(13)
渡
辺
信
②
36
頁　

(14)
同
前
35

頁　

(15)
同
前
41
～
42
頁　

(16)
同
前
38
頁　

(17)
同
前
39
頁

江
戸
の
裸
体
に
対
す
る
視
線

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
句
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
裸
体
に
対
す
る
視
線
を
考
え
る
際
、
非
常

に
重
要
で
あ
る
。

　

江
戸
期
の
裸
体
に
つ
い
て
論
ず
る
少
な
く
な
い
論
者
が
、
江
戸
末
期
に
日
本
を
お
と
ず

れ
た
外
国
人
の
証
言
か
ら
、
当
時
の
男
た
ち
は
と
く
に
女
性
の
身
体
に
特
別
関
心
を
示

し
て
い
な
い
と
強
調
し
て
い
る
が
(1)
、
そ
う
で
は
な
く
裸
体
に
対
す
る
視
線
の
コ
ー
ド

0

0

0

0

0

0

が

あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
と
く
に
重
要
な
の
は
共
同
体
の
制
約
で
あ
る
。
個
々
の
男
が
若
い

女
を
物
色
し
よ
う
と
し
て
も
、
共
同
体
全
体
で
は
そ
れ
を
阻
止
す
る
力
学
が
働
く
か
ら
こ

そ
、
こ
の
コ
ー
ド
は
で
き
上
が
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
相
対
的
に
、
裸
体
が
ど
の
程
度
に

可
視
化
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
裸
体
の
ど
の
部
位
が
可
視
化
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、

裸
体
が
か
も
し
だ
す
性
的
意
味
に
は
、
し
た
が
っ
て
コ
ー
ド
に
は
差
が
生
ま
れ
る
。
だ
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
江
戸
期
の
男
た
ち
が
女
性
の
身
体
に
性
的
関
心
を
向
け
な
か
っ
た
、
な

ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、
本
稿
で
ひ
く
川
柳
や
、
ま
た
本
稿
で
言
及
す

る
絵
画
史
料
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

む
ろ
ん
、
明
確
な
コ
ー
ド
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
若
い
女
性
が
安
心
し
て
入
込
み

湯
に
行
け
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
定
の
コ
ー
ド
が
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
を
無
視
す
る
輩
は
、

と
く
に
湯
屋
の
よ
う
に
暗
い
場
に
お
い
て
は
、
つ
ね
に
出
没
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

・「
な
ぶ
ら
せ
ぬ
と
花
嫁
〔
を
〕
湯
へ
さ
そ
い
」
(2)

こ
れ
は
姑
が
、
入
込
み
湯
に
行
き
た
が
ら
ぬ
若
い
嫁
（
前
記
の
よ
う
に
未
婚
女
性
に
対
す
る

よ
り
既
婚
女
性
に
対
す
る
抑
圧
は
非
常
に
強
か
っ
た
）
を
、
な
ん
と
か
湯
に
つ
か
ら
せ
よ
う

と
、
同
行
し
て
入
浴
に
誘
う
場
面
を
歌
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

性
暴
力
に
い
た
ら
な
い
ま
で
も
、
男
た
ち
の
性
的
視
線

0

0

0

0

は
当
然
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
江
戸
期
に
お
い
て
、
混
浴
に
お
い
て
さ
え
女
性
を
女
性
と
し
て
見
る
視
線

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
男
た
ち
に
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
記
す
論
者
が
い
る
が
(3)
、
こ
う
し
た
少
々
俗
受
け
を

ね
ら
っ
た
書
き
物
の
著
者
た
ち
は
、
次
の
よ
う
な
川
柳
を
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
解
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
、
男
た
ち
に
よ
る
女
湯
の
ぞ
き
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
。
そ

う
で
は
な
く
、
知
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
当
時
に
あ
っ
て
「『
み
っ
と
も
な
い
』
行
為
」

で
あ
り
「
嘲
笑
の
対
象
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
こ
と
で
(4)
（
そ
れ
は
今
日
で
も
同
じ
こ
と
で

あ
ろ
う
）、
あ
た
か
も
の
ぞ
き
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
装
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

　

・「
女
湯
の
障
子
は
不
慮
な
度ど

ど々

破
損
」

　

・「
行
水
に
御
た
い
そ
う
な
と
姑
い
い
」

　

・「
つ

罪

み
ら
し
く
ご
ぜ
の
行
水
の
ぞ
く
也
」

　

・「
行
水
を
ぽ
ち
ゃ
り
ぽ
ち
ゃ
り
と
嫁
遣
い
」
(5)

　

最
初
に
簡
単
に
説
明
す
る
と
、第
一
首
の
「
度
々
」
は
口
語
で
は
も
ち
ろ
ん
「
た
び
た
び
」
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で
あ
る
。
第
二
首
は
、
囲
い
を
設
け
て
行
水
を
す
る
女
性
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
第
三

首
の
「
ご
ぜ
」
は
、
玄
関
先
で
音
曲
を
奏
で
て
金
品
を
も
ら
う
（
門か

ど
づ
け付

）
盲
目
の
女
性
芸

人
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
第
二
〜
四
首
は
、
湯
屋
で
は
な
く
行
水
に
ま
つ
わ
る
川
柳
だ
が
、

こ
う
い
う
句
が
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
行
水
の
際
に
裸
体
を
の
ぞ
か
れ
る
こ
と
を

嫌
が
る
女
性
も
、
確
か
に
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
余
裕
が
あ
る
家
庭
で
は
、
入
込
み

湯
を
き
ら
う
娘
・
嫁
ら
を
配
慮
し
て
据
え
風
呂
（
内
風
呂
）
を
こ
し
ら
え
た
と
い
う
が
、

そ
れ
も
次
の
句
か
ら
想
像
で
き
る
。

　

・「
居す

え

風
呂
は
娘
が
色
気
づ
い
て
出
来
」
(6)

　

ま
た
次
の
句
は
、
据
え
風
呂
を
つ
く
っ
た
も
の
の
、
女
性
が
裸
体
を
見
ら
れ
る
の
を
気

づ
か
っ
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。
仮
に
こ
れ
が
実
際
に
あ
っ
た
光
景
で
は
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
こ
れ
を
詠
む
川
柳
作
者
の
意
識
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

・「
足
音
の
た
び
に
湯
殿
で
嫁
し
ゃ
が
み
」

　

・「
ご
そ
と
も
す
る
と
居す

え

風
呂
で
嫁
屈か

が

む
」

　

・「
湯
殿
の
戸
明
け
る
た
ん
び
に
嫁
し
ゃ
が
み
」

　

・「
節
穴
が
ど
う
も
気
に
な
る
嫁
の
風
呂
」
(7) 

　

い
ち
い
ち
引
用
は
し
な
い
が
、
湯ゆ

ば

ん番
―
―
い
わ
ゆ
る
番
台
の
み
な
ら
ず
、
男
湯
と
女
湯

の
間
に
い
て
切
り
こ
み
口
か
ら
き
れ
い
な
湯
を
手
渡
す
「
湯
汲
み
男
」
を
ふ
く
め
(8)
―
―

に
関
す
る
川
柳
が
多
い
の
も
驚
か
さ
れ
る
。
本
当
の
番
台
の
裸
体
に
対
す
る
思
い
は
不
明

だ
が
、
こ
れ
ら
は
要
す
る
に
、
女
湯
に
対
す
る
男
た
ち
の
妄
想
を
示
し
て
い
る
(9)
。

　

の
ぞ
き
を
主
題
に
し
た
絵
も
め
ず
ら
し
く
は
な
い
。『
柳

や
な
ぎ
だ
る
す
え
つ
む
は
な

樽
末
摘
花
余
興
雪
の
花
』
に

出
る
行
水
女
性
に
対
す
る
の
ぞ
き
(10)
、
同
『
余
興
紅
の
花
』
に
出
る
女
湯
の
の
ぞ
き
(11)
、

政
信
『
湯
上
り
美
人
と
鶏
』
(12)
、
西
鶴
『
好
色
一
代
男
』
に
見
る
下
女
の
行
水
の
の
ぞ
き

(13)
、『
逢お

う
よ
が
り
の
こ
え

夜
雁
之
声
』
の
女
湯
の
ぞ
き
(14)
等
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
な
お
、
混
浴
に
入
る
際
、

女
性
が
子
ど
も
を
連
れ
て
両
手
で
か
か
え
て
陰
部
を
か
く
す
の
が
比
較
的
一
般
的
で
あ
っ

た
事
実
を
、
渡
辺
信
一
郎
は
い
く
つ
も
の
川
柳
に
よ
っ
て
伝
え
て
い
る
が
(15)
、
そ
れ
は
誰

よ
り
も
男
た
ち
の
性
的
な
視
線
を
意
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
北
斎
漫

画
』
に
も
そ
う
し
た
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
(16)
。

　

ま
た
、
女
性
が
性
的
視
線
を
強
く
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
び
ろ
う
な
話
で
恐
縮

だ
が
、
排
泄
の
折
で
あ
る
。
そ
の
点
も
、
い
く
つ
も
の
川
柳
が
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

・「
雪せ

っ
ち
ん隠

に
穴
隣
に
は
い
い
娘
」

　

・「
母
若
く
夜
の
厠

か
わ
や

へ
子
を
連
れ
て
」
(17)

　

こ
こ
で
「
雪
隠
」
は
長
屋
等
に
あ
る
共
同
の
厠
を
さ
す
が
、
前
者
は
男
た
ち
が
、
あ
け

ら
れ
た
穴
か
ら
隣
を
の
ぞ
い
て
い
る
光
景
を
詠
ん
で
い
る
。
後
者
は
、
そ
う
し
た
所
業
を

さ
け
る
た
め
の
配
慮
を
詠
ん
だ
も
の
か
。
あ
る
い
は
長
屋
の
あ
る
町
内
の
厠
の
こ
と
と
は

い
え
、
被
り
う
る
よ
り
直
接
的
な
性
的
暴
力
を
防
ぐ
た
め
の
配
慮
だ
ろ
う
か
。

　

�

(1)
例
え
ば
前
掲
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ　

(2)
渡
辺
信
52
頁　

(3)
渡
辺
京
、
中
野　

(4)
宮
下
127
頁　

(5)

そ
れ
ぞ
れ
渡
辺
信
②
56
頁
、
花
咲
182
頁
、
下
山
38
頁
、
渡
辺
信
②
175
頁
か
ら　

(6)
渡
辺
信
②

162
頁　

(7)
第
一
首
は
同
前
164
頁
、
他
は
同
前
166
頁
か
ら　

(8)
同
前
139
頁
以
下　

(9)
同
前
59
～

65
頁　

(10)
花
咲
182
頁　

(11)
渡
辺
信
②
57
頁　

(12)
花
咲
183
頁　

(13)
西
鶴
①
38
頁　

(14)
渡
辺
信
②

58
頁　

(15)
同
前
46
～
48
頁　

(16)
北
斎
Ⅲ
119
頁　

(17)
渡
辺
信
①
10
、
14
頁　

江
戸
は
女
性
に
と
っ
て
安
全
な
時
代
だ
っ
た
の
か

　

以
上
に
関
連
し
て
、
一
点
つ
け
く
わ
え
る
が
、
江
戸
期
の
裸
体
に
性
的
意
味
が
な
か
っ

た
と
主
張
す
る
論
者
は
、
江
戸
の
社
会
を
美
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。
渡
辺
京
二
は
、
お
び

た
だ
し
い
量
の
旅
行
記
を
紹
介
し
た
上
で
(1)
、
無
邪
気
に
も
そ
れ
ら
を
正
し
い
記
述
と
見

な
し
て
疑
わ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
時
に
は
、「
十
九
世
紀
の
日
本
の
社
会
が
安
全
と
い
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う
点
で
申
し
分
が
な
か
っ
た
の
は
、
バ
ー
ド
が
…
…
日
本
は
女
が
心
配
な
く
ひ
と
り
旅
で

き
る
国
だ
と
、
二
度
に
わ
た
っ
て
強
調
し
て
い
る
(2)
こ
と
で
も
明
ら
か
な
の
で
あ
る
」
(3)

な
ど
と
、
バ
ー
ド
の
渡
航
記
を
根
拠
に
、
江
戸
社
会
に
関
す
る
か
な
り
重
大
な
評
価
を
下

し
さ
え
す
る
。
だ
が
本
当
に
江
戸
時
代
は
女
性
に
と
っ
て
「
安
全
」
な
時
代
だ
っ
た
の
か
。

　

江
戸
期
、
女
性
の
旅
は
危
険
で
あ
っ
て
(4)
、
女
性
は
男
性
の
従
者
を
連
れ
る
こ
と
な
し

に
旅
は
で
き
な
か
っ
た
（
女
性
の
一
人
旅
は
幕
府
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
）
の
は
、
江
戸
時
代

に
関
す
る
常
識
に
属
す
る
。
幕
府
は
お
そ
ら
く
、
女
性
が
男
の
管
理
下
か
ら
離
れ
て
自
由

に
行
動
す
る
こ
と
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
〈
人
権
〉
を
守

る
た
め
に
一
人
旅
を
禁
じ
た
の
で
は
な
い
が
、
や
は
り
女
性
の
旅
が
危
険
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
ふ
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
江
戸
期
に
は
強
か
ん
事
件

に
関
す
る
川
柳
も
少
な
く
な
く
、
そ
れ
を
見
る
と
江
戸
市
中
で
さ
え
、
と
く
に
夕
方
以
降

の
女
性
の
一
人
歩
き
は
危
険
だ
っ
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
(5)
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
バ
ー
ド
は
そ
の
常
識
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
よ
う
な
こ
と
を

書
き
記
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
も
そ
も
バ
ー
ド
は
西
洋
人
女
性
と
し
て
旅
を
し
た
の

で
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
通
訳
・
ガ
イ
ド
と
し
て
雇
っ
た
日
本
人
男
性
の
保
護
下

に
行
動
し
て
い
る
し
、
し
か
も
当
時
警
察
は
、
外
交
上
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
を
恐
れ
て
、

し
ば
し
ば
バ
ー
ド
の
「
身
の
安
全
に
対
し
て
責
任
を
負
っ
（
た
）
」
(6)
の
で
あ
る
。
警
察
の

介
入
は
バ
ー
ド
に
と
っ
て
時
に
わ
ず
ら
わ
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
(7)
、
だ
が
そ
れ
を
代
償

に
し
て
は
じ
め
て
身
の
安
全
が
保
た
れ
た
の
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
バ
ー
ド
が
じ
つ
は
女
性
で
あ
る
こ
と
が
日
本
の
民
衆
に
わ
か
ら
な
い
場
合
も

多
か
っ
た
こ
と
が
、
お
そ
ら
く
バ
ー
ド
の
旅
を
安
全
に
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
日

本
で
は
女
性
の
既
婚
者
は
、
そ
う
で
な
く
て
も
あ
る
程
度
の
齢
に
な
れ
ば
女
性
は
、
眉
を

落
と
し
お
歯
黒
を
す
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、明
治
以
降
も
な
お
日
本
社
会
に
残
っ

た
規
範
で
あ
る
。
実
際
お
歯
黒
は
「
明
治
の
末
葉
ま
で
こ
れ
を
行
っ
て
い
た
地
方
が
い
く

つ
も
あ
っ
た
」
の
み
な
ら
ず
、
と
く
に
「
辺
地
」
で
は
「
大
正
の
中
頃
と
な
っ
て
も
、
ま

だ
…
…
残
っ
て
い
（
た
）
」
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
(8)
。
バ
ー
ド
は
一
八
七
八
年
（
明
治

一
〇
年
）
に
東
北
地
方
を
旅
し
た
が
（
そ
の
時
バ
ー
ド
は
四
六
～
七
歳
だ
っ
た
）
、
そ
の
際
、

眉
も
落
と
さ
ず
お
歯
黒
も
つ
け
て
い
な
い
バ
ー
ド
を
、
少
な
く
な
い
日
本
人
は
男
性
だ
と

勘
違
い
し
た
の
で
あ
る
(9)
。
要
す
る
に
、
女
性
だ
と
は
い
え
バ
ー
ド
は
西
洋
人
で
あ
る
こ

と
で
特
権
的
な
位
置
に
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
体
験
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

　

そ
う
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
ず
に
、
江
戸
期
は
女
性
に
と
っ
て
「
安
全
」
な
時
代
で
あ
っ

た
か
の
よ
う
に
語
る
論
者
の
不
明
は
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
江
戸
期
が

女
性
に
と
っ
て
安
全
な
時
代
で
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
女
性
が
男
性
と
同
じ
よ
う
に
キ

モ
ノ
を
着
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
と
う
て
い
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

�

(1)
渡
辺
京
296
～
334
頁
（
約
40
頁
に
わ
た
っ
て
ほ
と
ん
ど
た
だ
の
引
用
で
あ
る
。
史
料
批
判
が

果
た
し
て
ど
こ
ま
で
な
さ
れ
て
い
る
か
）　

(2)
バ
ー
ド
467
頁
、
同
484
頁
（
原
注
）　

(3)
渡
辺
京

161
頁　

(4)
西
岡
12
、
164
、
177
頁
、
杉
浦
207
頁　

(5)
丹
野
78
頁
、
岡
田
他
81
頁　

(6)
バ
ー
ド

128
、
374
～
375
頁
を
参
照
の
こ
と　

(7)
同
前
418
～
420
、
424
、
425
頁
等　

(8)
原
182
頁　

(9)
バ
ー
ド

205
、
350
頁

「
女
ら
し
さ
」
を
つ
く
る
政
治
的
な
装
置
―
―
に
も
か
か
わ
ら
ず
キ
モ
ノ
を
擁
護
す
る

　

さ
て
、
混
浴
し
た
が
っ
て
裸
体
に
対
す
る
視
線
の
問
題
に
ペ
ー
ジ
を
と
り
す
ぎ
た
か
も

し
れ
な
い
。
な
る
ほ
ど
現
代
と
比
べ
て
、
江
戸
期
に
は
裸
体
が
多
く
あ
ふ
れ
て
い
た
。
そ

こ
に
は
と
き
に
女
性
の
裸
体
さ
え
ふ
く
ま
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
だ
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
女
性
が
男
性
と
同
じ
よ
う
に
気
や
す
く
全
裸
に
近
い
状
態
に
な
れ
た
の
で
は
な
い

し
、
女
性
の
裸
体
に
対
す
る
性
的
視
線
が
な
か
っ
た
の
で
も
全
く
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

性
的
視
線
が
随
所
で
実
際
に
見
ら
れ
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
入
込
み
湯
に
お
い
て
は
当
然

だ
が
、
他
の
場
面
で
も
そ
れ
は
明
瞭
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
当
然
な
が
ら
、
前
記
の
よ
う
に
、

江
戸
期
に
も
ち
ま
た
で
た
く
さ
ん
の
性
暴
力
が
、
直
接
女
性
に
く
わ
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

紙
面
が
限
ら
れ
る
た
め
具
体
的
に
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
川
柳
に
も
そ
の
た
く
さ
ん

の
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
(1)
。
数
々
の
強
か
ん
神
話
（
典
型
的
な
の
は
「
強
か
ん
さ
れ
る
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と
女
性
は
快
楽
を
感
じ
る
」
(2)
）
が
見
ら
れ
た
の
も
、
今
日
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
(3)
。

　

だ
か
ら
、
キ
モ
ノ
が
脚
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
不
便
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
る
い
は
夏
の

暑
さ
と
湿
度
が
耐
え
が
た
い
か
ら
と
い
っ
て
、
女
性
が
キ
モ
ノ
を
気
や
す
く
脱
げ
た
の
で

は
な
い
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ
る
両
脚
を
自
在
に
使
っ
て
歩
け
た
の
で
は
な
い
。
ま
し

て
女
性
が
、
男
性
の
よ
う
に
下
半
身
が
む
き
出
し
に
な
る
ほ
ど
に
「
尻
は
し
ょ
り
」
を
す

る
よ
う
な
こ
と
は
、
一
般
に
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
っ
た
。
授
乳
期
を
の
ぞ
く
女
性
に

で
き
た
こ
と
は
せ
い
ぜ
い
、
人
目
の
あ
ま
り
な
い
場
所
で
、
何な

ん
ど
き時

か
片
肌
脱
ぎ
を
す
る
て

い
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
。
下
半
身
に
つ
い
て
も
、
せ
い
ぜ
い
膝
が
見
え
る
く
ら
い
の
裾
か
ら

げ
が
で
き
た
て
い
ど
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
な
る
ほ
ど
キ
モ
ノ
の
形
態
は
男
女
共
通
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
着
方
は
男

女
で
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
と
再
度
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
女
性
は
、
キ
モ

ノ
が
身
体
に
も
た
ら
す
制
約
を
満
足
に
緩
和
で
き
な
い
ま
ま
生
活
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

し
、
江
戸
中
期
か
ら
は
、
キ
モ
ノ
の
外
形
お
よ
び
帯
結
び
の
位
置
が
「
狭
・
長
・
高
」
へ

と
変
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
制
約
を
よ
り
強
く
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
う
し
て
「
狭
・
長
・
高
」
と
な
っ
た
キ
モ
ノ
は
け
っ
き
ょ
く
男
性
の
性
的
官
能
を

満
足
さ
せ
る
方
向
で
機
能
し
、
そ
の
は
て
に
、
実
際
男
性
に
隷
従
し
そ
の
性
的
欲
望
を
満

た
し
う
る
、「
女
ら
し
い
」
女
性
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

今
日
の
キ
モ
ノ
は
美
し
い
。
だ
が
そ
れ
は
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
そ
れ
は
、
女
性
の
自
然

な
動
き
を
制
約
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
れ
ば
か
り
か
む
し
ろ
人
為
的
な
ふ
る
ま
い
を
強

い
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
男
権
制
社
会
(4)
に
ふ
さ
わ
し
い
、
娼
婦
型
の
女
性
を
つ
く
り
上

げ
る
た
め
の
政
治
的
な
装
置
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
、
キ
モ
ノ
は
次
節
で
述
べ
る
よ
う
な

改
良
を
へ
る
こ
と
な
し
に
、
今
日
ま
で
維
持
さ
れ
た
が
（
そ
の
意
味
で
キ
モ
ノ
は
、
女
性

緊
縛
の
手
段
で
あ
る
点
で
あ
い
な
ら
ぶ
、
中
国
の
纏

て
ん
そ
く足

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ル
セ
ッ
ト
と
異
な

る
歴
史
を
歩
ん
だ
こ
と
に
な
る
）
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
が
男
女
の
真
の
平
等
に

向
け
た
た
し
か
な
歩
み
の
過
程
に
あ
り
、
ま
た
服
装
も
―
―
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
―
―

歴
史
的
に
類
例
が
な
い
ほ
ど
に
き
わ
め
て
自
由
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
認
識
で
き
る
か
ら
こ

そ
、
私
は
以
上
の
よ
う
な
歴
史
を
も
つ
キ
モ
ノ
を
、
捨
て
る
こ
と
な
く
擁
護
し
う
る
と
感

ず
る
の
で
あ
る
。

　

�

(1)
下
山
110
、
111
、
119
頁
、
丹
野
68
頁　

(2)
杉
田
②
30
頁
以
下
、
杉
田
③
78
頁
以
下　

(3)
丹
野

72
頁　

(4)
「
男
権
制
」
に
つ
い
て
は
杉
田
①
を
参
照
の
こ
と

三　

服
装
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
階
層
制
―
―
ズ
ボ
ン
は
ど
う
獲
得
さ
れ
た
か

　

今
日
に
あ
っ
て
も
、
男
女
の
平
等
が
十
分
に
達
成
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
ま
だ
多
く

の
面
に
、
多
面
的
な
不
平
等
や
制
限
・
制
約
が
厳
然
と
し
て
の
こ
っ
て
い
る
。
だ
が
、
私

た
ち
は
少
な
く
と
も
真
の
平
等
へ
向
け
た
確
か
な
過
程
に
あ
る
と
確
信
を
も
ち
う
る
時
代

に
生
き
て
い
る
、
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

そ
し
て
こ
の
過
程
に
は
、
服
装
の
自
由
も
明
確
な
位
置
を
し
め
て
い
る
。
こ
れ
も
、
い

ま
だ
十
全
な
も
の
と
は
言
い
が
た
い
に
せ
よ
、
か
つ
て
女
性
を
し
ば
っ
た
服
装
の
歴
史
を

見
わ
た
す
か
ぎ
り
、
現
在
、
ほ
と
ん
ど
革
命
的
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
変
化
が
も
た
ら
さ

れ
た
の
は
間
違
い
が
な
い
。
革
命
の
革
命
た
る
ゆ
え
ん
は
、
女
性
が
あ
た
り
ま
え
に
ズ
ボ

ン
を
は
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
ま
え
の
事
実
が
、
歴
史

的
に
は
い
か
に
多
く
の
抵
抗
を
の
り
こ
え
て
実
現
し
た
か
を
語
り
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
そ
の
一
端
は
、
未
来
の
男
女
関
係
を
よ
り
平
等
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
記
憶

に
と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

服
装
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
階
層
制

　

一
般
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
古
今
東
西
い
ず
こ
に
お
い
て
も
、
服
装
は
男

女
に
お
け
る
明
確
な
性
的
徴
表
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ズ
ボ
ン
と
ス
カ
ー
ト
の
分
布
は
単

に
気
候
上
の
条
件
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
東
洋
・
西
洋
と
い
う
大
枠
で
の
差
は
あ
る
も
の

の
、
む
し
ろ
主
に
男
女
に
明
確
に
配
当
さ
れ
て
い
る
。
食
べ
物
に
お
い
て
特
別
な
性
差
は
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存
在
し
な
い
が
（
一
日
当
た
り
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
量
の
差
、
あ
る
い
は
妊
婦
に
カ
ル
シ
ウ
ム

が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
っ
た
特
別
な
事
情
を
の
ぞ
け
ば
）
、
衣
類
に
お
い
て
か
く
ま
で
に
明

確
な
性
差
―
―
男
性
＝
ズ
ボ
ン
・
女
性
＝
ス
カ
ー
ト
―
―
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
と
い
う
事

実
は
、
人
類
史
に
お
け
る
大
き
な
謎
の
一
つ
で
あ
る
。

　

今
、
女
性
が
ズ
ボ
ン
（
パ
ン
ツ
）
を
は
く
習
慣
は
確
固
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
大
戦
後
な
ど
の
一
時
的
な
例
外
を
の
ぞ
け
ば
、
第
二
次
女
性
解
放
運
動
が
お
き

た
一
九
六
〇
年
代
末
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
事
態
だ
っ
た
。
服
装
の
歴
史
を

ふ
り
返
る
と
、
女
性
が
抵
抗
感
な
く
ズ
ボ
ン
を
は
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
事
実
は
、
革
命
に
も
匹
敵
す
る
歴
史
的
現
象
で
あ
る
。

　

私
は
二
〇
一
〇
年
の
秋
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
に
一
時
滞
在
し
た
が
、
比
較
的
暖
か
い

日
の
午
後
、
有
名
な
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
門
の
周
囲
に
集
ま
る
お
び
た
だ
し
い
人
々
を
観

察
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
何
百
と
い
う
女
性
が
い
た
が
、
ス
カ
ー
ト
を
は
い

て
い
る
女
性
は
た
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
。
あ
と
は
、
ジ
ー
ン
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

タ
イ
プ
の
ズ
ボ
ン
姿
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
、
ま
だ
こ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
と
思
う
が
、
そ

れ
で
も
似
た
よ
う
な
傾
向
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
公
的
な
場

面
、
労
働
の
場
面
（
労
働
の
種
類
に
も
よ
る
が
）
等
に
お
い
て
、
い
ぜ
ん
と
し
て
女
性
に
ス

カ
ー
ト
姿
が
見
ら
れ
る
と
し
て
も
（
と
く
に
日
本
の
制
服
に
）
、
し
か
し
女
性
の
ズ
ボ
ン
（
パ

ン
ツ
）
姿
は
、
比
較
的
公
的
と
思
わ
れ
る
場
を
ふ
く
め
て
、
ほ
と
ん
ど
違
和
感
が
な
く
な
っ

て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
が
現
実
と
な
る
ま
で
に
、
い
か
に
女
性
た
ち
が
ス
カ
ー
ト
に
よ
る
窮
屈
･

不
便
さ
を
甘
受
し
て
き
た
か
（
今
日
、
ス
カ
ー
ト
を
愛
す
る
人
が
こ
う
聞
け
ば
異
論
も
あ
ろ

う
が
、
そ
う
し
た
人
で
さ
え
、
女
性
が
つ
ね
に
ス
カ
ー
ト
を
は
く
よ
う
要
求
さ
れ
、
ズ
ボ
ン
を

は
く
自
由
が
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
断
固
拒
否
す
る
で
あ
ろ
う
）
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
い
か

な
る
努
力
の
下
に
今
日
の
姿
に
ま
で
変
わ
っ
て
（
変
え
ら
れ
て
）
き
た
の
か
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

男
権
制
社
会
の
歴
史
と
女
性
の
服
装

　

原
始
社
会
か
ら
の
男
女
関
係
を
追
う
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

不
要
で
あ
ろ
う
。
少
々
お
お
ざ
っ
ぱ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
父
系
制
社
会
に
あ
っ
て
は
も

ち
ろ
ん
、
母
系
制
社
会
に
あ
っ
て
さ
え
、
女
性
の
社
会
的
地
位
は
特
段
高
か
っ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
こ
と
(1)
、
ど
の
よ
う
な
社
会
で
あ
れ
、
男
性
は
女
性
に
男
性
へ
の
経
済
的
・

社
会
的
・
性
的
な
従
属
を
も
と
め
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
を
、
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
。

　

で
は
女
性
に
経
済
的
・
社
会
的
な
従
属
を
も
と
め
る
男
性
は
、
女
性
に
さ
ら
に
何
を
も

と
め
る
の
か
。
血
筋
を
重
ん
じ
る
貴
族
層
あ
る
い
は
日
本
に
お
い
て
典
型
的
な
上
層
武
家

に
お
い
て
は
、
女
性
の
妊
娠
能
力
が
第
一
義
的
に
重
視
さ
れ
る
が
（
例
え
ば
天
皇
家
に
お

け
る
皇
太
子
妃
に
対
す
る
役
割
期
待
に
そ
れ
は
よ
く
現
れ
て
い
る
）
、
同
時
に
権
勢
の
象
徴
と

し
て
配
偶
女
性
自
身
が
男
性
の
富
の
一
部
と
見
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
次
代
の
支
配
層
と
な
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
、
と
く
に
特
権
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
女
性
は
、
配
偶
者
と
し
て
夫
の
「
贅
沢
品
」
(2)
と
見
な
さ
れ
、

同
時
に
血
統
を
維
持
す
る
嫡
子
の
母
と
見
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
子
は
乳
母
が
育
て
、
ふ
つ

う
母
は
直
接
に
は
授
乳
・
育
児
に
関
わ
ら
な
い
。
料
理
、
掃
除
、
洗
濯
等
は
す
べ
て
使
用

人
が
お
こ
な
う
。
と
こ
ろ
で
、「
贅
沢
品
と
し
て
の
貴
婦
人
」
(3)
は
、
性
的
魅
力
を
も
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
う
し
た
魅
力
を
形
づ
く
る
要
素
は
、
装
飾
品
や
衣
裳

（
も
っ
と
も
両
者
は
か
な
ら
ず
し
も
明
瞭
に
区
別
さ
れ
な
い
）
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
求
め
ら
れ

る
性
的
魅
力
は
時
代
と
場
所
に
よ
り
多
様
で
あ
ろ
う
。
だ
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
活
動
性

は
性
的
魅
力
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
男
性
は
そ
の
身
体
構
造
か
ら
活
動
性

に
富
む
が
、
男
性
も
―
―
女
性
と
同
様
に
―
―
多
か
れ
少
な
か
れ
自
ら
に
な
い
特
性
を
、

し
た
が
っ
て
男
性
に
と
っ
て
は
活
動
性
と
は
異
質
の
何
か
を
、
異
性
に
も
と
め
る
傾
向
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

女
性
の
性
的
魅
力
を
ま
す
と
同
時
に
活
動
性
を
阻
害
す
る
（
後
者
は
そ
れ
自
体
性
的
魅
力

を
ま
す
こ
と
に
通
じ
る
）
に
は
、
ス
カ
ー
ト
は
理
想
的
な
服
装
で
あ
る
。
ス
カ
ー
ト
に
用

い
ら
れ
る
布
地
の
量
に
よ
る
ち
が
い
も
あ
り
う
る
が
、
総
じ
て
活
動
の
基
本
で
あ
る
両
足
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の
動
き
を
阻
害
す
る
こ
と
で
、
同
一
の
効
果
が
え
ら
れ
る
。
と
く
に
か
か
と
の
高
い
靴
を

は
け
ば
、
い
っ
そ
う
そ
の
効
果
は
ま
す
。
そ
し
て
つ
ね
に
、
い
わ
ば
無
防
備
で
あ
る
服
装

を
身
に
つ
け
な
が
ら
無
防
備
で
あ
る
こ
と
を
戒
め
る
厳
格
な
服
装
の
モ
ラ
ル
が
―
―
か
つ

て
は
今
日
的
な
意
味
で
の
下
着
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
と
あ
い
ま
っ
て
―
―
こ
れ
を
補

強
す
る
。

　

こ
れ
が
ど
ん
な
に
窮
屈
な
状
態
を
生
も
う
と
、
女
性
に
と
っ
て
、
経
済
的
に
男
性
に
依

存
し
て
い
る
状
況
下
で
男
性
に
愛
で
ら
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
れ
ば
、
前
節
で
論
じ
た

よ
う
に
、
男
性
の
願
望
は
事
実
上
の
強
制
と
な
っ
て
働
く
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
状

況
下
で
生
き
れ
ば
、
男
性
の
願
望
は
女
性
に
と
っ
て
の
願
望
に
も
な
る
。
村
上
信
彦
が
言

う
よ
う
に
、「
ゆ
が
め
ら
れ
た
現
実
は
い
つ
で
も
、
意
識
の
上
で
納
得
の
ゆ
く
説
明
を
も
っ

て
い
る
」
も
の
で
あ
る
(4)
。

　

(1)
大
林
109
頁　

(2) 

(3)
リ
ュ
リ
ー
216
頁　

(4)
村
上
①
（
一
）
191
頁

コ
ル
セ
ッ
ト
に
よ
る
身
体
改
造
―
―
理
論
家
た
ち
の
発
言

　

こ
ま
か
な
服
装
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
支

配
層
に
お
い
て
、
女
性
を
理
想
的
な
「
贅
沢
品
」
と
す
る
べ
く
、
多
様
な
装
い
の
発
明
が

試
み
ら
れ
た
事
実
は
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
見
ら
れ
た
の

は
、
ど
れ
だ
け
女
性
の
体
に
圧
迫
を
く
わ
え
て
女
性
的
特
質
を
際
立
た
せ
、
そ
の
身
体
を

男
性
の
目
か
ら
見
て
心
地
よ
い
も
の
に
す
る
か
の
追
求
で
あ
る
。

　

そ
の
典
型
的
な
装
い
、
あ
る
い
は
装
い
の
基
礎
を
つ
く
る
の
が
、
コ
ル
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

明
確
な
時
期
は
さ
だ
め
が
た
い
が
、
お
お
ま
か
に
見
て
一
八
世
紀
後
半
頃
か
ら
、「
貴
婦
人
」

は
コ
ル
セ
ッ
ト
を
締
め
て
ウ
ェ
ス
ト
を
細
く
す
る
こ
と
が
、
幼
い
う
ち
か
ら
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
(1)
。
コ
ル
セ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
る
と
、
細
い
ウ
ェ
ス
ト
に
比

し
て
胸
・
腰
は
お
の
ず
と
膨
張
し
て
見
え
る
が
、
さ
ら
に
腰
・
臀
部
の
大
き
さ
が
強
調
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、フ
ー
プ
を
使
っ
た
張
り
出
し
ス
カ
ー
ト（
ク

リ
ノ
リ
ン
・
ス
カ
ー
ト
）
で
あ
り
、
臀
部
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
ス
カ
ー
ト
（
バ
ッ
ス
ル
・
ス
カ
ー

ト
）
で
あ
る
（
そ
れ
以
前
に
ペ
ル
チ
ュ
ガ
タ
ン
、
パ
ニ
エ
等
の
ス
カ
ー
ト
が
一
世
を
ふ
う
び
し

た
が
(2)
、
こ
こ
で
は
話
を
単
純
化
す
る
）
。

　

コ
ル
セ
ッ
ト
に
よ
っ
て
腰
そ
の
他
を
締
め
上
げ
る
と
、
肋
骨
が
圧
迫
さ
れ
て
呼
吸
器
・

消
化
器
・
循
環
器
に
障
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
各
種
の
弊
害
を
生
じ
、
ま
た
妊
娠
・
出
産
が

困
難
に
な
る
が
(3)
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
ス
カ
ー
ト
に
く
わ
え
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
―
―
こ
れ
は

脚
を
長
く
見
せ
る
と
同
時
に
、
頼
り
な
い
歩
み
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
、
自
立
性
を
も

た
ず
男
に
依
存
す
る
存
在
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
く
発
す
る
手
段
と
な
る
―
―
に
よ
っ

て
、
ふ
つ
う
に
歩
く
こ
と
さ
え
困
難
に
な
る
。

　

ル
ド
フ
ス
キ
ー
は
、
キ
モ
ノ
を
着
た
女
性
が
お
の
ず
と
内
股
で
歩
く
こ
と
に
ふ
れ
つ
つ
、

「
女
性
の
魅
力
は
、
肉
体
の
露
出
度
よ
り
も
歩
き
方
で
決
ま
る
…
…
い
や
、
む
し
ろ
歩
き

方
を
制
約
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ
る
」
と
す
る
日
本
の
美
意
識
に
つ
い
て
か
た
っ
て

い
る
が
(4)
、
こ
れ
は
ク
リ
ノ
リ
ン
･
ス
カ
ー
ト
や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
が
つ
く
り
出
す
歩
き
方
に

も
あ
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
を
身
に
つ
け
る
女
性
は
、
男
性
の
手
助
け
な
し
に
は
階
段
を
の

ぼ
れ
ず
、
馬
車
の
乗
り
降
り
も
で
き
ず
、
ま
し
て
水
た
ま
り
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
う
し
て
「
貴
婦
人
」
は
、
自
立
性
を
な
く
し
て
男
性
に
依
存
す
る
、
男
性
の
理
想
的
な

贅
沢
品
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
後
に
す
た
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
ス
カ
ー
ト
の
丈
は
こ
れ
ら
と
同
様
に
、
女
性

の
く
る
ぶ
し
ま
で
届
く
の
が
当
然
と
見
な
さ
れ
、
女
性
が
こ
の
丈
か
ら
、
そ
し
て
ス
カ
ー

ト
そ
の
も
の
か
ら
解
放
さ
れ
る
―
―
誤
解
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
「
ス
カ
ー

ト
そ
の
も
の
か
ら
解
放
さ
れ
る
」
と
い
う
の
は
ス
カ
ー
ト
の
強
制
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ス
カ
ー
ト
以
外
の
衣
服
を
選
び
う
る
よ
う
に
な
る
、
と
い

う
意
味
で
あ
る
―
―
に
は
、
ま
だ
多
く
の
時
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

　

(1)
古
賀
34
頁　

(2)
辻
原
59
～
61
頁　

(3)
ル
ド
フ
ス
キ
ー
②
131
、
136
頁　

(4)
同
前
①
55
頁

服
装
の
改
革
運
動
―
―
一
八
～
一
九
世
紀
前
半

　

さ
て
、
こ
う
し
た
窮
屈
な
服
装
を
な
ん
と
か
変
え
よ
う
と
努
力
し
た
人
た
ち
が
い
る
。
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一
九
世
紀
、
女
性
の
お
か
れ
た
状
況
に
た
い
し
て
問
題
提
起
を
は
じ
め
た
女
性
た
ち
は
、

そ
の
関
連
で
お
の
ず
か
ら
、
自
ら
ま
と
っ
て
い
る
服
装
の
問
題
に
気
づ
く
よ
う
に
な
る
。

　

だ
が
問
題
の
自
覚
は
、
す
で
に
一
八
世
紀
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
問
題
意
識
は
、

男
性
か
ら
生
ま
れ
た
。
ル
ソ
ー
が
『
エ
ミ
ー
ル
』
で
、
女
児
が
自
由
に
手
足
を
動
か
し
、

飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
状
態
と
と
も
に
、
コ
ル
セ
ッ
ト
に
よ

る
身
体
の
緊
縛
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
(1)
。
も
っ
と
も
ル
ソ
ー
は
、
女
性
の
自
由
な
行
動

を
そ
れ
自
体
と
し
て
、
あ
る
い
は
女
性
自
身
の
た
め
に
、
無
条
件
で
是
と
し
た
の
で
は
な

い
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
は
た
ん
に
、
じ
ょ
う
ぶ
な
男
児
を
産
む
た
め
に
は
女
性
も
じ
ょ

う
ぶ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
論
理
の
帰
結
に
す
ぎ
な
い
。
ル
ソ
ー
に
と
っ
て
女

性
の
使
命
は
あ
く
ま
で
子
ど
も
を
産
む
こ
と
(2)
で
あ
り
、
男
性
に
従
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
、「
自
分
ら
し
い
美
し
さ
―
―
女
性
の
栄
光
！
―
―
を

保
つ
た
め
に
、
手
足
や
〔
体
の
〕
働
き
は
、〔
纏
足
を
つ
く
る
〕
中
国
の
く
く
り
紐
よ
り
さ

ら
に
ひ
ど
い
く
く
り
紐
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
…
…
」
(3)
と
、
女
性
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
社

会
の
あ
つ
か
い
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
ル
ソ
ー
を
も
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
い
や
、
本
質
的
な
点
で
は
何
よ
り
ル
ソ
ー
を
こ
そ
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
批

判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
風
俗
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
、
市
民
社
会
の
進
展
と

と
も
に
生
ま
れ
た
（
身
分
に
よ
っ
て
衣
服
に
差
が
な
い
）
イ
ギ
リ
ス
風
の
モ
ー
ド
が
ひ
ろ
く

普
及
し
た
と
い
う
(4)
。
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
―
―
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
批
判
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
―
―
女
性
の
衣
服
が
、
活
動
に
適
す
る
も
の
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
。
鯨
骨
の
フ
ー
プ
と
ペ
チ
コ
ー
ト
を
重
ね
着
す
る
パ
ニ
エ
と
体
を
締
め
つ
け
る

コ
ル
セ
ッ
ト
は
な
く
な
っ
た
が
（
も
っ
と
も
後
日
、
王
政
復
古
と
と
も
に
コ
ル
セ
ッ
ト
も
、

パ
ニ
エ
も
形
を
変
え
て
、
復
活
す
る
）、
ス
カ
ー
ト
の
丈
の
長
さ
は
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ

た
。

　

一
九
世
紀
に
あ
っ
て
、
革
命
的
な
服
装
を
し
た
の
は
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
者
で
あ
る
。

彼
女
ら
は
、
愛
を
示
す
白
色
の
ズ
ボ
ン
、
労
働
を
示
す
赤
色
の
ヴ
ェ
ス
ト
、
そ
し
て
信
仰

を
示
す
青
紫
色
の
上
着
を
着
た
と
い
う
が
(5)
、
女
性
が
両
脚
を
わ
け
る
ズ
ボ
ン
型
の
衣
服

を
身
に
つ
け
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
上
、
こ
の
と
き
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
ズ
ボ
ン
は

何
よ
り
そ
の
活
動
性
・
機
能
性
、
ひ
い
て
は
安
全
性
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
い
る
。
だ
が
サ

ン
･
シ
モ
ニ
ス
ト
は
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
ズ
ボ
ン
型
の
服
装
を
採
用
し
た
の
で
は
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
、
彼
女
ら
／
彼
氏
ら
は
、
サ
ン
･
シ
モ
ン
主
義
に
特
徴
的
な
男
女
の
根
源

的
平
等
に
も
と
づ
く
社
会
を
築
く
た
め
に
、
決
め
ら
れ
た
「
制
服
」
を
男
女
の
区
別
な
し

に
一
律
に
用
い
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
(6)
。

　

�

(1)
ル
ソ
ー
23
～
25
頁　

(2)
同
前
14
頁　

(3)
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
85
頁
（
た
だ
し
訳
は
原
文

に
従
っ
て
か
な
り
変
え
た
）　

(4)
ベ
ー
ン
168
～
170
頁　

(5)
水
田
269
頁　

(6)
シ
ャ
ル
レ
テ
ィ
178

頁衣
装
の
越
境
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
越
境
―
―
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
処
刑

　

だ
が
、
女
性
の
服
装
の
改
革
、
と
く
に
機
能
的
な
ズ
ボ
ン
を
は
こ
う
と
す
る
努
力
が
、

な
ぜ
か
く
も
低
調
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
日
の
眼
か
ら
見
て
、
あ
ま
り
に
も
奇
妙
な

事
態
に
う
つ
る
。
そ
れ
は
多
分
、
一
面
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
た
ち
の
心
理
を
お
お
っ

て
い
た
傷
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
傷
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
救
っ
た
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
乙
女
」

と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が
、
男
装
を
理
由
に
処
刑
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。

　

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
「
百
年
戦
争
」
と
呼
ば
れ
る
英
仏
の
宿
命
的
な
長
期
の
戦
争
に

お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
北
部
を
占
領
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
勢
力
を
駆
逐
す
る
が
、
国
王
シ
ャ

ル
ル
の
戴
冠
を
す
ま
せ
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
的
統
合
を
実
現
し
た
あ
と
、
捕
わ
れ
て
処
刑
さ

れ
る
。
処
刑
の
表
む
き
の
理
由
は
、
彼
女
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
掟
を
や
ぶ
り
神
の
教
え

に
そ
む
き
神
を
冒ぼ

う
と
く涜

し
た
こ
と
だ
が
、
男
装
を
し
た
こ
と
（
正
確
に
は
後
に
そ
れ
を
捨
て
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
男
装
に
も
ど
っ
た
こ
と
）
も
そ
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
そ
の
予

備
審
査
の
開
始
を
宣
言
す
る
告
知
文
に
お
い
て
、
こ
う
主
張
さ
れ
て
い
る
。「
ジ
ャ
ン
ヌ

と
名
の
り
、
俗
に
『
乙
女
』
と
呼
ば
れ
る
一
人
の
女
が
…
…
か
ね
て
女
性
に
ふ
さ
わ
し
い

貞
潔
を
忘
れ
、
破
廉
恥
に
も
女
の
慎
み
を
捨
て
、
恐
る
べ
き
大
胆
さ
で
下
品
な
男
性
の
衣
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服
を
着
用
し
て
い
る
云
々
」
(1)
。

　

ジ
ャ
ン
ヌ
は
、
戦
い
の
間
は
も
ち
ろ
ん
シ
ャ
ル
ル
の
戴
冠
式
の
際
も
ず
っ
と
男
装
で
通

し
た
が
、
最
終
判
決
が
出
さ
れ
て
後
、
火
刑
の
恐
怖
に
お
び
え
て
「
改
悛
」
し
て
以
来
、

男
装
を
ふ
く
む
そ
れ
ま
で
の
言
動
を
悔
い
あ
ら
た
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
数
日
後

に
、
牢
獄
の
獄
吏
に
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
た
た
め
に
(2)
―
―
お
そ
ら
く
獄
吏
に
強
か
ん
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
―
―
ジ
ャ
ン
ヌ
は
男
装
に
も
ど
る
が
、
そ
れ
が
、
ジ
ャ
ン
ヌ
が
ふ
た
た
び

罪
を
犯
し
た
証
拠
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
(3)
。
そ
し
て
た
だ
ち
に
開
か
れ
た
異
端
再
犯

の
裁
判
に
お
い
て
、
こ
の
点
が
き
び
し
く
追
求
さ
れ
る
。「
被
告
ジ
ャ
ン
ヌ
が
男
の
服
装
、

す
な
わ
ち
短
い
上
衣
、
男
の
頭
巾
、
胴
衣
を
再
び
着
用
し
た
と
こ
ろ
か
ら
（
同
女
は
以
上

の
衣
類
を
我
等
の
命
令
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
脱
ぎ
捨
て
、
女
性
の
服
を
着
用
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
）
云
々
」
(4)
。
こ
の
後
に
判
事
は
ジ
ャ
ン
ヌ
が
再
び
男
装
を
し
た
理
由
を
執
拗
に
追

求
す
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
ジ
ャ
ン
ヌ
は
強
か
ん
さ
れ
た
事
実
を
つ
た
え
な
い
ま
ま
、「
鉄

鎖
を
解
い
て
教
会
の
牢
に
入
れ
て
も
ら
え
、
女
性
を
一
人
つ
け
て
も
ら
え
る
」
よ
う
懇
願

し
、「
こ
れ
以
上
牢
獄
で
苦
し
み
に
耐
え
る
よ
り
…
…
死
ぬ
方
を
選
び
た
い
」
と
述
べ
て

い
る
(5)
。
そ
し
て
ジ
ャ
ン
ヌ
は
火
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

　

教
会
側
が
ジ
ャ
ン
ヌ
の
「
男
装
」
に
執
拗
に
こ
だ
わ
っ
た
根
拠
は
、「
女
は
男
の
服
装

を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
申
命
記
の
記
述
で
あ
る
(6)
。
こ
れ
は
旧
約
聖
書
の
戒
め
だ

が
、
そ
れ
を
パ
ウ
ロ
は
、「
被
り
物
」「
髪
」
に
言
及
す
る
形
で
く
り
か
え
す
。「
す
べ
て

の
男
の
頭

か
し
ら

は
キ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
女
の
頭
は
男
で
あ
り
…
…
。
祈
り
を
…
…
す
る
時
、
頭

に
物
を
か
ぶ
る
男
は
、
そ
の
頭
を
辱
め
る
者
で
あ
る
。
祈
り
を
…
…
す
る
時
、
頭
に
被
い

を
か
け
な
い
女
は
、
そ
の
頭
を
辱
め
る
者
で
あ
る
」
(7)
、「
男
に
長
い
髪
が
あ
れ
ば
彼
の
恥

に
な
り
、
女
に
長
い
髪
が
あ
れ
ば
彼
女
の
栄
光
に
な
る
」、
と
(8)
。
こ
こ
で
は
完
全
に
服
装

（
被
り
物
を
ふ
く
め
て
）
に
二
重
基
準
を
立
て
て
お
り
、
男
女
に
お
い
て
そ
の
逸
脱
は
ゆ
る

さ
れ
な
い
こ
と
が
、あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
先
の
告
知
文
に
は
ジ
ャ
ン
ヌ
が
「
女

の
慎
み
を
捨
て
（
た
）
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
男
装
は
、
パ
ウ
ロ
の
言
葉
に
示
さ
れ
た
モ

ラ
ル
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
階
層
制
）
を
破
壊
す
る
象
徴
的
な
行
為
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
実
質

的
な
抵
抗
の
所
産
と
見
な
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

服
装
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
る
。
身
体
防
御
、
保
温
性
、
活
動
性
（
機
能
性
）

の
三
つ
の
本
源
的
な
機
能
を
村
上
信
彦
は
あ
げ
る
が
(9)
、
社
会
の
発
展
と
と
も
に
、
服
装

は
地
位
を
し
め
す
象
徴
的
な
意
味
を
に
な
い
は
じ
め
る
。
人
間
は
人
間
同
士
の
関
係
を
調

整
す
る
政
治
的
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
お
い
て
絶
対
的
な
身
分
・
上
下

関
係
と
そ
の
維
持
と
い
う
方
法
を
と
り
入
れ
た
が
、
身
分
・
上
下
を
明
示
す
る
た
め
に
、

服
装
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
人
間
同
士
の
関
係
を
調
整
す
る
政
治
的
シ
ス
テ
ム
に

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
明
示
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
男
性
に
よ
る
女
性
の
管
理
・
支
配
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
、
や
は
り
服
装
が
大
き
な
役
割
を

に
な
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
男
女
間
に
お
け
る
服
装
の
相
違
は
、
地
域
差
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
絶
対
的
な
基
準
と
し
て
男
女
関
係
を
し
ば
っ
て
き
た
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
の
維
持
は
、
非
常
に
大
き
な
価
値
を
あ
た
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
と

同
時
に
性
的
徴
表
を
際
立
た
せ
る
と
い
う
、
性
淘
汰
（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
）
上
の
機
能
が
重
要

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
上
記
の
三
つ
の
基
本
的
な
機
能
を
そ
こ
な
う
場
合
で
さ
え
、
男
女
の

差
異
を
明
示
す
る
服
装
が
根
づ
よ
く
生
き
の
こ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
男
女
関
係
の

調
整
は
、
直
截
に
言
え
ば
オ
ス
（
男
性
）
に
よ
る
異
性
獲
得
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
社
会
に
と
っ
て
、
基
本
的
な
営
み
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
性
淘
汰
上
の
機
能
は
、
ひ
と
た
び
成
立
す
れ
ば
根
づ
よ
い
規
範
に
な
る
。
そ

れ
は
と
く
に
女
性
の
服
装
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
(10)
。
女
性
の
服
装
に
は
、
男
性
に
よ
っ

て
女
性
に
あ
て
が
わ
れ
た
役
割
を
保
持
す
る
と
い
う
厳
格
な
規
範
が
は
た
ら
く
こ
と
が
多

い
。
そ
れ
は
人
間
社
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
象
徴
体
系
の
厳
格
な
一
部
で
あ
る
と
同
時
に
、

実
際
に
―
―
女
性
に
関
し
て
言
え
ば
―
―
女
性
の
男
性
に
対
す
る
役
割
を
構
成
す
る
（
つ

ま
り
女
ら
し
さ
を
つ
く
る
）
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
侵
さ
れ
る
の
は
、戦
争
と
い
っ

た
特
殊
な
空
間
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
平
時
に
お
い
て
は
、
そ
の
遵
守
が
厳
格
に
要
請

さ
れ
る
。
ジ
ャ
ン
ヌ
が
戦
時
に
お
い
て
男
性
の
服
装
を
し
た
こ
と
が
容
認
さ
れ
た
の
は
当

然
で
あ
る
。
だ
が
同
時
に
、
平
時
の
回
復
時
に
そ
れ
が
厳
格
に
罰
せ
ら
れ
た
の
も
ま
た
当
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然
（
歴
史
的
必
然
）
で
あ
る
。

　

�
(1)
高
山
①
７
頁　

(2)
高
山
②
51
頁　

(3)
同
前
52
頁　

(4)
高
山
①
311
頁　

(5)
同
前
312
、
314

頁　

(6)
「
申
命
記
」
第
22
章
第
５
節　

(7)
パ
ウ
ロ
第
11
章
第
３
～
５
節
、「
頭
」
の
言
語

κ
εφ

α
λ
ή
,
kephar

は
日
本
語
の
場
合
と
同
様
に
人
体
の
頭

あ
た
ま

と
集
団
の
頭

か
し
ら

の
両
義
を
も
つ
。

　

�

(8)
同
前
第
11
章
第
15
節　

(9)
村
上
①
（
一
）
50
頁　

(10)
男
性
の
場
合
は
性
淘
汰
よ
り
も
、
男

性
同
士
の
間
の
支
配
･
被
支
配
関
係
の
徴
表
と
し
て
の
意
味
が
性
淘
汰
上
の
要
請
を
圧
倒
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
男
性
間
の
支
配
・
被
支
配
が
そ
れ
自
体
性
淘
汰
上
の
要
請
と
合
致

し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
が
。

一
九
世
紀
の
服
装
改
革
運
動
―
―
ブ
ル
ー
マ
ー
服
が
う
け
た
迫
害

　

ド
イ
ツ
語
で
は
、「
か
か
あ
殿
下
」
を
示
す
と
き
、「
妻
は
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
る
」

M
eine Frau hat einen H

osen an.

と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
。
そ
の
様
を
示
す
図
版
も
残

さ
れ
て
い
る
(1)
。
こ
の
表
現
は
、
女
性
が
ズ
ボ
ン
を
は
く
こ
と
は
、
男
性
の
領
域
に
入
り

こ
み
、
男
が
握
っ
て
い
る
権
力
を
わ
が
物
と
し
よ
う
と
す
る
越
権
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
を
、
意
味
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
女
性
が

ズ
ボ
ン
を
は
く
こ
と
は
、
男
権
制
社
会
が
こ
う
と
決
め
た
女
性
役
割
と
「
女
ら
し
さ
」
―

―
後
者
は
前
者
と
く
ら
べ
て
女
性
の
心
理
的
傾
向
を
よ
り
多
く
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

―
―
か
ら
、
女
性
が
（
象
徴
的
に
の
み
な
ら
ず
）
現
実
に
逸
脱
す
る
可
能
性
に
入
り
こ
む

こ
と
を
も
、
意
味
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
実
際
に

0

0

0

女
性
が
ズ
ボ
ン
な
い
し
ズ
ボ
ン
型
の
服

装
を
着
用
し
は
じ
め
た
と
き
、
男
権
制
社
会
が
い
か
に
猛
烈
な
反
発
を
示
し
た
か
。

　

そ
れ
を
典
型
的
に
見
せ
た
の
は
、
一
八
五
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
で
あ
る
。
ク

リ
ノ
リ
ン
・
ス
タ
イ
ル
(2)
の
き
わ
め
て
非
機
能
的
な
ス
カ
ー
ト
が
女
性
の
服
装
と
見
な
さ

れ
て
疑
わ
れ
な
か
っ
た
時
代
に
、
ア
メ
リ
ア
・
ブ
ル
ー
マ
ー
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
、
短

い
ワ
ン
ピ
ー
ス
型
の
ス
カ
ー
ト
と
、
そ
の
下
に
身
に
つ
け
る
裾
を
し
ぼ
っ
た
緩
や
か
な
ズ

ボ
ン
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ル
ー
マ
ー
服
」
(3)
を
、
一
部
の
女
性
が
着
用
し
は
じ
め
た
と
き
(4)
、

イ
ギ
リ
ス
社
会
（
イ
ギ
リ
ス
男
性
）
は
猛
烈
に
反
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
に
お

き
た
「
第
一
次
女
性
解
放
運
動
」（
女
性
参
政
権
獲
得
運
動
）
以
上
に
、
当
時
の
男
権
制
社

会
を
お
そ
れ
さ
せ
、
非
常
に
つ
よ
い
反
動
を
ま
き
お
こ
し
た
。

　

そ
れ
は
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
絵
入
り
風
刺
紙
『
パ
ン
チ
』
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
男
女
関
係
・
家
庭
生
活
に
お
い
て
女
性
が
主
導
権
を
に
ぎ

る
よ
う
に
な
る
可
能
性
を
茶
化
す
（
お
び
え
る
）
男
性
た
ち
の
姿
を
、
か
い
ま
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
三
枚
を
俎
上
に
あ
げ
よ
う
。

　

あ
る
ブ
ル
ー
マ
リ
ス
ト
（
ブ
ル
ー
マ
ー
服
の
着
用
者
）
の
女
性
は
、
舞
踏
会
の
席
で
、
椅

子
に
座
る
男
性
に
ダ
ン
ス
を
申
し
こ
ん
で
い
る
(5)
。
じ
つ
は
今
で
も
、
こ
う
し
た
場
合
に

申
し
入
れ
を
す
る
の
は
男
性
で
あ
る
べ
き
だ
と
見
な
す
規
範
意
識
は
根
づ
よ
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
（
申
し
入
れ
を
受
け
る
方
が
女
性
と
し
て
の
喜
び
が
大
き
い
と
い
う
感
じ
方
に
つ

い
て
は
、
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
）
、
こ
う
し
た
光
景
は
当
時
に
あ
っ
て
は
ま
っ
た
く
異
様
な

図
に
思
わ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
女
性
が
ブ
ル
ー
マ
ー
服
を
着
る
よ
う
に
な
る
と
、
つ
ま

り
ズ
ボ
ン
を
は
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
行
動
に
う
っ
て
出
る
よ
う
に
な
る
、
と
こ

の
風
刺
画
は
世
間
に
う
っ
た
え
て
い
る
。
当
時
の
風
刺
画
は
、
女
性
が
、
男
権
制
社
会
が

あ
た
え
た
女
性
役
割
を
放
棄
し
、「
女
ら
し
さ
」
を
喪
失
す
る
こ
と
を
、
何
よ
り
お
そ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

他
の
風
刺
画
(6)
は
、
も
っ
と
皮
肉
に
み
ち
て
い
る
。
ブ
ル
ー
マ
リ
ス
ト
の
女
性
が
内
気

な
青
年
に
結
婚
を
申
し
入
れ
て
お
り
、
青
年
は
う
つ
む
き
な
が
ら
「
母
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。
二
人
の
い
る
部
屋
に
ち
ょ
う
ど
そ
の
母
親
が
入
っ
て
く
る

の
だ
が
、
母
親
も
ブ
ル
ー
マ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
オ
チ
が
、
こ
の
風
刺
画
に
は
つ
い
て

い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
ブ
ル
ー
マ
リ
ス
ト
は
従
来
の
性
別
役
割
を
逆
転
さ
せ
る
の
み
な

ら
ず
、
ブ
ル
ー
マ
リ
ス
ト
の
母
親
に
育
て
ら
れ
る
と
、
一
人
前
の
男
も
弱
々
し
く
な
る
、

と
う
っ
た
え
て
い
る
。

　

別
の
風
刺
画
(7)
は
、
す
で
に
結
婚
し
た
男
女
を
描
い
て
い
る
が
、
妻
が
夫
に
む
か
っ
て

「
そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
小
説
な
ど
を
読
む
の
は
や
め
な
さ
い
よ
」
と
意
見
す
る
場
面
が
描

か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
代
わ
り
に
「
ピ
ア
ノ
で
も
弾
い
た
ら
ど
う
な
の
」
と
も
女
性
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は
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
結
婚
市
場
に
お
い
て
女
性
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
必
須
ア
イ
テ

ム
と
見
な
さ
れ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
を
う
な
が
す
こ
と
で
、
ブ
ル
ー
マ
リ
ス
ト
は
夫
を
も
「
女

ら
し
い
」
男
に
つ
く
り
変
え
る
と
、
こ
こ
で
も
『
パ
ン
チ
』
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

詳
し
く
記
す
紙
数
は
な
い
が
、
ブ
ル
ー
マ
リ
ス
ト
は
、
単
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
え
じ
0

0

き0

に
な
っ
た
ば
か
り
か
、
世
間
の
人
々
の
あ
ざ
け
り
と
笑
い
と
、
実
際
の
い
や
が
ら
せ
を

も
受
け
て
い
る
。
一
八
六
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
服
装
改
良
運
動
家
マ
リ
ア
・
Ｍ
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
に
よ
る
と
、
彼
女
ら
は
街
中
で
冷
淡
な
視
線
を
浴
び
、
ひ
や
か
さ
れ
、
か
ら
か
わ
れ
、

追
跡
さ
れ
、
悪
口
を
（
と
く
に
子
ど
も
か
ら
）
あ
び
せ
ら
れ
る
ば
か
り
か
雪
や
リ
ン
ゴ
の

芯
ま
で
投
げ
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
と
き
に
警
官
に
保
護
を
依
頼
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
と
い
う
(8)
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
風
刺
画
は
、
服
装
は
単
な
る
着
物
で
は
な
く
、
ま
し
て
は
単
に
男
女

を
外
見
的
に
わ
け
る
道
具
で
さ
え
な
く
、
む
し
ろ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
階
層
制
）

の
構
成
・
維
持
装
置
で
あ
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
そ
の
象
徴
的
な
意
味
を
付
さ
れ
た
、
つ

と
め
て
政
治
的
（
ケ
イ
ト
・
ミ
レ
ッ
ト
が
言
う
よ
う
な
意
味
で
の
）
な
装
置
で
あ
る
こ
と
を
、

よ
く
示
し
て
い
る
。
服
装
改
革
運
動
に
男
権
制
社
会
が
敏
感
に
感
じ
と
っ
た
危
険
は
、
単

な
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
モ
ー
ド
の
問
題
で
は
な
く
、
い
つ
何
時
、
新
し
い
そ
し
て
男
性
た

ち
に
と
っ
て
望
ま
ぬ
（
い
や
、
お
ぞ
ま
し
い
と
さ
え
感
じ
ら
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
）
現
実

を
生
む
か
も
し
れ
ぬ
と
恐
れ
ら
れ
た
、
政
治
的
な
（
性
の
政
治
と
し
て
の
）
問
題
な
の
で

あ
る
。

　

な
お
、前
述
の
『
パ
ン
チ
』
は
風
刺
紙
と
し
て
名
高
い
が
、例
え
ば
そ
れ
が
ク
リ
ノ
リ
ン
・

ス
タ
イ
ル
に
対
し
て
行
っ
た
風
刺
（
同
ス
カ
ー
ト
の
た
め
馬
車
や
教
会
の
入
り
口
を
女
性
が

通
れ
な
い
、
伊
達
男
が
物
理
的
に
女
性
に
近
よ
れ
な
い
、
ス
カ
ー
ト
が
風
で
は
げ
し
く
め
く
れ

あ
が
っ
て
女
性
が
飛
ば
さ
れ
る
等
(9)
）
を
、
ブ
ル
ー
マ
ー
服
に
対
し
て
行
っ
た
そ
れ
と
比
較

す
る
と
、
そ
の
本
質
的
傾
向
が
わ
か
る
。『
パ
ン
チ
』
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
階
層
制
に
関
し
て
、

秩
序
維
持
は
も
と
め
る
が
、
け
っ
し
て
そ
れ
を
批
判
的
に
は
論
じ
な
い
の
で
あ
る
。

　

�

(1)
村
上
①
（
三
）
138
頁　

(2)
辻
原
63
頁　

(3)
日
本
で
女
生
徒
が
使
う
「
ブ
ル
ー
マ
ー
」
の
由

来
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
形
状
は
か
な
り
異
な
る
。　

(4)
実
際
に
利
用
し
は
じ

め
た
の
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ス
ミ
ス
・
ミ
ラ
ー
と
い
う
、
女
性
参
政
権
獲
得
運
動
で
有
名
な
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
ケ
イ
デ
ィ
・
ス
タ
ン
ト
ン
の
従
姉
妹
で
あ
る
。　

(5)
パ
ン
チ
195
頁　

(6)
同
前
197

頁　

(7)
同
前
199
頁　

(8)
フ
ッ
ク
ス
92
～
94
頁　

(9)
パ
ン
チ
206
頁
以
下

一
九
世
紀
の
他
の
服
装
改
革
運
動

　

な
る
ほ
ど
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
、
あ
る
い
は
メ
ア
リ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
（
南
北
戦
争
当

時
の
ア
メ
リ
カ
の
女
性
医
師
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
大
草
原
の
女
医
』
の
モ
デ
ル
）
の
よ
う
な
、

男
装
す
る
女
性
は
つ
ね
に
い
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
特
殊
な
エ
リ
ー
ト
女
性
の
行
動
で

あ
り
、
例
外
的
な
営
み
だ
か
ら
許
容
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、『
パ
ン
チ
』
に
見
る
よ
う
に
、

一
般
の

0

0

0

女
性
が
日
常
の
レ
ベ
ル
で
こ
ぞ
っ
て
ズ
ボ
ン
を
は
き
始
め
る
こ
と
へ
の
男
性
の
抵

抗
は
大
き
か
っ
た
。
一
面
で
は
、
女
性
が
両
脚
を
わ
け
る
こ
と
に
性
的
な
意
味
が
付
与
さ

れ
た
（
つ
ま
り
両
脚
を
わ
け
る
こ
と
は
娼
婦
の
行
動
と
見
な
さ
れ
た
）
、
あ
る
い
は
女
性
が
活

動
的
と
な
る
こ
と
に
男
た
ち
の
有
す
る
「
女
ら
し
さ
」
の
観
念
が
抵
抗
し
た
、
と
い
う
事

情
も
あ
ろ
う
が
、
総
じ
て
ズ
ボ
ン
の
装
着
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
階
層
制
の

侵
犯
を
も
た
ら
し
う
る
と
見
な
さ
れ
た
事
実
が
、
当
時
、
大
き
な
反
響
を
生
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
ブ
ル
ー
マ
リ
ス
ト
の
服
改
革
運
動
は
頓
挫
す
る
。
だ
が
ア
メ
リ
カ
で
は
、
前

述
し
た
マ
リ
ア
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
改
革
運
動
も
お
こ
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
改
良

服
を
公
表
し
た
。
そ
れ
は
ズ
ボ
ン
つ
り
に
よ
っ
て
ス
カ
ー
ト

0

0

0

0

を
支
え
、
ス
カ
ー
ト
の
下
に

は
ブ
ル
ー
マ
ー
服
の
よ
う
な
ズ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
も
の
だ
が
(1)
、
そ
れ
に
し
て

も
象
徴
的
な
こ
と
に
、
当
時
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
こ
れ
を
公
表
す
る
た
め
に
著
し
た
本
は
、『
女

性
服
―
―
そ
の
道
徳
的
お
よ
び
身
体
的
な
諸
関
係
』
と
題
さ
れ
て
い
る
(2)
。
活
動
家
が
、

何
に
対
し
て
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
が
明
瞭
で
あ
る
。
欧
米
で
は
、
コ
ル
セ
ッ

ト
を
ふ
く
む
服
装
問
題
は
、
女
性
に
と
っ
て
自
ら
が
「
ふ
し
だ
ら
」
な
女
で
は
な
い
こ
と

を
示
す
証
と
し
て
、
そ
の
意
味
で
多
か
れ
少
な
か
れ
道
徳
的
問
題
と
了
解
さ
れ
た
の
で
あ
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キモノとジェンダー階層制　――人は服装をつくり服装は人をつくる

る
が
(3)
、
そ
れ
は
同
時
に
、
自
ら
の
運
動
が
、
男
性
の
女
性
に
対
す
る
政
治
的
支
配
機
構

に
脅
威
を
あ
た
え
な
い
と
い
う
意
味
を
も
ふ
く
ん
で
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
か
ら
当
時

の
改
良
服
は
、
ゆ
る
や
か
な
ズ
ボ
ン
を
採
用
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
か
く
す
か
の
よ
う
な
丈

の
長
い
ス
カ
ー
ト
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
こ
う
し
た
華
々
し
い
―
―
も
っ
と
も
華
々
し
く
扱
っ
て
、
要
す
る
に
息
の
根
を
と

め
た
の
は
男
権
制
社
会
の
方
な
の
だ
が
―
―
運
動
と
は
別
に
、
実
際
の
労
働
等
の
現
場
で

の
必
要
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
服
装
の
漸
次
的
な
変
化
と
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
非
日
常
的

な
営
み
（
ス
ポ
ー
ツ
は
ま
だ
そ
う
見
な
さ
れ
て
い
た
）
に
お
け
る
同
様
の
服
装
の
変
化
と
が
、

女
性
の
新
し
い
服
装
を
受
容
可
能
に
し
た
。

　

労
働
現
場
で
の
服
装
は
、
例
え
ば
Ｍ
・
ハ
イ
リ
ー
の
著
書
(4)
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
登

場
す
る
女
漁
師
た
ち
が
身
に
つ
け
る
ス
カ
ー
ト
は
相
変
わ
ら
ず
か
さ
ば
っ
た
も
の
だ
が
、

彼
女
ら
は
ス
カ
ー
ト
丈
を
膝
ま
で
短
く
し
て
足
の
自
由
を
確
保
し
て
い
る
(5)
。
ま
た
炭
鉱

で
働
く
女
性
労
働
者
た
ち
に
は
、
ズ
ボ
ン
が
採
用
さ
れ
て
い
る
(6)
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
場
面
で
の
変
化
は
二
〇
世
紀
に
顕
著
に
な
る
が
、
す
で
に
一
九
世
紀
末
、

ア
メ
リ
カ
で
は
女
性
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
を
比
較
的
よ
く
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
服
装
が
採
用
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
機
能
的
な
服
と
な
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
一
八
九
〇
年
代
に
は
自
転
車
が
普
及
し
、
女
性
が
自
転
車
用
の
ズ

ボ
ン
を
は
い
て
こ
れ
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
(7)
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
一
八
八
一
年
（
ブ
ル
ー
マ
リ
ス
ト
の
運
動
か
ら
三
〇
年
後
）
に
「
合
理
服

協
会
」
が
設
立
さ
れ
て
比
較
的
温
和
な
改
革
要
求
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、
従
来
の
女
性

服
の
不
自
由
さ
・
不
健
康
さ
（
こ
れ
は
と
く
に
コ
ル
セ
ッ
ト
に
由
来
す
る
特
質
で
あ
る
）・
非

機
能
性
を
取
り
の
ぞ
き
つ
つ
、「
上
品
さ
と
美
し
さ
」
が
あ
り
、
か
つ
「
時
代
の
一
般
的

な
服
装
と
遊
離
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
服
装
改
革
の
条
件
と
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て

八
三
年
に
は
、
同
協
会
の
理
念
に
も
と
づ
く
「
合
理
服
」
が
実
際
に
考
案
さ
れ
（
こ
れ
に

は
下
着
0

0

の
改
革
、
コ
ル
セ
ッ
ト
の
改
革
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
）
、
八
四
年
に
は
、「
国
際
健
康

博
覧
会
」
で
健
康
に
配
慮
し
た
下
着
が
展
示
さ
れ
る
に
い
た
る
(8)
。

　

だ
が
こ
の
動
き
は
、
極
め
て
ゆ
る
や
か
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
社
会
（
そ

こ
に
は
男
性
お
よ
び
女
性
が
ふ
く
ま
れ
る
が
、
最
終
的
に
そ
の
動
向
を
左
右
す
る
の
は
男
性
で

あ
る
と
し
て
も
、
女
性
も
ま
た
男
性
と
同
じ
感
じ
方
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
）
の
抵
抗

を
取
り
の
ぞ
く
こ
と
が
い
か
に
困
難
だ
っ
た
か
を
、
こ
の
事
実
は
よ
く
示
し
て
い
る
。
前

記
の
下
着
の
改
革
は
、
ペ
チ
コ
ー
ト
類
の
重
み
を
軽
く
す
る
動
き
と
同
時
に
、
下
半
身
に

い
わ
ゆ
る
ズ
ロ
ー
ス
（
ド
ロ
ワ
ー
ズ
）
を
、
二
枚
の
布
を
縫
い
つ
け
た
だ
け
の
股
割
れ
型

(9)
か
ら
、
そ
う
で
は
な
い
男
性
の
と
同
様
の
も
の
―
―
こ
れ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
日
本
で
も
、
女
性
に
と
っ
て
相
当
に
抵
抗
の
あ
る
行
為
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る

(10)
―
―
に
改
良
す
る
と
い
う
動
き
を
と
も
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
者
に
は
い
ろ
い

ろ
な
評
価
が
あ
り
え
よ
う
が
、リ
ュ
リ
ー
は
「
突
然
の
暴
漢
」
か
ら
身
を
守
り
や
す
く
な
っ

た
事
実
を
、
重
視
し
て
い
る
(11)
。

　

一
方
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
的
な
モ
ラ
ル
の
反
動
も
手
伝
い
、
一
九
世
紀
末
、
コ
ル
セ
ッ

ト
は
従
来
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
長
く
な
っ
た
―
―
女
性
が
多
く
子
ど
も
を
産
む
時
代
に

は
機
能
上
短
か
く
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
コ
ル
セ
ッ
ト
が
、
新
生
児
の
死
亡
率
の
低
下
と

と
も
に
太
も
も
の
途
中
ま
で
来
る
ほ
ど
長
く
な
っ
た
(12)
―
―
と
い
う
が
、
そ
の
改
革
に
は

さ
ら
に
時
間
を
要
し
た
よ
う
で
あ
る
。
細
部
は
不
明
だ
が
、
骨
の
あ
る
金
属
製
か
ら
骨
な

し
の
ウ
ー
ル
・
綿
製
へ
と
変
化
し
、
つ
い
に
次
の
世
紀
に
は
、
一
部
の
女
性
た
ち
（
例
え

ば
舞
踊
家
の
イ
サ
ド
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
）
が
コ
ル
セ
ッ
ト
を
脱
ぎ
す
て
る
と
い
う
事
態
に
い
た

る
(13)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
コ
ル
セ
ッ
ト
は
す
た
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
―
―
「
一
般
の
女
性

は
、
よ
り
楽
な
下
着
を
着
け
た
り
、
ス
カ
ー
ト
丈
を
五
、六
セ
ン
チ
あ
げ
る
に
と
ど
ま
っ
た
」

と
い
う
(14)
―
―
、
コ
ル
セ
ッ
ト
に
対
す
る
問
題
意
識
は
、
確
実
に
ひ
ろ
ま
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

一
八
八
〇
年
代
の
運
動
は
、「
女
性
服
の
き
わ
め
て
不
便
で
苦
痛
を
と
も
な
う
要
素
を

緩
和
し
た
に
す
ぎ
な
い
」
が
(15)
、
し
か
し
そ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
、
男
権
制
社
会
の

示
し
た
抵
抗
を
崩
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

�

(1)
ル
ド
フ
ス
キ
ー
②
233
頁　

(2) M
,M

,Jones　

(3)
リ
ュ
リ
ー
216
頁
参
照　

(4)
ハ
イ
リ
ー　

(5)
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同
前
54
、
71
頁　

(6)
同
前
90
頁
以
下　

(7)
本
間
編
66
～
67
頁
（
な
お
リ
ュ
リ
ー
220
頁
に
自
転

車
に
乗
る
当
時
の
女
性
の
写
真
が
あ
る
）　

(8)
古
賀
75
～
76
頁　

(9)
リ
ュ
リ
ー
215
頁
、
上
野

42
頁　

(10)
村
上
②
26
頁　

(11)
リ
ュ
リ
ー
217
頁
。
本
項
冒
頭
で
言
及
し
た
メ
ア
リ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー

は
、「
男
性
の
本
性
が
、
彼
ら
が
主
張
し
て
い
る
と
お
り
の
も
の
だ
っ
た
ら
、
悪
徳
が
こ
れ

ほ
ど
ま
で
忍
び
寄
り
や
す
い
服
装
を
女
性
に
強
い
る
こ
と
な
ど
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
」、
と

述
べ
た
と
い
う
（
リ
ュ
リ
ー
215
頁
）。　

(12)
同
前
218
頁　

(13)
ル
ド
フ
ス
キ
ー
②
238
頁　

(14)
本

間
67
頁　

(15)
リ
ュ
リ
ー
217
頁

二
〇
世
紀
の
変
化
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　

そ
し
て
二
〇
世
紀
。
私
が
知
る
か
ぎ
り
、
こ
の
世
紀
に
ま
と
ま
っ
た
服
装
改
革
運
動
は

お
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
女
性
た
ち
の
怒ど

と

う涛
の
よ
う
な
社
会
進
出
と
、

そ
れ
に
も
と
づ
く
女
性
の
基
本
的
な
生
活
の
変
化
、
し
た
が
っ
て
「
活
動
す
る
女
性
」
と

い
う
あ
ら
た
な
女
性
像
の
登
場
(1)
に
呼
応
す
る
よ
う
に
し
て
、
服
装
は
不
可
抗
的
に
変
貌

を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　

最
初
、
あ
ら
た
な
型
の
服
は
、
例
外
的
な
特
別
な
場
面
で
の
特
別
な
服
装
（
水
着
）
と

し
て
、
あ
る
い
は
一
時
的
な
事
情
に
も
と
づ
く
着
衣
（
戦
時
に
お
け
る
工
場
等
へ
の
動
員
の

際
の
服
装
）
と
し
て
世
に
出
、
そ
こ
で
一
定
の
や
ゆ
0

0

・
中
傷
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
定
着

し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
世
界
大
戦
時
の
工
場
等
へ
の
進
出
に
つ
れ
て
、
ま
た

第
一
次
女
性
解
放
運
動
、
す
な
わ
ち
女
性
参
政
権
獲
得
運
動
を
通
じ
て
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

運
動
家
た
ち
の
多
少
と
も
自
覚
的
な
対
応
を
通
じ
て
、
い
ま
だ
根
づ
よ
く
の
こ
っ
て
い
た

「
コ
ル
セ
ッ
ト
は
ゆ
る
く
な
り
、
ス
カ
ー
ト
も
短
く
な
っ
て
い
っ
た
」
(2)
。
そ
し
て
そ
の
お

か
げ
で
呼
吸
が
楽
に
な
り
足
の
自
由
が
ま
す
こ
と
を
通
じ
て
、
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
が
ふ
え
、
そ
れ
と
と
も
に
ス
ラ
ッ
ク
ス
（
日
本
語
の
現
在
の
用
い
ら
れ
方
と
異
な
り
、
ゆ
っ

た
り
し
たslack

ズ
ボ
ン
）
が
普
及
し
、
野
山
の
散
策
時
や
戸
外
で
の
作
業
時
の
服
装
等
が
、

鷹
揚
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
(3)
。

　

そ
し
て
第
二
次
大
戦
後
、「
婦
人
用
ズ
ボ
ン
」
が
上
品
に
な
っ
て
独
自
の
発
展
を
見
せ
、

体
に
悪
影
響
の
な
い
下
着
も
現
れ
る
。
第
二
次
女
性
解
放
運
動
は
、
こ
の
傾
向
を
決
定
的

に
強
め
、
七
〇
年
代
に
は
パ
ン
ツ
・
ス
ー
ツ
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
ロ
ー
ヒ
ー
ル
が
普
及
す
る

(4)
。
第
二
次
女
性
解
放
運
動
の
開
始
時
と
そ
の
後
の
写
真
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
女
性
た

ち
の
ズ
ボ
ン
装
着
率
が
こ
の
時
期
に
急
速
に
高
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
(5)
。
す
で
に
ジ
ー

ン
ズ
も
先
駆
的
に
使
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
の
も
の
は
全
体
と
し
て
は
、
女

性
ら
し
さ
を
多
か
れ
少
な
か
れ
ほ
の
め
か
す
型
の
も
の
が
い
ぜ
ん
と
し
て
多
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
だ
が
、今
日
は
ま
っ
た
く
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
的
な
ズ
ボ
ン（
や
は
り
そ
の
筆
頭
は
ジ
ー

ン
ズ
で
あ
ろ
う
）
が
、
ふ
つ
う
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

�

(1)
深
井
222
頁　

(2)
リ
ュ
リ
ー
219
頁
。
正
確
に
は
ゆ
る
く
な
っ
た
と
同
時
に
、新
し
い
コ
ル
セ
ッ

ト
の
出
現
に
よ
っ
て
圧
迫
す
る
部
位
が
下
腹
部
・
臀
部
周
辺
だ
け
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
ホ

ラ
ン
ダ
ー
179
頁
）。　

(3)
リ
ュ
リ
ー
220
頁　

(4)
同
前
221
～
222
頁　

(5)
水
田
153
頁
お
よ
び
ホ
ー

ン
川
嶋
13
頁
（
た
だ
し
解
放
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
女
性
た
ち
の
場
合
と
限
定
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
）

日
本
で
の
服
装
の
変
化
―
―
一
九
世
紀

　

日
本
に
お
け
る
女
性
の
服
装
改
革
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
の
と
は
異
な
る
独
自
性

を
ふ
く
ん
で
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
日
本
で
は
、
キ
モ
ノ
（
和
服
）
か
ら
の
転
換
を
第

一
に
考
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

す
で
に
幕
末
以
来
、
男
の
洋
装
化
（
ズ
ボ
ン
化
）
は
比
較
的
早
く
進
ん
だ
。
軍
隊
が
洋

装
化
を
進
め
た
か
ら
だ
が
、
そ
れ
が
わ
り
あ
い
順
調
に
進
ん
だ
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
江
戸
期
、
男
性
は
袴

は
か
ま

や
股も

も
ひ
き引

等
を
通
じ
て
、
ズ
ボ
ン
型
の
服
装
に
違
和
感
な
く
な

じ
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
女
性
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
。
明
治
政
府
は
、

断
髪
令
、
平
民
の
羽は

お

り織
・
袴
着
用
可
等
の
政
令
を
矢
継
ぎ
早
に
発
し
た
が
(1)
、
こ
こ
で
は

基
本
的
に
女
性
の
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
と
く
に
性
別
に
よ
る

区
別
が
な
い
か
ぎ
り
、
一
部
に
、
事
実
上
男
性
用
に
出
さ
れ
た
政
令
を
た
て
に
新
し
い
装

い
を
と
り
は
じ
め
る
女
性
が
出
て
く
る
の
は
、
時
間
の
問
題
で
あ
る
。
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だ
が
そ
れ
は
、
一
気
に
ズ
ボ
ン
（
今
日
あ
た
り
ま
え
の
服
装
と
な
っ
た
）
に
向
け
た
動
き

に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
。
ま
ず
は
キ
モ
ノ
の
代
わ
り
に
袴
が
普
及
す
る
。
た
だ
し
普

及
し
た
の
は
「
男
袴
」、
つ
ま
り
襠ま

ち

が
入
っ
て
両
足
を
二
つ
に
わ
け
る
袴
で
は
な
く
、
長

き
に
わ
た
っ
て
、
襠
の
な
い
「
女
袴
」
が
女
学
校
等
に
お
い
て
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
よ
う
や
く
数
十
年
し
て
か
ら
、
洋
装
化
＝
ス
カ
ー
ト
化
が
進
行
す
る
。
ス
カ
ー
ト
着

用
は
、
先
駆
現
象
と
し
て
は
一
九
二
〇
年
代
、
い
わ
ゆ
る
「
モ
ガ
（
モ
ダ
ン
･
ガ
ー
ル
）
」

に
見
ら
れ
た
が
、
実
際
の
風
俗
と
し
て
の
定
着
は
戦
後
―
―
た
だ
し
そ
の
比
較
的
早
い
時

期
に
―
―
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
再
び
数
十
年
を
要
し
て
は
じ
め
て
、
多
か
れ
少
な

か
れ
欧
米
で
の
「
第
二
次
女
性
解
放
運
動
」
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
ズ
ボ
ン
化
に
い
た
る

の
で
あ
る
。

　

話
を
戻
す
。
一
八
七
〇
年
代
、
女
性
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
ご
く
一
部
の
現
象
だ
っ
た
と

は
い
え
、女
学
校
が
袴
（
す
な
わ
ち
男
袴
）
の
着
用
を
推
進
し
は
じ
め
た
と
い
う
(2)
。
だ
が
、

次
第
に
世
の
中
（
男
性
）
の
反
発
は
高
ま
り
、
一
八
八
〇
年
代
に
は
む
し
ろ
女
学
校
で
袴

は
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
(3)
。「
支
配
者
は
女
の
男
袴
の
な
か
に
危
険
な
も
の

を
か
ぎ
つ
け
、有
形
無
形
の
圧
力
を
か
け
て
〔
こ
れ
を
〕
亡
ぼ
そ
う
と
決
心
し
た
の
で
あ
る
」

と
、
村
上
信
彦
は
記
し
て
い
る
(4)
。
そ
し
て
自
由
民
権
運
動
の
瓦
解
以
降
、
明
治
民
法
制

定
へ
向
け
た
復
古
的
動
き
の
影
響
も
手
伝
い
、
女
学
生
も
再
び
キ
モ
ノ
姿
に
た
ち
も
ど
さ

れ
る
。
同
時
に
こ
の
時
期
は
、
不
平
等
条
約
の
解
消
を
め
ざ
し
て
意
図
的
に
女
性
の
高
等

教
育
が
奨
励
さ
れ
た
が
（
そ
の
過
程
で
、
限
ら
れ
た
階
層
の
女
性
の
洋
装
が
見
ら
れ
た
(5)
）
、

け
っ
き
ょ
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
潮
の
衣
を
ま
と
い
つ
つ
も
「
良
妻
賢
母
主
義
」
に
収
斂
す

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
の
普
及
(6)
に
よ
っ
て
、
服
装
の
改
革
は
は
ば
ま
れ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
後
の
変
化
は
、
思
わ
ぬ
方
向
か
ら
や
っ
て
き
た
。
日
本
女
性
の
体
格
を
長
年
に
わ

た
っ
て
研
究
し
た
、「
お
か
か
え
外
国
人
」
で
あ
る
ベ
ル
ツ
博
士
が
、
一
八
八
九
年
に
行
っ

た
講
演
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ル
セ
ッ
ト
と
と
も
に
、
キ
モ
ノ
の
帯
や
袖
を
問
題
に
し
た

の
で
あ
る
(7)
。
支
配
層
は
こ
れ
に
機
敏
に
反
応
し
た
。
キ
モ
ノ
に
見
ら
れ
る
帯
・
袖
の
欠

点
を
取
り
の
ぞ
く
た
め
に
、「
海え

び

ち

ゃ

老
茶
袴
」（
女
袴
＝
襠ま

ち

の
な
い
袴
）
と
、
元げ

ん
ろ
く禄

袖
（
丈
が
短

く
袂

た
も
と

が
丸
い
元
禄
時
代
の
袖
）
な
い
し
筒
袖
の
導
入
が
、
そ
の
後
に
決
ま
っ
た
の
だ
と
い
う

(8)
。

　

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
お
い
て
も
女
性
の
服
装
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要

因
は
、
女
性
の
職
業
進
出
で
あ
る
。
社
会
的
な
労
働
に
携
わ
る
か
ぎ
り
、
キ
モ
ノ
の
非
機

能
性
が
い
や
お
う
も
な
く
自
覚
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
女
性
を
従
来
の
女
性

役
割
に
お
し
こ
め
て
お
く
こ
と
が
キ
モ
ノ
に
期
待
さ
れ
て
い
る
以
上
、
い
か
に
職
業
進
出

が
な
さ
れ
て
も
、
一
朝
一
夕
で
そ
れ
が
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
た
し
か
に
す
で
に

一
九
世
紀
末
、
女
性
の
職
業
進
出
と
と
も
に
変
革
の
序
曲
は
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

�

(1)
村
上
①
（
二
）
94
頁　

(2)
同
前
101
頁　

(3)
同
前
125
頁　

(4)
同
前
126
頁　

(5)
鷹
司
82
～
83
頁

　

(6)
堀
場
17
～
18
頁　

(7)
村
上
①
（
二
）
130
頁　

(8)
同
前
131
頁

日
本
で
の
服
装
の
変
化
―
―
二
〇
世
紀

　

だ
が
、
日
本
で
の
服
装
問
題
の
問
い
直
し
の
過
程
は
、
非
常
に
不
明
瞭
で
あ
る
。

　

一
九
一
一
年
に
、
平
塚
ら
い
て
う
を
始
め
と
す
る
女
性
た
ち
が
雑
誌
『
青
鞜
』
を
出
し

は
じ
め
た
事
実
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
初
文
芸
雑
誌
の
は
ず
だ
っ
た
が
、

直
ち
に
「
女
性
問
題
」
―
―
彼
女
ら
も
気
づ
い
た
よ
う
に
こ
れ
は
本
質
に
お
い
て
は
も
ち

ろ
ん
「
男
性
問
題
」
で
あ
る
―
―
を
問
う
女
性
た
ち
の
結
集
点
と
な
る
。
だ
が
、
奇
妙
な

こ
と
だ
が
、『
青
鞜
』
に
集
う
女
性
た
ち
は
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
服
装
問
題

に
眼
が
向
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
女
ら
は
、
相
変
わ
ら
ず
キ
モ
ノ
で
す
ご
し
て
い
る

(1)
。
髪
型
は
、
束
髪
（
中
で
も
日
露
戦
争
後
に
は
や
り
出
し
た
「
二
百
三
高
知
」
と
呼
ば
れ

る
丸
い
髪
形
(2)
）
の
女
性
が
多
い
が
、
そ
れ
は
当
時
の
流
行
に
従
っ
た
だ
け
に
み
え
る
。

め
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
唯
一
、
尾
竹
紅べ

に
よ
し吉

と
い
う
若
い
女
性
が
、
襠ま

ち

が
入
っ

て
両
足
を
わ
け
る
男
袴
を
は
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
(3)
。

　

日
本
に
お
け
る
服
装
の
変
革
に
つ
い
て
か
た
る
際
、
何
よ
り
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
運
動

家
の
活
動
・
理
論
と
い
う
よ
り
、
女
性
の
社
会
進
出
な
ら
び
に
、
そ
れ
と
と
も
に
可
能
に

な
っ
た
社
会
変
化
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
面
で
、
明
瞭
な
画
期
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
だ
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が
、
や
は
り
例
外
的
な
場
所
で
例
外
的
に
洋
装
す
る
と
い
う
現
象
に
は
、
ま
だ
し
も
抵
抗

が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
日
本
で
も
、
海
水
着
と
し
て
の
洋
装
が
受
け
入
れ

ら
れ
た
(4)
。
ま
た
先
に
ふ
れ
た
「
モ
ガ
」
が
多
く
出
現
す
る
一
九
二
〇
年
代
が
、
洋
装
へ

の
大
き
な
転
換
点
に
な
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

い
ま
私
は
、「
洋
装
」
を
強
調
し
た
が
、
そ
れ
は
当
時
、
キ
モ
ノ
か
ら
の
脱
皮
を
探
る

道
と
し
て
は
、
キ
モ
ノ
の
改
良
の
可
能
性
を
別
に
す
れ
ば
（
本
質
的
と
も
言
え
る
改
良
服
が

考
案
さ
れ
た
が
、
長
年
に
わ
た
る
キ
モ
ノ
の
「
伝
統
」
は
そ
れ
を
考
案
者
以
外
の
人
が
着
る
の

を
は
ば
ん
だ
(5)
）
、
現
実
的
に
は
洋
装
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
洋
装
も
、
前

述
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
女
性
た
ち
の
勇
気
あ
る
努
力
の
結
果
、
今
日
的
な
機
能
的
・

解
放
的
な
も
の
に
変
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
の
当
時
の
洋
装
は
、
今
日

的
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
も
、
キ
モ
ノ
と
比
べ
れ
ば
は
る
か

に
解
放
的
で
あ
り
機
能
的
だ
っ
た
。
こ
れ
へ
の
転
換
は
、い
わ
ゆ
る「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

の
自
由
な
雰
囲
気
と
、と
く
に
関
東
大
震
災
後
に
顕
著
に
な
っ
た
建
築
様
式
の
洋
風
化
（
椅

子
式
生
活
の
拡
大
）
が
後
お
し
し
た
と
評
価
で
き
る
が
(6)
、
だ
が
じ
つ
は
当
時
で
さ
え
、

一
歩
大
都
市
を
は
な
れ
れ
ば
、
圧
倒
的
多
数
の
民
衆
は
キ
モ
ノ
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

一
九
三
〇
年
代
末
に
は
じ
ま
る
「
戦
時
体
制
」
へ
の
移
行
は
、
服
装
問
題
に
も
微
妙
な

影
響
を
あ
た
え
た
よ
う
で
あ
る
。
伝
統
的
な
キ
モ
ノ
の
枠
内
の
こ
と
と
は
い
え
、
い
わ
ゆ

る
股
引
の
改
良
型
で
あ
る
「
モ
ン
ペ
」
(7)
の
着
用
が
、
天
皇
制
政
府
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
(8)
。
こ
れ
は
女
性
が
社
会
的
な
規
模
で
ズ
ボ
ン
型
の
服
装
を
見
に
つ
け
た

と
い
う
意
味
で
は
、
歴
史
的
に
見
て
画
期
的
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
「
敗
戦
」

と
と
も
に
、
こ
の
傾
向
は
む
し
ろ
戦
時
体
制
の
象
徴
と
し
て
忌
避
さ
れ
る
傾
向
が
生
ま
れ

た
。
だ
が
、
洋
装
化
―
―
何
よ
り
そ
れ
は
ス
カ
ー
ト
化
で
あ
っ
た
―
―
は
確
実
に
進
ん
だ
。

日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
、
こ
れ
を
後
お
し
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
戦
中
・
戦
後
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
労
働
へ
の
大
規
模
な
参
加
が
、
こ
れ
を
決

定
的
た
ら
し
め
た
。

　

一
方
、
労
働
へ
の
大
規
模
な
参
加
は
、
単
な
る
洋
装
化
（
実
態
は
ス
カ
ー
ト
化
）
を
お

し
進
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
ズ
ボ
ン
化
へ
の
傾
向
も
生
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
を

決
定
的
に
後
お
し
し
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
の
「
第
二
次
女
性
解
放
運
動
」
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を
発
祥
地
と
す
る
新
た
な
女
性
解
放
運
動
は
、
全
般
的
な
服
装
問
題
へ

の
自
覚
を
た
か
め
た
の
み
か
、「
対
抗
文
化
」
の
影
響
と
む
す
び
つ
い
て
、
肉
体
労
働
者

の
服
で
あ
っ
た
、
も
し
く
は
そ
れ
を
模
し
た
「
ジ
ー
ン
ズ
」
が
女
性
の
ズ
ボ
ン
化
を
促
進

さ
せ
る
の
に
、
決
定
的
な
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
（
こ
の
点
で
は
欧
米
も
同
様
で
あ
る
）
。

　

な
お
、
上
に
ジ
ー
ン
ズ
を
二
度
評
価
し
た
が
、
私
に
は
こ
れ
は
一
種
の
拘
束
服
―
―
も

ち
ろ
ん
キ
モ
ノ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
に
せ
よ
―
―
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
が
あ
る
。
あ

ま
り
に
ピ
ッ
チ
リ
と
し
て
お
り
、
腹
部
や
腿も

も

そ
の
他
に
緊
張
を
あ
た
え
る
よ
う
に
つ
く
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(9)
。

　

�

(1)
小
林
編
口
絵　

(2)
京
都
美
容
文
化
ク
ラ
ブ
184
頁　

(3)
渡
邊
38
～
40
頁　

(4)
村
上
①
（
三
）

57
頁　

(5)
同
前
（
二
）
202
頁
以
下　

(6)
佐
藤
207
～
208
頁
、
鷹
司
92
頁　

(7)
柳
田
國
男
に
よ
れ

ば
男
袴
は
も
と
も
と
非
常
に
細
く
（
そ
の
例
を
村
上
①
（
二
）
93
頁
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
）、

そ
れ
は
今
日
言
う
股
引
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
関
東
や
東
北
で
モ
ッ
ペ
ま
た
は
モ
ン

ペ
と
い
う
袴
と
、
も
と
は
一
つ
の
も
の
一
つ
の
言
葉
だ
っ
た
」
と
い
う
（
柳
田
②
48
頁
）。

　

�

(8)
佐
藤
209
頁　

(9)
池
田
31
～
32
頁
。
も
っ
と
も
最
近
は
そ
う
で
は
な
い
種
類
の
製
品
が
売
り

出
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
ジ
ー
ン
ズ
を
は
く
習
慣
の
な
い
私
に
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な

い
。

四　

キ
モ
ノ
の
未
来

キ
モ
ノ
の
擁
護
―
―
そ
の
美
、
く
つ
ろ
ぎ
・
癒
し
の
着
物

　

こ
れ
ま
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
、
キ
モ
ノ
に
関
連
す
る
諸
問
題
を
論
ず
る
と
同
時

に
、
欧
米
な
ら
び
に
「
明
治
」
以
降
の
日
本
に
お
け
る
服
装
の
歴
史
を
論
じ
た
。
後
者
は
、
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キモノとジェンダー階層制　――人は服装をつくり服装は人をつくる

今
日
ど
れ
だ
け
女
性
が
服
装
の
自
由
を
手
に
入
れ
た
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ

る
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
キ
モ
ノ
の
問
題
に
戻
り
た
い
。
そ
れ
に

は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
未
来
が
あ
る
の
か
？

　

現
在
（
二
〇
一
〇
〜
一
一
年
現
在
）
、
キ
モ
ノ
に
対
す
る
強
い
嗜
好
が
見
ら
れ
る
。
い
や
、

単
な
る
嗜
好
と
い
う
よ
り
、「
キ
モ
ノ
・
ブ
ー
ム
」
の
観
さ
え
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

は
確
か
に
商
業
資
本
が
し
か
け
た
ブ
ー
ム
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
い
か
な
る
音
頭
と
り
が

あ
ろ
う
と
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
社
会
的
・
文
化
的
な
背
景
な
し
に
は
、
ブ
ー
ム
は
到
来
し

な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
モ
ノ
が
ブ
ー
ム
と
な
る
一
定
の
社
会
的
・
文
化
的
当
の

基
盤
が
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
現
象
は
、
あ
た
か
も
女
性
の
ズ
ボ
ン
化
に
抗
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、

ル
ド
フ
ス
キ
ー
も
言
う
よ
う
に
、
拘
束
服
の
よ
う
な
上
半
身
と
、
一
方
あ
ま
り
に
も
無
防

備
な
下
半
身
と
い
う
著
し
い
対
比
を
キ
モ
ノ
は
も
た
ら
す
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
現
象
を

わ
れ
わ
れ
は
説
明
し
評
価
し
え
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ
モ
ノ
が
発
達
し
、
と
く

に
幅
三
〇
セ
ン
チ
に
も
達
す
る
今
日
ふ
つ
う
に
見
ら
れ
る
帯
の
原
型
が
生
ま
れ
た
の
が
、

女
性
が
男
性
の
贅
沢
品
に
、
言
い
か
え
れ
ば
そ
の
「
富
を
誇
示
す
る
生
き
た
広
告
」
(1)
と

な
り
、
そ
の
意
味
で
女
性
の
地
位
が
最
も
低
下
し
た
江
戸
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、

キ
モ
ノ
と
は
女
性
の
低
い
地
位
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
身
体
の
自
由
を
奪
う
こ
と
を
通
じ

て
実
際
に
女
性
を
低
い
地
位
に
お
し
と
ど
め
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
強
め
る
男
権
制
社
会

の
武
器
で
あ
る
点
を
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

だ
が
、
こ
う
記
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
私
は
キ
モ
ノ
を
廃
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。

　

な
る
ほ
ど
、
女
性
が
服
装
に
関
す
る
非
常
に
大
き
な
自
由
を
手
に
入
れ
た
現
代
に
お
い

て
、
か
つ
て
の
女
性
た
ち
を
し
ば
っ
た
服
装
の
歴
史
を
、
記
憶
に
と
ど
め
て
ほ
し
い
と
私

は
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
服
装
を
変
え
よ
う
と
闘
っ
た
女
性
が
い
た
事
実
も
、
記
憶
に

と
ど
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
服
装
を
た
ん
な
る
衣
装
と
み
る
の
で
は
な
く
、
多
か
れ

少
な
か
れ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
階
層
制
の
し
く
み
が
反
映
し
た
政
治
的
な
装
置
と
し
て
み
る
目

を
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
男
性
に
も
、
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
上
で
む
し
ろ
私
は
、
女
性
が
社
会
的
な
規
模
で
経
済
的
な
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
（
も
ち
ろ
ん
現
状
に
お
い
て
も
け
っ
し
て
十
分
と
は
言

え
な
い
と
し
て
も
）、
し
た
が
っ
て
生
活
の
根
本
的
な
変
化
を
通
じ
て
服
装
に
関
す
る
非
常

に
大
き
な
自
由
を
手
に
入
れ
た
現
代
に
お
い
て
、
キ
モ
ノ
を
衣
生
活
に
お
け
る
多
様
性
を

な
す
環
の
一
つ
と
し
て
、
自
由
な
選
択
の
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
、
か
つ
そ
の
キ
モ
ノ
を

よ
り
自
由
な
も
の
と
し
て
解
放
し
た
い
の
で
あ
る
。

　

(1)
リ
ュ
リ
ー
219
頁

キ
モ
ノ
の
美

　

戸
井
田
道
三
が
言
う
よ
う
に
、「
身
分
制
〔
こ
こ
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
階
層
制
と
読
も
う
〕

そ
の
も
の
は
…
…
廃
棄
し
て
ゆ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
し

か
し
、
そ
の
時
代
に
生
み
出
さ
れ
た
美
を
も
同
時
に
廃
棄
す
る
必
要
は
少
し
も
な
い
だ
ろ

う
」
(1)
。
な
る
ほ
ど
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
も
日
本
の
伽が

ら

ん藍
・
城
郭
も
、
当
時
の
お
び
た
だ
し
い
民

衆
の
血
と
涙
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
あ
る
い
は
、
そ
の
徹
底
し
た
収
奪
の
結
果
つ
く
ら

れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
見
る
、
人
間
が
生
み
だ
し
た
壮
麗
な
技
術
や
美
を
賛
美
し
て
も

よ
い
だ
ろ
う
。
キ
モ
ノ
は
、
形
態
に
お
い
て
男
女
差
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
様

の
差
が
非
常
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
が
女
性
の
キ
モ
ノ
（
小
袖
）
に
お

い
て
優
美
・
華
麗
さ
を
ま
す
形
で
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。
慶
長
小
袖
、
寛か

ん
ぶ
ん文

小
袖
、
元
禄
小

袖
…
…
と
そ
れ
は
つ
づ
く
(2)
と
同
時
に
、
そ
の
時
代
は
多
様
な
織
り
、
染
め
の
技
術
を
発

展
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
伽
藍
・
城
郭
の
内
部
を
か
ざ
っ
た
障
屏
画
が
そ
れ
自
体
美
し
い
よ

う
に
、
キ
モ
ノ
の
文
様
0

0

も
そ
れ
自
体
美
し
い
と
評
価
し
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。
キ
モ

ノ
を
着
る
女
性
を
見
る
と
、
あ
た
か
も
絵
画
が
歩
い
て
い
る
と
錯
覚
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

い
や
、
美
し
い
の
は
文
様
そ
の
も
の
と
言
う
よ
り
、
色
彩
0

0

と
い
う
言
う
べ
き
か
も
知
れ

な
い
。
男
性
服
は
、
非
常
に
く
す
ん
だ
限
ら
れ
た
色
の
も
の
し
か
な
い
が
、
女
性
服
は
多

彩
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
服
自
体
は
、
こ
と
に
仕
事
着
の
場
合
は
、
単
色
の
こ
と
も
多
い
。
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そ
う
で
な
く
て
も
、
あ
た
か
も
江
戸
後
期
の
縞し

ま

・
小
紋
の
よ
う
に
、
複
数
の
色
彩
が
め
だ

た
な
い
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
キ
モ
ノ
は
、と
く
に
友
禅
な
ど
の
染
め
の
歴
史
も
あ
い
ま
っ

て
、
一
着
の
細
部
に
お
い
て
し
ば
し
ば
多
彩
を
き
わ
め
て
い
る
。

　

し
か
も
、キ
モ
ノ
に
付
随
す
る
小
物
の
組
み
あ
わ
せ
も
多
彩
で
あ
る
。
藤
本
和
子
は
、「
き

も
の
の
色
の
上
に
、
襟
、
帯
、
帯
紐
、
裾す

そ

廻
し
、
草ぞ

う

り履
の
色
を
配
置
し
た
、
視
覚
的
な
『
連
続
』

と
『
断
絶
』
の
組
合
わ
せ
」
に
心
引
か
れ
る
と
か
た
っ
て
い
る
が
(3)
、こ
れ
ら
は
そ
れ
自
体
、

実
用
的
な
服
装
か
ら
あ
ま
り
に
も
キ
モ
ノ
を
遊
離
れ
さ
せ
た
要
因
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ

れ
で
も
な
お
キ
モ
ノ
の
多
彩
さ
を
演
出
す
る
道
具
と
な
っ
て
い
る
。

　

(1)
戸
井
田
19
頁　

(2)
丸
山
20
頁
以
下　

(3)
鶴
見
他
125
頁

服
装
は
自
己
を
発
見
さ
せ
る
―
―
く
つ
ろ
ぎ
の
キ
モ
ノ

　

以
上
は
、
ハ
レ
の
キ
モ
ノ
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ケ
の
キ
モ
ノ
（
こ
こ
で
は
労
働
着

は
お
く
）
に
お
い
て
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
第
一
に
、
人
は
た
ん
に
機
能
性
を
得
る
た
め
に
だ
け
装
う
の
で
は
な
い
。
と

き
に
そ
れ
が
む
し
ろ
機
能
性
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
装
い
は
自
分
ら
し

0

0

0

0

さ
の
発
見
の
た
め
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
自
分
ら
し
さ
の
維
持
の
た
め
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
自
分
ら
し
さ
を
強
化

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
0

0

た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
人
が
好
み
の
装
い
を
身
に
ま
と
っ
た
と
き
（
そ

れ
は
美
し
い
も
の
に
限
ら
な
い
が
）
に
は
、
自
分
に
自
信
が
も
て
る
の
も
、
服
装
が
も
つ
不

思
議
な
力
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
も
し
キ
モ
ノ
に
、
そ
の
よ
う
な
自
分
ら
し
さ
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
キ
モ
ノ
を
尊
重
し
た
い
と
考
え
る
人
の
気
持
ち
は
、
大

い
に
理
解
可
能
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
尊
重
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

キ
モ
ノ
が
あ
た
え
る
自
信
は
ハ
レ
の
場
合
に
顕
著
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
ケ
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
ケ
と
言
っ
て
も
こ
こ
で
は
む
し
ろ
労
働
と
く
つ
ろ
ぎ
と
の
違
い
が
顕
著
に

問
わ
れ
う
る
。
労
働
は
つ
ね
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
あ
る
種
の
機
能
性
を
要
求
す
る
が
、

く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
に
は
む
し
ろ
、
労
働
の
対
極
に
あ
る
不
便
さ
さ
え
人
は
い
と
わ
な
い
傾

向
が
あ
る
。
小
袖
は
、
歴
史
的
に
は
大
袖
な
い
し
広
袖
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
労
働
と
は
無
縁
な
貴
族
の
大
袖
・
広
袖
に
対
し
て
、
労
働
に
従
事
す
る
庶
民
の
衣
類
が

小
袖
で
あ
っ
た
。
そ
の
小
袖
の
袖
さ
え
、
今
日
で
は
も
は
や
労
働
に
適
さ
ず
（
も
っ
と
も

前
記
の
よ
う
に
柳
田
は
江
戸
期
に
お
い
て
さ
え
実
際
の
労
働
着
は
も
っ
と
機
能
的
で
あ
っ
た
と

記
し
て
い
る
が
）
、
む
し
ろ
労
働
と
は
無
縁
な
時
間
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
く
つ
ろ
ぎ
の

時
間
、
人
は
今
日
ガ
ウ
ン
や
バ
ス
ロ
ー
ブ
を
着
る
が
、
そ
れ
ら
が
あ
た
え
る
の
と
同
じ
安

ら
ぎ
と
安
心
感
を
、
キ
モ
ノ
（
浴
衣
）
は
、
袖
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
労
働
と
の
無
縁
さ

を
示
す
特
性
を
通
じ
て
、
ま
た
そ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
着
方
（
た
だ
し
こ
れ
は
男
性
の
得
る

印
象
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
）
を
通
じ
て
、
あ
た
え
て
く
れ
る
。

　

橋
本
澄
子
は
キ
モ
ノ
を
「『
癒
し
』
の
衣
服
」
と
記
し
て
い
た
が
(1)
、余
暇
に
お
い
て
こ
そ
、

人
は
蓄
積
し
た
ス
ト
レ
ス
を
解
放
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
余
暇
の
時
間
を
労

働
と
は
異
な
る
自
覚
を
も
っ
て
す
ご
す
た
め
の
象
徴
的
な
意
味
を
、
人
は
キ
モ
ノ
に
託
す

の
で
あ
る
。

　

(1)
橋
本
５
頁

服
装
の
「
性
淘
汰
」
上
の
機
能

　

第
二
に
、
衣
服
に
お
け
る
性
淘
汰

0

0

0

上
の
機
能
は
、
い
か
な
る
時
代
に
あ
ろ
う
と
も
本
質

的
な
点
で
は
変
わ
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

異
性
の
関
心
を
引
く
手
段
と
し
て
、
化
粧
お
よ
び
服
装
の
重
要
性
が
し
ば
し
ば
か
た
ら

れ
る
。
化
粧
は
多
か
れ
少
な
か
れ
現
実
の
人
間
身
体
の
構
造
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
一
方
、
服
装
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
極
端
な
ま
で
の
誇
張
性
を
そ

れ
は
持
ち
う
る
（
典
型
的
に
は
ス
ペ
イ
ン
王
室
の
マ
フ
、
ク
リ
ノ
リ
ン
／
バ
ッ
ス
ル
・
ス
カ
ー

ト
に
、
あ
る
い
は
日
本
で
は
キ
モ
ノ
の
帯
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
(1)
）。
こ
れ
は
、
女
性

が
経
済
的
・
社
会
的
な
自
立
性
を
持
ち
え
ず
に
い
た
時
代
に
は
、
女
性
の
幸
不
幸
を
直
接

に
左
右
す
る
影
響
力
を
持
ち
え
た
。
だ
が
、
そ
の
種
の
服
装
の
機
能
は
、
女
性
が
経
済
的
・

社
会
的
に
自
立
し
た
今
で
も
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

い
や
、
む
し
ろ
経
済
的
力
を
獲
得
し
、
社
会
的
そ
の
他
の
地
位
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
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キモノとジェンダー階層制　――人は服装をつくり服装は人をつくる

ど
、
服
装
（
も
ち
ろ
ん
化
粧
に
よ
っ
て
も
）
に
よ
っ
て
よ
り
自
由
に
自
ら
の
性
的
魅
力
を
、

異
性
に
対
し
て
示
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
風
俗
史
家
の

フ
ッ
ク
ス
は
、
女
性
が
さ
ら
さ
れ
る
「
男
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
…
…
競
争
」
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
が
、
服
装
は
、
そ
の
た
め
の
「
理
想
的
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
今
の

と
こ
ろ
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
競
争
の
論
理
」
と
し
て
役
立
つ
と
記
し
て
い
る

(2)
。「
男
を
手
に
入
れ
る
」
の
は
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
女
性
に
と
っ
て
の
経
済
的
必
要
（
生

き
る
た
め
の
必
要
）
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
性
的
な
満
足
も

し
く
は
性
的
な
自
己
確
認
の
欲
求
に
も
も
と
づ
い
て
い
る
。
今
日
、
女
性
に
と
っ
て
「
男

を
手
に
入
れ
る
」
こ
と
の
切
実
さ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
職
業
分
野
が
女
性
に
閉
ざ
さ
れ
て
い

た
時
代
と
比
べ
て
、
一
面
で
は
き
わ
め
て
薄
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
晩
婚
化
が
進
ん
だ

の
は
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
未
婚
化
が
進
ん
だ
最
大
の
要
因
は
、
女
性
が
男
性
に
依
存
せ
ず
と

も
自
力
で
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

け
れ
ど
も
、
性
的
な
満
足
な
ら
び
に
性
的
な
自
己
確
認
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
時
期

で
あ
る
だ
け
に
、
な
お
の
こ
と
切
実
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(3)
。

経
済
的
要
因
が
前
面
に
出
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
種
の
要
求
は
背
景
に
退
き
が
ち
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
同
要
因
が
後
退
し
た
場
合
に
、
こ
の
も
う
ひ
と
つ
の
要
求
は
明
瞭
に
姿
を

現
す
。
つ
ま
り
、
経
済
的
力
を
女
性
が
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
い
ぜ
ん
と
し
て

「
男
を
手
に
入
れ
る
」（
比
喩
的
な
意
味
に
お
い
て
で
あ
れ
）
こ
と
は
切
実
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
男
性
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
男
性
が
ひ
と
り
経
済
的

力
を
も
っ
て
い
た
時
代
、
男
性
は
多
か
れ
少
な
か
れ
労
せ
ず
し
て
女
性
を
手
に
入
れ
ら
れ
た
が
、

女
性
が
経
済
力
を
身
に
つ
け
た
今
で
は
そ
う
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
）
。

　

だ
が
そ
の
と
き
、
ど
の
よ
う
な
価
値
を
女
性
は
も
と
め
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
お
そ
ら

く
は
、
い
か
に
拘
束
服
的
な
要
因
（
そ
の
か
ぎ
り
男
権
主
義
的
要
因
）
が
キ
モ
ノ
に
付
随
し

て
い
た
と
し
て
も
、
む
し
ろ
も
と
め
る
べ
き
価
値
を
、
伝
統
の
う
ち
か
ら
借
り
て
く
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
よ
か
れ
悪
し
か
れ「
美
し
さ
」と
い
う
価
値
で
あ
ろ
う
。

男
性
が
そ
れ
を
望
む
傾
向
が
高
い
と
同
時
に
、
女
性
自
身
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
プ
ラ
ス
の

価
値
で
あ
り
、
ま
た
自
ら
に
お
い
て
手
に
入
れ
や
す
い
価
値
だ
か
ら
で
あ
る
。
美
し
さ
が

と
く
に
女
性
に
つ
い
て
の
み
か
た
ら
れ
る
点
に
お
い
て
、
寿
岳
章
子
と
同
様
に
「
危
険
な

も
の
を
感
じ
」
て
し
ま
う
人
も
い
る
と
思
う
が
(4)
、
そ
れ
で
も
、
美
し
さ
が
女
性
に
つ
い

て
か
た
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
よ
う
と
欲
す
る
女
性
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
て
っ
と
り
早
く
手
に
入
れ
う
る
し
、
よ
か
れ
悪
し
か
れ
、
そ
れ
の
獲
得
を
可

能
に
す
る
装
置
は
、
歴
史
的
に
い
た
る
と
こ
ろ
（
服
装
、
化
粧
、
装
飾
、
等
）
に
見
出
さ
れ

う
る
か
ら
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
以
上
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
キ
モ
ノ
は
今
で
も
性
淘
汰
上
の
機
能
を
実
際

に
有
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
い
か
に
経
済
的
に
男
性
か
ら
独
立
し
て
生
き
る
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
女
性
は
そ
れ
を
容
易
に
は
捨
て
よ
う
と
し
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　

�

(1)
男
性
の
例
で
言
え
ば
一
七
～
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
達
し
た
カ
ツ
ラ
な
ど
も
同
様
に
理

解
で
き
よ
う
。　

(2)
フ
ッ
ク
ス
91
頁　

(3)
た
だ
し
こ
こ
で
は
論
述
の
都
合
上
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
（
Ｔ
）

の
人
た
ち
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
。　

(4)
寿
岳
124
頁

自
己
確
認
の
手
段
と
し
て
の
服
装

　

第
三
に
、
服
装
は
各
人
に
と
っ
て
そ
の
各
人
性
を
確
認
さ
せ
る
有
効
な
手
段
で
あ
り
う

る
。
そ
し
て
そ
の
各
人
性
が
、
要
す
る
に
個
性
が
尊
重
さ
れ
る
世
界
は
、
何
に
も
ま
し
て

目
ざ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
人
間
の
終
局
的
な
解
放
が
あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
個
性
の
十
全
な
開
花
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
る
ま
い
）、
今
日
の
社
会
的
・
政
治
的
等
の

環
境
下
に
あ
っ
て
、
服
装
の
自
由
な
選
択
可
能
性
こ
そ
望
ま
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
多
様
な
選
択
の
可
能
性
の
範
囲
に
、
キ
モ
ノ
が
―
―
そ
れ
が
い
か
に
歴
史
的

な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
維
持
装
置
と
し
て
機
能
し
た
の
が
事
実
だ
っ
た
と
し
て
も
―
―
ご
く
自
然

に
入
り
こ
ん
で
い
る
事
実
は
、
尊
重
す
べ
き
で
あ
っ
て
も
け
っ
し
て
否
定
す
べ
き
こ
と
で

は
な
い
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。

　

服
装
が
女
性
の
生
活
に
影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性
に
つ
い
て
、
つ
ね
に
問
題
意
識
を
維
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持
す
る
必
要
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
以
上
の
意
味
に
お
い
て
、
第
一
に
問
わ
れ
る
べ
き
は

女
性
の
生
活
（
社
会
的
地
位
）
で
あ
っ
て
、
服
装
は
あ
く
ま
で
そ
れ
に
付
随
す
る
問
題
で

あ
る
（
に
と
ど
ま
る
）
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

た
し
か
に
村
上
信
彦
が
言
う
よ
う
に
、
女
性
の
社
会
的
な
地
位
の
低
下
と
と
も
に
、
あ

の
キ
モ
ノ
の
形
態
は
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
、「
キ
モ
ノ
が
出

現
し
な
け
れ
ば
女
性
の
社
会
的
地
位
は
低
下
し
な
か
っ
た
と
判
断
0

0

で
き
る
」
と
し
て
も
（
対

偶
命
題
）、「
キ
モ
ノ
が
な
く
な
れ
ば
社
会
的
地
位
は
上
昇
す
る
」
と
い
う
命
題
は
出
て
こ

な
い
。
社
会
的
地
位
と
キ
モ
ノ
は
並
存
し
う
る
。

歴
史
的
意
味
も
変
化
す
る
―
―
非
機
能
性
の
も
ち
う
る
意
味

　

も
ち
ろ
ん
、
女
性
が
ス
カ
ー
ト
型
衣
類
（
キ
モ
ノ
も
ふ
く
め
）
を
選
ぶ
こ
と
の
歴
史
的

意
味
―
―
い
や
、
キ
モ
ノ
は
単
に
ス
カ
ー
ト
型
衣
類
の
類
型
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
り
抑
圧

的
な
意
味
を
担
っ
て
き
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
―
―
は
残
る
と

し
て
も
、
一
方
、
女
性
の
社
会
的
地
位
の
変
化
に
と
も
な
い
、
そ
の
歴
史
的
意
味
さ
え
一

定
の
変
容
を
受
け
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

か
つ
て
女
性
は
、
男
が
さ
だ
め
た
仕
方
で
し
か
、
自
ら
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
示
せ

な
か
っ
た
が
、
今
日
で
は
そ
う
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
と
き
女
性
は
、
男
権
制

社
会
の
圧
力
に
よ
っ
て
キ
モ
ノ
を
着
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
自
由
意
志
で
着
る
。
個
人

の
自
覚
の
水
準
に
お
の
ず
か
ら
差
は
あ
る
と
は
い
え
、
全
般
的
に
見
て
、
少
な
く
と
も
そ

の
よ
う
に
意
味
づ
け
る
こ
と
は
、
十
分
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
男
権
制
社
会
の
陰
謀
は
陰
に
陽
に
お
し
よ
せ
る
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
モ
ー
ド
と

い
う
形
を
と
っ
て
）
こ
と
を
、
軽
視
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
服
装
に
お
い
て
女
性
も
す

で
に
十
分
に
運
動
性
・
機
能
性
を
え
た
、
と
言
い
う
る
か
ど
う
か
は
依
然
と
し
て
問
題
で

あ
る
。
む
ろ
ん
リ
ュ
リ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
ス
カ
ー
ト
を
よ
り
非
機
能
的
な
も
の
と
し
よ

う
と
す
る
動
き
も
つ
ね
に
存
在
し
う
る
(1)
。
い
や
、
ズ
ボ
ン
（
パ
ン
ツ
）
に
つ
い
て
さ
え

そ
れ
は
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
(2)
。

　

だ
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
十
分
な
運
動
性
・
機
能
性
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
、
か

な
ら
ず
し
も
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
第
一
次
産
業
よ
り
第
二
次
産
業
が
発
展
し
た
時
代

が
、
二
〇
世
紀
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
後
半
は
、
第
三
次
産
業
が
よ
り
多
く
の
比
重
を
占

め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
次
産
業
の
特
殊
性
は
、
第
二
次
産
業
と
比
較
し
て

さ
え
、
運
動
性
・
機
能
性
に
重
き
を
お
か
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
日
常
の
服

装
に
お
い
て
雨
・
風
に
対
応
し
う
る
用
意
を
つ
ね
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

そ
の
か
ぎ
り
―
―
抽
象
的
に
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
機
能
性
・
運
動
性
の
獲
得
は
い
ま
だ
不
十

分
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
―
―
、
日
常
的
・
一
般
的
レ
ベ
ル
で

は
す
で
に
十
分
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
女
性
は
多
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
疑
い

も
な
く
、
社
会
進
歩
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
む
ろ
ん
、
前
記
の
よ
う
に
、
む
し
ろ
非

機
能
的
な
も
の
を
着
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
機
能
性
と
い
う
労
働
の
価
値
か
ら
身
を
解

き
は
な
つ
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
さ
え
、
一
般
化
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

　

�

(1)
リ
ュ
リ
ー
219
頁
。
リ
ュ
リ
ー
は
膝
下
が
極
端
に
細
く
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
ホ
ッ
ブ
ル
・
ス
カ
ー

ト
を
そ
の
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
、
コ
ル
セ
ッ
ト
な
し
ド

レ
ス
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
の
だ
と
い
う
。
こ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
身
体
緊
縛
か
ら
女
性
を
解
放

し
よ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
動
機
は
何
で
あ
る
に
せ
よ
、
身
体
拘
束
に
よ
る
「
女
ら

し
さ
」
か
ら
女
性
を
解
放
し
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。　

(2)
村
上
①
（
三
）

167
～
173
頁

江
戸
の
非
機
能
性
と
現
代
の
非
機
能
性

　

江
戸
期
の
非
機
能
性
は
、
全
般
的
な
女
性
支
配
の
シ
ス
テ
ム
の
上
に
な
り
た
つ
非
機
能

性
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
期
に
お
い
て
、
女
性
は
家
に
か
こ
い
こ
ま
れ
男
性
に
隷
従
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

が
、
家
に
お
か
れ
る
（
そ
こ
に
お
か
れ
る
か
ぎ
り
不
自
由
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
だ
し
も

そ
れ
な
り
に
幸
福
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
）
こ
と
さ
え
な
い
女
性
も
、
非
常
に
多
か
っ
た

の
で
あ
る
。
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家
か
ら
放
逐
さ
れ
た
女
性
の
行
き
場
は
遊
郭
で
あ
る
。
親
の
借
金
の
方
と
し
て
、
あ
る

い
は
篭ろ

う
ら
く絡

・
誘
拐
等
に
よ
っ
て
(1)
遊
郭
に
連
れ
て
行
か
れ
た
少
女
は
、
そ
こ
で
日
々
に
（
さ

ら
な
る
）
前

ぜ
ん
し
ゃ
く

借
を
つ
く
ら
れ
て
、
一
〇
年
以
上
に
わ
た
る
（
と
き
に
は
二
〇
年
に
も
お
よ
ぶ

(2)
）
年
季
が
あ
け
る
ま
で
、
遊
郭
か
ら
出
る
こ
と
も
で
き
ず
に
、
毎
晩
客
を
と
ら
な
け
れ
ば
、

食
べ
物
さ
え
満
足
に
あ
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
無
力
な
彼
女
ら
に
容
赦
な
く
く
わ

え
ら
れ
る
折せ

っ
か
ん檻

・
打

ち
ょ
う
ち
ゃ
く

擲
・
私リ

ン

チ刑
(3)
。
当
時
、心
中
等
に
失
敗
し
て
生
き
の
こ
っ
た
女
性
は
、「
非

人
」
と
し
て
遊
郭
に
払
い
さ
げ
ら
れ
た
が
、
遊
郭
に
お
い
て
籠
の
鳥
と
な
っ
た
女
性
た
ち

は
、
た
し
か
に
「
非
人
」
以
上
の
生
き
方
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
期
、
女
性

に
強
い
ら
れ
た
非
機
能
性
は
、
女
性
に
足
か
せ
を
は
め
、
女
性
を
無
力
に
す
る
こ
う
し
た

江
戸
期
の
現
実
と
、
底
部
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

今
日
の
時
代
に
お
け
る
非
機
能
性
は
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
意
味
を
異
に
す
る
。

　

女
性
は
人
権
を
有
す
る
人
格
性
の
主
体
で
あ
る
。
今
日
、
そ
の
認
識
は
も
は
や
ゆ
る
ぎ

な
い
。
十
分
な
社
会
進
出
が
い
ぜ
ん
と
し
て
困
難
な
領
域
も
あ
ろ
う
し
、
そ
う
で
な
く
て

も
眼
に
見
え
な
い
制
限
が
女
性
の
い
く
手
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
社
会

進
出
が
た
だ
ち
に
人
間
的
な
生
存
の
確
保
を
保
障
す
る
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
で

も
な
お
、
人
類
が
こ
れ
ま
で
へ
て
き
た
時
代
と
比
較
し
た
と
き
、
女
性
が
現
在
お
か
れ
て

い
る
状
況
は
、
圧
倒
的
な
進
歩
を
と
げ
た
結
果
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
服
装
に
つ
い
て
み
て
も
、
今
日
女
性
は
、
十
分
に
解
放
的
で
機
能
的

な
多
彩
な
服
装
を
、（
ほ
ぼ
）
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
に
生
き
る
と
き
、
非
機
能
性
も
意
味
を
か
え
る
。
そ
れ
は
女
性
の
足
か

せ
や
無
力
の
象
徴
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
そ
れ
を
う
む
政
治
的
装
置
で
は
な
い
。
ル
ド

フ
ス
キ
ー
は
服
装
病sartoriasis

と
は
「
不
便
さ
〔
非
機
能
性
〕
を
味
わ
う
喜
び
」
だ
と
記

し
て
い
る
が
(4)
、
た
し
か
に
そ
れ
を
も
一
つ
の
選
択
肢
に
で
き
る
ほ
ど
の
自
由
が
あ
た
え

ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
う
る
か
ぎ
り
、
と
き
に
そ
う
し
た
非
機
能
性
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ

と
は
、
異
な
る
生
活
の
質
を
さ
え
約
束
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
現
代
社
会
に

お
い
て
「
ほ
と
ん
ど
脱
出
不
可
能
と
い
わ
れ
る
牢
獄
、
す
な
わ
ち
自
分
自
身
か
ら
の
逃
避

の
手
段
」と
な
る
し
、よ
り
積
極
的
に「
自
分
自
身
を
発
見
す
る
」手
段
に
も
な
る
(5)
。
今
日
、

キ
モ
ノ
が
あ
た
え
る
非
機
能
性
と
は
、
そ
の
よ
う
に
意
味
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

�

(1)
永
井
105
頁
、
武
陽
327
～
329
頁　

(2)
永
井
106
～
108
頁　

(3)
武
陽
320
～
323
頁
。
私
刑
は
遊
女
の

最
上
位
に
位
置
す
る
太た

ゆ
う夫

に
さ
え
加
え
ら
れ
た
事
実
は
、
西
鶴
か
ら
さ
え
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
西
鶴
①
227
～
228
頁　

(4) 

(5)
ル
ド
フ
ス
キ
ー
①
50
頁

キ
モ
ノ
は
変
え
ら
れ
る

　

た
だ
し
私
は
、
キ
モ
ノ
を
考
え
る
場
合
、
江
戸
期
に
完
成
0

0

し
た
（
そ
の
後
の
若
干
の
変

容
は
受
け
て
い
る
と
は
い
え
）
ま
ま
の
形
態
を
前
提
す
る
必
要
を
み
と
め
な
い
。
む
し
ろ
、

キ
モ
ノ
に
も
ま
だ
多
様
な
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　

前
述
し
た
社
会
学
者
の
鶴
見
和
子
は
、
キ
モ
ノ
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
た
学
者
の
ひ
と
り

で
あ
る
。
鶴
見
は
、
日
常
的
に
キ
モ
ノ
を
着
る
の
み
か
、
キ
モ
ノ
で
山
に
も
の
ぼ
れ
ば
、

海
外
に
講
演
等
に
い
く
際
に
も
い
つ
も
キ
モ
ノ
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
鶴
見

が
、
キ
モ
ノ
に
つ
い
て
記
し
た
い
く
つ
か
の
著
作
・
編
著
に
は
、
キ
モ
ノ
に
対
す
る
思
い

が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
実
の
と
こ
ろ
そ
こ
に
理
路
整
然
と
し
た
理
論
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

鶴
見
が
ず
っ
と
キ
モ
ノ
を
着
つ
づ
け
、
そ
し
て
と
も
あ
れ
キ
モ
ノ
が
好
き
だ
と
い
う
事
実

か
ら
発
す
る
個
人
的
な
思
い
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
少
な
く
と
も
、
キ
モ
ノ
を

常
用
す
る
明
瞭
な
理
由
を
そ
の
思
い
の
う
ち
に
さ
ぐ
れ
ば
、
何
よ
り
も
キ
モ
ノ
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
冬
が
す
ご
し
や
す
い
と
感
じ
る
こ
と
（
そ
れ
は
「
き
れ
と
き
れ
と
の
間
の
空
気

が
、
体
温
に
よ
っ
て
温
ま
り
、
暖
房
の
働
き
を
す
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
(1)
）、
そ
し
て
帯

を
腰
の
上
に
ぐ
る
ぐ
る
に
し
め
る
と
（
鶴
見
は
一
般
的
な
帯
の
位
置
よ
り
低
い
位
置
に
し
め

る
と
い
う
）
肝
臓
・
腎
臓
部
が
あ
た
た
か
く
保
た
れ
る
う
え
身
体
的
に
お
ち
つ
く
こ
と
が

(2)
、
主
要
な
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

と
は
い
え
鶴
見
は
、
一
方
キ
モ
ノ
が
窮
屈
で
あ
り
機
能
性
を
欠
い
て
い
る
点
を
み
と
め

て
い
る
。
キ
モ
ノ
を
人
は
、「
抑
圧
さ
れ
る
よ
う
に
ま
ち
が
っ
て
着
た
」、
と
(3)
。
も
ち
ろ
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ん
そ
れ
は
単
な
る
利
用
者
の
着
方
の
問
題
で
は
な
く
、
女
性
の
生
活
に
根
ざ
す
政
治
的
・

歴
史
的
背
景
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
と
も
あ
れ
だ
か
ら
鶴
見
は
、
キ
モ
ノ
を
な
ん
と
か
も
っ

と
気
楽
に
着
ら
れ
る
服
に
し
た
い
と
考
え
る
。「
二
部
式
―
―
つ
ま
り
ワ
ン
ピ
ー
ス
型
で

は
な
く
上
下
に
別
れ
る
型
の
キ
モ
ノ
（
杉
田
注
）
―
―
で
も
い
い
し
、
裾
の
短
い
も
の
で

も
い
い
」、「
対つ

い
た
け丈

の
〔
身
丈
の
長
さ
の
〕
き
も
の
に
細
帯
を
締
め
る
よ
う
な
か
た
ち
は
、

自
由
で
も
あ
り
美
し
い
」、「
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
み
た
い
に
丈
の
短
い
き
も
の
を
着
て
す
ら
り

と
脚
を
見
せ
る
の
も
い
い
」、
等
と
鶴
見
は
語
っ
て
い
る
(4)
。

　

鶴
見
は
、
キ
モ
ノ
の
キ
モ
ノ
た
る
ゆ
え
ん
は
、
直
線
裁
ち
と
い
う
点
に
あ
る
と
見
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
(5)
（
こ
れ
に
私
も
同
調
す
る
）
、そ
れ
な
ら
あ
た
か
も
ハ
ワ
イ
の
ム
ー
ム
ー

の
よ
う
な
袖
な
し

0

0

0

も
ま
た
、
そ
の
選
択
肢
に
入
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
い
わ
ゆ
る

「
あ
っ
ぱ
っ
ぱ
」
の
よ
う
な
、
半
袖
か
つ
腰
の
部
分
に
紐
（
ベ
ル
ト
）
を
も
た
な
い
キ
モ
ノ

が
あ
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
実
際
、
あ
っ
ぱ
っ
ぱ
の
流
行
が
「
湿
気
の
多
い
む
し
暑
い
夏

を
長
い
間
、
長
袖
、
長
裾
、
広
い
帯
で
耐
え
て
き
た
女
性
を
暑
さ
か
ら
解
放
し
た
救
い
主
」

で
あ
っ
た
以
上
(6)
、
こ
の
救
い
主
が
そ
こ
か
ら
女
性
を
救
っ
た
の
は
、
キ
モ
ノ
が
あ
た
え

る
暑
苦
し
さ
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
せ
め
て
「
あ
っ
ぱ
っ
ぱ
」
が
あ
た
え
る
の
と
同
程
度
の
快
適
さ
を
、
キ
モ
ノ

に
求
め
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
日
本
の
よ
う
に
高
温
・
多
湿
の
風
土
に
あ
っ
て
は
、
や
は

り
夏
の
む
し
暑
さ
に
ど
う
対
処
す
る
か
が
、
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
第
二
章

を
参
照
の
こ
と
）
。
実
際
に
涼
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、

近
世
初
期
の
小
袖
は
、
何
度
も
記
す
よ
う
に
、
袖
丈
は
短
く
袖
は
ほ
と
ん
ど
肘ひ

じ

ま
で
し
か

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ス
の
言
葉
を
も
う
一
度
ひ
こ
う
。「
わ
れ
わ
れ
の
袖
は
狭
く
、

手
首
に
ま
で
達
す
る
。
日
本
人
の
は
ゆ
る
く
、
男
の
も
女
の
も
…
…
腕
の
半
ば
ま
で
で
あ

る
」
(7)
。

　

�

(1)
鶴
見
編
229
頁　

(2)
同
前
126
頁　

(3)
同
前
126
頁　

(4)
同
前
131
頁　

(5)
同
前
128
頁　

(6)
増
田
128

頁　

(7)
フ
ロ
イ
ス
20
頁

キ
モ
ノ
の
多
様
な
可
能
性

　

よ
く
、
キ
モ
ノ
よ
り
も
洋
装
の
方
が
涼
し
い
、
と
言
わ
れ
る
。
建
築
家
ブ
ル
ー
ノ
・
タ

ウ
ト
と
と
も
に
来
日
し
た
エ
リ
カ
・
ヴ
ィ
テ
ィ
ヒ
（
タ
ウ
ト
夫
人
）
も
、
そ
の
点
を
痛
感

し
て
い
た
と
い
う
(1)
。
し
か
し
、
こ
の
言
い
方
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
江
戸
時

代
の
キ
モ
ノ
と
同
時
代
の
洋
装
を
比
較
す
る
な
ら
、
そ
の
暑
苦
し
さ
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
比
較
的
寒
冷
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
達
し
た
と
い
う
事

情
は
あ
る
に
せ
よ
、
身
体
に
ぴ
た
っ
と
合
っ
た
筒
袖
の
上
衣
を
重
ね
る
点
で
は
、
何
ら
洋

装
が
涼
を
約
束
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
洋
装
は
そ
の
後
、
な
ん
ら
特
定
の
型

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
ず
っ
と
進
化
し
て
き
た
が
、
一
方
、
キ
モ
ノ
は
そ
の
形
態
に
お

い
て
は
ほ
と
ん
ど
江
戸
時
代
か
ら
変
化
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
先
の
ヴ
ィ
テ
ィ
ヒ
の
感

慨
は
、
江
戸
期
の
キ
モ
ノ
と
比
べ
て
現
代
0

0

(2)
の
洋
装

0

0

0

の
方
が
涼
し
い
、
と
言
い
か
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
私
は
、
キ
モ
ノ
も
ま
た
現
代
の
性
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
お
よ
び
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）

意
識
の
変
化
を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
改
良
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
ず
る
。
今
日
も
は
や

女
性
が
二
の
腕
ま
で
露
出
す
る
こ
と
に
、
世
間
は
な
ん
ら
容よ

う
か
い喙

し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ミ

ニ
ス
カ
ー
ト
ま
で
一
般
に
普
及
し
た
い
ま
、
鶴
見
が
言
う
よ
う
に
思
い
き
っ
て
丈
の
短
い

キ
モ
ノ
を
つ
く
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　

な
る
ほ
ど
キ
モ
ノ
は
、
き
わ
め
て
単
純
な
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
以

上
の
構
造
の
変
化
は
本
当
に
可
能
な
の
か
と
い
う
疑
念
は
生
じ
う
る
。
け
れ
ど
も
、
上
記

の
よ
う
に
そ
れ
は
十
分
可
能
で
あ
る
し
、
仮
に
そ
う
で
な
く
て
も
一
定
の
範
囲
内
で
、
他

の
構
造
を
有
す
る
衣
類
の
要
素
を
と
り
入
れ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、

洋
装
自
体
が
、
実
際
そ
う
す
る
こ
と
で
変
化
し
て
き
た
よ
う
に
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
、

ゆ
っ
た
り
し
た
型
の
女
性
服
が
出
現
し
、
コ
ル
セ
ッ
ト
の
放
棄
に
ま
で
い
た
っ
た
一
因
は
、

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
日
本
の
キ
モ
ノ
を
彼
ら
な
り
に
咀そ

し
ゃ
く嚼

し
た
結
果
な
の
だ
と
い
う
(3)
。

　

鶴
見
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
や
は
り
上
下
二
部
式
の
キ
モ
ノ
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
場
合
、
上
は
甚
平
、
下
は
腰
巻
の
ご
と
き
も
の
を
鶴
見
は
イ
メ
ー
ジ
し
て
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い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
「
甚
平
」
の
よ
う
に
下
半
身
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ズ
ボ
ン

形
の
衣
類
を
と
取
り
入
れ
て
よ
い
と
考
え
る
。
夏
の
む
し
暑
さ
に
は
ス
カ
ー
ト
型
の
方
が

よ
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
や
は
り
機
能
的
に
は
―
―
日
常
を
送
る
際
に
要
求
さ
れ
る
レ
ベ
ル

の
機
能
性
で
あ
っ
て
も
―
―
ス
カ
ー
ト
型
は
ズ
ボ
ン
型
に
お
よ
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と

く
に
身
幅
を
非
常
に
ゆ
っ
た
り
と
っ
た
キ
モ
ノ
で
な
け
れ
ば
、
い
ぜ
ん
と
し
て
脚
へ
の
制

約
が
の
こ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
点
は
、
ケ
の
、
し
か
も
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
の
衣
類

と
し
て
な
ら
、
と
く
に
問
題
に
す
る
こ
と
も
な
い
か
も
し
れ
ぬ
が
。

　

な
お
本
稿
で
は
、
高
温
・
多
湿
の
日
本
の
夏
を
主
に
念
頭
に
お
い
た
が
、
冬
の
寒
さ
を

考
え
れ
ば
、
あ
る
い
は
仕
事
着
と
し
て
の
機
能
性
を
ま
す
た
め
に
は
、
筒
袖
の
キ
モ
ノ
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

　

�

(1)
タ
ウ
ト
105
頁　

(2)
エ
リ
カ
・
ヴ
ィ
テ
ィ
ヒ
が
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
と
と
も
に
日
本
を
訪

れ
た
の
は
一
九
三
〇
年
代
で
あ
る
。
私
の
狭
い
範
囲
の
知
識
に
も
と
づ
く
が
、
こ
の
時
代
の

「
洋
装
」
は
今
日
の
そ
れ
と
そ
う
違
い
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。　

(3)
深
井
172
、
180
～
185
、
219

～
220
頁

そ
し
て
も
っ
と
多
様
な
織
り
と
素
材
を

　

と
こ
ろ
で
、
今
日
で
は
化
繊
の
キ
モ
ノ
も
多
く
出
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
暑
く
湿
度
の
高

い
夏
を
い
く
ら
か
で
も
心
地
よ
く
す
ご
す
た
め
に
は
、
や
は
り
化
繊
は
不
む
き
で
あ
ろ
う
。

化
繊
は
吸
湿
性
と
い
う
点
で
は
、
ど
う
し
て
も
見
劣
り
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
が
向
く

の
は
せ
い
ぜ
い
、
五
月
、
十
月
な
ど
の
比
較
的
涼
し
い
時
期
で
あ
ろ
う
か
(1)
。
と
は
い
え
、

「
悉し

っ
か
い皆

屋
」
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
今
日
、
キ
モ
ノ
を
昔
ど
お
り
に
洗
い
張
り
す
る
わ

け
に
は
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
化
繊
の
キ
モ
ノ
な
ら
、
麻
の
キ
モ
ノ
と
同
様
に
丸

洗
い
が
容
易
な
の
で
、
け
っ
き
ょ
く
は
化
繊
に
た
よ
る
と
い
う
選
択
肢
を
残
し
て
お
く
の

も
よ
い
。
夏
で
も
、
撚よ

り
の
強
い
糸
で
絽ろ

に
織
っ
た
肌
着
（
長
襦

じ
ゅ
ば
ん袢

）
を
身
に
つ
け
れ
ば
、

ず
い
ぶ
ん
と
涼
し
い
と
山
下
は
言
う
(2)
。

　

も
っ
と
も
、
化
繊
に
ふ
れ
な
い
た
め
と
言
っ
て
、
真
夏
に
肌
着
と
し
て
綿
を
着
る
の
が

よ
い
の
か
ど
う
か
。
一
般
に
綿
は
保
温
力
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
そ
れ
は
冬

の
肌
着
と
し
て
理
想
的
だ
が
、
逆
に
そ
れ
は
、
夏
に
着
る
の
に
は
か
な
ら
ず
し
も
適
切
で

は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
木
綿
は
吸
湿
性
が
よ
い
。
そ
の
か
ぎ
り
、
夏

の
汗
を
吸
い
と
る
の
に
適
切
に
ち
が
い
な
い
が
、
そ
も
そ
も
綿
に
湿
気
を
す
わ
せ
て
、
着

物
の
内
部
に
た
め
こ
ん
で
お
く
の
は
、
柳
田
國
男
が
言
う
よ
う
に
た
し
か
に
理
不
尽
で
あ

ろ
う
(3)
。
で
き
る
な
ら
ば
、
麻
を
使
う
か
（
麻
は
速
乾
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
）
、
木
綿
で
も

綾
織
り
な
ど
は
さ
け
て
、
外
気
と
の
交
通
を
よ
く
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
(4)
。

　

た
だ
し
、
山
下
悦
子
が
言
う
よ
う
に
、
む
し
暑
い
夏
を
い
く
ら
か
で
も
涼
し
く
す
ご
す

た
め
に
、
素
材
や
織
り
の
レ
ベ
ル
で
多
様
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
き
た
の
は
、
事
実
で
あ
る
。

そ
の
例
と
し
て
山
下
は
、「
紅
梅
や
縮

ち
ぢ
み

、
綿め

ん

ろ絽
な
ど
の
素
材
の
豊
富
さ
」
を
あ
げ
て
い
る

(5)
。
ま
た
、「
越
後
上じ

ょ
う
ふ布

」
を
も
あ
げ
て
い
る
(6)
。

　

鶴
見
を
介
し
て
課
題
は
す
で
に
キ
モ
ノ
と
日
本
の
夏
の
暑
さ
・
湿
気
の
問
題
に
移
っ
て

い
る
。
次
章
で
は
こ
れ
を
主
題
化
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
キ
モ
ノ
を
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

階
層
制
」
を
維
持
・
強
化
す
る
男
権
制
社
会
の
装
置
で
あ
る
と
見
な
す
本
稿
の
主
張
も
、

補
強
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

�

(1)
山
下
154
頁　

(2)
同
前
199
頁　

(3)
柳
田
①
15
頁　

(4)
同
前
11
頁　

(5)
山
下
187
頁　

(6)
同
前
199

頁第
二
章　

モ
ン
ス
ー
ン
気
候
と
キ
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
キ
モ
ノ
は
本
当
に
夏
む
き
か
？

一　

キ
モ
ノ
と
夏
の
暑
さ
・
高
い
湿
度

「
夏
を
旨
と
し
た
」
家
屋

　

吉
田
兼
好
は
『
徒
然
草
』
の
な
か
で
、「
家
の
つ
く
り
よ
う
は
夏
を
旨
〔
基
準
〕
と
す
べ
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し
」
と
記
し
て
い
る
(1)
。
実
際
、
日
本
の
家
屋
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
に
特
徴
的
な
高
温

多
湿
の
気
候
に
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
適
応
さ
せ
よ
う
と
し
た
苦
心
の
結
果
で
あ
る
。
雨
戸
は

す
べ
て
戸
袋
に
入
れ
て
、
事
情
さ
え
ゆ
る
せ
ば
、
家
の
い
ず
れ
の
面
を
も
開
け
は
な
つ
こ

と
が
で
き
、
縁
側
（
濡ぬ

れ
縁
）
を
周
囲
に
め
ぐ
ら
す
こ
と
で
日
ざ
し
が
直
接
家
の
内
部
に

入
ら
な
い
よ
う
に
し
、
内
部
と
縁
側
を
へ
だ
て
る
障し

ょ
う
じ子

も
熱
を
こ
も
ら
せ
る
よ
う
に
は
出

き
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
空
気
の
流
通
を
よ
く
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
取

り
外
す
こ
と
が
で
き
る
。
典
型
的
な
日
本
家
屋
の
中
に
座
れ
ば
、
ど
の
方
向
か
ら
も
外
の

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
風
が
あ
れ
ば
、
ど
の
方
向
か
ら
も
風
が
家
の
中
を

吹
き
ぬ
け
る
。

　

湿
度
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
床
は
高
く
つ
く
ら
れ
、
そ
の
お
か
げ
で
地
面
の
熱
も
直
接

家
の
中
に
は
い
り
こ
む
こ
と
は
な
い
。
畳
は
暑
い
日
で
も
比
較
的
ひ
ん
や
り
と
感
じ
ら
れ
、

素
足
の
裏
に
ふ
れ
る
感
触
は
心
地
よ
い
。
庭
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
太
陽
を
反
射
す
る
石

板
を
お
く
こ
と
は
な
い
（
最
近
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
で
、
石
ど
こ
ろ
か
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
で
庭
を
お
お
っ
て
し
ま
う
た
め
、
む
し
暑
さ
が
各
段
に
ま
し
て
い
る
）
。
雨
が
ふ
れ
ば
地

面
は
ぬ
か
る
む
か
ら
雑
草
を
は
や
し
て
お
く
が
、
そ
う
で
な
く
と
も
飛
び
石
を
お
く
以
上

の
こ
と
は
、
ふ
つ
う
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

少
な
く
と
も
高
温
多
湿
の
夏
を
す
ご
す
に
は
、
日
本
の
家
屋
は
、
極
限
ま
で
合
理
的
に

つ
く
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
は
、
日
本
の
家

屋
は
城
で
は
な
く
天
幕
に
す
ぎ
な
い
と
記
し
て
い
る
が
(2)
、
実
際
外
と
内
と
を
へ
だ
て
る

壁
ら
し
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
何
も
な
く
、
西
洋
的
な
概
念
で
は
家
と
さ
え
い
え
な
い
の
で

は
な
い
か
（
他
に
も
す
だ
れ
、
日
よ
け
、
格
子
戸
、
藁

わ
ら
ぶ
き葺

屋
根
(3)
、
土
間
等
、「
住
」
の
場
面

で
夏
を
涼
し
く
す
ご
す
た
め
の
工
夫
は
多
い
）
。

　

�

(1)
『
徒
然
草
』
第
55
段　

(2)
タ
ウ
ト
40
頁　

(3)
同
前
79
頁

謎
―
―
な
ぜ
「
夏
を
旨
と
し
た
」
キ
モ
ノ
は
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
の
か

　

と
こ
ろ
が
、
ひ
と
た
び
目
を
「
衣
」
に
向
け
る
と
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
奇
怪
な
事
実
に

気
づ
く
。
キ
モ
ノ
は
い
っ
た
い
高
温
・
多
湿
の
日
本
の
夏
を
送
る
の
に
、
ほ
ん
と
う
に
ふ

さ
わ
し
い
服
装
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
問
い
な
く
な
る
ほ
ど
、
む
し
ろ
夏
に
不
む
き
に
つ

く
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
る
ほ
ど
キ
モ
ノ（
小
袖
）は
、大
袖
に
対
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
武
家
の
登
場
と
と
も
に
、

小
袖
の
も
つ
機
能
性
ゆ
え
に
、
大
袖
は
次
第
に
小
袖
に
席
を
ゆ
ず
っ
た
が
、
一
面
で
は
小

袖
が
夏
を
い
く
ら
か
で
も
す
ご
し
や
す
く
送
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
、
大
袖
は
衰
退
し
た
の
で
あ
る
。
大
袖
は
、
基
本
的
に
何
枚
も
の
衣
類
を
重
ね
る
こ
と

を
前
提
し
て
い
る
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
小
袖
―
―
冬
は
綿
入
れ
と
す
る
の
が
普
通
だ

が
、
春
・
秋
は
袷

あ
わ
せ

に
、
夏
は
単

ひ
と
え

で
着
る
―
―
は
、
日
本
家
屋
と
同
様
に
、
確
か
に
「
夏
を

旨
と
し
た
」
結
果
、
誕
生
し
た
着
物
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

だ
が
こ
の
キ
モ
ノ
（
小
袖
）
の
特
質
は
、
あ
く
ま
で
大
袖
と
比
較
し
た
場
合
の
話
で
あ

る
。
異
常
に
暑
く
湿
度
の
高
い
夏
を
旨
と
し
た
場
合
、
本
当
に
あ
の
形
が
終
局
的
に
と
り

う
る
衣
の
形
態
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
問
う
衝
動
に
私
は
か
ら
れ
る
。
ま
た
、
な
る
ほ

ど
キ
モ
ノ
は
、
風
通
し
の
わ
る
い
筒
袖
の
衣
服
と
比
べ
る
か
ぎ
り
夏
む
き
で
あ
る
と
言
え

よ
う
（
そ
も
そ
も
、
古
代
「
襖お

う

」
と
呼
ば
れ
た
庶
民
の
衣
服
は
筒
袖
の
小
袖
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
が
(1)
、
そ
れ
が
、
お
そ
ら
く
夏
の
暑
さ
を
考
慮
し
た
結
果
、
開
口
部
の
大
き
い
袖
に

な
っ
た
の
で
あ
る
）。
し
か
し
、
夏
の
暑
い
時
期
は
、
い
く
ら
か
で
も
空
気
に
肌
を
さ
ら
し

た
い
。
け
れ
ど
も
キ
モ
ノ
を
着
る
か
ぎ
り
、
そ
の
暑
熱
の
さ
な
か
さ
え
、
全
身
を
お
お
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
暑
さ
に
敏
感
な
の
は
上
半
身
だ
と
思
う
が
、
い
か
に

前
開
き
が
可
能
で
あ
り
胸
に
う
ち
わ
で
風
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
肩
か
ら
腕
に
か
け

て
袖
に
お
お
わ
れ
て
い
る
の
は
、
い
か
に
も
う
っ
と
う
し
い
、
と
誰
も
が
感
じ
る
だ
ろ
う
。

暑
い
さ
な
か
、
キ
モ
ノ
を
着
た
人
は
何
度
も
な
ん
ど
袖
を
肩
に
た
く
し
上
げ
る
と
思
う
が
、

た
く
し
あ
げ
て
二
の
腕
を
空
気
に
さ
ら
し
て
も
、
た
く
し
上
げ
た
布
地
の
厚
み
が
熱
の
放

散
を
さ
ま
た
げ
、
さ
ら
に
肩
周
辺
を
暑
く
す
る
。
そ
し
て
た
く
し
上
げ
た
袖
さ
え
、
ふ
た

た
び
容
易
に
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
思
え
ば
、
キ
モ
ノ
が
高
温
・
多
湿
の
日
本
で
採
用
さ
れ
た
と
い
う
事
実
の
意
味
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キモノとジェンダー階層制　――人は服装をつくり服装は人をつくる

を
、
に
わ
か
に
信
じ
が
た
く
感
じ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
あ
る
意
味
で
キ
モ
ノ
は
高
温
・
多
湿
の
日
本
の
夏
に
向
い
て
い
る
。
洋

装
と
比
べ
て
み
れ
ば
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
着
脱
が
非
常
に
容
易
で
あ
る
。『
白
浪
五
人
男
』

の
弁
天
小
僧
が
す
る
よ
う
に
、
上
半
身
の
片
脱
ぎ
・
諸も

ろ

脱
ぎ
は
容
易
で
あ
る
。
そ
う
で
な

く
て
も
、
肌
を
空
気
に
さ
ら
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
も
、
必
要
と
あ
れ
ば
上
下
と

も
に
一
度
に
脱
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

だ
が
問
題
は
、
キ
モ
ノ
の
構
造
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
問
題
は
む
し
ろ
、
キ
モ
ノ
の
着

方
に
ま
つ
わ
る
モ
ラ
ル
の
方
で
あ
る
。
着
脱
が
容
易
で
あ
っ
て
も
、
気
安
く
脱
ぐ
こ
と
が

拒
ま
れ
て
い
れ
ば
、「
夏
を
旨
と
し
た
」
は
ず
の
キ
モ
ノ
さ
え
、
け
っ
し
て
夏
む
き
で
は

な
い
。
要
す
る
に
、女
性
0

0

に
と
っ
て
は
―
―
こ
れ
が
問
題
の
核
心
で
あ
る
―
―
、キ
モ
ノ
は
、

こ
と
に
江
戸
中
期
以
降
に
発
展
し
た
（
い
や
む
し
ろ
村
上
信
彦
と
同
様
に
「
畸
形
化
」
し
た

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
(2)
）
―
―
呉
服
物
の
厚
く
硬
い
帯
、
そ
し
て
長
袖
・
長
裾
を
容
易

に
は
し
ょ
れ
な
い
と
い
う
、
女
性
に
対
し
て
要
求
さ
れ
た
着
方
の
結
果
、
キ
モ
ノ
は
、
夏

に
は
き
わ
め
て
不
む
き
の
服
装
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？　

も
ち
ろ
ん
庶
民
は
麻

の
布
地
を
用
い
、
綿
を
利
用
し
た
場
合
で
も
ノ
リ
を
つ
け
て
麻
の
感
触
を
た
も
と
う
と
し

た
し
、
絹
を
用
い
た
場
合
で
も
、
絽ろ

や
紗し

ゃ

と
い
っ
た
空
気
の
通
り
や
す
い
織
り
方
が
工
夫

さ
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
キ
モ
ノ
が
女
性
に
と
っ
て
も
夏
む
き
の
衣

服
と
な
っ
た
の
で
は
、
毛
頭
な
か
ろ
う
。

　

つ
ま
り
キ
モ
ノ
が
夏
む
き
と
見
な
し
う
る
の
は
、
着
脱
が
容
易
で
あ
る
ば
か
り
か
、
実

際
に
片
肌
脱
ぎ
・
諸
肌
脱
ぎ
が
、
そ
れ
ば
か
り
か
「
尻
は
し
ょ
り
」（
膝
付
近
へ
の
た
だ
の

は
し
ょ
り
で
は
な
く
）
さ
え
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
条
件
下
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
だ

が
こ
と
女
性
に
と
っ
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
キ
モ
ノ
は
女
性
に
と
っ
て
は
、
む

し
ろ
夏
む
き
で
は
な
い
0

0

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

(1)
鷹
司
46
頁　

(2)
村
上
①
（
二
）
37
頁

あ
っ
ぱ
っ
ぱ
の
出
現

　

以
上
は
、
た
だ
の
抽
象
論
で
は
な
い
。
一
九
一
〇
年
代
（
い
わ
ゆ
る
「
大
正
期
」）
に
(1)
、

後
に
「
あ
っ
ぱ
っ
ぱ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
、
袖
な
し
で
腰
の
部
分
に
紐
（
ベ
ル
ト
）

の
な
い
、
ゆ
っ
た
り
し
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
型
の
夏
衣
が
開
発
さ
れ
て
、
女
性
に
爆
発
的
な
人

気
を
呼
ん
だ
と
い
う
が
、「
あ
っ
ぱ
っ
ぱ
」
が
か
く
好
ま
れ
た
最
大
の
理
由
は
、
そ
れ
ま

で
一
般
的
だ
っ
た
キ
モ
ノ
の
夏
の
暑
さ
・
湿
気
に
対
す
る
不
適
切
性
で
あ
ろ
う
。
ゆ
っ
た

り
し
た
「
あ
っ
ぱ
っ
ぱ
」
と
比
べ
た
と
き
、「
狭
・
長
・
高
（
太
）
」、
つ
ま
り
身
幅
は
狭
く
、

長
袖
・
長
裾
、
太
い
帯
と
三
拍
子
ど
こ
ろ
か
四
拍
子
も
そ
ろ
っ
た
キ
モ
ノ
は
、
湿
潤
高
温

の
日
本
の
夏
を
す
ご
す
に
は
い
か
に
も
不
む
き
で
あ
る
、
と
感
じ
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
を
着
つ
づ
け
る
か
ぎ
り
、
夏
に
は
内
部
に
暑
気
と
湿
気
が
こ
も
っ
て
、
と
て
も
た
え

が
た
い
。

　

私
の
亡
き
母
は
、
一
九
一
七
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
母
は
六
〇
歳
代
に
な
る
ま
で
ず
っ
と

キ
モ
ノ
で
生
き
て
き
た
が
、
つ
い
に
あ
る
年
か
ら
意
を
け
っ
し
て
キ
モ
ノ
を
洋
装
に
代
え

た
。
六
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
キ
モ
ノ
生
活
を
し
て
き
た
母
に
は
、
一
大
決
心
を
要
し
た

よ
う
だ
が
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て
洋
装
に
変
え
た
か
と
言
え
ば
、
夏
の
暑
さ
の
た
え
が
た

さ
が
最
大
の
理
由
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
そ
の
分
冬
の
寒
さ
に
苦
し
ん
だ
が
。

後
述
）。

　

じ
つ
は
そ
の
何
年
か
前
、
自
宅
を
そ
れ
ま
で
の
日
本
家
屋
（
と
い
っ
て
も
す
で
に
日
本
家

屋
の
特
質
は
増
築
等
を
通
じ
て
か
な
り
失
わ
れ
て
い
た
）
か
ら
洋
風
建
築
に
建
て
か
え
た
の

だ
が
、
そ
の
結
果
、
縁
側
は
な
く
な
り
、
明
け
は
な
し
自
由
な
障
子
と
雨
戸
は
洋
風
の
厚

い
壁
と
な
り
、
部
屋
か
ら
部
屋
へ
の
風
の
流
通
は
極
端
に
わ
る
く
な
り
、
そ
れ
ば
か
り
か

庇ひ
さ
しが

な
い
た
め
に
真
夏
の
太
陽
が
直
接
部
屋
に
入
り
こ
み
、
母
は
非
常
に
た
え
が
た
い
想

い
を
い
だ
い
て
い
た
（
こ
の
点
は
あ
ら
た
め
て
後
述
す
る
）
。
こ
う
し
た
き
っ
か
け
が
な
け

れ
ば
、
キ
モ
ノ
を
洋
装
へ
変
え
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
想
像
す
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
そ
の
底
流
に
、
キ
モ
ノ
生
活
そ
れ
自
体
の
暑
苦
し
さ
が
あ
っ
た
事
実
は
疑

え
な
い
の
で
あ
る
。

　

(1)
鷹
司
92
頁
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な
ぜ
夏
を
旨
と
し
な
い
キ
モ
ノ
が
維
持
さ
れ
た
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
住
居
の
開
放
性
に
依
存
で
き
た
か
？

　

夏
む
き
で
は
な
い
キ
モ
ノ
が
ず
っ
と
維
持
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た

こ
と
な
の
か
？　

「
夏
を
旨
と
す
べ
し
」
と
記
す
兼
好
が
服
装
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
ず
、

夏
む
き
に
つ
く
ら
れ
た
家
々
に
住
む
日
本
人
が
、
狭
い
身
幅
・
長
袖
・
長
裾
・
太
帯
（
日

常
生
活
で
つ
ね
に
太
帯
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
し
て
も
）
の
キ
モ
ノ
を
ず
っ
と
後

生
大
事
に
し
て
き
た
と
は
。

　

一
つ
に
は
、「
衣
」
は
「
住
」
と
つ
ね
に
対つ

い

に
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

衣
は
長
袖
・
長
裾
で
も
（
吉
田
兼
好
の
時
代
、
男
性
は
や
は
り
長
袖
・
長
裾
の
水す

い
か
ん干

・
直ひ

た
た
れ垂

が
、
女
性
は
す
で
に
小
袖
の
着
流
し
が
一
般
的
だ
っ
た
(1)
）、
雨
戸
は
も
ち
ろ
ん
障
子
ま
で
す

べ
て
を
取
り
は
ず
し
、
家
を
あ
た
か
も
た
だ
柱
が
残
る
だ
け
の
天
幕
に
し
て
、
風
を
通
す

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
考
慮
せ
ず
に
、
単
な
る
「
住
」
だ
け
考
え
て
い
れ
ば
何
の
問
題
も
な
い
。

す
べ
て
は
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
が
言
う
よ
う
に
、
何
事
も
な
く
進
行
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

だ
が
、
後
述
す
る
「
衣
」
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、

「
住
」
に
お
い
て
同
様
の
視
点
に
立
っ
た
と
た
ん
に
、
私
た
ち
が
多
く
の
バ
イ
ア
ス
の
下

で
も
の
を
考
え
て
い
た
事
実
に
、
つ
き
当
た
る
。
日
本
の
家
屋
は
、
夏
は
非
常
に
開
放
的

に
し
て
、
風
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
正
し
い
。
だ
が
、「
女
所
帯
」

の
住
人
が
、
ほ
ん
と
う
に
同
じ
よ
う
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
タ
ウ
ト
は
、

夜
で
も
雨
戸
を
閉
め
ず
に
、
あ
た
か
も
草
の
上
で
寝
る
か
の
よ
う
に
し
に
し
て
眠
り
に
つ

い
た
と
記
し
て
い
る
が
、
同
じ
こ
と
を
女
所
帯
の
住
人
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

な
る
ほ
ど
、
外
光
と
比
べ
た
と
き
、
家
の
中
に
射
す
光
は
日
中
で
も
淡
く
、
室
内
内
部

は
思
い
の
ほ
か
暗
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
内
部
で
女
性
と
い
え
ど
も
し
ば
し
ば
片
肌
脱
ぎ
・

諸
肌
脱
ぎ
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
例
え
ば
モ
ー
ス
は
、
乳
房
を
出
し
て

寝
て
い
る
女
性
の
ス
ケ
ッ
チ
を
の
こ
し
て
い
る
が
(2)
、
も
ち
ろ
ん
女
性
は
、
暗
い
室
内
で

午
睡
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

モ
ー
ス
は
こ
の
無
防
備
さ
に
お
ど
ろ
い
た
よ
う
だ
が
、
子
ど
も
を
育
て
る
女
性
に
と
っ

て
乳
房
は
授
乳
器
官
に
す
ぎ
ず
、
性
的
な
意
味
は
な
い
。
と
は
い
え
、
家
の
中
で
諸
肌
脱

い
で
午
睡
を
と
る
女
性
と
い
え
ど
も
、
腰
巻
ま
で
は
は
な
さ
な
い
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も

授
乳
期
の
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
）
女
性
に
と
っ
て
乳
房
が
性
的
意
味
を
も
た
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
若
い
女
性
ま
で
そ
う
だ
と
は
断
定
で
き
な
い
。「
歌
舞
伎
一
八
番
」
の
一

つ
と
し
て
名
高
い
『
鳴な

る
か
み神

』
で
は
、
鳴
神
上
人
が
そ
の
元
を
お
と
ず
れ
た
雲
の
絶た

え
ま
の間

姫
の

乳
房
を
さ
わ
っ
て
し
ま
い
仰
天
す
る
が
、
こ
れ
は
、
い
か
に
上
人
が
修
行
の
身
で
あ
る
と

は
い
え
、
若
い
女
性
の
そ
れ
は
江
戸
期
に
お
い
て
も
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
、

は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
第
一
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
錦
絵
に
お
い
て
そ
も
そ
も
胸
を
は
だ
け
る
女
性
が
ほ

と
ん
ど
登
場
し
な
い
と
い
う
事
実
は
、
一
方
で
乳
房
に
明
確
な
性
的
意
味
が
付
与
さ
れ
て

い
た
事
実
を
物
語
る
。
歌
麿
が
さ
り
げ
な
く
乳
房
を
描
き
、
母
親
の
授
乳
に
託
し
て
堂
々

と
乳
房
を
描
く
の
は
、
そ
れ
が
性
的
意
味
を
も
た
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
逆
に
強
く
も
っ

た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
い
か
に
家
の
中
と
は
い
え
、
若
い
女
性
が
授
乳

期
の
女
性
と
同
様
に
、
無
防
備
に
乳
房
を
出
し
て
す
ご
し
て
い
た
と
は
、
と
う
て
い
考
え

ら
れ
な
い
（
化
粧
の
際
に
一
時
的
に
諸
肌
を
ぬ
い
で
い
る
女
性
を
外
国
人
が
観
察
し
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
女
性
が
い
た
一
方
で
、
外
部
か
ら
の
ぞ
か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
女
性
が
、

ど
れ
だ
け
い
た
か
し
れ
な
い
）
。

　

し
た
が
っ
て
、
家
の
中
を
の
ぞ
か
れ
た
く
な
け
れ
ば
、
ま
た
夜
中
に
外
部
か
ら
の
侵
入

を
お
そ
れ
れ
ば
、
昼
間
、
家
の
中
が
見
え
な
い
よ
う
ス
ダ
レ
を
確
実
に
下
げ
、
あ
る
い
は

衝つ
い
た
て立

を
立
て
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
夜
中
は
暑
く
て
も
雨
戸
（
当
時
の
多
く

の
庶
民
に
と
っ
て
は
腰

こ
し
だ
か高

障
子
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
）
を
閉
め
る
し
か
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

　

・「
用
心
の
堅
い
住
居
の
あ
つ
さ
か
な
」（
素
丸
）
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・「
夜
も
す
が
ら
寡

や
も
め

の
た
ゝ
く
団

う
ち
わ

か
な
」（
青

）

　

・「
両
の
手
に
う
ち
わ
遣つ

か

ふ
や
小
傾け

い
せ
い城

」（
蓼
太
）

　

・「
戸
だ
て
さ
へ
有
る
に
さ相

模
が
み
〔
の
女
性
〕
は
あ
け
ば
な
し
」（
不
詳
）
(3)

　

埼
玉
県
生
ま
れ
の
私
も
幼
い
こ
ろ
記
憶
が
あ
る
が
、
ほ
ん
と
う
に
む
し
暑
い
真
夏
に

は
、
寝
る
ま
で
障
子
を
開
け
て
い
て
も
、
雨
戸
を
閉
め
切
っ
た
と
た
ん
に
流
れ
が
絶
た
れ

て
空
気
が
よ
ど
み
、
夜
ど
お
し
団う

ち

わ扇
を
あ
お
っ
て
い
な
い
と
寝
苦
し
く
て
た
え
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
夜
中
も
、
雨
戸
や
腰
高
障
子
を
開
け
は
な
っ
て
風
を
呼
び
こ
め
る
な
ら
い
い

が
、
さ
す
が
の
江
戸
期
も
、
ま
た
互
い
の
生
活
が
筒
抜
け
に
な
る
小
さ
な
家
々
が
軒
を
つ

ら
ね
た
裏う

ら
だ
な店

（
棟
割
長
屋
、
裏
長
屋
）
に
あ
っ
て
も
、
女
所
帯
の
寡
婦
や
妙
齢
の
女
性
（
こ

こ
で
第
三
首
の
「
小
傾
城
」
と
は
こ
う
し
た
一
般
的
な
意
味
で
あ
ろ
う
）
に
と
っ
て
は
、
雨

戸
・
腰
高
障
子
を
開
け
た
ま
ま
床
に
つ
く
の
は
不
可
能
だ
っ
た
ろ
う
。
第
四
首
は
相
模
の

女
性
は
戸
を
開
け
は
な
っ
た
ま
ま
だ
と
詠
ん
で
い
る
が
―
―
当
時
相
模
出
身
の
女
性
は
好

色
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
(4)
―
―
、
こ
う
い
う
句
が
詠
ま
れ
る
の
も
、
一
般
の
女
性
（
と
く

に
女
所
帯
の
）
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
女
性

に
と
っ
て
は
、
第
二
、三
首
に
言
う
よ
う
に
、
夜
中
ぢ
ゅ
う
団
扇
で
あ
お
ぎ
つ
づ
け
る
か
、

そ
う
で
な
く
て
も
時
々
両
の
手
に
団
扇
を
も
っ
て
強
く
あ
お
ぐ
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

・「
し
ば
ら
く
は
高
き
ま
く
ら
を
蚊
帳
の
月
」（
白
雄
）

　

・「
君
待
て
ば
蚊
帳
に
さ
し
入　

る

月
夜
か
な
」（
抱
一
）
(5)

　

な
る
ほ
ど
こ
れ
ら
は
、
風
情
が
あ
る
。
作
者
ら
は
、
暑
く
う
っ
と
う
し
い
晩
に
、
戸
を

開
け
は
な
っ
て
外
の
空
気
を
室
内
に
呼
び
こ
み
つ
つ
、
蚊
帳
の
外
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ

青
々
と
し
た
月
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
想
い
を
、す
で
に
清
少
納
言
が
は
っ

き
り
と
記
し
て
い
た
こ
と
を
私
は
思
い
出
す
。

　

・�「
よ
ろ
づ
の
所
あ
け
な
が
ら
夜
も
あ
か
す
に
、
月
の
こ
ろ
は
、
寝
お
ど
ろ
き
て
見
い

だ
す
に
、
い
と
を
か
し
」（
す
べ
て
の
場
所
を
開
け
は
な
ち
つ
つ
夜
を
あ
か
す
が
、
月
が

で
る
頃
に
つ
い
寝
て
し
ま
っ
た
自
分
に
気
づ
く
の
も
風
流
で
あ
る
）
(6)

　

け
れ
ど
も
こ
れ
は
、
宮
中
人
だ
か
ら
ひ
た
れ
る
感
慨
で
あ
っ
て
、
江
戸
の
女
性
庶
民
に

は
と
て
も
実
現
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
い
か
に
裏
店
へ
通
じ
る
木
戸
は
夜
中
に
閉
じ
ら

れ
、
大
家
の
目
が
狭
い
町
内
に
お
よ
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
こ
う
い
う
風
流
は
、
男
性
に

も
し
く
は
男
性
の
い
る
世
帯
で
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

�

(1)
鷹
司
45
～
46
頁　

(2)
モ
ー
ス
156
頁　

(3)
第
一
～
三
首
は
そ
れ
ぞ
れ
加
藤
191
、
222
、
222
頁
、

第
四
首
は
下
山
98
頁
か
ら
。　

(4)
岡
田
他
538
頁　

(5)
い
ず
れ
も
加
藤
219
頁
か
ら
（
と
も
に
「
蚊

帳
」
は
現
代
表
記
に
訂
正
し
た
も
の
。
後
者
の
作
者
は
琳
派
絵
師
と
し
て
名
高
い
酒
井
抱
一
）

(6)
『
枕
草
子
』
第
33
段

な
ぜ
夏
を
旨
と
し
な
い
キ
モ
ノ
が
維
持
さ
れ
た
の
か
―
―
裸
身
の
封
じ
こ
め

　

と
す
れ
ば
先
の
問
い
、
す
な
わ
ち
な
ぜ
日
本
人
は
夏
に
不
む
き
の
キ
モ
ノ
を
維
持
し
て

き
た
の
か
は
、
別
な
視
点
か
ら
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
「
住
」
の
う
ち

に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
衣
」
そ
れ
自
体
に
う
ち
に
、
ひ
そ
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

江
戸
人
に
と
っ
て
キ
モ
ノ
は
貴
重
だ
っ
た
。
武
家
と
い
え
ど
も
、
例
え
ば
参
勤
交
代
の

際
に
行
列
の
先
頭
に
立
つ
徒か

ち士
組
で
は
、正
月
に
キ
モ
ノ
（
小
袖
）
を
新
調
し
て
も
、の
ち
二
、

三
年
は
そ
れ
を
着
つ
づ
け
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
た
(1)
。
町
人
に
と
っ
て
も
事
情
は
変
わ

ら
な
い
。
富
裕
な
町
人
は
別
と
し
て
、
そ
う
で
な
い
町
人
に
と
っ
て
は
、
年
に
一
度
の
新

調
さ
え
不
可
能
な
ほ
ど
に
、
衣
類
は
貴
重
で
あ
り
か
つ
高
価
だ
っ
た
(2)
。
し
た
が
っ
て
、

同
じ
キ
モ
ノ
を
大
事
に
し
て
、
夏
に
は
単ひ

と

え衣
で
、
春
秋
に
は
袷

あ
わ
せ

で
、
冬
に
は
綿
入
れ
で
着

る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
ふ
つ
う
の
庶
民
に
は
、
夏
用
に
例
え
ば
半
袖
・
半は

ん
す
そ裾

―

―
仮
に
甚
平
の
よ
う
に
丈
の
短
い
小
袖
が
あ
り
う
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
長
裾
に
対
し
て
、
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長
袖
・
半
袖
の
類
推
か
ら
仮
に
「
半
裾
」
と
記
し
て
お
く
―
―
の
キ
モ
ノ
を
用
意
す
る
こ

と
な
ど
不
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
階
層
に
と
っ
て
、
更

こ
ろ
も
が
え

衣

を
想
定
し
て
同
一
の
基
本
形
を
維
持
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、
キ
モ
ノ
は
直
線
裁
ち
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
衣
類
で
あ
る
。
そ
し
て
、
単
衣
の

麻
物
や
木
綿
物
で
な
け
れ
ば
(3)
、
丸
洗
い
で
は
な
く
洗
い
張
り
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
洗
い
張
り
の
後
に
身み

ご

ろ頃
・
袖
等
を
縫
い
つ
け
る
際
に
、
袖
な
し

に
す
る
こ
と
は
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
い
や
そ
も
そ
も
、
洗
い
張
り
し
な
い
麻
物
や
木
綿

物
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
単ひ

と

え衣
か
ら
、
袖
元
の
糸
を
た
だ
抜
け
ば
よ

い
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
袖
の
縫
い
目
が
ほ
こ
ろ
び
な
い
よ
う
な
工
夫
が
必
要
に
な
る
で

あ
ろ
う
が
、
洗
い
張
り
後
の
縫
い
つ
け
と
比
べ
れ
ば
、
そ
れ
は
と
く
に
困
難
だ
っ
た
と
は

思
わ
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
期
の
絵
画
史
料
を
見
る
か
ぎ
り
、
そ
の
種
の
袖

な
し
の
キ
モ
ノ
が
使
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

　

私
は
先
に
、
キ
モ
ノ
と
「
住
」
と
の
関
連
を
想
定
し
た
際
、
住
に
つ
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

視
点
を
導
入
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
住
」
と
の
関
係
で
夏
に
不
む
き
な
キ
モ
ノ
も
維

持
さ
れ
た
と
い
う
仮
説
は
検
証
に
た
え
な
い
と
判
断
し
た
の
だ
が
、
と
す
れ
ば
、
は
じ
め

か
ら
「
衣
」
に
つ
い
て
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
導
入
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
第
一
章
で
、
キ
モ
ノ
は
男
女
と
も
に
同
一
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
そ
の
着
方
は

ま
っ
た
く
異
な
る
と
述
べ
た
が
、
そ
も
そ
も
服
装
問
題
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
取
ら
ず
に

と
け
る
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

「
住
」
問
題
を
考
え
る
際
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
が
、「
住
」
そ
れ
自
体

に
と
っ
て
―
―
少
な
く
と
も
歴
史
的
に
は
―
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
は
偶
有
的
な
も
の
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、「
衣
」
に
あ
っ
て
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
着
方
に
ま
で
着
目
す
れ
ば
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
差
は
む
し
ろ
本
質
的
で
あ
る
。
そ
の
点
で
「
衣
」
は
「
食
」
と
も
異
な
っ
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
差

0

0

0

0

0

0

が
あ
る
こ
と
は
、
食
・
住
と
衣
の
決
定
的
な
違
い
で
あ
る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
私
は
、
日
本
の
男
性
は
、
男
女
に
お
け
る
キ
モ
ノ
の
同
型
を
意
識

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
真
夏
の
暑
さ
･
湿
気
の
耐
え
が
た
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
袖
な
し

（
無
袖
）
も
し
く
は
半
袖
、
お
よ
び
半
裾
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
を
採

用
す
る
必
要
性
は
、
自
分
た
ち
に
は
う
す
い
。
な
ぜ
な
ら
男
た
ち
は
、
必
要
な
ら
い
く
ら

で
も
片
肌
脱
ぎ
・
諸
肌
脱
ぎ
は
お
ろ
か
、
そ
も
そ
も
キ
モ
ノ
を
脱
い
で
フ
ン
ド
シ
一
つ
に

な
る
こ
と
す
ら
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
。
い
や
、明
治
期
の
、し
か
も
漁
村
の
話
で
あ
る
が
、

青
木
繁
の
絵
(4)
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
男
た
ち
に
は
フ
ン
ド
シ
さ
え
不
要
だ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
半
裾
・
袖
な
し
・
半
袖
を
採
用
す
る
必
要
も
不
必
要
も
、
そ
の
事
情
は
、
け
っ

き
ょ
く
は
女
性
に
関
係
し
て
い
る
と
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
男
た
ち
に
と
っ

て
、
日
常
的
な
場
面
で
（
つ
ま
り
湯
屋
で
な
い
し
行
水
な
ど
の
場
合
を
の
ぞ
き
）
女
性
が
脛す

ね

は
も
ち
ろ
ん
腿も

も

ま
で
見
せ
る
こ
と
に
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
二
の
腕
・
肩
を
見
せ
る
こ
と
に
さ

え
、
今
日
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
大
き
な
抵
抗
感
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

・「
夏
衣
久
米
の
仙
人
の
仇
な
り
け
り
」（
芦
舟
）
(5)

　

「
久
米
の
仙
人
」
と
は
も
ち
ろ
ん
、女
性
の
白
い
脛す

ね

を
見
て
神
通
力
を
失
っ
た
と
さ
れ
る
、

あ
の
う
ぶ
で
無
邪
気
な
仙
人
の
こ
と
で
あ
る
(6)
。
だ
が
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
男
た

ち
の
実
感
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
駒
尺
も
言
う
よ
う
に
、「
男
性
を
か
き
立
て
る
の
は
、
あ

な
が
ち
女
性
の
露
出
と
は
き
ま
ら
（
ず
）
」
(7)
、
か
く
さ
れ
て
い
る
部
分
が
、
あ
る
刹せ

つ

な那
に

見
え
る
（
見
え
や
す
い
と
い
う
状
態
を
ふ
く
め
て
）
こ
と
が
、
む
し
ろ
し
ば
し
ば
男
性
の
性

的
妄
想
を
か
き
た
て
る
の
で
あ
る
。

　

な
ら
ば
そ
も
そ
も
隠
す
よ
う
女
性
を
し
む
け
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
発
想
も
あ
り
え
よ

う
が
、
そ
れ
は
一
定
の
例
外
（
時
間
的
に
も
場
所
的
に
も
）
を
の
ぞ
け
ば
、
け
っ
き
ょ
く
は

不
可
能
で
あ
ろ
う
。
男
性
は
、
女
性
一
般
に
つ
い
て
そ
れ
を
望
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自

ら
に
関
し
て
は
た
い
て
い
例
外
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
（
要
す
る
に
「
自
分
の
女
」
の
裸
身
は
他
の
男
に
見
せ
た
く
な
い
）
。

　

こ
う
し
て
、
世
の
中
に
男
性
と
女
性
が
共
存
す
る
か
ぎ
り
、
ど
こ
ま
で
女
性
の
裸
身
を
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さ
ら
す
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
る
か
は
、
つ
ね
に
大
き
な
問
題
で
あ
り
え
た
し
、
今
日
で
も
ど

う
も
そ
の
よ
う
で
あ
る
。
女
性
当
人
に
と
っ
て
も
、
自
ら
の
身
体
を
不
特
定
多
数
の
男
性

に
さ
ら
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
人
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
い
て
い
の
場
合
、

女
性
が
身
体
を
さ
ら
し
て
も
よ
い
と
判
断
す
る
の
は
、
自
ら
の
望
む
相
手
も
し
く
は
望
む

タ
イ
プ
の
相
手
に
か
ぎ
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
一
般
に
は
、
女
性

の
身
体
露
出
に
関
し
て
（
男
性
の
そ
れ
も
だ
が
）、
多
か
れ
少
な
か
れ
社
会
的
な
コ
ー
ド
が

形
成
さ
れ
る
の
が
、
ふ
つ
う
で
あ
る
。

　

江
戸
の
場
合
、
な
る
ほ
ど
裸
体
は
今
日
と
比
べ
て
比
較
的
多
く
見
ら
れ
た
と
判
断
で
き

る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
裸
体
露
出
の
コ
ー
ド
が
な
い
の
で
は
な
い
。
い
や
そ
れ
は
明
確

に
あ
る
（
第
一
章
第
二
節
）
。
し
か
も
前
記
の
よ
う
に
、
か
く
さ
れ
た
身
体
が
時
に
あ
ら
わ

に
な
る
瞬
間
に
欲
望
を
感
じ
る
傾
向
が
、
人
（
こ
こ
で
は
男
性
）
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
男

た
ち
が
必
要
以
上
に
女
性
の
裸
身
露
出
に
合
意
す
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

露
出
の
程
度
に
は
時
代
に
よ
る
差
異
が
大
き
い
。
だ
が
、
江
戸
期
に
あ
っ
て
男
た
ち
に
合

意
で
き
た
女
性
の
身
体
露
出
は
、
当
時
の
キ
モ
ノ
が
ゆ
る
し
た
そ
れ
以
上
で
は
な
か
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
以
上
は
歴
史
性
を
視
野
に
入
れ
な
い
抽
象
的
な
記
述
に
す
ぎ
な
い
。
も
う

一
つ
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
当
時
の
幕
藩
体
制
に
お
け
る
男
女
関
係
政
策
で
あ
る
。
江
戸
期

の
支
配
層
は
、「
不
義
密
通
」
の
増
加
が
幕
藩
体
制
に
よ
る
支
配
秩
序
を
撹か

く
ら
ん乱

す
る
と
考
え
、

そ
れ
を
厳
罰
を
も
っ
て
一
網
打
尽
に
す
べ
く
対
処
し
た
が
（
幕
府
関
係
法
に
お
い
て
無
条
件

で
死
罪
と
さ
れ
た
事
犯
の
一
つ
が
妻
の
密
通
で
あ
る
(8)
）、
そ
も
そ
も
不
義
密
通
の
増
加
は
、

女
性
の
裸
身
露
出
に
か
ぎ
ら
ず
、
男
女
関
係
に
関
わ
る
あ
る
種
の
行
為
―
―
混
浴
も
美
人

画
の
発
行
も
こ
れ
に
入
る
と
判
断
さ
れ
た
―
―
に
よ
る
風
俗
紊び

ん
ら
ん乱

が
引
き
金
の
一
つ
に
な

る
と
判
断
す
る
以
上
、
一
般
に
女
性
が
、
と
く
に
若
く
か
つ
既
婚
の
女
性
が
、
脛す

ね

は
も
ち

ろ
ん
腿も

も

ま
で
恒
常
的
に
人
目
（
人
＝
男
性
）
の
眼
に
さ
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
、
い
や
二
の

腕
を
さ
ら
す
こ
と
さ
え
、
秩
序
維
持
の
観
点
か
ら
、
ゆ
る
す
は
ず
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
種
の
「
モ
ラ
ル
」
を
担
保
す
る
の
が
、
キ
モ
ノ
の
基
本
形
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

キ
モ
ノ
の
改
良
な
ど
、
当
時
に
あ
っ
て
は
考
え
る
余
地
さ
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

�

(1)
三
上
（
上
）
529
頁　

(2)
石
川
①
81
～
82
頁　

(3)
花
咲
201
頁　

(4)
『
美
36
』
31
頁　

(5)
加
藤

212
頁　

(6)
『
徒
然
草
』
第
８
段　

(7)
駒
尺
編
212
頁　

(8)
丹
野
26
～
28
頁

不
問
に
付
さ
れ
る
夏
む
き
い
か
ん

　

キ
モ
ノ
は
な
る
ほ
ど
夏
を
旨
と
し
た
衣
服
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
男
性
に
関
し
て
の

み
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、女
性
の
場
合
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
キ
モ
ノ
は
両
義
的
な
性
格
を
お
び
る
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

視
点
に
立
て
ば
、
キ
モ
ノ
は
―
―
い
か
に
長
年
の
時
を
へ
て
発
展
し
定
着
し
た
と
は
い
え

―
―
高
温
・
多
湿
の
日
本
の
夏
に
は
不
適
切
だ
っ
た
と
、
は
っ
き
り
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

だ
が
こ
れ
に
反
論
も
あ
る
。
こ
こ
で
、
代
表
的
な
二
つ
の
意
見
を
検
討
し
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

　

（
一
）「
試
行
錯
誤
の
末
、
小
袖
に
落
ち
着
く
ま
で
の
過
程
で
は
、
日
本
の
夏
季
の
高
温

多
湿
な
気
候
条
件
を
見
落
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
つ
の
時
代
も
涼
し
く
て
ゆ
る
や

か
に
着
ら
れ
る
服
装
の
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
た
は
ず
で
、
そ
の
よ
う
な
最
終
形
が
浴
衣
や

甚
平
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。」
―
―
こ
う
地
誌
研
究
者
の
辻
原
康
夫
は
記
す
(1)
。

　

こ
の
指
摘
は
一
面
で
は
正
し
い
。「
最
終
形
が
浴
衣
や
甚
平
」
で
あ
る
と
い
う
意
見
に

は
お
お
む
ね
賛
成
で
き
る
。
だ
が
、
日
本
人
の
服
装
が
小
袖
に
落
ち
つ
く
ま
で
の
過
程
で

「
日
本
の
夏
季
の
高
温
多
湿
な
気
候
条
件
」
が
何
ら
か
の
形
で
は
た
ら
い
た
と
辻
原
は
言

う
が
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
い
か
な
る
仕
方
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
最
終
形
が
浴

衣
や
甚
平
だ
と
し
た
ら
、
要
す
る
に
江
戸
期
に
お
い
て
は
、
な
ん
ら
「
夏
季
の
高
温
多
湿
」

を
考
慮
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
の
と
同
じ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
甚
平
は
（
そ
の
原
形

は
江
戸
末
期
に
あ
る
と
は
い
え
）「
大
正
」
期
に
普
及
し
た
も
の
だ
し
(2)
、
浴
衣
は
な
る
ほ

ど
江
戸
期
か
ら
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
構
造
は
―
―
肌
の
う
え
に
直
接
あ
る
い
は
一
定
の

下
着
の
上
に
着
る
と
い
う
点
を
の
ぞ
け
ば
―
―
本
来
の
小
袖
（
キ
モ
ノ
）
と
何
ら
変
わ
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
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（
二
）
日
々
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
キ
モ
ノ
で
通
し
た
と
い
う
社
会
学
者
・
鶴
見
和
子
は
、「
き

も
の
は
日
本
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
」、
と
書
い
て
い
る
。
少
々
長
い
が
引
用
す

る
と
、
鶴
見
は
、「
湿
度
の
高
い
日
本
の
風
土
に
は
、
き
も
の
が
う
ま
く
温
度
と
湿
度
と

の
調
節
を
す
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
き
も
の
に
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
窓
が
あ
っ

て
、
風
通
し
が
よ
い
。
幾
重
に
も
布
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
で
、
寒
い
時
は
き
れ
と
き

れ
と
の
間
の
空
気
が
、
体
温
に
よ
っ
て
温
ま
り
、
暖
房
の
は
た
ら
き
を
す
る
。
暑
い
と
き

に
は
涼
風
を
さ
そ
い
こ
む
。
そ
し
て
寒
い
時
も
暑
い
時
も
、
適
当
に
湿
度
を
調
整
す
る
」、

と
い
う
の
で
あ
る
(3)
。

　

肩
か
ら
足
ま
で
お
お
う
キ
モ
ノ
は
冬
む
き
の
服
装
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
寒
い
時
は

…
…
暖
房
の
は
た
ら
き
を
す
る
」
と
い
う
意
見
は
、
な
る
ほ
ど
あ
る
種
の
真
理
を
か
た
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
(4)
。
だ
が
、
キ
モ
ノ
は
「
暑
い
と
き
に
は
涼
風
を
さ
そ
い
こ
む
」
と

い
う
の
は
、
た
し
か
な
事
実
な
の
か
。
こ
れ
は
、
絽ろ

や
紗し

ゃ

な
ど
の
織
物
を
念
頭
に
お
い
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
（
い
ず
れ
も
横
糸
と
縦
糸
の
配
列
の
関
係
上
繊
維
の
間
に
隙
間
が
で
き

や
す
い
）、
そ
れ
で
も
「
涼
風
を
さ
そ
い
こ
む
」
と
い
う
言
い
分
に
、
十
分
な
根
拠
は
見
い

だ
せ
な
い
。
絽
や
紗
は
織
り
の
方
法
で
あ
っ
て
、
キ
モ
ノ
と
（
の
み
）
本
質
必
然
的
に
む

す
び
つ
い
た
、
キ
モ
ノ
の
不
可
欠
的
要
素
で
は
な
い
。
鶴
見
は
、
少
な
く
と
も
キ
モ
ノ
に

関
す
る
か
ぎ
り
、
肝
心
な
と
こ
ろ
で
曖
昧
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
が
（
藤
本
と
の
対
談
で
も

鶴
見
は
、
藤
本
の
問
い
か
け
に
ま
と
も
に
答
え
て
い
る
と
は
思
え
な
い
箇
所
に
出
会
う
こ
と
が

あ
る
(5)
）、
こ
こ
で
も
や
は
り
曖
昧
で
あ
る
。

　

一
方
鶴
見
は
、
日
本
で
の
洋
装
の

0

0

0

不
適
切
さ
を
自
ら
の
体
験
か
ら
か
た
る
。「
日
本
で

―
―
そ
の
意
味
は
湿
気
の
高
い
地
域
で
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
（
杉
田
注
）
―
―
洋
服
を

着
て
い
る
と
…
…
冬
は
…
…
風
邪
を
ひ
い
て
熱
を
出
し
た
、
夏
は
、
と
く
に
冷
房
が
は
い

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
…
…
冷
房
症
に
な
っ
た
」、
だ
が
米
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
で
は
ち
が
っ

た
、
と
(6)
。
だ
か
ら
、
お
そ
ら
く
洋
装
は
そ
れ
ら
の
国
で
こ
そ
ふ
さ
わ
し
く
、
日
本
で
は

キ
モ
ノ
が
適
切
で
あ
る
と
鶴
見
は
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
鶴
見
は
日
本
に
は
底

び
え
が
あ
る
が
前
記
の
国
々
で
は
そ
う
い
う
感
覚
が
な
い
、
そ
し
て
そ
れ
は
湿
気
の
せ
い

で
は
な
い
か
と
言
う
が
、
そ
れ
は
気
象
学
的
な
事
実
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、「
夏
は
、

と
く
に
冷
房
が
は
い
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
…
…
冷
房
症
に
な
っ
た
」
と
い
う
の
は
奇

妙
な
文
言
だ
が
（
お
そ
ら
く
意
味
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
に
「
と
く
に
…
…
な
っ
て
か
ら
は
」

を
後
で
つ
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
）、
要
す
る
に
こ
れ
は
、
洋
装
は
冬
む
き
の
衣
服
で
は
な

い
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
キ
モ
ノ
は
冬
む
き
の
服
装
で
あ

り
、
冷
気
か
ら
体
を
ま
も
っ
て
く
れ
る
、
と
事
実
上
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
す

れ
ば
、
け
っ
き
ょ
く
キ
モ
ノ
は
夏
む
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
な
に
も
論
じ
ら
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

　

�

(1)
辻
原
91
～
92
頁　

(2)
鷹
司
92
頁　

(3)
鶴
見
編
229
頁　

(4)
前
述
の
よ
う
に
、
私
の
母
は
六
〇

歳
代
に
な
っ
て
か
ら
キ
モ
ノ
を
洋
装
に
変
え
た
が
、
変
え
た
と
た
ん
に
冬
の
寒
さ
が
身
に
こ

た
え
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
寒
そ
う
に
し
て
い
た
の
は
、
脛
か
ら
足
首
に

か
け
て
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。　

(5)
例
え
ば
鶴
見
他
118
頁
以
下　

(6)
鶴
見
編
228
～
229
頁

キ
モ
ノ
の
開
放
性
―
―
日
本
家
屋
と
の
共
通
性

　

だ
が
、
鶴
見
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
が
荒
唐
無
稽
な
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
今
度
は

そ
れ
を
少
し
強
調
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
鶴
見
の
意
味
と
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

キ
モ
ノ
は
確
か
に
開
放
的

0

0

0

で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
夏
む
き
の
部
分
を
た
し
か
に

も
っ
て
い
る
。
開
放
性
に
つ
い
て
か
た
る
前
に
、
ふ
た
た
び
日
本
家
屋
を
と
り
あ
げ
る
。

　

和
辻
哲
郎
が
一
九
三
〇
年
代
に
書
い
た
『
風
土
』
は
、
よ
か
れ
悪
し
か
れ
、
日
本
文
化

と
気
象
と
の
関
係
を
か
ん
が
え
る
際
、
し
ば
し
ば
論
及
さ
れ
る
古
典
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
和
辻
は
、
日
本
で
は
「
家
」（
す
な
わ
ち
「
う
ち
」）
を
外
に
対
し
て
明
白
に
区
別
し
、

「
そ
と
に
対
す
る
距
て
0

0

―
―
強
調
は
和
辻
（
杉
田
注
）
―
―
が
露
骨
に
現
れ
て
い
る
」
と
書

い
て
い
る
(1)
。
こ
れ
は
、
日
本
人
が
夜
間
に
戸
じ
ま
り
を
す
る
こ
と
、
家
の
外
に
は
垣
根

が
あ
り
塀
が
あ
る
こ
と
等
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
(2)
。

　

だ
が
こ
れ
は
奇
妙
な
議
論
で
あ
る
。
前
者
（
戸
締
り
）
は
、
別
に
日
本
に
か
ぎ
っ
た
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
を
も
っ
て
日
本
家
屋
に
お
け
る
内
と
外
と
の
距
て
を
主
張
す
る
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の
は
、
説
得
力
を
欠
く
。
い
や
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
こ
そ
、
建
築
物
は
は
じ
め

か
ら
顕
著
に
壁
を
立
て
(3)
、
出
入
り
は
入
り
口
（
出
口
）
だ
け
に
限
定
し
、
窓
さ
え
ご
く

小
さ
な
も
の
に
か
ぎ
っ
て
、「
距
て
を
露
骨
に
現
」
し
て
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

後
者
（
垣
根
・
塀
）
も
問
題
で
あ
る
。
今
日
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
従
来

の
日
本
家
屋
に
つ
き
も
の
の
垣
根
や
生
垣
は
脆
弱
で
あ
り
、
一
見
家
屋
を
外
部
と
へ
だ
て

つ
つ
も
隔
絶
を
拒
ん
で
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
む
し
ろ
開
放
性
の
象
徴
で
さ
え
あ
る

(4)
。
そ
し
て
実
際
、
垣
根
は
あ
っ
て
も
日
本
家
屋
は
開
放
的
で
あ
る
。
ル
ド
フ
ス
キ
ー
は
、

日
本
で
の
滞
在
中
、
外
部
か
ら
入
り
こ
む
人
を
ど
う
に
も
排
除
で
き
な
か
っ
た
と
記
し
て

い
る
が
(5)
、
人
が
容
易
に
庭
に
入
り
こ
め
た
の
も
、
垣
根
に
も
広
が
る
日
本
家
屋
特
有
の

開
放
性
の
故
で
あ
る
。

　

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
日
本
家
屋
の
開
放
性
を
示
し
て
い
る
。
庭
戸
は
、
外
部
と

内
部
と
を
へ
だ
て
る
顕
著
な
装
備
に
見
え
よ
う
が
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
格
子
戸
は
内
部

の
見
通
し
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
へ
だ
て
で
あ
り
な
が
ら
、
へ
だ
て
と
し
て
の

性
格
を
著
し
く
欠
い
て
い
る
。
家
屋
自
体
、
顕
著
に
外
部
と
の
へ
だ
て
を
欠
い
て
い
る
。

伝
統
的
な
日
本
家
屋
（
そ
の
典
型
を
修
学
院
離
宮
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
）
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
外
と
内
と
を
区
別
す
る
は
ず
の
障
子
は
脆
弱
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
濡
れ
縁
は
内
で

も
外
で
も
な
い
。
屏
風
は
な
る
ほ
ど
へ
だ
て
で
は
あ
る
が
、
へ
だ
て
と
し
て
の
性
格
は
一

時
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
明
確
な
へ
だ
て
を
拒
む
も
の
で
あ
る
。
雨
戸
は
夜
間
に

し
め
き
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
は
戸
袋
に
す
べ
て
お
さ
め
て
、
日
中
は
つ
ね
に
開

け
は
な
た
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
が
、
日
本
の
家
屋
は
城
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

は
我
が
家
を
そ
う
観
念
す
る
と
い
う
―
―
で
は
な
く
天
幕
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
た
の
は

(6)
、
日
本
家
屋
の
開
放
性
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

�

(1) 

(2)
和
辻
145
頁　

(3)
佐
原
83
頁　

(4)
ル
ド
フ
ス
キ
ー
①
24
頁
参
照　

(5)
同
前
118
～
119
頁　

(6)

タ
ウ
ト
40
頁

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

　

と
こ
ろ
で
キ
モ
ノ
は
、
女
性
に
と
っ
て
は
顕
著
な
拘
束
服
で
あ
る
が
、
へ
だ
て
の
性
格

が
弱
い
点
で
、
構
造
上

0

0

0

は
た
し
か
に
き
わ
め
て
開
放
的
な
衣
服
で
あ
る
。
肩
か
ら
足
首
ま

で
達
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
閉
じ
る
道
具
は
そ
れ
自
体
に
は
ど
こ
に
も
な
く
、
付
随
す

る
帯
だ
け
が
そ
れ
を
可
能
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
足
を
ぴ
っ
た
り
閉
じ
、
上
半
身
の
襟
を
ひ

く
こ
と
で
風
の
出
入
り
を
ふ
せ
ぎ
う
る
が
（
冬
は
こ
れ
が
暖
か
い
体
温
を
逃
が
さ
ず
に
た
く

わ
え
て
く
れ
る
）、
そ
れ
で
も
は
や
り
ボ
タ
ン
も
紐
も
な
い
構
造
ゆ
え
に
、
開
放
的
で
あ
る

性
格
は
か
わ
り
よ
う
が
な
い
。
キ
モ
ノ
に
は
開
口
部
が
多
い
。
だ
か
ら
夏
は
た
や
す
く
各

所
に
風
を
お
く
り
こ
め
る
。
ま
た
キ
モ
ノ
を
着
る
さ
い
私
た
ち
は
、
上
半
身
と
下
半
身
を

い
ち
ど
に
着
脱
す
る
。
し
か
も
た
だ
一
片
の
織
物
を
か
ら
だ
に
巻
き
つ
け
る
だ
け
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
必
要
な
ら
た
だ
ち
に
裸
体
に
ち
か
い
姿
に
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
男
性
に
か

ぎ
ら
れ
る
が
、
江
戸
期
、
町
人
が
裾
を
か
ら
げ
て
歩
き
、
武
家
の
小
姓
や
中

ち
ゅ
う
げ
ん

間
が
裾
を
完

全
に
帯
に
た
く
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
キ
モ
ノ
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ロ
イ
ス
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
衣
服
は
身
体
に
ぴ
っ
た
り
合
い
窮
屈
で
あ
る
。
日
本
の

衣
服
は
き
わ
め
て
緩
や
か
な
の
で
、
容
易
に
そ
し
て
恥
ず
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
帯
か
ら

上マ
マ

、
裸
に
な
る
」
と
記
し
て
い
る
が
(1)
、
そ
こ
で
キ
モ
ノ
の
こ
の
開
放
的
な
特
質
が
よ
く

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
フ
ロ
イ
ス
は
、
日
本
人
が
長
き
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
き
た
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
語
る
の
を
忘
れ
て
い
る
。

　

家
屋
の
開
放
性
も
そ
う
だ
が
、
そ
れ
は
自
然
に
む
け
て
開
か
れ
て
い
る
。
タ
ウ
ト
は
日

本
家
屋
を
「
天
幕
」
だ
と
見
た
と
記
し
た
が
、そ
こ
に
タ
ウ
ト
は
日
本
人
に
と
っ
て
の
「
自

然
へ
の
親
近
」
を
見
る
。
確
か
に
そ
の
傾
向
は
つ
よ
い
。
例
え
ば
濡
れ
縁
の
先
に
つ
づ
く

飛
び
石
そ
の
他
も
、
茶
の
湯
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
茶
会
の
参
加
者
に
は
「
う
ち
」

の
一
部
と
さ
え
観
念
さ
れ
て
い
る
。
正
確
に
は
そ
れ
は
、
外
界
か
ら
茶
会
の
場
を
遮
断
す

る
た
め
の
一
工
夫
で
あ
る
。
だ
が
外
界
は
自
然
で
は
な
く
俗
塵
で
あ
り
、
む
し
ろ
自
然
は
、

茶
室
へ
い
た
る
露
地
に
、
そ
の
周
囲
の
常
緑
樹
や
苔こ

け

む
し
た
石
に
、
そ
し
て
最
終
的
に
茶

室
に
あ
る
。
茶
室
内
は
意
匠
化
さ
れ
て
い
る
が
、
床
の
間
の
絵
、
活
け
花
、
茶
釜
の
音
、

室
内
の
光
線
す
べ
て
が
、
自
然
を
再
現
し
て
い
る
(2)
。



98

杉田　　聡

　

茶
室
に
か
ぎ
ら
ず
、
日
本
家
屋
自
体
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
素
材
は
ほ
と
ん
ど
が
植
物

か
ら
な
る
。
骨
組
み
は
木
、
つ
ま
り
植
物
で
あ
る
。
障
子
は
紙
、
し
た
が
っ
て
植
物
で
あ

る
。
居
間
に
し
か
れ
る
畳
も
ま
た
植
物（
イ
グ
サ
等
）で
あ
る
。
タ
ウ
ト
(3)
も
ル
ド
フ
ス
キ
ー

(4)
も
、
日
本
人
が
畳
を
草
原
と
比
較
し
た
が
る
点
に
関
心
を
ひ
か
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ

に
は
単
な
る
比
喩
以
上
の
意
味
が
あ
る
。
こ
う
し
て
技
術
史
家
・
星
野
芳
郎
に
よ
れ
ば
、

日
本
人
は
、
あ
た
か
も
猿
が
森
の
中
に
枝
や
葉
や
草
で
巣
を
つ
く
っ
て
す
ま
う
の
と
同
様

に
、
木
の
幹
（
柱
・
天
井
）
や
植
物
繊
維
（
布
団
）
に
、
要
す
る
に
植
物
に
か
こ
ま
れ
て

す
ま
う
(5)
。

　

だ
が
今
日
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
と
は
あ
ま
り
に
異
な
る
人
工
的
な
住
環
境
に
い
き
て
い

る
。
住
宅
は
密
閉
性
を
た
か
め
、
室
内
の
温
度
を
電
気
で
調
整
し
、
し
た
が
っ
て
肌
に
（
自

然
の
）風
を
呼
び
こ
む
こ
と
が
非
常
に
す
く
な
い
。
ま
た
気
温
の
変
化
を
、直
接
に
肌
を
せ
っ

し
て
感
じ
る
経
験
が
へ
っ
て
い
る
。

　

だ
が
風
・
暑
熱
寒
冷
を
う
け
と
る
肌
は
、
わ
れ
わ
れ
が
直
接
自
然
に
対
峙
す
る
窓
で
あ

る
。
こ
こ
ち
よ
い
環
境
（
空
気
・
温
度
）
に
あ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
自
然
の
存
在
を
わ

す
れ
る
。
だ
が
空
気
に
流
れ
が
生
じ
、
空
気
が
温
度
に
お
い
て
上
下
す
る
と
き
、
に
わ
か

に
自
然
の
存
在
を
想
起
す
る
。
自
然
は
多
様
な
し
か
た
で
人
間
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
雨
・

雪
な
ど
と
い
う
気
象
上
の
変
化
を
別
と
す
れ
ば
、
日
々
に
風
や
気
温
の
上
下
に
よ
っ
て
、

と
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
雨
・
雪
と
ち
が
い
そ
れ
ら
は
、
常
時
、
人
に
触
覚
を
通
じ
て
感

じ
ら
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
一
面
で
は
、
空
気
の
流
れ
や
気
温
の
上
昇
下
降
は
、
現
代
人
と
異
な
り
そ
れ

を
制
御
（
一
定
の
空
間
内
の
こ
と
で
は
あ
る
が
）
で
き
な
い
で
い
た
人
間
に
と
っ
て
宿
命
で

は
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
人
び
と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
当
時
と
り
え
た
か

ぎ
り
の
技
術
を
用
い
て
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
さ
え
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
と
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
を
人
間
に
と
っ
て
価
値
あ
る
何
か
と
し
て
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
人
生
を

楽
し
む
素
材
と
し
て
、
受
け
取
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
例
え
ば
江

戸
人
が
、
何
ゆ
え
に
か
く
ま
で
し
て
、
空
気
の
流
れ
や
気
温
の
上
昇
下
降
に
対
し
て
あ
ら

が
わ
な
か
っ
た
の
か
が
理
解
で
き
な
い
。
前
記
の
よ
う
に
そ
れ
は
幕
府
の
政
策
の
結
果
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
別
に
し
て
も
、
江
戸
人
は
信
じ
が
た
い
ま
で
の
忍
耐
を
も
っ
て
、
こ

の
気
象
上
の
変
化
に
た
え
、
か
つ
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
す
る
と
む
し
ろ
、
夏
の

暑
さ
も
冬
の
寒
さ
を
、
じ
っ
と
味
わ
う
感
性
を
当
時
の
人
は
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

�

(1)
フ
ロ
イ
ス
22
頁　

(2)
岡
倉
290
～
291
頁　

(3)
タ
ウ
ト
139
頁　

(4)
ル
ド
フ
ス
キ
ー
①
40
頁　

(5)

星
野
135
頁

冬
の
寒
さ

　

こ
こ
で
、「
夏
は
夜
…
…
冬
は
つ
と
め
て
」
と
、
季
節
の
情
緒
に
つ
い
て
か
た
っ
た
清

少
納
言
の
感
じ
方
を
例
に
と
ろ
う
(1)
。

　

清
少
納
言
が
言
う
「
夏
は
夜
」
と
い
う
感
慨
に
は
、
や
は
り
日
中
の
暑
熱
は
た
え
が
た

い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
去
っ
た
あ
と
の
心
休
ま
る
一
瞬
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち

が
感
じ
ら
れ
な
い
か
。
冷
蔵
庫
を
あ
け
れ
ば
、
真
夏
で
さ
え
冷
水
や
氷
を
と
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
現
代
人
に
は
想
像
し
が
た
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
真
夏
の
太
陽
が
よ
う
や
く
西

に
傾
き
は
じ
め
た
こ
ろ
、
ふ
っ
と
窓
辺
か
ら
入
る
風
が
、
平
安
人び

と

、
江
戸
人
に
と
っ
て
ど

れ
だ
け
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

同
じ
「
冬
は
つ
と
め
て
」
は
、
早
朝
は
身
ぶ
る
い
す
る
寒
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ
の
後

に
く
る
日
ざ
し
の
暖
か
さ
を
待
つ
心
の
ゆ
と
り
を
感
じ
さ
せ
る
。
清
少
納
言
の
時
代
、
寝

殿
造
り
の
家
々
は
ま
だ
満
足
に
寒
さ
を
よ
け
る
設
備
も
な
く
、
室
内
で
火
を
た
く
こ
と
も

な
か
っ
た
た
め
、
日
ざ
し
の
暖
か
さ
が
あ
た
え
る
心
地
よ
さ
は
、
ひ
と
し
お
だ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
あ
る
い
は
こ
の
後
に
炭
火
の
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
む
し

ろ
炭
火
の
暖
か
さ
を
い
や
ま
し
に
す
る
背
景
と
し
て
、
早
朝
の
寒
さ
に
意
味
を
見
い
だ
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

江
戸
期
の
俳
句
の
世
界
に
も
、
同
様
の
感
受
性
を
見
い
だ
し
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

人
は
寒
さ
を
忍
び
つ
つ
も
（
も
っ
と
も
我
々
よ
り
も
は
る
か
に
寒
さ
に
対
す
る
耐
性
を
身
に

つ
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
江
戸
時
代
は
小
寒
冷
期
に
あ
っ
た
た
め
(2)
寒
さ
は
厳
し
か
っ
た
と
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思
わ
れ
る
）
、
寒
さ
も
し
く
は
そ
の
関
連
現
象
の
う
ち
に
生
き
る
喜
び
を
見
出
し
、
寒
さ
を

い
わ
ば
従
容
と
し
て
う
け
と
め
、
ひ
い
て
は
寒
さ
に
一
種
の
風
流
・
情
緒
を
見
い
だ
し
て

い
る
様
子
が
、
か
い
ま
見
ら
れ
る
。

　

・「
使
者
ひ
と
り
書
院
へ
通
る
寒
さ
か
な
」（
其
角
）

　

・「
暁
や
氷つ

ら

ら
で
寒
き
沖
の
音
」（
旨
原
）

　

・「
我　

が

雪
と
お
も
へ
ば
軽
し
笠
の
う
へ
」（
其
角
）

　

・「
雪
降　

り

て
今
朝
は
誠
に
浮
世
か
な
」（
買
明
）
(3)

　

も
ち
ろ
ん
当
時
で
さ
え
、
人
は
空
気
の
流
れ
や
暑
さ
寒
さ
に
あ
ら
が
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
を
完
全
に
拒
絶
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
た
拒
絶
し
う
る
技
術
が
未
発
達
だ
っ
た

か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
あ
る
て
い
ど
拒
絶
で
き
る
場
面
で
も
拒
絶
し
よ
う

と
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
襟
元
の
寒
さ
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
、
キ
モ
ノ
の
襟
に
ボ
タ
ン
の
類

を
つ
け
る
こ
と
く
ら
い
は
、
技
術
的
に
き
わ
め
て
容
易
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
(4)
、
江

戸
人
は
そ
れ
を
し
て
い
な
い
。
朝
鮮
の
チ
ョ
ゴ
リ
に
は
襟
を
と
め
る
結
び
紐
が
あ
る
が
、

ま
た
キ
モ
ノ
（
小
袖
）
の
前
身
で
あ
る
直ひ

た
た
れ垂

に
は
「
襟
に
括く

く

り
の
緒
が
あ
る
」
が
(5)
、
そ

れ
さ
え
ふ
つ
う
キ
モ
ノ
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

江
戸
人
は
降
雪
時
に
は
高
下
駄
も
し
く
は
雪
下
駄
を
は
い
た
よ
う
だ
が
、
彼
ら
は
雪
よ

け
の
た
め
の
、
よ
り
便
利
な
は
き
物
も
、
つ
い
に
開
発
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時

農
村
で
は
、
藁わ

ら

で
つ
く
ら
れ
た
藁わ

ら
ぐ
つ沓

と
呼
ば
れ
る
雪
靴
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
青
森
県
八
戸
地
方
で
は
こ
れ
を
「
つ
ま
ご
」
と
呼
ぶ
）
。
だ
が
江
戸
の
人
々
は
、
こ
れ
に
類

す
る
藁
沓
を
い
っ
さ
い
使
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
は
、
幕
府
に
よ
る
身
分
制
度
保
持
の
た
め
に
制
度
的
に
し
い
ら
れ
た
側
面
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
厳
し
い
現
実
に
あ
っ
て
江
戸
人
は
、
ち
ょ
う
ど
家
屋
の

場
合
と
同
様
に
、
人
は
日
常
の
衣
生
活
に
お
い
て
自
然
と
の
交
流
（
物
質
代
謝
）
を
通
じ

て
の
み
人
た
り
え
る
、
と
理
解
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
先
の
俳
句
は
、
し
ょ
せ
ん

は
俳
人
の
み
に
ゆ
る
さ
れ
た
境
地
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
ろ
う
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

厳
し
い
寒
さ
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
さ
中
に
寒
さ
の
現
象
そ
れ
自
体
を
楽
し
む
余
裕
が
感
じ

ら
れ
て
な
ら
な
い
。
第
二
～
四
首
は
、
雪
に
せ
よ
氷つ

ら

ら柱
に
せ
よ
、
そ
れ
を
見
、
ま
た
体
験

し
た
そ
の
瞬
間
に
お
け
る
、
あ
た
か
も
童
心
に
か
え
っ
た
よ
う
な
興
奮
を
か
た
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。

　

�

(1)
『
枕
草
子
』
第
１
段　

(2)
高
橋
13
頁　

(3)
そ
れ
ぞ
れ
加
藤
450
、
451
、
472
、
472
頁
か
ら
。　

(4)
実
例
も
知
ら
れ
て
い
る
。
丸
山
84
頁
に
は
信
長
の
も
の
と
さ
れ
る
ズ
ボ
ン
に
ボ
タ
ン
が
つ

い
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
ボ
タ
ン
の
あ
る
襦

じ
ゅ
ば
ん袢

を
着
た
ボ
テ
フ
リ
を
描
い
た
浮
世
絵
も
あ

る
（
花
咲
207
頁
）。　

(5)
鷹
司
45
頁

夏
の
暑
さ

　

で
は
、
問
題
の
夏
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
夏
を
直
接
の
主
題
に
し
た
歌
、
あ
る
い
は
夏

を
季
語
に
し
た
句
は
、
じ
つ
は
少
な
い
。
例
え
ば
『
古
今
和
歌
集
』
で
も
『
新
古
今
和
歌

集
』
で
も
、「
夏
歌
」
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
う
た
っ
た
歌
で
あ
る
。
俳
句
に

眼
を
転
じ
る
と
、
暑
さ
を
詠
ん
だ
、
あ
る
い
は
暑
さ
を
季
語
に
し
た
句
は
少
な
い
も
の
の

(1)
、
暑
さ
を
め
ぐ
る
句
は
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

・「
け
ふ
の
暑
さ
は
そ
よ
り
と
も
せ
ぬ
」（
馬
莧
）

　

・「
行
く
馬
の
跡
さ
へ
暑
き
ほ
こ
り
か
な
」（
杉
風
）

　

・「
夕
す
ゞ
み
よ
く
ぞ
男
に
生
れ
け
り
」（
其
角
）
(2)

な
ど
と
い
っ
た
句
は
、
少
な
く
な
い
人
が
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
第
一
首
は
夏

の
空
気
が
よ
ど
む
様
を
、
第
二
首
は
太
陽
の
照
り
か
え
し
と
乾
く
土
を
、
第
三
首
は
諸
肌

を
さ
ら
し
て
呼
び
こ
む
風
を
、
詠
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
第
一
、
二
首
は
、
夏
の
た
え
が
た

さ
を
た
え
つ
つ
も
、
第
三
首
に
つ
ら
な
る
夕
方
の
い
く
ば
く
か
の
涼
し
さ
を
待
ち
わ
び
て

い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。
人
々
が
待
ち
わ
び
る
の
は
、
陽
の
落
ち
か
か
る
夕
方
、
あ
る
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い
は
時
に
お
と
ず
れ
る
暑
熱
の
や
わ
ら
い
だ
日
で
あ
る
。

　

俳
人
は
、
夏
の
夕
暮
れ
時
に
一
息
つ
く
ほ
っ
と
し
た
思
い
を
、
と
き
に
音
と
色
と
で
表

し
て
い
る
。

　

・「
涼
し
さ
や
鐘
を
は
な
る
ゝ
か
ね
の
声
」（
蕪
村
）

　

・「
雲
焼
け
て
静
か
に
夏
の
夕　

べ

か
な
」（
虚
子
）
(3)

　

タ
ウ
ト
は
、
は
じ
め
て
日
本
の
暑
さ
を
経
験
し
た
後
、
時
に
お
と
ず
れ
る
暑
さ
の
和
ら

い
だ
日
の
印
象
を
つ
づ
っ
て
い
る
。「
そ
ん
な
と
は
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
快
感
が
全
身
を
の

び
や
か
に
す
る
」、
と
(4)
。

　

こ
う
し
て
、
夏
の
暑
さ
を
め
ぐ
っ
て
少
な
く
な
い
人
が
そ
の
思
い
を
俳
句
そ
の
他
に
託

し
て
き
た
が
、
夏
の
暑
さ
を
衣
に
結
び
つ
け
た
例
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
っ

た
と
し
て
も
、そ
れ
は
季
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
「
更

こ
ろ
も
が
え

衣
」、「
夏

な
つ
ご
ろ
も

衣
」、「
袷

あ
わ
せ

」
な
ど
で
あ
っ

て
(5)
、
キ
モ
ノ
の
構
造
自
体
は
、
ま
っ
た
く
語
ら
れ
て
い
な
い
。

　

・「
越
後
屋
に
き
ぬ
さ
く
音
や
衣

こ
ろ
も
が
え

更
」（
其
角
）

　

・「
夏
衣
久
米
の
仙
人
の
仇
な
り
け
り
」（
芦
舟
）
(6)

　

し
て
み
る
と
江
戸
人
は
私
が
思
う
ほ
ど
に
は
、
キ
モ
ノ
を
夏
に
不
む
き
と
考
え
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？　

だ
が
、
絵
師
や
文
士
と
同
様
に
、
俳
諧
の
世
界
に
も

女
性
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
の
と
き
、
女
性
の
感
じ
方
を
ど
れ
だ
け
江
戸
期
の
句
集
・

歳
時
記
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
も
、先
に
引
用
し
た
其
角
の
句
「
夕
す
ゞ
み
…
…
」
は
、ま
だ
し
も
（
男

が
想
像
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
と
は
い
え
）
女
性
の
感
じ
方
を
も
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
暑
け
れ
ば
、
男
性
は
ほ
と
ん
ど
ど
こ
で
で
も
裸
同
前
に
な
れ
る
が
、
女
性
が
、
少

な
く
と
も
場
所
を
え
ら
ば
ず
に
裸
な
い
し
そ
れ
に
近
い
格
好
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
ビ
ゴ
ー
は
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
時
期
に
お
け
る
男
た
ち
の
ふ
ん
ど
し
姿

を
何
点
も
描
い
て
い
る
が
(7)
、
描
か
れ
た
女
性
の
裸
体
（
腰
巻
姿
）
は
つ
ね
に
家
屋
の
中
、

し
か
も
私
的
な
家
屋
の
中
の
姿
で
し
か
な
い
。

　

・「
配
膳
に
女
の
お
ほ
き
あ
つ
さ
か
な
」（
完
来
）
(8)

　

こ
れ
は
、
料
理
茶
屋
な
ど
の
配
膳
の
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
者
は
、
女

性
が
多
く
は
た
ら
く
大お

お
だ
な店

に
い
て
、
そ
の
人
い
き
れ
で
暑
さ
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

ソ
バ
屋
か
ウ
ナ
ギ
屋
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
厨
房
か
ら
出
て
く
る
何
人
も
の
女
性
た
ち
が
、

た
す
き
が
け
を
し
、
そ
し
て
多
少
胸
元
は
緩
め
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
裾
を
か
ら
げ

る
こ
と
も
な
い
ま
ま
身
に
キ
モ
ノ
を
ま
と
っ
て
い
る
姿
に
、
暑
さ
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。
眺
め
る
人
に
お
い
て
感
じ
る
暑
さ
は
、
当
人
に
と
っ
て
は
幾
層
倍
に
感
じ
ら
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
の
其
角
の
句
が
つ
た
え
る
感
慨
は
、
お
そ
ら
く
諸
肌
脱
い
だ
状
態
を
さ

す
に
し
て
も
、
じ
つ
は
諸
肌
脱
ぐ
こ
と
が
と
く
に
心
地
よ
い
の
は
、
キ
モ
ノ
は
上
半
身
と

下
半
身
と
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
点
に
も
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
日
私
た
ち
は

基
本
的
に
上
下
別
々
の
衣
類
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
夏
で
さ
え
同
様
で
あ
る
（
今
こ
こ
で

は
女
性
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
は
お
く
）
。
上
下
を
別
々
に
薄
着
に
着
が
え
る
こ
と
は
で
き
る
し
、

他
人
の
眼
が
な
け
れ
ば
下
着
だ
け
で
一
時
的
に
す
ご
す
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
上
下
別
々

に
脱
い
だ
と
き
は
、「
よ
く
ぞ
男
に
う
ま
れ
け
り
」
の
感
慨
に
は
達
し
え
な
い
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、
や
は
り
上
下
い
っ
し
ょ
に
思
い
切
っ
て
脱

ぐ
わ
け
に
い
か
な
い
女
性
に
と
っ
て
（
上
半
身
を
肩
脱
ぎ
し
て
も
、
上
半
身
部
分
の
布
地
を

腰
か
ら
下
に
、
つ
ま
り
帯
の
下
に
ぶ
ら
さ
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）、
高
温
・
多
湿
の

日
本
の
夏
は
、
す
ご
し
に
く
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

�

(1)
柳
田
①
207
頁　

(2)
そ
れ
ぞ
れ
柳
田
同
前
、
加
藤
191
、
228
頁
よ
り　

(3)
山
本
編
31
、
32
頁
よ

り
（
た
だ
し
も
ち
ろ
ん
虚
子
は
明
治
期
の
俳
人
だ
が
）　

(4)
タ
ウ
ト
112
頁　

(5)
加
藤
210
頁
以
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下　

(6)
同
前
211
、
212
頁
よ
り　

(7)
ビ
ゴ
ー
26
頁
以
下　

(8)
加
藤
191
よ
り

袖
な
し
小
袖
は
発
明
さ
れ
な
か
っ
た

　

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
袖
な
し
の
キ
モ
ノ
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
キ
モ
ノ
は
直
線

裁
ち
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
関
係
上
、
袖
は
つ
け
る
の
も
と
る
の
も
容
易
で
あ
る
が
、
浮

世
絵
な
ど
を
見
る
か
ぎ
り
、
袖
な
し
で
着
る
と
い
う
着
方
は
、
江
戸
期
に
は
な
か
っ
た
と

判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
北
斎
の
、『
北
斎
漫
画
』
を
は
じ
め
と
す
る
絵
本
は
、
人
事
・

自
然
の
森
羅
万
象
を
描
い
た
作
と
し
て
有
名
だ
が
、
再
度
記
す
が
、
そ
こ
に
も
小
袖
を
袖

な
し
で
着
て
い
る
人
は
描
か
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
(1)
。
な
る
ほ
ど
子
ど
も
の
場
合
に

は
、
袖
を
肩
上
げ
し
（
袖
幅
を
短
く
す
る
た
め
に
肩
の
部
分
で
ぬ
い
上
げ
る
）
、
あ
る
い
は

広
袖
を
着
せ
る
（
袖
口
の
下
部
＝
袖
下
を
ぬ
わ
ず
に
お
く
）
こ
と
で
、
動
き
や
す
く
か
つ
汗

が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
と
い
う
が
(2)
、
そ
れ
で
も
袖
は
子
ど
も
用
の
キ
モ
ノ
に

さ
え
つ
き
物
で
あ
っ
て
、
袖
な
し
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
で
あ
れ
ば
（
大
人
で
も
男
性
な
ら
そ
う
な
の
だ
が
）
、
袖
の
た
め
に

暑
い
と
感
じ
る
よ
う
な
と
き
は
、
す
か
さ
ず
肌
脱
ぎ
に
な
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
対

応
法
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
袖
な
し
に
す
る
発
想

が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
慣
習
の
力
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

な
る
ほ
ど
江
戸
期
に
お
い
て
、
着
物
は
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
手

づ
く
り
の
着
物
し
か
あ
り
え
な
い
当
時
、
人
々
は
着
物
を
大
事
に
用
い
、
だ
か
ら
冬
で
も

夏
で
も
着
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
確
た
る
基
本
形
（
長
袖
・
長
裾
）
が
、
か
た
く
な

に
維
持
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、「
袖
な
し
」
の
発
想
自
体
は
、
全
く
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
袖
が
な
い
夜
着
が
あ
っ
た
事
実
が
知
ら
れ
て

い
る
。「
片
袖
の
夜
着
」
と
い
う
言
葉
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
そ

れ
は
、「
片
身
の
袖
の
な
い
方
を
敷
物
と
し
、
袖
の
あ
る
方
を
夜
着
と
し
て
用
い
」
ら
れ

る
と
い
う
。

　

・「
夜
着
の
袖
背
へ
折
り
か
〔
へ
〕
す
寒
さ
か
な
」（
水
光
）

　

・「
片
袖
や
春
に
ひ引

か
る
ゝ
夏
衣
」（
可
心
）
(3)

　

前
者
は
、
そ
の
種
の
夜
着
を
詠
ん
で
い
る
。
今
日
で
も
丹
前
型
の
夜
着
が
あ
る
。
確
か

に
夜
半
に
背
中
が
寒
け
れ
ば
、
袖
の
部
分
を
そ
こ
に
重
ね
る
と
寒
さ
が
和
ら
ぐ
。
後
者
は

逆
で
、
春
（
ほ
ぼ
今
日
の
初
夏
に
相
当
）
に
お
い
て
さ
え
、
暑
い
日
に
は
単ひ

と

え衣
を
着
て
い
て

も
思
わ
ず
「
片
袖
」
を
肩
に
引
く
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
句

を
詠
ん
だ
俳
人
・
可
心
を
あ
つ
か
っ
た
小
説
で
泉
鏡
花
が
「
蓑
の
片
袖
を
横
顔
に
衝つ

と
引

い
た
姿な

り態
云
々
」
と
記
し
て
い
る
の
も
(4)
、
事
情
は
異
な
る
と
は
い
え
、
同
じ
よ
う
な
動

作
を
示
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
一
般
に
「
片
袖
」
と
い
う
こ
と
ば
は
「
引
く
も
の
」
と
し

て
登
場
す
る
よ
う
だ
が
、
夜
着
に
関
わ
る
先
の
用
法
こ
そ
、
袖
な
し
キ
モ
ノ
の
発
想
が
あ

り
え
た
証
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

実
際
、
袖
な
し
衣
類
の
事
例
が
絵
画
史
料
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
平
安
期
の
そ
れ
に
は
、

庶
民
の
女
性
が
、
袖
な
し
と
思
わ
れ
る
衣
類
を
身
に
つ
け
て
い
る
例
が
あ
る
。
大
阪
・
四

天
王
寺
に
伝
わ
る
『
扇せ

ん
め
ん面

法
華
経
冊
子
』
(5)
で
は
、
洗
濯
が
え
り
と
思
わ
れ
る
女
性
が
、

裸
の
子
ど
も
の
手
を
ひ
い
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
女
性
の
上
衣
は
完
全

に
袖
な
し
で
あ
る
（
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
女
性
の
衣
類
は
「
半
裾
」
で
さ
え
あ
る
）
。
袖

な
し
衣
類
は
、
伝
統
的
な
言
葉
で
は
「
肩
着ぎ

ぬ
」
あ
る
い
は
「
手た

な
し
」
と
呼
ば
れ
る
が
、

日
々
の
労
働
に
い
そ
し
む
庶
民
が
し
ば
し
ば
身
に
ま
と
っ
た
の
は
、
筒
袖
の
小
袖
で
あ
る

「
襖お

う

」
も
し
く
は
こ
の
種
の
肩
着
ぬ
（
手
な
し
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
(6)
。
増
田
家
淳
の
研
究

書
に
も
―
―
残
念
だ
が
出
典
は
不
明
で
あ
る
―
―
袖
な
し
姿
の
庶
民
女
性
を
描
い
た
絵
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
(7)
。
時
代
は
と
ぶ
が
、
野
良
着
と
は
い
え
、
農
村
の
女
性
が
筒
袖
の
衣

類
の
上
に
袖
な
し
の
上
着
を
ま
と
っ
て
い
る
例
が
、
ビ
ゴ
ー
の
素
描
に
見
ら
れ
る
(8)
。
こ

こ
か
ら
は
、
夏
の
暑
い
時
期
に
お
い
て
農
民
が
袖
な
し
小
袖
を
着
る
発
想
に
い
た
る
の
は
、

ご
く
容
易
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
江
戸
を
は
じ
め
と
す
る
都
会
に
お
け
る
小
袖
の
研
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究
は
さ
か
ん
だ
が
、
野
良
着
に
ま
で
視
野
を
ひ
ろ
げ
れ
ば
、
袖
な
し
小
袖
の
例
が
み
つ
か

る
か
も
し
れ
な
い
（
た
だ
し
、『
北
斎
漫
画
』
に
は
農
村
の
光
景
を
描
い
た
も
の
も
多
い
が
、

袖
な
し
小
袖
の
例
は
見
ら
れ
な
い
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
見
つ
か
っ
て
も
、
そ
れ
を
江
戸
期
の
女
性
が
安
ん
じ
て
着
ら
れ
る

立
場
に
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
な
い
。
女
性
の
裸
体
に
対
す
る
コ
ー
ド
は
、
時

代
と
と
も
に
変
わ
り
う
る
も
の
だ
が
、
仮
に
袖
な
し
の
キ
モ
ノ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当

時
の
平
均
的
な
男
性
の
意
識
お
よ
び
徳
川
幕
藩
体
制
の
論
理
が
、
女
性
が
そ
れ
を
着
る
の

を
ゆ
る
さ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
今
日
、
多
く
の
女
性
が
江
戸
期
よ
り
は
る
か

に
自
由
に
裸
身
を
さ
ら
し
て
夏
を
す
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
実
は
（
前
章
で
ふ
れ
た
よ

う
に
、
女
性
が
手
足
を
出
し
て
水
泳
を
す
る
こ
と
さ
え
一
〇
〇
年
前
の
男
た
ち
は
抵
抗
し
た
）
、

単
に
性
意
識
の
変
化
と
言
う
だ
け
で
は
す
ま
な
い
も
の
が
あ
る
。
女
性
が
経
済
的
・
社
会

的
に
、
ひ
い
て
は
政
治
的
に
も
確
た
る
力
を
身
に
つ
け
、
公
共
的
な
言
論
を
に
な
い
う
る

立
場
に
立
ち
始
め
た
こ
と
が
、
こ
の
間
の
変
化
の
一
大
要
因
で
あ
ろ
う
。
そ
の
か
ぎ
り
、

右
の
性
意
識
（
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
意
識
）
の
変
化
さ
え
、
性
の
平
等
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
）

の
広
が
り
と
と
も
に
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

�

(1)
永
田
監
修
、『
北
斎
漫
画
』　

(2)
花
咲
210
頁　

(3)
そ
れ
ぞ
れ
加
藤
450
、
212
頁
か
ら　

(4)
鏡
花

216
頁　

(5)
『
美
27
』
37
頁　

(6)
鷹
司
26
頁　

(7)
増
田
67
頁　

(8)
ビ
ゴ
ー
111
頁

二　

日
本
の
夏
と
ズ
ボ
ン

　

「
夕
す
ず
み
、
よ
く
ぞ
男
に
生
ま
れ
け
り
」
と
い
う
、
芭
蕉
の
弟
子
と
し
て
名
高
い
其き

か

く角

の
句
を
先
に
ひ
い
た
。
な
る
ほ
ど
そ
う
で
あ
る
。
い
ざ
と
な
れ
ば
男
性
は
裸
に
な
っ
て
も

世
間
は
と
や
か
く
言
わ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
確
か
に
女
性
は
そ
う
し
た
姿
に
は
な
れ
な
い

だ
ろ
う
。

日
本
の
男
性
の
あ
の
苦
し
み
―
―
な
ぜ
真
夏
に
ズ
ボ
ン
を
？

　

だ
が
こ
れ
は
少
な
く
と
も
現
在
で
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
私
的
な
空
間
で
の
話
で
あ
っ

て
、
公
的
な
空
間
を
念
頭
に
お
け
ば
、
先
の
「
男
」
は
「
女
」
に
お
き
か
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
女
性
が
夏
で
も
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
は
く
習
慣
下
に
お

か
れ
て
い
る
事
実
は
こ
こ
で
は
お
く
が
、
一
方
、
あ
の
う
ん
ざ
り
す
る
よ
う
に
高
温
か
つ

湿
度
の
高
い
日
本
の
真
夏
に
、
な
ぜ
日
本
の
男
は
、
こ
ん
な
に
ま
で
通
気
の
わ
る
い
、
ぴ
っ

ち
り
し
た
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
、
股
や
脚
を
、
汗
で
一
杯
に
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
む
し
ろ
ス
カ
ー
ト
姿
で
く
ら
し
て
み
た
い
と
、
う
ら
め
し
い
気
持
ち
に
な
る
の
は
私

だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
キ
モ
ノ
に
関
す
る
思
想
を
つ
ち
か
っ
て
き
た
戸
井
田
道
三
が
言
う

よ
う
に
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
緯
度
の
高
い
と
こ
ろ
で
着
て
い
る
筒
袖
の
洋
服
―
―
こ
こ
で

は
ズ
ボ
ン
と
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
（
杉
田
注
）
―
―
を
、
湿
気
の
多
い
日
本
で
着
る
の

は
無
理
な
と
こ
ろ
が
あ
る
」
(1)
。
私
は
せ
め
て
半
ズ
ボ
ン
で
歩
き
、
ま
た
仕
事
に
い
け
た

ら
と
思
う
が
、
そ
れ
さ
え
ほ
と
ん
ど
困
難
で
あ
る
。「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
の
か
け
声
は
か
ま

び
す
し
い
が
、
や
る
な
ら
ネ
ク
タ
イ
だ
け
で
は
な
く
、
ズ
ボ
ン
も
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い

と
私
は
思
う
。

　

な
る
ほ
ど
、
上
半
身
と
下
半
身
と
を
く
ら
べ
た
と
き
、
暑
熱
に
弱
い
の
は
上
半
身
で
あ

る
。
だ
か
ら
ま
ず
ネ
ク
タ
イ
を
と
っ
て
開
襟
に
し
よ
う
と
い
う
運
動
は
賛
成
だ
。
そ
れ
に
、

男
性
の
半
袖
姿
は
な
ん
ら
忌
避
の
対
象
で
は
な
い
（
袖
な
し
は
あ
や
う
い
か
も
し
れ
な
い

が
）
。

　

け
れ
ど
も
、
非
常
に
湿
度
の
た
か
い
日
本
に
い
る
か
ぎ
り
、
下
半
身
も
ま
た
異
常
に
暑

い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
真
夏
だ
と
い
う
の
に
、
あ
ん
な
に
も
ピ
ッ
チ
リ
し
た
長
ズ
ボ
ン
で
、

く
る
ぶ
し

0

0

0

0

ま
で
お
お
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
化
繊
は
吸
湿
性

が
わ
る
く
、お
か
げ
で
脚
は
び
っ
し
ょ
り
と
汗
を
か
き
、不
快
で
あ
る
こ
と
こ
の
上
な
い
（
こ

の
点
で
は
、
女
性
の
ズ
ボ
ン
化
に
対
す
る
抵
抗
力
を
封
じ
た
点
で
非
常
に
大
き
な
歴
史
的
意
義

を
有
す
る
ジ
ー
ン
ズ
の
罪
も
大
き
い
。
あ
れ
は
寒
冷
地
で
の
ズ
ボ
ン
で
あ
っ
て
、
日
本
の
夏
に

は
ま
っ
た
く
ふ
さ
わ
し
く
な
い
）。
そ
し
て
真
夏
で
も
、
ズ
ボ
ン
と
組
に
な
る
の
は
、
ゲ
タ
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で
は
な
く
靴
で
あ
る
。
お
ま
け
に
靴
を
は
く
際
す
べ
り
を
よ
く
し
、
か
つ
靴
づ
れ
を
な
く

す
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
靴
下
を
は
い
て
足
の
先
ま
で
二
重
に
お
お
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

職
場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
エ
ア
コ
ン
が
十
分
き
い
て
い
る
場
合
は
い
い
が
（
も
っ
と
も

そ
の
た
め
に
女
性
が
ひ
ざ
掛
け
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
実
は
グ
ロ
テ
ス
ク
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
）、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
日
本
の
夏
で
こ
の
服
装
が
も
た
ら
す
の
は
ほ
と
ん
ど

地
獄
で
あ
る
。
こ
れ
で
戸
外
を
、
と
き
に
炎
天
下
を
、
直
接
・
間
接
に
日
光
を
あ
び
な
が

ら
歩
く
の
は
、
と
う
て
い
正
気
の
さ
た
で
は
な
い
（
ズ
ボ
ン
は
直
射
日
光
か
ら
肌
を
ま
も
る

が
、
そ
の
点
は
ま
た
別
な
話
な
の
で
今
は
お
く
）。

　

(1)
戸
井
田
188
頁

ゆ
っ
た
り
し
た
ズ
ボ
ン
・
半
ズ
ボ
ン
が
ゆ
る
さ
れ
る
べ
き
だ

　

同
じ
ズ
ボ
ン
（
も
し
く
は
ズ
ボ
ン
型
の
衣
服
）
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
衣
装
ア
オ
ザ
イ

の
下
に
は
く
ズ
ボ
ン
（
ク
ワ
ン
(1)
）
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
た
り
し
た
―
―
日
本
で
は
ゆ
っ
た

り
し
た
ズ
ボ
ン
つ
ま
り
ス
ラ
ッ
ク
ス
さ
え
、
む
し
ろ
幅
狭
の
そ
れ
の
意
に
変
え
ら
れ
た
が
、

こ
れ
も
ま
た
非
常
に
罪
深
い
現
実
で
あ
る
―
―
薄
地
か
つ
薄
色
の
ズ
ボ
ン
が
は
け
た
ら
、

そ
れ
だ
け
で
日
本
の
夏
は
だ
い
ぶ
す
ご
し
や
す
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ

日
本
の
男
性
が
は
い
て
い
る
の
は
、
幅
が
せ
ま
く
て
脚
を
ピ
ッ
チ
リ
お
お
い
、
非
常
に
風

通
し
の
わ
る
い
代
物
で
あ
る
。
熱
を
よ
り
多
く
吸
収
す
る
濃
い
色
の
ズ
ボ
ン
も
多
い
。

　

確
か
に
、
幅
が
ひ
ろ
す
ぎ
れ
ば
乗
り
物
の
乗
降
時
な
ど
に
若
干
の
問
題
が
生
じ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
は
ま
っ
た
く
問
題
な
く
対
処
で
き
る
し
（
実
際
ベ
ト
ナ
ム
の

女
性
は
問
題
な
く
ア
オ
ザ
イ

−

ク
ワ
ン
で
す
ご
し
て
い
る
）
。
現
在
の
日
本
の
夏
を
す
ご
す
た

め
に
は
、
も
し
足
首
ま
で
の
ズ
ボ
ン
し
か
選
択
肢
が
な
い
の
な
ら
、
幅
び
ろ
か
つ
薄
地
の

ズ
ボ
ン
の
方
が
い
い
に
き
ま
っ
て
い
る
。

　

ル
ド
フ
ス
キ
ー
は
、「
キ
モ
ノ
ロ
ジ
ー
」
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
刺
繍

0

0

0

0

0

の
あ
る
シ
ャ
ツ
を

着
た
男
性
や
、「
寝
巻
き
用
の
長
シ
ャ
ツ
姿
」
の
女
性
に
言
及
し
て
思
わ
ず
笑
わ
せ
る
が
、

ス
イ
ス
刺
繍
云
々
と
い
う
の
は
甚
平
の
こ
と
で
あ
り
、「
寝
巻
き
用
の
長
シ
ャ
ツ
」
と
は

先
に
言
及
し
た
あ
っ
ぱ
っ
ぱ

0

0

0

0

0

の
こ
と
で
あ
る
。
ル
ド
フ
ス
キ
ー
は
、「
彼
ら
〔
日
本
の
男
性
〕

は
非
西
欧
的
習
慣
に
合
わ
せ
て
洋
服
の
改
良
版
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
は
し
な
い
」
(2)
と
記

し
て
い
る
が
、
甚
平
お
よ
び
あ
っ
ぱ
っ
ぱ
は
、
湿
度
の
高
い
日
本
の
夏
と
、
洋
服
と
を
折

衷
さ
せ
る
こ
こ
ろ
み
、
つ
ま
り
洋
服
を
日
本
の
風
土
に
あ
わ
せ
て
改
良
す
る
こ
こ
ろ
み
で

あ
る
。
今
は
あ
っ
ぱ
っ
ぱ
の
こ
と
は
お
く
が
、
甚
平
の
ズ
ボ
ン
は
幅
び
ろ
で
や
わ
ら
か
く
、

夏
に
は
と
て
も
重
宝
す
る
。

　

だ
が
、
甚
平
の
ズ
ボ
ン
で
さ
え
半
ズ
ボ
ン
に
は
か
な
わ
な
い
。
や
は
り
半
ズ
ボ
ン
こ
そ

ゆ
る
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
甚
平
に
は
た
い
て
い
前
記
の
長
ズ
ボ
ン
以
外
に
半
ズ
ボ
ン
も

対つ
い

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
い
。
膝
下
を
外
気
に
さ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、

湿
気
を
ふ
く
ん
だ
暑
熱
は
相
当
に
や
わ
ら
ぐ
。
お
ま
け
に
甚
平
の
半
ズ
ボ
ン
は
ゆ
っ
た
り

と
し
て
い
る
の
で
、
は
い
て
い
て
本
当
に
楽
で
あ
る
。
湿
気
を
内
部
に
閉
じ
こ
め
る
こ
と

も
な
い
。

　

な
る
ほ
ど
男
性
が
す
ね
毛
を
出
す
の
は
、
今
日
の
発
想
で
は
ぞ
ん
ざ
い
で
あ
る
。
だ
が

そ
れ
も
し
ょ
せ
ん
は
相
対
的
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
相
当
毛
深
い
腕
の
男
性
を
と
き
に
見

か
け
る
が
、
そ
れ
を
人
目
に
さ
ら
す
こ
と
を
と
が
め
る
人
は
い
な
い
。
な
ら
ば
脚
の
場
合

に
も
、
あ
の
幅
の
狭
い
ズ
ボ
ン
で
ぴ
っ
ち
り
と
お
お
わ
な
い
と
な
ら
な
い
理
由
は
な
か
ろ

う
。
す
ね
毛
を
出
せ
ば
、
現
状
で
は
公
式
感
は
う
す
れ
る
だ
ろ
う
。
海
岸
や
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
で
の
く
つ
ろ
い
だ
姿
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、

見み

え栄
で
は
な
く
能
率
の
方
で
あ
ろ
う
。
見
栄
は
（
少
な
く
と
も
一
時
的
に
）
わ
る
く
と
も
、

能
率
が
あ
が
る
の
な
ら
、
ぜ
ひ
各
事
務
所
は
半
ズ
ボ
ン
を
公
式
な
衣
類
と
し
て
認
知
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
た
と
え
公
式
観
が
う
す
れ
て
も
、
そ
れ
さ
え
け
っ
き
ょ
く
は
相
対

的
な
問
題
に
す
ぎ
ま
い
。
時
と
場
所
に
か
か
わ
る
暗
黙
の
社
会
的
規
制
は
の
こ
る
か
も
し

れ
ぬ
が
、
す
ね
毛
も
、
従
来
の
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」（
開
襟
）
と
同
様
、
見
な
れ
れ
ば
な
ん
ら

不
思
議
な
光
景
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
は
、
か
つ
て
、
こ
の
暑
熱
と
湿
気
の
は
げ
し
い
日
本
の
夏
に
対
応
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す
る
た
め
の
努
力
を
は
ら
っ
た
事
実
が
あ
る
。
そ
の
成
果
が
、
い
わ
ゆ
る
ス
テ
テ
コ
で
あ

る
。
と
く
に
化
繊
の
ズ
ボ
ン
は
吸
湿
性
が
わ
る
い
が
、
そ
の
た
め
に
下
肢
、
と
く
に
腿も

も

の

周
辺
に
こ
も
っ
た
湿
気
を
こ
の
木
綿
の
下
着
が
適
度
に
吸
収
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
た
不
都
合
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
で
さ
え
肌
を
さ
ら
し
た

い
真
夏
に
、
さ
ら
に
ズ
ボ
ン
の
下
に
こ
の
種
の
下
着
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
そ
れ
自
体
、

上
肢
に
熱
を
こ
も
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
ス
テ
テ
コ
（
こ
れ
は
す
で
に
若
者
に
と
っ
て

は
な
い
も
同
然
の
肌
着
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
が
(3)
）
に
は
、
細
身
の
ズ
ボ
ン
に
対
応
す

る
か
の
よ
う
な
、
肌
に
ぴ
っ
た
り
と
す
る
細
身
の
も
の
も
多
い
。
こ
う
な
る
と
、
い
か
に

そ
れ
自
体
吸
湿
性
が
あ
る
と
は
い
え
、
け
っ
き
ょ
く
は
ス
テ
テ
コ
自
体
に
湿
気
を
は
ら
ま

せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
根
本
的
な
解
決
で
は
な
い
。
湿
気
は
そ
の
ま
ま
蒸
発
さ
せ
る
の
が

一
番
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
細
身
の
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
湿
気
を
綿
の
ス
テ

テ
コ
に
吸
収
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
湿
気
そ
れ
自
体
を
直
接
蒸
発
さ
せ
る
の
が
一
番
で
あ

る
。
と
す
る
と
、
や
は
り
半
ズ
ボ
ン
が
理
想
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

柳
田
國
男
は
、
古
き
時
代
の
木
綿
の
織
物
は
「
太
物
」
で
あ
り
、「
織
目
も
手
織
り
で

締
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
ま
だ
外
気
と
の
交
通
が
容
易
で
あ
っ
た
…
…
〔
だ
が
〕
湿
気
の

多
い
島
国
の
暑
中
は
、
裸
で
い
て
す
ら
も
蒸
発
は
む
つ
か
し
い
の
に
、
目
の
細
か
い
綾
織

な
ど
で
ぴ
た
り
と
体
を
包
み
、
水
分
を
ふ
く
ま
せ
て
お
く
風
習
な
ど
を
、
ど
う
し
て
我
々

が
真
似
る
気
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」、
と
書
い
て
い
る
(4)
。
こ
れ
は
木
綿
の
下
着
一
般

に
関
す
る
こ
と
と
思
う
が
、
ま
さ
に
ス
テ
テ
コ
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

　

な
る
ほ
ど
炎
天
下
で
直
射
日
光
を
あ
び
る
場
合
に
は
、
ズ
ボ
ン
を
ふ
く
め
、
肌
を
お
お

う
服
装
が
む
し
ろ
必
要
で
は
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
直
射
日
光
を
あ
び
る
わ
け
で
も
な
い

室
内
に
い
て
、
な
ぜ
こ
と
さ
ら
男
性
は
長
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
ろ
う
。

　

(1)
辻
原
94
頁　

(2)
ル
ド
フ
ス
キ
ー
①
64
頁　

(3)
辻
原
110
頁　

(4)
柳
田
①
15
頁

日
傘
と
サ
ン
ダ
ル
の
利
便
性
―
―
か
け
声
だ
け
の
ク
ー
ル
ビ
ズ

　

も
ち
ろ
ん
、
十
分
に
エ
ア
コ
ン
が
き
い
た
建
物
内
に
い
ら
れ
る
か
ぎ
り
は
よ
い
。
け
れ

ど
も
、
ひ
と
た
び
そ
こ
か
ら
出
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
ズ
ボ
ン
に
お
お
わ
れ
た
脚
の

皮
膚
か
ら
汗
が
ふ
き
出
す
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
状
態
で
、
真
夏
の
炎
天
下
を
歩
く
の
は
苦

行
で
あ
る
。
お
ま
け
に
女
性
は
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
日
傘
を
さ
す
が
（
た
だ
し
こ
れ
は

日
本
の
話
で
あ
る
）
、
男
性
に
は
こ
れ
が
こ
ば
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
東
京
の
繁
華
街
を
歩

い
て
い
て
、
日
傘
を
さ
し
た
男
性
に
出
会
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
近
年
で

は
男
性
む
き
の
日
傘
が
出
て
い
る
と
い
う
が
、
ほ
と
ん
ど
街
の
中
で
見
か
け
る
こ
と
は
な

い
。
世
の
中
の
視
線
0

0

が
男
性
の
「
日
傘
」
利
用
を
ゆ
る
さ
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
当
人
が

視
線
に
た
え
ら
れ
な
い
。

　

ま
な
ざ
し
は
、
そ
れ
を
受
け
る
側
に
と
っ
て
は
地
獄
で
あ
る
。
私
は
子
ど
も
が
幼
い
頃
、

お
ぶ
い
紐
で
子
ど
も
を
お
ぶ
っ
て
街
を
歩
い
た
も
の
だ
が
（
子
ど
も
を
「
マ
マ
コ
ー
ト
」
で

お
お
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
む
き
出
し
の
こ
と
も
あ
っ
た
）
、
ど
れ
だ
け
そ
の
不
快
な
ま

な
ざ
し
に
さ
ら
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
子
ど
も
を
背
負
っ
て
い
れ
ば
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
日
傘

を
さ
す
程
度
の
こ
と
で
も
、
ま
な
ざ
し
の
集
中
砲
火
を
あ
び
て
、
た
い
て
い
の
男
性
は
恐

れ
を
な
す
で
あ
ろ
う
。

　

だ
い
い
ち
、
男
ら
し
さ
の
観
念
が
日
傘
使
用
を
ゆ
る
さ
な
い
。
男
は
、
陽
光
を
さ
ん
さ

ん
と
あ
び
て
日
焼
け
し
、
野
生
的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
当
然
で
あ
る
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
軟
弱
で
あ
る
―
―
男
性
は
そ
う
い
う
評
価
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
る
。

も
っ
と
も
は
っ
き
り
言
っ
て
、
こ
の
手
の
ま
な
ざ
し
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
く
、
こ
ち
ら

か
ら
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
や
れ
ば
、
ま
な
ざ
し
の
矛
先
は
、
そ
れ
が
い
か
に
鋭
く
て
も
、

最
終
的
に
は
相
殺
さ
れ
る
。
そ
し
て
男
ら
し
さ
の
観
念
も
、
も
は
や
骨
董
品
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

　

と
は
い
え
、
現
実
の
男
た
ち
は
な
か
な
か
変
わ
り
よ
う
が
な
い
。
男
性
た
ち
が
（
男
性

に
か
ぎ
ら
な
い
が
）
エ
ア
コ
ン
を
ほ
し
い
と
思
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
エ
ア
コ
ン
の
き
い
た

建
物
に
入
る
前
に
、
や
は
り
し
ば
し
ば
太
陽
を
も
ろ
に
あ
び
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ほ

て
っ
た
体
を
エ
ア
コ
ン
で
冷
や
す
の
は
確
か
に
気
も
ち
が
い
い
。
だ
が
、
事
前
に
日
傘
を
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さ
し
て
直
射
日
光
を
さ
け
る
こ
と
（
ち
な
み
に
私
は
、
夏
は
雨
傘
を
日
傘
に
し
て
歩
い
て
い

る
）
、
そ
し
て
―
―
こ
れ
は
衣
装
の
問
題
で
は
な
い
と
は
い
え
―
―
例
え
ば
保
冷
剤
を
持
参

し
、
目
的
地
到
着
後
に
首
の
脇
も
し
く
は
脇
の
下
等
を
冷
や
し
て
や
る
と
、
冷
や
さ
れ
た

動
脈
中
の
血
液
が
体
中
を
め
ぐ
っ
て
、
ほ
ど
な
く
体
は
だ
い
ぶ
楽
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
っ

た
く
気
も
ち
の
よ
い
体
験
で
あ
る
。

　

そ
し
て
で
き
れ
ば
、半
ズ
ボ
ン
に
つ
き
も
の
の
サ
ン
ダ
ル
型
の
靴
な
い
し
サ
ン
ダ
ル
（
ゲ

タ
を
こ
こ
に
入
れ
て
も
よ
い
）
を
履
物
に
で
き
る
な
ら
、
さ
ら
に
暑
さ
も
湿
気
も
や
わ
ら
ぐ

だ
ろ
う
。
ゲ
タ
だ
と
建
物
の
中
で
音
が
響
く
が
、
そ
れ
も
夏
の
暑
さ
を
し
の
ぐ
の
に
い
い

音
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
雑
音
で
し
か
な
け
れ
ば
、
ゲ
タ
の
歯
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
や

る
か
、
廊
下
の
半
分
に
絨

じ
ゅ
う
た
ん

毯
で
も
し
い
て
や
る
と
よ
い
。
経
費
は
か
か
る
が
、
節
電
・
省

エ
ネ
を
は
か
る
た
め
に
は
安
い
も
の
だ
ろ
う
。

　

「
三
・
一
一
」
の
震
災
後
、
電
力
不
足
が
現
実
に
な
っ
た
な
か
で
、
環
境
省
を
は
じ
め
と

す
る
機
関
が
、
各
種
の
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
を
考
案
し
た
。
だ
が
、
千
年
に
一
度
の
こ
の
状

況
を
前
に
し
て
も
、
日
本
社
会
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
い

か
わ
ら
ず
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
ム
ダ
な
明
か
り
が
こ
う
こ
う
と
つ
い
て
い
る
が
、
同
じ
よ

う
に
、
あ
い
か
わ
ら
ず
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
日
傘
は
さ
さ
ず
、
多
少
設
定
温
度
を
下
げ
た

と
は
い
え
け
っ
き
ょ
く
は
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
放
題
に
し
、
水
分
と
熱
気
を
た
っ
ぷ
り
た
め

こ
む
細
く
長
い
ズ
ボ
ン
を
当
然
視
し
て
い
る
。

　

環
境
省
が
提
案
し
た
と
い
う
「
ス
ー
パ
ー
・
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
は
、
い
か
に
も
中
途
半
端

な
も
の
で
あ
っ
た
。「
七
分
パ
ン
ツ
」は
若
干
半
ズ
ボ
ン
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
と
は
い
え
、

あ
い
も
変
わ
ら
ず
に
腿も

も

か
ら
膝
下
ま
で
あ
ま
り
に
細
い
ズ
ボ
ン
で
脚
を
お
お
い
、
足
は
靴

に
つ
っ
こ
ん
で
い
る
、
上
半
身
は
あ
ろ
う
こ
と
か
筒
袖
の
長
袖
で
あ
る
(1)
。
そ
れ
に
、
も

と
も
と
深
刻
な
問
題
と
し
て
性
根
を
す
え
て
か
か
ろ
う
と
い
う
姿
勢
が
な
い
だ
け
に
、
こ

れ
さ
え
ほ
と
ん
ど
か
け
声
だ
け
で
終
っ
た
の
で
あ
る
。

　

(1)
朝
日
新
聞
11
年
６
月
27
日
付
け
（
北
海
道
統
合
版
）

「
夏
を
旨
」
と
し
な
く
な
っ
た
建
物
の
不
合
理

　

最
後
に
つ
け
く
わ
え
れ
ば
、
比
較
的
寒
冷
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
筒
袖
の
衣
類
を
導
入

し
、
同
ズ
ボ
ン
を
真
夏
に
さ
え
身
に
つ
け
る
こ
と
を
当
然
視
し
て
疑
わ
な
い
で
き
た
日
本

人
の
感
性
は
、
も
っ
と
大
事
な
も
の
を
捨
て
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
の
服
装
の
問
題
は
、
建
築
の
問
題
と
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
夏
む
き
で
あ
る
べ

き
建
物
を
こ
と
ご
と
く
洋
風
に
し
、
壁
を
四
方
に
立
て
な
ら
べ
、
縁
側
を
な
く
し
、
し
か

も
庇

ひ
さ
し

ま
で
す
て
た
の
は
、
最
悪
の
選
択
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
で
、
何
よ
り
庇
と
縁
側
に
よ
っ

て
さ
え
ぎ
ら
れ
た
真
夏
の
太
陽
が
、
大
手
を
ふ
っ
て
も
ろ
に
部
屋
に
入
っ
て
き
て
し
ま
う

よ
う
に
な
り
、
し
か
も
立
て
な
ら
べ
た
壁
の
お
か
げ
で
風
も
満
足
に
通
ら
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
え
が
た
い
ま
で
の
暑
さ
が
つ
く
ら
れ
た
。
戦
後
多
く
つ
く
ら
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
文
化
住
宅
」
は
、（
い
た
し
方
な
い
こ
と
だ
が
）
縁
側
を
も
う
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
ま
ま
、
ほ
ん
の
印
だ
け
の
庇
し
か
つ
け
な
か
っ
た
こ
と
で
、「
文
化
」
の
名
に
反

す
る
代
物
と
な
っ
た
。

　

そ
の
点
で
私
は
、
建
築
家
の
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
も
し
く
は
日
本
に
お
け
る
そ
の
追
随

者
の
責
任
も
大
き
い
、
と
痛
感
す
る
。
彼
氏
の
有
名
な
「
サ
ヴ
ォ
ア
邸
」
に
は
、
横
長
の

窓
は
あ
っ
て
も
庇
が
な
い
。
当
人
は
、
集
合
住
宅
設
計
の
際
に
、
事
実
上
、
庇
と
な
る
バ

ル
コ
ニ
ー
を
考
慮
し
た
が
、「
サ
ヴ
ォ
ア
邸
」
な
ど
の
箱
型
住
宅
で
は
（
そ
の
追
随
者
の
場

合
も
同
様
で
あ
る
）、
鉄
筋
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ガ
ラ
ス
に
よ
る
そ
の
構
造
ば
か
り
が
重
視

さ
れ
て
、
真
夏
の
太
陽
―
―
と
く
に
日
本
の
そ
れ
の
よ
う
に
湿
気
と
と
も
に
あ
ま
り
に
も

耐
え
が
た
い
状
況
を
つ
く
る
太
陽
―
―
の
こ
と
が
、
満
足
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
(1)
。
上
田
篤
は
、
一
九
七
四
年
に
公
に
し
た
著
書
で
、「
一
般
の
住
宅
の
軒
〔
＝
庇
〕
の

出
の
寸
法
も
、
三
尺
〔
約
九
〇
セ
ン
チ
〕
、
二
尺
五
寸
〔
約
七
五
セ
ン
チ
〕
、
二
尺
〔
約
六
〇

セ
ン
チ
〕、
一
尺
五
寸
〔
四
五
セ
ン
チ
〕
と
、
だ
ん
だ
ん
き
り
つ
め
ら
れ
る
風
潮
に
あ
る
」

と
記
し
て
い
た
が
(2)
、
こ
う
な
る
と
、
真
夏
の
太
陽
を
よ
け
る
庇
の
機
能
も
ほ
と
ん
ど
失

わ
れ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
戦
後
見
ら
れ
た
簡
易
瓦

が
わ
ら

の
家
々
は
、
あ
る
い
は
現
在
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
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洋
風
を
前
面
に
だ
し
て
屋
根
の
傾
斜
を
極
端
に
ち
い
さ
く
し
た
家
々
は
、
天
井
と
屋
根
の

あ
い
だ
の
空
間
を
狭
く
し
、
と
き
に
そ
こ
に
通
ず
る
小
窓
を
な
く
す
こ
と
で
、
部
屋
に
暑

熱
を
つ
た
え
そ
れ
を
保
つ
結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
―
―
家
の
構
造
の
問
題
で
は
な
い
が

―
―
打
ち
水
の
習
慣
を
な
く
す
こ
と
で
、
日
本
人
は
ど
れ
だ
け
夏
の
暑
さ
を
た
え
が
た
く

し
た
か
。

　

な
る
ほ
ど
直
射
日
光
が
部
屋
に
は
い
ろ
う
が
、
部
屋
自
体
を
エ
ア
コ
ン
で
冷
や
せ
ば
よ

い
と
い
う
発
想
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
三
・
一
一
」
以
降
、
切
実
に
節
電
・
省

エ
ネ
が
も
と
め
ら
れ
る
上
に
、
一
室
を
エ
ア
コ
ン
で
冷
や
し
た
と
し
て
も
他
が
う
だ
る
よ

う
な
暑
さ
な
ら
（
い
や
、
エ
ア
コ
ン
の
排
熱
に
よ
っ
て
外
気
や
他
の
部
屋
は
よ
け
い
暑
く
な

る
）
、
や
は
り
住
居
と
し
て
は
不
適
切
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

(1)
安
藤
40
～
57
頁　

(2)
上
田
164
頁

文
献
一
覧

  

一
九
〇
〇
年
代
の
「
一
九
」、
二
〇
〇
〇
年
代
の
「
二
〇
」
は
略
す

絵
画
史
料

　

（『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
』
は
本
文
で
は
『
美
□
』
と
記
し
、
□
の
箇
所
に
巻
数
を
示
す
）

『�

逢あ
ふ
よ
が
り

夜
雁
之
声
』、
渡
辺
信
一
郎
『
江
戸
の
女
た
ち
の
湯
浴
み
―
―
川
柳
に
見
る
沐
浴
文
化
』

（
新
潮
選
書
、
六
六
年
）
所
収

『�

揚
屋
大
寄
』（
菱
川
師
宣
）
、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
26 

浮
世
絵
美
人
師
宣
と
春
信
』（
小

学
館
、
〇
二
年
）
所
収

『
池
田
屏
風
』（
岩
佐
又
兵
衛
）
、『
新
潮
日
本
美
術
文
庫
（
六
）
』（
新
潮
社
、
九
七
年
）
所
収

『�

海
の
幸
』（
青
木
繁
）
、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
36 

黒
田
清
輝 

洋
画
へ
の
挑
戦
』（
小

学
館
、
〇
三
年
）
所
収

『�

浮
世
人
物
図
巻
』（
伝
菱
川
師
宣
）
、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
26 

浮
世
絵
美
人
師
宣
と

春
信
』（
小
学
館
、
〇
二
年
）
所
収

『�

江
戸
名
所
図
屏
風
』、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
21 

都
の
に
ぎ
わ
い
洛
中
洛
外
図
』（
小

学
館
、
〇
二
年
）
所
収

『�

絵
本
紅
葉
橋
』（
勝
川
春
潮
）、
黒
川
真
道
編
『
日
本
風
俗
図
絵
11
』（
柏
書
房
、
八
三
年
）

所
収

『
絵
本
吾
妻
の
花
』（
北
尾
重
政
）
、
同
前
所
収

『
花
下
遊
楽
図
』（
狩
野
長
信
）
、『
花
下
遊
楽
図
』（
美
術
出
版
社
、
五
五
年
）
所
収

『�

春
日
権
現
験
記
絵
』（
部
分
）
、
矢
田
部
英
正
『
日
本
人
の
坐
り
方
』（
集
英
社
新
書
、
一
一

年
）
所
収

『�

信
貴
山
縁
起
絵
巻
』、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
27 

信
貴
山
縁
起
と
伴
大
納
言
絵
巻
』（
小

学
館
、
〇
二
年
）
所
収

『�

青
楼
年
中
行
事
』（
部
分
）
、原
田
伴
彦
他
『
絵
で
見
る
江
戸
の
女
た
ち
』（
柏
書
房
、〇
六
年
）

所
収

『�

扇せ
ん
め
ん面

法
華
経
冊
子
』、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
27 

信
貴
山
縁
起
と
伴
大
納
言
絵
巻
』（
小

学
館
、
〇
二
年
）
所
収

『�

誰
が
袖
美
人
図
屏
風
』、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
46 

遊
び
と
祭
り
の
屏
風
絵
』（
小
学

館
、
〇
三
年
）
所
収

『
他
我
身
の
う
へ
』、
菊
地
ひ
と
美
『
江
戸
お
し
ゃ
れ
図
絵
』（
講
談
社
、
〇
七
年
）
所
収

『�

立
美
人
図
』（
懐
月
堂
安
度
）
、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
26 

浮
世
絵
美
人
師
宣
と
春
信
』

（
小
学
館
、
〇
二
年
）
所
収

『�
邸
内
遊
楽
図
』、
丸
山
伸
彦
編
著
『
江
戸
の
き
も
の
と
衣
生
活
』（
小
学
館
、
〇
七
年
）
所

収
『�

花
見
遊
曲
図
屏
風
』（
岩
佐
又
兵
衛
）
、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
49 

異
端
の
絵
師
又
兵

衛
と
一
蝶
』（
小
学
館
、
〇
三
年
）
所
収

『�

伴
大
納
言
絵
巻
』、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
27 

信
貴
山
縁
起
と
伴
大
納
言
絵
巻
』（
小

学
館
、
〇
二
年
）
所
収
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『「
パ
ン
チ
」
素
描
集
』（『
パ
ン
チ
』
と
略
記
）
岩
波
文
庫
（
松
村
昌
家
編
）
、
九
四
年

『�

彦
根
図
屏
風
』、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
46 

遊
び
と
祭
り
の
図
屏
風
』（
小
学
館
、

〇
三
年
）
所
収

『�

百
人
女
郎
品
定
』（
西
川
祐
信
）
、『
近
世
日
本
風
俗
絵
本
集
成
』（
臨
川
書
房
、
七
九
年
）

所
収

『�

豊ほ
う
こ
く国

祭
礼
図
屏
風
』（
伝
岩
佐
又
兵
衛
）
、『
週
刊
絵
で
知
る
日
本
史
27
』（
集
英
社
、一
一
年
年
）

所
収

『�

法
然
上
人
絵
伝
』（
部
分
）
、
矢
田
部
英
正
『
日
本
人
の
坐
り
方
』（
集
英
社
新
書
、
一
一
年
）

所
収

『
北
斎
漫
画
』（
葛
飾
北
斎
）
、『
北
斎
漫
画 
Ⅰ
～
Ⅲ
』（
岩
崎
美
術
社
、
八
六
～
七
年
）
所
収

『�

北
楼
及
び
演
劇
図
巻
』（
菱
川
師
宣
）
、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
26 

浮
世
絵
美
人
師
宣

と
春
信
』（
小
学
館
、
〇
二
年
）
所
収

『�

本
多
平
八
郎
姿
絵
屏
風
』、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
46 
遊
び
と
祭
り
の
屏
風
絵
』（
小

学
館
、
〇
三
年
）
所
収

『
松
浦
屏
風
』、
同
前
所
収

『�

見
立
寒
山
拾
得
』（
鈴
木
春
信
）
、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
26 

浮
世
絵
美
人
師
宣
と
春

信
』（
小
学
館
、
〇
二
年
）
所
収

『�

柳
樽
末
摘
花
余
興
紅
の
花
』、
渡
辺
信
一
郎
『
江
戸
の
女
た
ち
の
湯
浴
み
―
―
川
柳
に
見

る
沐
浴
文
化
』（
新
潮
選
書
、
九
六
年
）
所
収

『�

柳
樽
末
摘
花
余
興
雪
の
花
』、
花
咲
一
男
『
大
江
戸
も
の
し
り
図
鑑
』（
主
婦
と
生
活
社
、

〇
〇
年
）
所
収

『�

大
和
耕
作
絵
抄
』（
部
分
）
、原
田
伴
彦
他
『
絵
で
見
る
江
戸
の
女
た
ち
』（
柏
書
房
、〇
六
年
）

所
収

『�

湯
上
り
美
人
と
鶏
』（
奥
村
政
信
）
、花
咲
一
男
『
大
江
戸
も
の
し
り
図
鑑
』（
主
婦
と
生
活
社
、

〇
〇
年
）
所
収

『�

湯
女
図
』、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
46 

遊
び
と
祭
り
の
屏
風
絵
』（
小
学
館
、
〇
三
年
）

所
収

『�

和
国
百
女
』（
菱
川
師
宣
）
、『
週
刊
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
26 

浮
世
絵
美
人
師
宣
と
春
信
』

小
学
館
、
〇
二
年
）
、
原
田
伴
彦
他
『
絵
で
見
る
江
戸
の
女
た
ち
』（
柏
書
房
、
〇
六
年
）

所
収

あ
行

青
木 

繁
→
「
絵
画
資
料
」『
海
の
幸
』

安
藤
忠
雄
『
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
勇
気
あ
る
住
宅
』
新
潮
社
、
〇
四
年

池
田
孝
江
『
服
装
の
生
活
史
』
大
月
書
店
、
七
五
年

石
井
良
助
『
江
戸
時
代
漫
筆 

第
四
―
―
人
殺
・
密
通
』
自
治
日
報
社
出
版
局
、
七
一
年

石
川
英
輔
①
『
大
江
戸
え
ね
る
ぎ
ー
事
情
』
講
談
社
文
庫
、
九
三
年

　

―
―
―
②
『
大
江
戸
リ
サ
イ
ク
ル
事
情
』
講
談
社
、
九
四
年

泉
鏡
花
（
鏡
花
と
略
記
）「
河
伯
令
嬢
」、『
鏡
花
全
集
23
巻
』（
岩
波
書
店
、
七
五
年
）
所
収

井�

原
西
鶴
（
西
鶴
と
略
記
）
①
『
好
色
一
代
男
』
小
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
現
代
語
訳
、
訳
・

注
は
暉
峻
康
隆
）
、
九
二
年

　

―
―
― 

（
同
前
）
②
『
好
色
五
人
女
』
同
前

岩
佐
又
兵
衛
→
「
絵
画
資
料
」『
池
田
屏
風
』『
花
見
遊
曲
図
屏
風
』『
豊ほ

う
こ
く国

祭
礼
図
屏
風
』

Ｓ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
『
ペ
リ
ー
日
本
遠
征
随
行
記
』
雄
松
堂
書
店
（
洞
富
雄
訳
）
、
七
〇
年

上
田 

篤
『
日
本
人
と
す
ま
い
』
岩
波
新
書
、
七
四
年

上
野
千
鶴
子
『
ス
カ
ー
ト
の
下
の
劇
場
』
河
出
書
房
新
社
、
八
九
年

Ｍ�
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
人
文
書
院
（
白
井
堯
子
訳
）、
八
〇

年
遠�

藤
祥
子
「
飜
印
女
鏡
秘
伝
書 

上
巻
」、『
東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要
』
第
七
巻
（
六
七
年
）

所
収

大
林
太
良
編
『
母
権
制
の
謎
』
評
論
社
、
七
五
年

岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』
中
央
公
論
社
（
日
本
の
名
著
『
岡
倉
天
心
』、
七
〇
年
）
所
収
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岡
田 

甫
他
『
川
柳
末
摘
花
注
解
』
第
一
出
版
社
、
五
一
年

奥
村
政
信
→
「
絵
画
資
料
」『
湯
上
り
美
人
と
鶏
』

尾
佐
竹 
猛
『
史
録
叢
書
３ 

犯
姦
集
録
』
三
崎
書
房
、
七
二
年

『
女
鏡
秘
伝
書
』
→
遠
藤
、
丸
山

『
女
大
学
宝
箱
』、『
女
大
学
集
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
石
川
松
太
郎
編
、
七
七
年
）
所
収

か
行　

懐
月
堂
安
度
→
「
絵
画
資
料
」『
立
美
人
図
』

勝
川
春
潮
→
「
絵
画
資
料
」『
絵
本
紅
葉
橋
』

葛
飾
北
斎
→
「
絵
画
資
料
」『
北
斎
漫
画
』

加
藤
郁
乎
『
江
戸
俳
諧
歳
時
記
』
平
凡
社
、
八
三
年

狩
野
長
信
→
「
絵
画
史
料
」『
花
下
遊
楽
図
』

菊
地
ひ
と
美
『
江
戸
お
し
ゃ
れ
図
絵
』
講
談
社
、
〇
七
年
年

北
尾
重
政
→
「
絵
画
資
料
」『
絵
本
吾
妻
の
花
』

喜
田
川
守
貞
→
「
絵
画
資
料
」『
守
貞
謾
稿
』

京�

都
美
容
文
化
ク
ラ
ブ
『
日
本
の
髪
型
―
―
伝
統
の
美 

櫛
ま
つ
り
作
品
集
』
光
村
推
古

書
院
、
〇
〇
年

黒
川
真
道
編
『
日
本
風
俗
図
絵
11
』（
柏
書
房
、
八
三
年
）
所
収

古
賀
令
子
『
コ
ル
セ
ッ
ト
の
文
化
史
』
青
弓
社
、
〇
四
年

『
古
今
和
歌
集
』
岩
波
文
庫
、
八
一
年

小�

林
登
美
枝
編
『「
青
鞜
」
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
―
「
新
し
い
女
」
の
誕
生
』
人
文
書
院
、

八
七
年

駒�

尺
喜
美
「
美
の
く
さ
り
」、
同
編
『
女
を
装
う
―
―
美
の
く
さ
り
』
勁
草
書
房
、
八
五

年
小�

谷
野 

敦
『
江
戸
幻
想
批
判
―
―
「
江
戸
の
性
愛
」
礼
讃
論
を
撃
つ
』
新
曜
社
、
九
九

年

今
野
信
雄
『
江
戸
の
風
呂
』
新
潮
選
書
、
八
九
年

さ
行

西
鶴
→
井
原
西
鶴

佐
藤
泰
子
『
日
本
服
装
史
』
建
帛
社
、
九
二
年

佐
原 

真
『
遺
跡
が
語
る
日
本
人
の
く
ら
し
』
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
九
四
年

式
亭
三
馬
『
浮
世
風
呂
』、『
日
本
古
典
文
学
体
系
63
』（
岩
波
書
店
、
五
七
年
）
所
収

下
山 

弘
『
川
柳
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』
新
潮
選
書
、
九
五
年

Ｓ�

・
シ
ャ
ル
レ
テ
ィ
『
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
の
歴
史
』
法
政
大
学
出
版
局
（
沢
崎
浩
平
他
訳
）
、

八
六
年

寿
岳
章
子
『
日
本
語
と
女
』
岩
波
新
書
、
七
九
年

M
.M

.Jones,  W
om

en’s D
ress: Its M

orl and physical Relations, N
ow

 York, 1864

『�

白
浪
五
人
男
』、『
歌
舞
伎
名
作
撰 

白
浪
五
人
男
』（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
松
竹
株
式
会
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
〇
四
年

振
興
会
→
（
社
）
全
日
本
き
も
の
振
興
会
推
薦
（
著
）

『
新
古
今
和
歌
集
』
岩
波
文
庫
、
五
九
年

「
申
命
記
」（
日
本
聖
書
協
会
訳
、
出
典
は
章
・
節
番
号
で
示
す
）

杉
浦
日
向
子
『
一
日
江
戸
人
』
新
潮
文
庫
、
〇
五
年

杉�

田 

聡
①
『
男
権
主
義
的
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
―
―
ポ
ル
ノ
・
買
売
春
擁
護
論
批
判
』

青
木
書
店
、
九
九
年

　
�

―
― 

②
『
レ
イ
プ
の
政
治
学
―
―
レ
イ
プ
神
話
と
「
性
＝
人
格
」
原
則
』
明
石
書
店
、

〇
三
年

　

�

―
― 
③
『
Ａ
Ｖ
神
話
―
―
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
を
ま
ね
て
は
い
け
な
い
』
大
月
書
店
、

〇
八
年

鈴
木
春
信
→
「
絵
画
資
料
」『
見
立
寒
山
拾
得
』

清
少
納
言
『
枕
草
子
』（
出
典
は
段
で
示
す
）
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（
社
）
全
日
本
き
も
の
振
興
会
推
薦
（
著
）（
振
興
会
と
略
記
）『
ひ
と
目
で
わ
か
る 

き
も
の

用
語
の
基
本
』
世
界
文
化
社
、
〇
八
年

た
行

Ｂ
・
タ
ウ
ト
『
日
本
の
家
屋
と
生
活
（
新
版
）
』
春
秋
社
（
篠
田
英
雄
訳
）
、
〇
八
年

鷹
司
綸
子
『
服
装
文
化
史
（
新
版
）
』
朝
倉
書
店
、
九
一
年

高
橋
和
夫
『
日
本
文
学
と
気
象
』
中
公
新
書
、
七
八
年

高�

山
一
彦
①
『
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
処
刑
裁
判
』（『
処
刑
裁
判
』
と
略
記
）
現
代
思
潮
社
、

七
一
年

　

�

―
―
―
②
『
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
―
―
歴
史
を
行
き
続
け
る
「
聖
女
」』
岩
波
新
書
、

〇
五
年

丹
野 

顯
『
江
戸
の
色
ご
と
仕
置
張
』
集
英
社
新
書
、
〇
三
年

辻
原
康
夫
『
服
飾
の
歴
史
を
た
ど
る
世
界
地
図
』K

AW
A

D
E

夢
新
書
、
〇
三
年

鶴
見
和
子
編
『
着
物
』
作
品
社
、
九
五
年

鶴
見
和
子
・
藤
本
和
子
（
鶴
見
他
と
略
記
）『
き
も
の
自
在
』
晶
文
社
、
九
三
年

『
徒
然
草
』（
出
典
は
段
で
示
す
）

戸�

井
田
道
三
『
き
も
の
の
思
想
―
―
え
り
や
た
も
と
が
も
の
を
い
う
』
毎
日
新
聞
社
、

六
八
年

な
行

永
井
義
男
『
江
戸
の
下
半
身
事
情
』
祥
伝
社
新
書
、
〇
八
年

中�

江
克
己
①
『
お
江
戸
の
意
外
な
生
活
事
情
―
―
衣
食
住
か
ら
商
売
・
教
育
・
遊
び
ま
で
』

Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
、
〇
一
年

　

�

―
―
―
②
『
お
江
戸
の
意
外
な
「
モ
ノ
」
の
値
段
―
―
物
価
か
ら
見
え
る
江
戸
っ
子
の

生
活
模
様
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
、
〇
三
年

永
田
生
慈
監
修
『
北
斎
絵
事
典 

人
物
編
』
東
京
美
術
、
九
九
年

中�

野 

明
『
裸
は
い
つ
か
ら
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
か
―
―
日
本
人
の
羞
恥
心
』
新
潮
選
書
、

一
〇
年

『
鳴
神
』、『
歌
舞
伎
名
作
撰 

雷
神
不
動
北
山
桜 

毛
抜
・
鳴
神
』（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
松
竹
株
式
会
社
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
〇
七
年

西
岡
ま
さ
子
『
江
戸
の
女
ば
な
し
』
河
出
書
房
新
社
、
九
三
年

西
川
祐
信
→
「
絵
画
資
料
」『
百
人
女
郎
品
定
』

野
間
清
六
「
花
下
遊
楽
図
（
国
宝
）
」、『
花
下
遊
楽
図
』（
美
術
出
版
社
、
五
五
年
）
所
収

野
村
雅
一
①
『
し
ぐ
さ
の
世
界
―
―
身
体
表
現
の
民
族
学
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
八
三
年

　

�

―
―
―
②
『
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
読
む
―
―
身
ぶ
り
空
間
の
文
化
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
、
九
四
年

は
行

Ｍ�

・
ハ
イ
リ
ー
『
誰
が
ズ
ボ
ン
を
は
く
べ
き
か
―
―
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
働
く
女
た
ち
』

ユ
ニ
テ
（
神
保
登
代
訳
）
、
八
六
年

Ｉ�

・
バ
ー
ド
『
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
日
本
紀
行 

上
』
講
談
社
学
術
文
庫
（
時
岡
敬
子
訳
）
、

〇
八
年

パ
ウ
ロ
「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
」（
日
本
聖
書
協
会
訳
、出
典
は
章
・
節
番
号
で
示
す
）

橋
本
澄
子
『
図
説
着
物
の
歴
史
』
河
出
書
房
新
社
、
〇
五
年

八�

戸
市
博
物
館
Ｈ
Ｐ
「
学
習
コ
ー
ナ
ー
【
民
俗
】」http://w

w
w.hachinohe.ed.jp/haku/

m
inzoku_isyokujuu.htm

l

（
一
八
年
四
月
確
認
）

花
咲
一
男
『
大
江
戸
も
の
し
り
図
鑑
』
主
婦
と
生
活
社
、
〇
〇
年

原 
三
正
『
お
歯
黒
の
研
究
』
人
間
の
科
学
社
、
八
一
年

原
田
伴
彦
他
『
絵
で
見
る
江
戸
の
女
た
ち
』
柏
書
房
、
〇
六
年

春
信
→
「
絵
画
資
料
」『
見
立
寒
山
拾
得
』

パ
ン
チ
→
『「
パ
ン
チ
」
素
描
集
』

Ｇ
・
ビ
ゴ
ー
『
続 

ビ
ゴ
ー
日
本
素
描
集
』
岩
波
文
庫
（
清
水
薫
編
）
、
九
二
年
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菱�
川
師
宣
→
「
絵
画
資
料
」『
揚
屋
大
寄
』『
浮
世
人
物
図
巻
』『
北
楼
及
び
演
劇
図
巻
』『
和

国
百
女
』

平�

塚
ら
い
て
う
「
元
始
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
」、『
平
塚
ら
い
て
う
評
論
集
』（
岩
波
文
庫
、

八
七
年
）
所
収

深�

井
晃
子
『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
イ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
―
―
海
を
渡
っ
た
キ
モ
ノ
』
平
凡
社
、

九
四
年

深
作
光
貞
『「
衣
」
の
文
化
人
類
学
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
、
八
三
年

福
永
英
男
『「
御
定
書
百
箇
条
」
を
読
む
』
東
京
法
令
出
版
、
〇
二
年

Ｅ
・
フ
ッ
ク
ス
『
カ
ラ
ー
版 

風
俗
の
歴
史
（
八
）
』
光
文
社
（
安
田
徳
太
郎
訳
）
、
六
七
年

武
陽
隱
士
（
仮
に
武
陽
と
略
記
）『
世
事
見
聞
録
』
岩
波
文
庫
、
九
四
年

Ｌ�

・
フ
ロ
イ
ス
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』
岩
波
文
庫
（
岡
田
章
推
訳
注
）
、
九
一

年
Ｍ�

・
ｖ
・
ベ
ー
ン
『
モ
ー
ド
の
生
活
文
化
史
２
―
―
一
八
世
紀
か
ら
一
九
一
〇
年
代
ま
で
』

河
出
書
房
新
社
（
永
野
藤
夫
他
訳
）
、
九
〇
年

Ｓ�

・
ｄ
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
『
決
定
版 

第
二
の
性 

（
一
）
事
実
と
神
話
』
新
潮
社
（
中
嶋

公
子
他
訳
）、
九
七
年

ホ
ー
ン
川
嶋
搖
子
『
女
た
ち
が
変
え
る
ア
メ
リ
カ
』
岩
波
新
書
、
八
八
年

北
斎
→
「
絵
画
資
料
」『
北
斎
漫
画
』

星
野
芳
郎
『
技
術
と
人
間
』
中
公
新
書
、
六
九
年

Ａ�

・
ホ
ラ
ン
ダ
ー
『
性
と
ス
ー
ツ
―
―
現
代
衣
服
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
ま
で
』
白
水
社
（
中

野
香
織
訳
）、
九
七
年

堀
場
清
子
『
青
鞜
の
時
代
―
―
平
塚
ら
い
て
う
と
新
し
い
女
た
ち
』
岩
波
新
書
、
八
八
年

本�

間
長
世
編
『
新
し
い
女
性
像
を
求
め
て
』、『
世
界
の
女
性
史
10 

ア
メ
リ
カ
Ⅱ
』
評
論
社
、

七
七
年

ま
行

『
枕
草
子
』（
出
典
は
段
で
示
す
）

増
田
家
淳
『
き
も
の
の
生
活
史
』
新
草
出
版
、
八
七
年

松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話 

二
』（
中
村
幸
彦
他
校
訂
）
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
七
七
年

丸
山
伸
彦
編
著
『
江
戸
の
き
も
の
と
衣
生
活
』
小
学
館
、
〇
七
年

三
上
参
次
『
江
戸
時
代
史 

上
下
（
新
装
版
）
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
九
二
年

水
田
珠
枝
『
女
性
解
放
思
想
史
』
筑
摩
書
房
、
七
九
年

Ｋ
・
ミ
レ
ッ
ト
『
性
の
政
治
学
』
自
由
国
民
社
（
藤
枝
澪
子
訳
）
、
七
三
年

宮�

下
規
久
朗
『
刺
青
と
ヌ
ー
ド
の
美
術
史
―
―
江
戸
か
ら
近
代
へ
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、

〇
八
年

宮
本
常
一
『
風
土
と
文
化
』
未
来
社
、
六
七
年

村
上
信
彦
①
『
キ
モ
ノ
の
歴
史
（
一
）
～
（
三
）
』
講
談
社
文
庫
、
七
九
年

　

�

―
―
―
②
『
あ
ぐ
ら
を
か
く
娘
た
ち
―
―
女
性
の
戦
後
服
装
史
』
中
央
公
論
社
、
六
三

年
Ｅ�

・
Ｓ
・
モ
ー
ス
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
（
１
）
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
（
石
川
欣
一
訳
）
、

七
〇
年

『
守
貞
謾
稿
』、
喜
田
川
守
貞
『
近
世
風
俗
志
―
―
守
貞
謾
稿
（
二
）（
四
）
』
岩
波
文
庫
、

そ
れ
ぞ
れ
九
七
年
、
〇
一
年

師
宣
→
「
絵
画
資
料
」『
揚
屋
大
寄
』『
浮
世
人
物
図
巻
』『
北
楼
及
び
演
劇
図
巻
』『
和
国
百
女
』

や
行

矢
田
部
英
正
『
日
本
人
の
坐
り
方
』
集
英
社
新
書
、
一
一
年

柳�
沢
淇
園
『
ひ
と
り
ね
』、『
日
本
古
典
文
学
大
系
96 

近
世
随
想
集
』（
岩
波
書
店
、
六
五
年
、

中
村
幸
彦
他
校
訂
）
所
収

柳�

田
國
男
①
「
木
綿
以
前
の
こ
と
」、『
新
編
柳
田
國
男
集
（
九
）
』（
筑
摩
書
房
、
七
九
年
）

所
収

　

―
―
―
②
『
明
治
大
正
史
―
―
世
相
篇
』（
新
装
版
）
講
談
社
学
術
文
庫
、
九
三
年
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山�
折
哲
雄
『「
坐
」
の
文
化
論
―
―
日
本
人
は
な
ぜ
坐
り
つ
づ
け
て
き
た
の
か
』
講
談
社

学
術
文
庫
、
八
四
年

山
川
菊
栄
『
武
家
の
女
性
』
岩
波
文
庫
、
八
三
年

山
川
静
夫
『
歌
舞
伎
の
楽
し
み
方
』
岩
波
新
書
、
〇
八
年

山
下
悦
子
『
き
も
の
歳
時
記
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
九
八
年

山
本
健
吉
編
『
最
新
俳
句
歳
時
記
（
夏
）
』
文
藝
春
秋
社
、
七
一
年

吉
田
兼
好
『
徒
然
草
』（
出
典
は
段
で
示
す
）

ら
行

Ａ
・
リ
ュ
リ
ー
『
衣
服
の
記
号
論
』
文
化
出
版
局
（
本
幡
和
枝
約
）
、
八
七
年

Ｊ�

＝
Ｊ
・
ル
ソ
ー
『
エ
ミ
ー
ル
―
―
あ
る
い
は
教
育
に
つ
い
て
』
河
出
書
房
新
社
（
平
岡

昇
訳
）、
六
六
年

Ｂ�

・
ル
ド
フ
ス
キ
ー
①
『
キ
モ
ノ
・
マ
イ
ン
ド
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
（
新
庄
哲
夫
訳
）
、

七
三
年

　

―
―
―
―
―
―
―
②
『
み
っ
と
も
な
い
人
体
』
鹿
島
出
版
会
（
加
藤
秀
俊
訳
）
、
七
九
年

わ
行

渡
辺
京
二
『
逝
き
し
世
の
面
影
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
〇
五
年

渡�

辺
信
一
郎
①
『
江
戸
の
女
た
ち
の
ト
イ
レ
―
―
絵
図
と
川
柳
に
み
る
排
泄
文
化
』
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
出
版
、
九
三
年

　

�

―
―
―
―
②
『
江
戸
の
女
た
ち
の
湯
浴
み
―
―
川
柳
に
見
る
沐
浴
文
化
』
新
潮
選
書
、

九
六
年

渡
邊
澄
子
『
青
鞜
の
女
・
尾
竹
紅
吉
伝
』（
不
二
出
版
、
〇
一
年
）

和
辻
哲
郎
『
風
土
―
―
人
間
学
的
考
察
』
岩
波
書
店
、
七
四
年

あ
と
が
き

　

以
上
の
原
稿
を
私
は
二
〇
一
〇
～
一
年
に
書
い
た
。
あ
る
出
版
社
か
ら
、「
キ
モ
ノ
」

と
日
本
文
化
に
関
す
る
本
を
、も
う
ひ
と
り
の
研
究
者
と
共
著
で
出
す
予
定
だ
っ
た
が
（
私

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
の
原
稿
を
担
当
し
た
）、
担
当
編
集
者
が
突
然
亡
く
な
っ
た
う
え

に
、
そ
の
後
、
共
著
予
定
者
と
の
内
容
調
整
が
難
航
し
た
た
め
、
け
っ
き
ょ
く
出
版
は
実

現
し
な
か
っ
た
。

　

拙
稿
は
第
六
稿
ま
で
練
り
あ
げ
た
原
稿
で
あ
る
が
、
今
後
、
こ
れ
を
推
敲
す
る
可
能
性

は
少
な
い
と
判
断
し
て
、
所
属
す
る
帯
広
畜
産
大
学
の
学
術
研
究
報
告
に
掲
載
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

文
献
一
覧
は
そ
の
後
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
、
あ
る
い
は
新
し
い
版
が
出
た
書
籍
も
ふ
く

む
が
、
論
考
の
内
容
と
形
式
を
再
検
討
す
る
十
分
な
余
裕
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
内

容
上
、
少
々
他
と
そ
ぐ
わ
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
当
初
の

共
著
と
い
う
企
画
に
関
連
が
あ
る
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

（
二
〇
一
八
年
年
四
月
二
七
日
）
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は
じ
め
に

　

前
稿
で
は
、
関
東
を
除
く
地
域
の
人
々
の
証
言
を
見
て
き
た
。
関
東
大
震
災
の
被
害
は
、
東

京
・
横
浜
を
は
じ
め
と
す
る
関
東
地
方
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ

以
外
の
か
な
り
広
い
地
域
に
も
及
ん
で
い
た
。
ま
た
、
直
接
的
な
被
害
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

地
震
の
揺
れ
は
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、

東
京
を
除
く
関
東
地
方
の
記
述
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
市
町
村
の
区
分
と
名
称
は
す
べ

て
現
行
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
あ
る
。

　

な
お
、
前
稿
ま
で
の
目
次
を
記
し
て
お
く
。

（
一
）

　

1　

海
外
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　

ド
イ
ツ
―
―
ベ
ル
リ
ン
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

　
　

フ
ラ
ン
ス
―
―
パ
リ

　
　

イ
ギ
リ
ス
―
―
ロ
ン
ド
ン
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

　
　

ス
イ
ス
―
―
リ
ュ
シ
ュ
リ
コ
ン

　

2　

海
外
―
―
ア
メ
リ
カ

　
　

ア
メ
リ
カ
―
―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
カ
ゴ
・
ポ
コ
ノ

　
　

メ
キ
シ
コ
―
―
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー

　

3　

海
外
―
―
ア
ジ
ア

　
　

ロ
シ
ア
―
―
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
・
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク

　
　

韓
国
―
―
釜
山
・
ソ
ウ
ル

　
　

台
湾
―
―
台
北
・
基
隆

　
　

中
国
―
―
錦
州
・
上
海

関

東

大

震

災

は

い

か

に

回

想

さ

れ

た

か

（

三

）

　
　
　

 

―
―
自
伝
に
描
か
れ
た
関
東
大
震
災
―
―

柴
　

口
　

順
　

一

（
帯
広
畜
産
大
学
人
間
科
学
研
究
部
門
）

二
〇
一
八
年
四
月
二
十
六
日
受
付

二
〇
一
八
年
六
月
二
十
一
日
受
理

H
ow

 w
as the G

reat K
anto Earthquake recollected? (3):

The G
reat K

anto Earthquake described in an autobiography
Jun’ichi SH

IBAG
U

CH
I

帯大研報  39：112 〜 133（2018）
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柴口順一

　
　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　

4　

海
上

（
二
）

　

5　

九
州

　
　

熊
本
県
―
―
熊
本
市

　
　

大
分
県
―
―
大
分
市

　
　

福
岡
県
―
―
北
九
州
市

　
　

鹿
児
島
県
―
―
鹿
児
島
市

　

6　

中
国
・
四
国

　
　

山
口
県

　
　

広
島
県
―
―
広
島
市
・
呉
市

　
　

岡
山
県
―
―
岡
山
市

　
　

愛
媛
県
―
―
宇
和
島
市

　

7　

近
畿

　
　

兵
庫
県
―
―
神
戸
市

　
　

大
阪
府
―
―
大
阪
市
・
豊
中
市

　
　

京
都
府
―
―
京
都
市
・
宮
津
市

　
　

滋
賀
県
―
―
彦
根
市

　
　

奈
良
県
―
―
奈
良
市

　
　

和
歌
山
県
―
―
新
宮
市

　
　

三
重
県
―
―
伊
勢
市

　

8　

中
部

　
　

愛
知
県
―
―
名
古
屋
市

　
　

静
岡
県
―
―
静
岡
市

　
　

長
野
県
―
―
軽
井
沢
町
・
松
本
市

　
　

富
山
県
―
―
高
岡
市

　

9　

東
北
・
北
海
道

　
　

福
島
県
―
―
福
島
市
・
会
津
若
松
市

　
　

宮
城
県
―
―
仙
台
市

　
　

山
形
県
―
―
米
沢
市
・
鶴
岡
市

　
　

秋
田
県
―
―
秋
田
市

　
　

北
海
道
―
―
札
幌
市

　

10　

関
東

群
馬
県

　

大
川
博
（
注
１
）

は
高
崎
市
に
い
た
。
東
京
鉄
道
局
に
勤
め
て
い
た
大
川
は
、
講
習
会
の
た

め
に
八
月
三
十
一
日
の
午
後
に
汽
車
で
高
崎
に
向
か
っ
た
。
八
月
三
十
日
に
横
浜
、
三
十
一
日

に
は
国
府
津
で
講
習
会
を
行
な
い
、
そ
の
夜
は
熱
海
に
一
泊
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
九

月
一
日
の
高
崎
で
の
講
習
会
も
担
当
す
る
よ
う
に
と
の
電
報
を
受
取
り
、
急
遽
高
崎
に
向
か
っ

た
の
で
あ
る
。「
九
月
一
日
、
講
義
の
ま
っ
最
中
に
、
例
の
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
。
す
べ
て

の
交
通
と
通
信
機
関
が
途
絶
し
た
の
で
、
高
崎
で
は
、
や
れ
浅
間
の
大
噴
火
だ
の
、
大
島
の
爆

発
だ
の
、
京
浜
一
帯
が
海
に
め
り
込
ん
だ
の
、
い
や
も
う
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
ざ
た
で
大
騒
ぎ

に
な
っ
た
」
が
、「
夜
の
九
時
ご
ろ
に
な
っ
て
、
や
っ
と
東
京
に
大
火
災
が
起
こ
っ
て
い
る
と

い
う
確
報
が
入
っ
て
来
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
翌
朝
、
よ
う
や
く
動
き
出
し
た
汽
車
に
乗
り

込
み
、
夜
遅
く
に
東
京
の
自
宅
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
府
津
の
講
習
会
ま
で
は
同
行
し
て
い
た
人
物
が
い
た
。
同
僚
の
伊
東
と
い
う

人
物
で
、
彼
は
予
定
通
り
三
十
一
日
は
熱
海
に
泊
ま
り
、
翌
一
日
の
列
車
で
帰
京
す
る
途
中
、

根
府
川
の
鉄
橋
で
遭
難
し
た
と
い
う
。「
そ
の
と
き
、
根
府
川
で
は
、
地
震
の
襲
来
と
同
時
に
、

下
り
列
車
が
海
に
転
落
し
、
上
り
列
車
も
土
砂
く
ず
れ
の
た
め
に
四
、
五
両
目
ぐ
ら
い
ま
で
鉄

橋
下
に
埋
ま
り
込
ん
だ
。
伊
東
君
は
そ
の
前
方
車
両
に
乗
っ
て
い
た
ら
し
く
、
山
津
波
の
土
砂

に
埋
め
ら
れ
、
そ
の
遺
体
は
六
ヵ
月
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
掘
り
出
さ
れ
た
。」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
大
川
は
最
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
運
命
と
い
う
も
の
の
動
き
は
実
に
摩
訶（
ま

か
）
不
思
議
で
あ
る
。
も
し
こ
こ
で
私
に
高
崎
へ
回
る
よ
う
本
局
か
ら
の
電
命
が
な
か
っ
た
ら
、

私
も
伊
東
君
と
熱
海
行
を
と
も
に
し
、
し
た
が
っ
て
当
然
、
翌
日
の
根
府
川
遭
難
を
と
も
に
し

て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
か
り
に
、
本
局
か
ら
の
指
名
が
ア
ベ
コ
ベ
で
あ
っ
た
ら
ど
う
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な
っ
て
い
よ
う
。
根
府
川
の
遭
難
が
私
で
、
高
崎
行
で
命
拾
い
を
し
た
の
は
伊
東
君
で
あ
っ
た

の
だ
。」

　

中
村
歌
右
衛
門
（
注
2
）
は
渋
川
市
に
い
た
。
歌
舞
伎
役
者
五
代
目
歌
右
衛
門
は
、
妻
と
息

子
夫
婦
と
と
も
に
伊
香
保
の
別
荘
に
滞
在
し
て
い
た
。「
丁
度
お
ひ
る
の
食
事
に
か
ゝ
ら
う
と

し
た
時
グ
ラ
グ
ラ
〳
〵
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
伊
香
保
は
地
震
の
尠
い
所
で
す
か
ら
、
地
震
で
は

あ
る
ま
い
、浅
間
の
噴
火
で
し
よ
う
、な
ぞ
と
言
つ
て
居
ま
し
た
」と
記
し
て
い
る
。
続
け
て
、「
立

つ
て
廊
下
で
見
て
居
る
と
、
池
の
水
が
動
い
て
居
ま
す
。
地
震
だ
よ
、
錦
魚
が
鉢
合
せ
す
る
ぢ

や
な
い
か
、
と
い
ひ
ま
し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
地
震
だ
よ
、
錦
魚
が
鉢
合
せ
す
る
ぢ

や
な
い
か
」
と
い
っ
た
の
は
、
た
ぶ
ん
家
人
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
記
述
、
実
は
主
語
が
は
っ

き
り
し
な
い
文
章
が
目
立
つ
の
だ
が
、
歌
右
衛
門
は
は
じ
め
地
震
を
否
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
に
お
さ
ま
っ
た
の
で
、
食
事
を
済
ま
せ
て
釣
り
堀
へ
出
か
け
る
が
、
途
中
、
知
人
に

会
う
と
汽
車
が
不
通
だ
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
ど
こ
か
で
故
障
で
し
よ
う
」
と
答
え
た

の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
釣
り
を
終
え
、
四
時
こ
ろ
に
家
に
戻
る
。
そ
の
部
分
に
、「
あ
れ
か

ら
、
ち
よ
い
〳
〵
揺
り
ま
し
た
が
、
分
り
ま
せ
ん
か
、
と
い
ひ
ま
す
。」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
家
人
の
言
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
歌
右
衛
門
は
釣
り
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
後
の
揺
れ
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
震
を
否
認
し
続
け
て
い
た
の
も
そ
の
た
め
と

い
え
る
。
夜
に
な
り
、
茶
屋
の
男
が
来
て
「
東
京
に
地
震
が
あ
つ
て
、
大
変
な
火
事
が
起
り
さ

う
だ
」
と
い
っ
た
が
、「
馬
鹿
を
い
ふ
」
と
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。

　

翌
二
日
の
朝
三
時
頃
、
と
い
う
か
ら
夜
中
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
付
き
人
か
使
用
人
で
あ
ろ
う
、

貞
吉
と
い
う
人
物
が
や
っ
て
来
て
、「
ビ
ッ
ク
リ
な
す
つ
ち
や
行
け
ま
せ
ん
、
東
京
全
滅
だ
、

と
い
ひ
ま
す
。
上
の
御
客
が
自
動
車
で
東
京
へ
帰
る
さ
う
で
す
が
、
割
前
さ
へ
出
せ
ば
一
所

に
帰
れ
ま
す
か
ら
、
様
子
を
見
て
来
る
」
と
い
っ
た
。
続
け
て
、「
金
を
余
分
に
持
つ
て
行
け
」

と
い
っ
て
立
た
せ
た
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
地
震
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の

日
は
何
の
沙
汰
も
な
く
、
電
話
も
な
く
新
聞
も
来
な
か
っ
た
。
三
日
に
な
り
、「
朝
鮮
人
が
来

た
、
と
い
つ
て
青
年
団
が
竹
槍
も
つ
て
警
護
に
出
」
た
と
い
う
。「
い
ま
、
鮮
人
が
渋
川
へ
来
て
、

井
戸
へ
毒
薬
を
入
れ
た
と
か
、
中
野
と
い
う
処
の
豪
家
へ
押
込
み
が
は
い
つ
て
、
主
人
が
竹
槍

で
眼
の
玉
を
突
か
れ
た
と
か
、
榛
名
で
宝
物
を
持
つ
て
行
つ
た
と
か
、
物
騒
な
噂
ば
か
り
で
す
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。「
伜
な
ん
か
ピ
ス
ト
ル
も
つ
て
、
夜
も
眠
り
ま
せ
ん
。」
と
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
物
騒
な
物
を
な
ぜ
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
四
日
の
朝
、
先
の
貞
吉

が
東
京
か
ら
帰
っ
て
来
て
、
自
宅
は
焼
け
て
お
ら
ず
、
も
う
一
人
の
息
子
藤
雄
も
無
事
だ
と
分

か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
の
十
一
日
、
息
子
の
藤
雄
が
自
家
用
の
自
動
車
で
や
っ
て
来
た
。

十
三
日
、
歌
右
衛
門
は
そ
の
車
に
乗
り
東
京
へ
帰
っ
た
。「
板
橋
あ
た
り
で
、
人
が
荷
車
に
乗

つ
た
り
、
女
が
襷
が
け
で
哀
れ
な
有
様
で
す
。
私
は
ゾ
ロ
リ
と
し
て
キ
レ
イ
な
足
袋
を
は
い
て

居
ま
す
。
皆
ヂ
ロ
〳
〵
見
る
か
ら
キ
マ
リ
が
悪
い
。
宅
へ
帰
つ
て
見
る
と
、
電
気
が
暗
い
、
来

る
人
は
皆
泣
く
、
そ
れ
が
ま
る
で
乞
食
み
た
い
な
風
を
し
て
居
ま
す
。」
と
そ
の
時
の
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
。「
何
か
遣
ら
う
と
思
つ
て
も
、
家
内
は
伊
香
保
に
残
し
て
あ
る
か
ら
様
子
が

わ
か
」
ら
な
く
、
早
く
戻
り
た
か
っ
た
が
、
翌
十
四
日
と
十
五
日
は
大
変
な
雨
で
あ
っ
た
。
川

が
切
れ
て
道
が
止
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
十
六
日
に
な
り
よ
う
や
く
伊
香
保
に
戻
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
。

栃
木
県

　

片
山
哲
（
注
3
）
は
宇
都
宮
市
に
い
た
。
弁
護
士
を
し
て
い
た
片
山
は
、
足
尾
銅
山
の
鉱
夫

が
爆
発
物
取
締
法
違
反
に
問
わ
れ
た
事
件
の
弁
護
の
た
め
に
、
宇
都
宮
裁
判
所
に
行
っ
て
い
た
。

「
そ
の
事
件
の
弁
論
を
や
っ
て
い
る
最
中
に
、
丁
度
お
昼
頃
、
関
東
大
震
災
が
起
っ
た
の
で
あ

る
。」
と
記
し
て
い
る
。「
裁
判
官
も
驚
い
た
。
東
京
は
全
滅
で
あ
る
と
か
、
東
京
に
大
火
が
起

り
、
関
東
一
円
は
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
、
裁
判
は
そ
の
ま
ま
延
期
」
に
な
っ

た
と
い
う
。
急
い
で
帰
ろ
う
と
し
た
が
、
な
か
な
か
東
京
に
は
戻
れ
な
か
っ
た
。
片
山
が
い
つ

東
京
に
た
ど
り
つ
い
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
三
日
に
は
戻
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
�　

私
の
家
は
そ
の
頃
丁
度
日
暮
里
の
駅
の
上
に
あ
っ
た
が
、
三
日
目
の
晩
に
、
ず
っ
と
火
が

東
の
方
に
移
り
、
上
野
松
坂
屋
が
焼
け
、
根
岸
方
面
、
下
日
暮
里
か
ら
鶯
谷
に
か
け
て
燃
え

移
り
、
避
難
民
は
、
簞
笥
、
柳
こ
う
り
を
大
八
車
に
つ
ん
で
逃
げ
て
来
る
、
全
く
の
大
騒
ぎ

で
あ
っ
た
。
こ
の
際
に
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
人
問
題
が
も
ち
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
町
に
火
を
つ

け
た
の
は
朝
鮮
人
だ
と
か
、
こ
の
機
会
に
朝
鮮
人
が
、
暴
動
を
た
く
ら
ん
で
い
る
と
か
、
全

く
の
悪
質
極
ま
る
流
言
飛
語
で
、大
騒
ぎ
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。
私
の
近
所
の
人
が
多
数
や
っ

て
来
て
、
私
の
家
の
縁
の
下
に
、
朝
鮮
人
が
入
っ
た
。
そ
れ
捕
え
ろ
、
い
や
井
戸
に
劇
薬
を
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投
じ
た
、
そ
れ
は
そ
の
朝
鮮
人
の
仕
業
だ
と
い
う
こ
と
で
、
今
考
え
て
も
、
情
な
い
ほ
ど
、

ま
こ
と
に
文
化
程
度
の
低
い
お
粗
末
な
国
民
の
気
風
で
あ
っ
た
。

　

片
山
は
、
大
杉
栄
と
伊
藤
野
枝
ら
が
甘
粕
憲
兵
大
尉
に
絞
殺
さ
れ
た
こ
と
、
南
葛
労
働
組
合

の
平
沢
計
七
ら
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。

　

手
塚
富
雄
（
注
4
）
は
夏
休
み
で
郷
里
の
宇
都
宮
市
に
帰
省
し
て
い
た
。
手
塚
は
東
京
帝
国

大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
。「
九
月
一
日
、
私
は
夏
休
み
の
断
末
魔
の
気
分
の
な
か
に
、
私
の
い

つ
も
の
相
棒
で
あ
る
高
梨
と
、
私
の
家
の
部
屋
に
寝
こ
ろ
ん
で
雑
談
し
て
い
た
。
正
午
ま
ぎ
わ

に
起
っ
た
地
震
は
、
し
だ
い
に
強
く
、
思
わ
ず
二
人
は
腰
を
う
か
し
た
。
近
所
の
人
々
が
、
そ

と
へ
飛
び
出
し
た
物
音
も
聞
こ
え
た
。
あ
と
は
何
度
か
の
余
震
が
つ
づ
い
た
が
、
た
い
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
東
京
の
被
害
は
そ
の
日
の
う
ち
に
伝
わ
っ
て
来
た
と

い
う
が
、
何
に
よ
っ
て
知
っ
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
周
辺
と
の
交
通
も
通
信
も
と
だ
え

た
東
京
で
の
被
害
と
人
命
の
犠
牲
は
お
そ
る
べ
き
も
の
で
、
東
京
駅
や
丸
ビ
ル
も
倒
壊
し
た
ら

し
い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
、
往
来
で
の
立
話
に
私
に
語
っ
た
一
人
の
友
人
は
、
そ
の
ふ
だ
ん
の

冗
談
ず
き
も
影
を
ひ
そ
め
て
、
た
だ
青
い
顔
を
し
て
い
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
二
日
目
、
三

日
目
に
な
る
に
つ
れ
て
、
耳
に
入
る
惨
状
は
い
よ
い
よ
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
。
人
々
は
情
報
を

求
め
て
停
車
場
に
集
ま
っ
た
と
い
う
。
汽
車
に
乗
っ
た
罹
災
者
や
脱
出
者
が
日
毎
に
増
し
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
何
日
の
こ
と
だ
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
手
塚
も
ま
た
情
報
収
集
の
た
め
、

先
の
友
人
と
と
も
に
夕
涼
み
が
て
ら
停
車
場
に
出
か
け
た
。「
汽
車
が
、
ち
ょ
う
ど
東
京
方
面

か
ら
つ
い
た
と
こ
ろ
ら
し
い
。
改
札
口
の
前
に
は
、
お
の
ず
か
ら
大
き
な
人
垣
が
で
き
て
い
て
、

は
げ
し
い
喚
声
を
を
あ
げ
て
い
た
。
下
車
し
て
く
る
罹
災
者
の
な
か
か
ら
鮮
人
ら
し
い
も
の
を
、

こ
の
自
然
発
生
の
黒
山
が
つ
か
ま
え
て
訊
問
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
全
災
害
の
原
因
が
、

こ
の
網
に
か
か
っ
た
少
数
の
人
間
の
肩
に
お
か
れ
て
い
る
感
じ
で
あ
っ
た
。」
と
そ
の
時
の
目

撃
談
を
記
し
て
い
る
。
続
け
て
、「
鉄
拳
は
と
び
、
波
の
よ
う
に
あ
が
る
喚
声
は
、
そ
れ
に
た

い
す
る
少
数
の
警
官
の
制
止
を
や
ぶ
ろ
う
と
す
る
攻
撃
の
声
で
あ
る
。
警
官
自
身
が
、
朝
鮮
人

の
身
元
や
行
先
を
し
ら
べ
、
べ
つ
に
と
が
め
る
べ
き
こ
と
を
見
出
さ
ず
、
釈
放
し
よ
う
と
す
る

と
、
民
衆
は
倍
加
し
た
叫
び
を
あ
げ
て
、
そ
の
獲
物
に
殺
到
し
た
。」
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。

　

江
口
渙
（
注
5
）
は
那
須
烏
山
市
の
実
家
に
帰
っ
て
い
た
。
江
口
は
、
結
成
間
も
な
い
日
本

社
会
主
義
同
盟
の
中
心
的
人
物
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
だ
が
、
地
震
発
生
時
の
こ
と
に
つ
い

て
は
記
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
直
後
に
二
度
東
京
へ
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
度
目
は

九
月
二
日
で
、
汽
車
で
川
口
ま
で
行
き
、
夕
方
に
大
混
乱
の
東
京
に
入
っ
た
。
五
日
に
一
旦
戻

り
、
七
日
の
午
前
に
ま
た
出
か
け
た
。
東
京
に
住
む
弟
の
荷
物
を
運
ん
で
来
る
た
め
に
、
二
台

の
荷
馬
車
を
連
れ
て
行
っ
た
。
東
京
ま
で
は
四
日
か
か
っ
た
と
い
う
。
荷
馬
車
を
弟
に
渡
し
、

十
二
日
に
一
人
で
帰
っ
て
来
た
。「
そ
の
頃
に
は
さ
す
が
の
朝
鮮
人
さ
わ
ぎ
も
一
だ
ん
ら
く
つ

い
て
い
た
し
」、「
自
分
た
ち
が
や
っ
て
の
け
た
有
史
以
来
の
大
残
虐
に
対
し
て
、
少
し
は
反
省

の
芽
さ
え
出
し
は
じ
め
て
い
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
別
に
新
た
な
事
態
が
持

ち
上
が
っ
て
い
た
。「
そ
れ
は
私
が
「
朝
鮮
人
の
放
火
掠
奪
」「
社
会
主
義
者
の
暴
動
せ
ん
導
」
の
、

烏
山
に
お
け
る
中
心
人
物
に
、
い
つ
の
ま
に
か
さ
れ
て
い
た
」
こ
と
で
あ
る
。「
家
の
縁
の
下

に
は
、
爆
弾
と
石
油
を
入
れ
た
ビ
ー
ル
瓶
が
一
ぱ
い
隠
し
て
あ
る
と
か
、
朝
鮮
人
が
毎
晩
私
の

家
に
集
っ
て
烏
山
焼
き
打
ち
の
相
談
を
す
す
め
て
い
る
と
か
、
私
の
姉
が
町
とマ

マ

井
戸
と
い
う
井

戸
に
毒
薬
を
投
げ
こ
ん
で
歩
く
準
備
を
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
デ
マ
が
町
全
体
に
流
れ
て
い
た

と
い
う
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
江
口
は
、
大
杉
栄
と

伊
藤
野
枝
、
甥
の
橘
宗
一
が
憲
兵
大
尉
甘
粕
正
彦
に
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
、
河
合
義
虎
、
平
沢
計

七
ら
社
会
主
義
者
十
数
名
が
亀
戸
警
察
で
殺
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
も
触
れ
て
い
る
。

千
葉
県

　

木
村
毅
（
注
6
）
は
市
川
市
に
い
た
。
木
村
は
出
版
社
の
春
秋
社
に
勤
め
て
い
た
。
そ
の
日

は
「
朝
お
き
て
み
る
と
、
母お

も

や屋
の
床
下
か
ら
、
新
築
の
離
れ
座
敷
の
方
へ
、
鼠
が
大
群
を
な
し

て
、
移
動
し
て
い
た
。」
と
い
う
。「
ふ
し
ぎ
な
こ
と
も
、
あ
る
も
ん
だ
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
、

別
に
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
。「
昼
前
に
な
っ
て
、一
家
（
と
い
っ
て
私
と
家
内
と
、

三
歳
に
な
る
女
児
と
三
人
）
で
食
事
を
始
め
よ
う
か
と
思
う
と
、
急
に
、
床
下
か
ら
突
き
上
げ

る
よ
う
な
衝
動マ

マ

を
感
じ
て
、
そ
れ
か
ら
ぐ
ら
ぐ
ら
と
、
激
し
く
家
が
左
右
に
ゆ
れ
出
し
た
」。「
見

る
と
、
梁は

り

の
柱
と
ぬ
り
壁
の
合
わ
せ
目
が
、
ギ
ク
ギ
ク
と
鳴
っ
て
、
隙
間
が
開
い
た
り
、
閉
じ

た
り
し
て
い
」
た
。「
台
所
と
風
呂
場
の
間
の
土
間
に
す
え
て
い
た
水
が
め
に
入
れ
て
い
た
大

き
な
西
瓜
が
、
一
ぱ
い
に
汲
ん
で
い
た
水
に
の
っ
て
、
右
に
左
に
ゆ
れ
て
い
た
が
、
つ
い
に
ぽ

こ
ん
と
ほ
う
り
出
さ
れ
て
、
割
れ
て
、
真
っ
赤
な
口
を
開
い
た
。」
と
い
っ
た
、
ま
る
で
ス
ロ
ー
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モ
ー
シ
ョ
ン
の
映
像
を
見
る
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。「
夜
に
入
る
と
、
前
面
は
一
円
、
炎

ほ
の
お

の
海

と
な
っ
て
い
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
前
面
」
と
は
東
京
方
面
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。「
こ
こ
に
至
っ
て
、
容
易
な
ら
ぬ
大
地
震
で
あ
る
と
の
実
感
が
お
こ
っ
た
。」
と
記

し
て
い
る
。
三
、
四
日
た
っ
て
汽
車
が
動
き
出
し
た
の
で
、
神
田
の
春
秋
社
へ
い
っ
た
が
、
社

屋
は
火
災
で
焼
失
し
て
い
た
。
だ
が
、「
幸
い
紙
型
を
お
さ
め
て
い
た
倉
庫
は
、
都
心
を
は
な

れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
」
そ
の
後
の
出
版
に
差
し
さ
わ
り
は
な
か
っ
た
。
震
災
の
た
め
「
地

方
販
売
店
の
書
棚
は
、
か
ら
ッ
け
つ
に
な
っ
て
、
あ
た
か
も
真
空
を
埋
め
て
颶
風
の
お
こ
る
如

き
勢
い
で
、
す
さ
ま
じ
い
注
文
が
殺
到
し
、
焼
け
の
こ
っ
た
紙
型
で
、
刷
っ
て
も
刷
っ
て
も

追
い
つ
か
な
い
。
紙
に
活
字
さ
え
印
刷
し
て
あ
れ
ば
、
何
で
も
売
れ
る
と
い
う
時
代
が
き
た
。」

と
い
う
記
述
も
あ
っ
た
。

　

町
田
敬
二
（
注
7
）
は
、
千
葉
市
に
あ
る
陸
軍
歩
兵
学
校
付
属
教
導
連
隊
に
小
隊
長
と
し
て

赴
任
し
て
い
た
。「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
が
グ
ラ
グ
ラ
ッ
と
き
た
時
、
す
ぐ
に
ア
タ
マ
に
浮

か
ん
だ
の
は
東
京
の
両
親
の
安
否
で
あ
っ
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
許
可
を
え
て
私

は
余
震
の
お
さ
ま
ら
な
い
千
葉
街
道
に
愛
用
の
オ
ー
ト
バ
イ
を
飛
ば
し
た
。」
と
い
う
。
町
田

は
千
葉
市
内
の
民
家
に
下
宿
を
し
て
い
て
、
母
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
オ
ー
ト
バ
イ
で
連
隊
に

通
っ
て
い
た
。
そ
の
オ
ー
ト
バ
イ
で
、
両
親
の
元
に
駆
け
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。「
そ

の
晩
は
猛
火
と
阿
鼻
叫
喚
の
中
を
両
国
橋
付
近
の
焦
土
で
明
か
し
て
、
翌
日
「
○マ

マ○
人
の
一
団

が
大
山
街
道
を
東
進
中
」
と
い
う
流
言
蜚
語
を
聞
き
な
が
ら
私
は
、
ど
よ
め
き
と
灰
燼
の
廃
墟

を
徒
歩
で
潜
り
抜
け
て
、
辛
う
じ
て
虎
ノ
門
ま
で
辿
り
つ
い
た
。
そ
し
て
東
伏
見
宮
邸
に
避
難

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
老
父
母
の
姿
を
見
た
と
き
に
は
脆
く
も
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。」
と
そ
の

時
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
翌
日
、と
い
う
か
ら
三
日
で
あ
ろ
う
。
町
田
は
千
葉
に
戻
っ

た
。
だ
が
、「
千
葉
で
は
、
一
コ
小
隊
の
兵
力
を
も
っ
て
那
古
、
船
形
地
区
の
警
備
に
当
る
こ

と
に
な
っ
た
。
船
形
観
音
の
大
伽
藍
は
前
が
わ
に
つ
ん
の
め
っ
て
崩
折
れ
て
い
た
。」
と
記
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

麻
生
磯
次
（
注
8
）
は
山
武
市
に
い
た
。
麻
生
は
東
京
帝
国
大
学
の
図
書
館
に
勤
務
し
て
い

た
が
、
夏
休
み
前
に
辞
職
し
郷
里
の
山
武
市
に
帰
っ
て
い
た
。
地
震
発
生
時
の
こ
と
に
つ
い
て

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
昼
の
間
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
が
、
余
震
が
ひ
っ
き
り
な
し
に

あ
る
の
で
、
だ
ん
だ
ん
こ
わ
く
な
り
、
夜
は
庭
に
戸
板
を
敷
い
て
遅
く
ま
で
起
き
て
い
た
。
西

の
空
は
ま
っ
赤
に
そ
ま
っ
て
い
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
世
話
に
な
っ
て
い
た

知
人
が
心
配
に
な
り
、
三
日
目
に
家
を
出
て
汽
車
に
乗
っ
た
が
、
食
糧
を
持
参
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
津
田
沼
で
降
ろ
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
東
京
に
向
か
っ
て
歩
き
、
市
川
の
知
人
の

家
に
一
泊
し
、
翌
日
東
京
に
入
っ
た
。「
路
傍
に
は
ま
だ
死
体
が
残
っ
て
お
り
、
異
様
な
臭
気

が
た
だ
よ
っ
て
い
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
東
大
の
図
書
館
は
焼
け
落
ち
て
、
三
階

の
貴
重
書
は
す
べ
て
灰
燼
に
な
っ
て
い
た
。」と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
知
人
は
無
事
だ
っ
た
の
で
、

翌
朝
早
く
家
を
出
て
、
汽
車
に
乗
っ
た
が
、
の
ろ
の
ろ
運
転
で
成
田
に
着
い
た
の
は
夕
方
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
一
泊
し
、
あ
く
る
日
の
昼
ご
ろ
に
帰
宅
し
た
。「
両
国
か
ら
二
時
間
く
ら
い
の
と

こ
ろ
を
、
二
日
が
か
り
で
帰
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。

　

猪
田
喜
三
郎
（
注
9
）
は
九
十
九
里
町
に
い
た
。
錦
城
商
業
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
猪
田
は
、

母
親
、
弟
、
叔
父
の
四
人
で
別
荘
に
い
た
。
夏
休
み
中
で
、
九
月
七
日
が
授
業
は
じ
め
の
た
め
、

五
日
ま
で
の
滞
在
予
定
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
昼
食
を
終
え
て
、
離
れ
座
敷
で
、
食
後
、
大
の

字
に
な
っ
て
い
る
と
、
ゴ
ー
ウ
と
い
う
地
鳴
の
よ
う
な
音
と
と
も
に
、
さ
あ
第
一
震
で
あ
る
。

今
に
も
片
貝
の
家
は
つ
ぶ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
、「
夕

方
に
は
紙
の
焼
け
た
も
の
が
沢
山
に
飛
ん
で
来
た
。
深
川
の
区
役
所
と
読
み
取
れ
る
も
の
や
ら

下
町
の
焼
け
た
灰
で
あ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。
夜
の
九
時
過
ぎ
、
東
京
に
い
る
父
の
使
い
の

者
が
見
舞
い
や
っ
て
来
た
と
い
う
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
早
い
対
応
だ
っ
た
と
い
え
る
。
使
い
は
自

転
車
で
や
っ
て
来
て
、
翌
日
再
び
自
転
車
に
乗
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

　

宮
嶋
資
夫
（
注
10
）
は
南
房
総
市
に
い
た
。
宮
嶋
は
、
す
で
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
作
家

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
昼
食
の
た
め
に
う
ど
ん
を
買
い
に
行
っ
た
帰
り
で
あ
っ
た
。「
私
の

家
の
曲
り
角
近
く
に
な
つ
た
と
き
、
ゴ
ー
ッ
と
凄
ま
じ
い
地
鳴
り
が
し
た
か
と
思
ふ
と
、
大
地

が
揺
れ
て
、
立
つ
て
ゐ
ら
れ
な
く
な
つ
た
。
私
は
慌
て
て
、
道
路
の
片
側
の
小
さ
く
な
つ
た
所

に
飛
び
上
つ
て
、
そ
こ
に
生
え
て
ゐ
た
木
の
幹
に
つ
か
ま
つ
た
。
が
、
足
の
下
の
土
が
く
ず
れ

る
の
で
あ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。
続
け
て
、「
槇
の
並
木
は
、
根
本
か
ら
ざ
わ
ざ
わ
と
揺
れ
て

ゐ
た
。
と
そ
の
と
き
、
前
の
家
の
屋
根
瓦
が
ザ
ー
ツ
と
一
せ
い
に
く
ず
れ
落
ち
て
砂
塵
が
巻
き

上
つ
た
。
そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
地
震
だ
、
と
思
つ
た
。
も
は
や
ど
こ
に
も
、
逃
げ
る
べ
き
所

は
な
い
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
揺
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
全
く
尽
天
、
尽
地
揺
れ
て
ゐ
る
。
自
然

の
威
力
が
、
た
だ
、
じ
か
に
身
に
泌マ

マ

み
た
。」
と
興
奮
気
味
に
記
し
て
い
る
。
よ
う
や
く
揺
れ
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が
お
さ
ま
っ
た
頃
、
家
に
帰
っ
た
。
家
と
い
っ
て
も
部
屋
借
り
で
、
そ
こ
に
大
家
の
婆
さ
ん
と

孫
娘
が
同
居
し
て
い
た
。
婆
さ
ん
は
平
然
と
し
て
家
仕
事
を
し
て
い
た
。「
婆
さ
ん
、
揺
り
返

し
が
来
る
ぞ
、
そ
ん
な
屋
根
の
下
に
ゐ
た
ら
危
い
」
と
声
を
か
け
、
太
い
枝
を
張
っ
た
木
の
下

に
避
難
し
た
。「
と
、
そ
の
と
き
烈
し
い
揺
り
返
し
が
来
た
。
下
の
畑
の
小
川
の
向
ふ
に
あ
る

家
の
土
蔵
が
、
ぐ
ら
ぐ
ら
と
く
ず
れ
落
ち
た
。」
と
い
う
。
地
震
に
は
津
浪
が
と
も
な
う
と
聞

い
て
い
た
宮
嶋
は
、
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
に
避
難
す
る
こ
と
に
し
た
。
住
ん
で
い
た
場
所
は
小

高
い
所
で
あ
っ
た
が
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
る
か
分
か
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
余
震
は
絶

え
ず
襲
っ
て
来
た
が
、
少
し
お
さ
ま
っ
た
こ
ろ
を
見
て
役
場
の
後
ろ
の
山
に
登
っ
た
。
そ
こ
に

は
す
で
に
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。「
私
は
嘗
て
聞
い
た
、
三
陸
地
方
の
大
津
浪
の

こ
と
な
ど
を
思
ひ
浮
べ
て
ゐ
た
。
が
、
津
浪
は
已
に
、
地
震
と
同
時
に
来
て
、
布
良
で
は
沿
岸

の
家
を
さ
ら
い
、
漁
業
組
合
の
金
庫
を
、
海
の
中
の
岩
の
上
ま
で
運
び
去
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
海
岸
で
は
実
際
に
津
浪
の
被
害
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
夜
は
家
か
ら

夜
具
を
運
ん
で
来
て
、
野
宿
を
し
た
。「
大
地
の
上
に
布
団
を
敷
て
仰
向
け
に
寝
る
と
、
背
中

に
絶
え
ず
地
鳴
り
を
感
じ
た
。
ゴ
ー
ツ
、
ゴ
ー
ツ
、
と
、
何
処
か
ら
起
つ
て
来
る
か
判
ら
な
い

が
、
恐
ろ
し
く
底
力
の
あ
る
響
き
で
あ
る
。
地
球
が
壊
れ
て
し
ま
ふ
の
で
は
な
い
か
と
も
思
つ

た
。
そ
し
て
地
鳴
り
が
烈
し
く
な
る
と
、
ぐ
ら
ぐ
ら
と
大
地
が
揺
れ
た
。」
と
そ
の
夜
の
こ
と

を
記
し
て
い
る
。

　

翌
日
は
快
晴
で
あ
っ
た
。
宮
嶋
は
友
人
の
宮
地
と
と
も
に
東
京
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。
実

は
地
震
の
二
日
前
の
八
月
三
十
日
、
妻
と
子
供
が
東
京
へ
帰
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
子
供
た
ち

の
転
校
は
学
期
の
は
じ
め
が
よ
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
東
京
に
住
ん
で
い
た
宮

嶋
ら
は
、
一
時
的
に
南
房
総
に
居
を
移
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
妻
子
を
見
送
っ
た
夜
に
宮
嶋
は

夢
を
見
た
。「
恐
ら
く
そ
の
朝
館
山
に
妻
子
を
送
つ
て
行
つ
た
印
象
が
残
つ
た
た
め
で
あ
ら
う
。」

と
い
っ
て
い
る
が
、
翌
々
日
の
震
災
を
予
兆
す
る
よ
う
な
夢
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

�　

そ
の
と
き
ま
だ
、
三
つ
位
だ
つ
た
末
の
女
の
子
を
抱
い
た
ウ
ラ
子
が
、
坂
道
の
よ
う
な
所

を
、
何
に
乗
つ
て
ゐ
る
の
か
す
べ
り
落
ち
て
行
く
の
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
を
止
め
よ
う
と
あ

せ
つ
た
が
、
ウ
ラ
子
は
已
に
下
の
方
に
運
ば
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。
彼
女
は
別
に
驚
く
風
も

な
く
、
に
こ
に
こ
笑
つ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
姿
が
見
え
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

　

妻
子
が
去
っ
た
翌
日
か
ら
、
先
の
宮
地
と
隔
日
の
当
番
で
自
炊
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
宮
地

の
妻
も
ま
た
臨
月
の
た
め
東
京
に
帰
っ
て
い
た
。
三
十
一
日
は
、
二
人
だ
け
の
寂
し
さ
か
ら
か
、

い
つ
も
よ
り
酒
の
量
を
過
し
た
。
そ
の
た
め
に
翌
一
日
の
朝
食
が
食
べ
ら
れ
ず
、
昼
飯
に
う
ど

ん
を
買
い
に
行
っ
た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

大
家
の
孫
娘
が
作
っ
て
く
れ
た
二
日
分
の
弁
当
を
持
っ
て
出
発
し
た
。
は
じ
め
は
あ
ま
り
ひ

ど
い
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
。
途
中
、
館
山
か
ら
来
た
人
に
出

会
い
、館
山
は
全
滅
だ
と
聞
い
た
。
館
山
に
着
く
と
、は
た
し
て
全
滅
で
あ
っ
た
。「
駅
の
前
に
は
、

ゆ
か
た

0

0

0

を
着
た
死
骸
が
五
つ
六
つ
並
ん
で
ゐ
た
。
顔
に
は
カ
ン
カ
ン
帽
子
が
か
ぶ
せ
て
あ
つ
て
、

そ
の
上
に
銀
蠅
が
と
ま
つ
て
ゐ
た
。
両
側
の
家
は
倒
れ
て
道
も
な
か
つ
た
。
警
察
の
前
に
は
、

皇
居
炎マ

マ

焼
中
の
由
、
と
い
ふ
よ
う
に
張
り
出
さ
れ
て
ゐ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
暮
れ
に

保
田
に
着
い
た
。
館
山
か
ら
海
岸
線
を
北
上
し
た
所
で
あ
る
。
人
々
は
「
皆
な
高
い
鉄
道
線
路

に
テ
ン
ト
を
張
つ
て
避
難
し
て
い
た
。」
と
い
う
。
な
ぜ
線
路
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
い
た
の
か

は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
高
い
鉄
道
線
路
」
と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
は
津
浪
を
避
け

る
た
め
に
少
し
で
も
高
い
所
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鉄
道
は
む
ろ
ん
不
通

で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
は
テ
ン
ト
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
。
翌
朝
、
テ
ン
ト
の
主
人
か
ら
ひ
と
ま
ず

帰
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。
館
山
か
ら
汽
船
も
出
る
よ
う
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
い
ず
れ

に
し
て
も
、
も
っ
と
食
料
の
用
意
を
し
て
行
く
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
の
晩
、
東
京
か

ら
逃
げ
て
来
た
人
か
ら
、
食
糧
不
足
を
警
戒
し
て
沿
道
の
人
々
は
い
く
ら
頼
ん
で
も
分
け
て
く

れ
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
宮
嶋
ら
は
そ
の
言
を
聞
き
入
れ
、
一
旦
家

に
戻
る
こ
と
に
し
た
。

　

翌
日
は
一
日
休
息
し
て
仕
度
を
整
え
た
。
そ
の
際
、
警
察
の
証
明
が
な
い
と
移
動
で
き
な
い

こ
と
を
知
っ
た
。「
内
地
人
た
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。」
と
い
う
。
二
人
は
館
山

の
警
察
に
行
き
、首
尾
よ
く
証
明
書
を
手
に
入
れ
た
。
そ
れ
か
ら
は
「
黙
つ
て
無
暗
に
歩
い
た
。」

と
い
う
が
、
今
度
は
館
山
か
ら
東
に
向
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。「
江
見
あ
た
り
は
地
割
れ
が
ひ

ど
か
つ
た
。
一
尺
位
口
を
開
け
た
所
も
あ
つ
た
。
橋
は
両
方
の
裾
で
千
切
れ
て
、
ギ
ツ
コ
ン
・

バ
ツ
タ
ン
の
よ
う
に
な
つ
て
ゐ
る
所
も
あ
つ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
江
見
は
房
総
半
島
の

東
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
な
ぜ
コ
ー
ス
を
変
え
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
先
に
保
田
ま
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で
行
っ
た
際
、
被
害
が
ひ
ど
く
ま
た
鉄
道
も
不
通
だ
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
所
で

は
二
人
の
青
年
に
誰
何
さ
れ
た
が
、
証
明
書
を
見
せ
る
と
「
よ
ろ
し
い
」
と
い
っ
た
。
ど
う
し

て
調
べ
る
の
か
と
聞
い
た
ら
、「
姿
が
朝
鮮
人
に
似
て
ゐ
る
か
ら
だ
」
と
答
え
た
と
い
う
。
日

暮
れ
に
鴨
川
に
着
い
た
。
江
見
か
ら
海
岸
線
を
北
東
に
進
ん
だ
所
で
あ
る
。
役
所
で
は
天
幕
を

張
り
、
避
難
者
を
収
容
し
て
い
た
。
そ
の
晩
は
そ
こ
に
泊
ま
っ
た
。
翌
朝
早
く
発
ち
、
清
澄
か

ら
バ
ス
に
乗
っ
た
と
い
う
か
ら
、
今
度
は
内
陸
の
方
へ
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
続
け
て
、
佐

倉
か
ら
は
汽
車
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
バ
ス
で
佐
倉
ま
で
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
汽
車
に
乗

り
込
み
、
市
川
で
降
り
た
。
す
で
に
東
京
も
目
の
先
と
い
う
所
ま
で
来
た
の
で
あ
る
。
市
川
に

は
友
人
の
木
村
毅
と
弟
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
木
村
の
家
を
訪
ね
る
と
、細
君
に
ま
た
も
や
「
朝

鮮
人
」
に
間
違
わ
れ
た
。「
色
が
余
り
に
真
黒
い
し
、
着
物
が
変
つ
て
ゐ
る
の
で
」
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
先
に
誰
何
さ
れ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
木
村
の
家
は
何
の
被
害
も
な
く「
全

く
別
世
界
の
よ
う
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
先
に
木
村
の
自
伝
に
触
れ
た
が
、
そ
こ
に
は

宮
嶋
の
訪
問
に
つ
い
て
は
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
翌
朝
は
弟
の
家
を
訪
ね
た
。
昨
日
東

京
へ
行
っ
て
来
た
と
い
い
、
妻
子
も
父
母
も
無
事
だ
と
聞
き
安
心
し
た
。

　

翌
日
は
、「
髪
の
毛
を
七
三
に
分
け
、
カ
ン
カ
ン
帽
子
を
か
ぶ
り
、
浴
衣
を
着
て
出
か
け
た
。」

と
い
う
。「
朝
鮮
人
」に
間
違
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
ま
で
は
、「
黄
ビ
ラ
の
そ
で
の
大
き
い
襦
袢
を
着
て
、
白
い
半
ズ
ボ
ン
を
は
き
、
台
湾
帽

子
を
被
つ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
日
は
た
ぶ
ん
、
地
震
発
生
か
ら
丸
一
週
間

に
な
る
八
日
で
あ
る
。
宮
嶋
は
、
こ
れ
ま
で
翌
日
、
翌
朝
、
と
い
っ
た
記
述
を
重
ね
て
日
付
を

記
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
順
に
追
っ
て
い
け
ば
八
日
に
な
る
。
い
よ
い
よ
東
京
に
足
を
踏
み

入
れ
る
。「
亀
井マ

マ

戸
の
小
さ
な
川
の
橋
は
落
ち
て
ゐ
た
。
小
舟
を
並
べ
た
上
に
渡
し
た
橋
が
出

来
て
ゐ
た
が
、
そ
の
傍
に
は
十
ば
か
り
死
骸
が
浮
い
て
ゐ
た
。
弁
慶
格
子
の
単
衣
を
着
た
、
男

の
子
が
、
う
つ
ぶ
せ
に
な
つ
て
ゐ
る
の
が
眼
に
し
み
た
。
日
蓮
宗
の
坊
さ
ん
が
来
て
、
回
向
し

た
。
そ
の
人
は
そ
う
し
て
回
向
し
て
歩
て
ゐ
る
ら
し
い
。
尊
い
姿
だ
つ
た
。
私
も
あ
と
に
立
つ

て
合
唱
し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
両
国
橋
の
裾
で
、
兵
士
が
通
行
人
の
ス
テ
ツ
キ

を
没
収
し
て
ゐ
た
。
橋
の
下
に
は
無
数
の
死
骸
が
あ
つ
た
。
若
い
女
の
、
仰
ほ
向
け
に
な
つ
た

姿
が
、
赤
い
布
地
、
そ
し
て
大
き
な
氷
の
う
0

0

の
よ
う
な
も
の
が
、
飛
出
し
て
ゐ
た
。
銀
行
ら
し

い
建
物
の
入
口
に
、
坐
禅
を
組
ん
だ
よ
う
な
死
体
が
あ
つ
た
。
瓦
斯
で
顔
も
ふ
く
れ
て
、
口
が

丸
く
開
い
て
ゐ
た
。
布
袋
の
姿
が
連
想
さ
れ
て
、
解
脱
し
た
人
の
よ
う
な
気
が
し
た
。
柳
原
辺

か
ら
九
段
坂
が
見
え
た
。
眼
を
遮
ぎ
る
も
の
も
な
い
。」と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、弟
が
い
っ

て
い
た
通
り
、
家
も
家
族
も
無
事
で
あ
っ
た
。

　

翌
々
日
の
晩
、
す
な
わ
ち
十
日
の
晩
、
夜
警
の
詰
所
に
出
て
い
る
と
刑
事
が
来
た
。
聞
き

た
い
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
同
行
す
る
と
、
保
護
検
束
だ
と
い
わ
れ
た
。「
憲
兵
が
没
常
識
で
、

何
で
も
彼
で
も
つ
か
ま
へ
る
、
殺
す
」
と
い
う
こ
と
で
、「
本
当
に
保
護
だ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

刑
事
の
話
で
は
、「
不
忍
の
池
に
鮮
人
が
、
竹
の
管
を
口
に
し
て
池
の
底
に
沈
ん
で
ゐ
た
と
か
、

亀
井マ

マ

戸
附
近
で
、
小
舟
に
砂
を
積
ん
で
あ
つ
た
の
を
調
べ
て
見
た
ら
、
底
に
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

が
一
杯
あ
つ
た
と
か
、
麴
町
の
通
り
に
大
き
な
ビ
ス
ケ
ツ
ト
の
罐
が
落
ち
て
ゐ
た
の
を
開
け
て

見
た
ら
、
火
薬
で
あ
つ
た
と
か
、
そ
れ
が
凡
て
鮮
人
の
し
た
事
だ
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
木
村
毅
の
細
君
か
ら
は
次
の
よ
う
な
目
撃
談
を
聞
い
て
い
た
。

　

�　

家
の
前
を
兵
士
が
多
く
の
鮮
人
を
連
れ
て
通
つ
て
ゐ
た
。
恐
ら
く
鴻
の
台
へ
連
れ
て
行
く

た
め
で
あ
つ
た
ら
う
。
そ
の
中
の
一
人
が
身
体
が
悪
い
の
か
少
し
遅
れ
た
。
馬
上
の
兵
士
が

何
か
い
ふ
と
、
鮮
人
も
そ
れ
と
応
答
し
て
ゐ
た
が
、
兵
士
は
い
き
な
り
剣
を
抜
い
て
一
太
刀

切
り
つ
け
た
。
丁
度
町
の
警
防
団
の
青
年
が
集
つ
て
ゐ
た
前
だ
つ
た
。
兵
士
は
自
分
で
切
り

つ
け
て
お
い
て
か
ら
、
警
防
団
の
諸
君
頼
む
、
と
云
つ
て
馬
を
走
ら
せ
て
、
行
つ
て
し
ま
つ

た
。
青
年
達
は
、
鳶
口
や
竹
槍
で
、
鮮
人
を
殺
し
て
し
ま
つ
た
。
すマ

マる
前
の
床
屋
の
主
人
は
、

日
本
刀
を
携
え
て
来
て
、
倒
れ
て
ゐ
る
死
体
を
ま
た
突
き
刺
し
た
そ
う
で
あ
る
。

　

警
察
に
行
っ
た
宮
嶋
で
あ
っ
た
が
、「
十
日
経
つ
て
も
帰
し
て
く
れ
な
か
つ
た
。」
と
い
う
。

署
長
に
会
い
、
自
分
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
帰
し
て
く
れ
と
頼
む
と
、
東

京
を
離
れ
る
な
ら
帰
し
て
も
い
い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
再
び
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
発
し
た

の
は
十
八
日
で
あ
っ
た
と
、久
し
ぶ
り
に
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
十
日
の
晩
か
ら
「
十
日
経
っ

て
」
い
る
と
し
た
ら
二
十
日
に
な
る
が
、
十
日
あ
ま
り
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

そ
の
前
ま
で
の
日
に
ち
が
少
々
混
乱
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
帰

り
は
輸
送
船
に
乗
っ
た
。「
お
台
場
の
小
さ
な
大
砲
を
の
せ
た
台
も
壊
れ
て
、
砲
が
半
分
海
に

つ
か
つ
て
ゐ
た
。
観
音
崎
あ
た
り
で
ひ
ど
く
揺
れ
た
。」
と
そ
の
と
き
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
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柴口順一

る
。
館
山
で
船
を
降
り
、
警
察
に
寄
る
。
同
道
し
た
監
視
役
の
引
継
ぎ
の
た
め
で
あ
る
。
夜
の

九
時
過
ぎ
に
家
に
着
い
た
。
や
が
て
、
大
杉
栄
が
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。「
パ
リ
か
ら
帰

つ
て
本
を
送
つ
て
く
れ
た
と
き
、
近
く
上
京
し
た
ら
ゆ
つ
く
り
会
い
た
い
、
と
言
つ
て
や
つ
た

が
、
つ
い
に
会
へ
な
か
つ
た
。」
と
宮
嶋
は
記
し
て
い
る
。

　

及
川
道
子
（
注
11
）
は
館
山
市
に
い
た
。
宮
嶋
資
夫
が
二
回
も
訪
れ
、「
全
滅
」
と
称
し
て
い

た
場
所
で
あ
る
。
及
川
は
十
一
歳
の
子
ど
も
で
あ
っ
た
。「
い
よ
〳
〵
今け

ふ日
か
ら
九
月

ぐ
わ
つ

と
い
ふ

日ひ

は
、 

朝あ
さ

早は
や

く
、
通と

ほ

り
魔ま

の
や
う
な
ひ
ど
い
嵐

あ
ら
し

が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
過す

ぎ
た
後あ

と

は
、
ま
た
気き

み味

の
悪わ

る

い
程ほ

ど

の
い
ゝ
お
天て

ん

き気
に
な
り
ま
し
た
。」
と
そ
の
日
の
天
候
が
記
さ
れ
た
あ
と
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。
及
川
は
、
妹
と
従
姉
の
三
人
で
ま
ま
ご
と
を
し
て
い
た
。

　

�　

お
茶ち

や

の
間ま

の
窓ま

ど

近ち
か

く
に
は
、
大お

ほ

き
な
橙

だ
い
だ
いの

木き

が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
実み

を
と
つ
て
は
遊あ

そ

ん

で
ゐ
た
の
で
し
た
が
、
丁ち

や
う
ど
き
や
う
こ

度
強
子
が
そ
れ
を
採と

ら
う
と
し
て
、
窓ま

ど

か
ら
手て

を
伸の

ば

し
た
瞬

し
ゆ
ん
か
ん

間
、

不ふ

い意
に
沖お

き

の
方は

う

で
雷

か
み
な
りの

鳴な

る
や
う
な
音お

と

が
し
た
か
と
思お

も

ふ
と
、
い
き
な
り
、
ミ
リ
〳
〵
、
バ
ー

ン
〳
〵
、
ガ
タ
〳
〵
ツ
!!
と
云い

ふ
物も

の
す
ご凄

い
響

ひ
ゞ
き

と
共と

も

に
、
柱

は
し
ら

は
折を

れ
曲ま

が

り
、
襖

ふ
す
ま
し
ょ
う
じ

障
子
は
弾は

じ

け
飛と

び
、
壁

は
し
ら
（
マ
マ
）

は
崩く

づ

れ
落お

ち
、
家う

ち

は
今い

ま

に
も
揉も

み
つ
ぶ
さ
れ
る
や
う
で
、
畳

た
ゝ
み

は
ま
る
で
波な

み

の
や
う
に

揺ゆ

れ
う
ね
り
、
棚た

な

の
上う

へ

の
も
の
は
何な

に

一
つ
残の

こ

ら
ず
転こ

ろ

げ
落お

ち
、
一
瞬

し
ゆ
ん

に
し
て
あ
た
り
は
言げ

ん

ご語

に
絶ぜ

つ

し
た
修し

ゆ

ら

ば

羅
場
と
化く

わ

し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

　

地
震
の
時
に
は
慌
て
て
外
へ
出
て
は
い
け
な
い
と
日
頃
父
親
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
、「
三
人に

ん

一
塊

か
た
ま
りと

な
つ
て
、 

畳
た
ゝ
み

に
俯う

つ

伏ふ

し
て
し
が
み
つ
い
て
」
い
た
。
い
や
、「
出で

や

う
に
も
、
ど
う
し
や
う
に
も
、
立た

つ
こ
と
は
お
ろ
か
、
腹は

ら

ば
ふ
こ
と
す
ら
出で

き来
な
い
」
の
で
あ
っ

た
。
揺
れ
が
少
し
小
止
み
に
な
っ
た
す
き
を
見
て
弟
た
ち
が
外
へ
飛
び
出
し
た
。
そ
れ
を
見

て
自
分
た
ち
も
出
よ
う
と
し
た
そ
の
時
で
あ
っ
た
。「
前ま

へ

よ
り
も
一
層そ

う

物も
の
す
ご凄

い
地ぢ

鳴な

り
と
共と

も

に
、

も
つ
と
激は

げ

し
い
震し

ん
ど
う動

が
襲お

そ

つ
て
来き

た
と
思お

も

ふ
間ま

も
な
く
、
倒た

ほ

れ
か
ゝ
つ
て
ゐ
た
柱

は
し
ら

、
崩く

づ

れ
残の

こ

つ

て
ゐ
た
壁か

べ

、
そ
し
て
落お

ち
か
ゝ
つ
て
ゐ
た
天

て
ん
じ
や
う

井
が
、
こ
の
時と

き

と
ば
か
り
に
、
鋭

す
る
ど

い
悲ひ

め

い鳴
を
あ
げ

て
一
時じ

に
私

わ
た
し

た
ち
の
上う

へ

に
覆お

ほ

ひ
か
ぶ
さ
つ
て
来き

」
た
の
で
あ
る
。
あ
た
り
は
真
暗
闇
と
な
り
、

何
も
見
え
な
く
な
っ
た
。「
天て

ん
ご
く国

に
で
も
遊あ

そ

ん
で
ゐ
る
や
う
な
、
淡あ

は

い
夢ゆ

め

心ご

ゝ

ち地
―
―
死し

と
い
ふ

も
の
は
こ
ん
な
の
か
も
知し

れ
ぬ
、
ぼ
ん
や
り
と
、
そ
ん
な
こ
と
を
考か

ん

へ
て
ゐ
た
」
と
そ
の
時
の

気
持
ち
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
ふ
と
気
づ
く
と
板
の
割
れ
目
か
ら
一
条
の
光
線
が
見
え
た
。

及
川
は
声
を
限
り
に
父
親
に
助
け
を
求
め
た
。
幸
い
、
父
親
か
ら
も
応
答
が
あ
っ
た
。「
私

わ
た
し

は
、

急き
ふ

に
、
助た

す

か
る
ぞ
と
い
ふ
安あ

ん

ど堵
の
た
め
か
、
ぎ
ゆ
つ
と
締し

め
つ
け
る
や
う
な
重お

も

い
圧

あ
つ
り
よ
く

力
を
身か

ら

だ体

中ぢ
う

に
感か

ん

じ
出だ

し
ま
し
た
。」
と
、
そ
の
時
の
気
持
ち
が
ま
た
記
さ
れ
て
い
る
。
救
出
は
難
行
し

た
が
、
三
人
と
も
無
事
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
妹
の
強
子
は
怪
我
を
負
っ
て
い
た
。
無
事
救
出
さ

れ
、
庭
の
橙
の
木
の
下
で
ホ
ッ
と
一
息
つ
い
て
い
る
と
、
ま
た
し
て
も
大
き
な
震
動
が
や
っ
て

来
た
。「
薄う

す

気き

み味
悪わ

る

い
地ぢ

な鳴
り
、
亀か

め

の
甲か

う
が
た形

に
裂さ

け
て
行ゆ

く
地ぢ

わ割
れ
、
そ
こ
か
ら
噴ふ

き
出だ

す
水み

づ

、

そ
し
て
あ
ち
こ
ち
に
起お

こ

る
人じ

ん
ち
く畜

の
悲ひ

め

い鳴
―
―
こ
れ
こ
そ
、
全

ま
つ
た

く
こ
の
世よ

の
終を

は

り
か
と
思お

も

は
れ
ま

し
た
。」
と
記
し
て
い
る
。

　

や
が
て
、
津
浪
が
襲
っ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
警
報
が
伝
わ
っ
て
来
た
の
で
、
山
の

方
へ
逃
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
妹
だ
け
怪
我
を
し
て
い
た
の
で
米
屋
の
リ
ヤ
カ
ー
を
借
り
て
運

ん
だ
。
山
の
上
は
避
難
の
人
々
で
一
杯
だ
っ
た
。「
泣な

く
も
の
、
喚わ

め

く
も
の
、
唸う

な

る
も
の
、
ま

た
傷

き
づ
ゝ

け
る
も
の
、
死し

せ
る
も
の
―
―
折

お
り
か
ら
う
し
ろ

柄
後
の
森も

り

に
沈し

づ

ま
う
と
し
て
ゐ
る
赤あ

か

い
夕ゆ

ふ

陽ひ

に
照て

ら

さ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
人ひ

と
〴
〵々

の
姿

す
が
た

は
、
戦せ

ん
ら
ん乱

の
巷

ち
ま
た

も
か
う
あ
ら
う
か
と
偲し

の

ば
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。」

と
そ
の
時
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
夜
は
毛
布
を
敷
い
て
寝
た
。
だ
が
、
地
震
と
津
波
に

対
す
る
恐
怖
に
加
え
て
、
隣
村
の
山
火
事
が
こ
ち
ら
に
も
移
っ
て
来
そ
う
に
見
え
、
ほ
と
ん
ど

眠
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
翌
朝
、
ふ
と
寝
返
り
を
う
と
う
と
す
る
と
胸
の
あ
た
り
に
痛
み

を
感
じ
た
。
恐
る
恐
る
手
を
触
れ
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
包
帯
が
胸
に
巻
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

屋
根
の
下
敷
き
に
な
っ
た
時
に
肋
骨
が
折
れ
、
寝
て
い
る
間
に
手
当
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
い

う
。「
段だ

ん
〴
〵々

明あ
か

る
く
な
る
に
つ
れ
て
、
周ま

は

り囲
に
目め

を
や
る
と
、
右み

ぎ

に
も
左

ひ
だ
り

に
も
、
前ま

へ

に
も
後

う
し
ろ

に
も
、

頭あ
た
まや

手て

や
足あ

し

を
繃ほ

う

帯た
い

し
た
怪け

が我
人に

ん

や
、
む
し
ろ
や
布き

切れ

に
包つ

ゝ

ま
れ
た
死し

人に
ん

が
無む

数す
う

に
転こ

ろ

が
つ
て

ゐ
ま
す
。
私

わ
た
し

は
今い

ま

更さ
ら

な
が
ら
そ
の
惨

さ
ん
じ
や
う

状
に
ゾ
ツ
と
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。」
と
記
し
て
い
る
。

埼
玉
県

　

高
木
市
之
助
（
注
12
）
は
さ
い
た
ま
市
に
い
た
。
高
木
は
浦
和
高
等
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
。

「
浦
高
時
代
の
出
来
事
と
い
え
ば
何
と
い
っ
て
も
関
東
の
大
震
災
で
、
そ
れ
が
私
の
国
文
学
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
地
震
発
生
時
の
具
体
的
な
記
述
は
な
い
。
た
だ
、

「
私
の
一
生
で
ア
ナ
ー
キ
ー
の
実
体
を
身
を
以
て
体
験
し
た
の
は
震
災
後
の
数
日
間
」
だ
っ
た
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関東大震災はいかに回想されたか（三） ――自伝に描かれた関東大震災――

と
記
さ
れ
、「
と
に
か
く
震
災
を
う
け
て
、
人
々
は
唯
茫
然
と
し
て
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
時
に
は
善
意
と
勇
気
が
悪
意
と
謀
略
と
闘
う
大
混
乱
が
社
会
を
支
配
す
る
と

い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
浦
高
の
地
元
の
生
徒

は
召
集
さ
れ
組
織
さ
れ
て
、
国
鉄
や
中
山
道
筋
の
秩
序
維
持
に
当
り
出
し
ま
し
た
。」
と
あ
り
、

「
私
も
一
隊
の
学
生
を
引
率
し
て
東
京
の
職
員
生
徒
の
動
静
を
調
査
に
出
か
け
て
」、「
毎
日
手

分
け
し
て
各
区
を
探
し
て
は
立
退
先
を
確
か
め
て
浦
和
に
帰
っ
て
報
告
し
た
り
し
ま
し
た
。」

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
浦
和
高
校
で
は
、
生
徒
の
半
分
く
ら
い
が
東
京
か
ら
来
て
お
り
、
教
師

も
大
半
は
東
京
か
ら
通
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

石
井
源
一
（
注
13
）
は
夏
休
み
で
郷
里
の
川
越
市
に
帰
省
し
て
い
た
。
東
京
高
等
工
業
学
校

の
学
生
で
あ
っ
た
石
井
は
、
二
学
期
の
授
業
開
始
が
九
月
十
五
日
か
ら
な
の
で
、
八
月
三
十
一

日
の
夕
方
に
再
度
帰
省
し
て
い
た
。
翌
九
月
一
日
は
の
ん
び
り
朝
寝
を
し
た
。「
母
が
昼
食
の

仕
度
を
終
え
て
家
族
が
茶
の
間
に
集
っ
た
と
き
、
あ
の
関
東
大
震
災
と
い
わ
れ
る
大
地
震
が

起
き
た
。」
と
あ
り
、「
棚
の
物
は
落
ち
る
し
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
大
揺
れ
で
あ
っ

た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
我
が
家
は
、
藁
葺
屋
根
の
た
め
と
地
盤
が
よ
か
っ
た
の

で
、
古
い
家
な
の
に
被
害
は
余
り
な
か
っ
た
。」
と
い
う
。
午
後
二
時
頃
、「
近
所
の
人
が
騒
い

で
い
る
の
で
外
に
出
て
見
る
と
、
南
の
方
に
大
き
な
入
道
雲
と
そ
の
右
に
小
さ
い
入
道
雲
が

見
え
た
」。
午
後
四
時
半
頃
、
東
京
の
方
か
ら
来
た
人
が
水
を
飲
ま
せ
て
く
れ
と
立
ち
寄
っ
た
。

そ
の
人
の
話
に
よ
る
と
、「
東
京
は
地
震
の
あ
と
大
火
災
で
全
滅
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

夕
方
に
な
り
あ
た
り
が
暗
く
な
る
と
、「
昼
間
見
た
大
入
道
雲
は
真
赤
に
な
っ
て
、
東
京
、
横

浜
の
火
災
を
知
ら
せ
た
」。
翌
二
日
か
ら
は
、「
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
人
騒
ぎ
」
が
は
じ
ま
っ
た
。「
家

の
前
に
腰
掛
を
出
し
て
道
路
に
縄
を
張
っ
て
、
近
所
の
人
数
人
と
通
行
人
を
検
問
し
た
。
井
戸

に
毒
を
投
げ
込
ま
れ
る
か
ら
蓋
を
し
ろ
、
知
ら
な
い
人
か
ら
食
物
を
も
ら
う
な
な
ど
、
流
言
蜚

語
が
乱
れ
と
ん
だ
。
夜
は
、
す
ぐ
近
く
の
畑
ま
で
朝
鮮
人
何
十
人
が
押
し
寄
せ
て
来
た
な
ど
、

全
く
根
も
葉
も
な
い
噂
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
真
に
迫
っ
た
話
な
の
で
、
み
な

極
度
の
緊
張
状
態
の
数
日
で
あ
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

山
田
弥
一
郎
（
注
14
）
は
所
沢
市
に
い
た
。
繊
維
問
屋
に
勤
め
て
い
た
山
田
は
、
得
意
先
か

ら
駅
に
向
か
う
途
中
で
あ
っ
た
。「
八
百
屋
の
店
先
か
ら
西
瓜
や
か
ぼ
ち
ゃ
が
道
路
へ
転
げ
来

る
し
、
牛
車
が
牛
方
な
し
で
荷
車
を
引
い
て
来
る
と
か
、
人
々
は
皆
戸
外
に
飛
び
出
し
て
恐
怖

の
状
態
で
右
往
左
往
し
て
い
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
列
車
は
不
通
と
な
り
、
東
京
に
帰
る
こ

と
も
で
き
ず
、
余
震
の
恐
怖
の
な
か
駅
員
か
ら
情
報
を
聞
き
出
し
た
。「
東
京
は
全
市
火
の
海

と
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
東
京
方
面
に

行
く
と
い
う
の
で
、便
乗
し
帰
路
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
。「
車
の
上
か
ら
東
京
方
面
を
見
る
と
、

空
に
大
き
な
入
道
雲
が
出
て
い
た
。
ま
た
東
京
に
近
づ
く
と
、
各
戸
か
ら
畳
等
持
出
し
て
そ
の

上
に
避
難
し
て
い
た
。」
と
そ
の
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
野
、
新
宿
を
通
り
、
四
ッ

谷
で
車
を
降
り
た
。
そ
れ
か
ら
は
歩
き
で
、
日
本
橋
の
店
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
夕
闇
が
迫
っ

た
頃
で
あ
っ
た
。
自
分
を
最
後
に
店
員
全
員
が
集
ま
っ
た
の
で
避
難
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

ず
は
日
本
橋
の
川
崎
銀
行
の
建
築
場
に
行
っ
た
が
、
真
暗
闇
で
再
度
地
震
が
来
れ
ば
心
配
だ
と

思
い
、
率
先
し
て
宮
城
前
へ
行
く
こ
と
を
主
張
し
た
。
店
に
帰
る
途
中
、
宮
城
前
な
ら
ば
安
全

だ
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
宮
城
前
広
場
は
避
難
の
人
で
ほ
ぼ
埋
ま
っ
て
い
た
。「
四
方
を
眺

め
る
と
僅
か
四
ッ
谷
方
面
に
火
が
な
く
、
そ
の
他
は
全
部
空
が
真
赤
に
な
っ
て
物
す
ご
い
破
裂

音
が
絶
え
間
な
く
各
所
か
ら
聞
え
て
来
る
。
ま
た
余
震
も
度
々
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は

心
配
も
な
く
真
暗
の
空
を
眺
め
て
野
宿
し
た
。」
と
、
そ
の
夜
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

翌
日
、
店
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
店
員
に
よ
れ
ば
、
店
の
ほ
と
ん
ど
は
焼
失
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
幸
い
同
族
会
社
の
所
有
す
る
九
段
茶
寮
と
い
う
建
物
が
焼
け
残
っ
た

の
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
そ
こ
に
全
員
避
難
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
食
料
と
寝
具
が
な
い
。「
そ

の
日
は
市
の
炊
出
し
の
握
飯
一
個
を
貰
っ
て
大
通
で
立
食
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
早
速
食
料

の
確
保
に
奔
走
し
た
が
、
買
っ
て
来
た
の
は
玄
米
で
、
こ
れ
を
大
き
な
鍋
で
お
か
ゆ
の
よ
う
に

炊
い
て
一
時
の
飢
え
を
凌
い
だ
。
大
熊
染
工
場
（
今
の
東
伸
繊
維
）
か
ら
握
飯
、
沢
庵
を
届
け

て
く
れ
た
。
ま
た
、
得
意
先
か
ら
も
順
次
米
だ
と
か
野
菜
等
を
頂
い
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
寝
具
に
つ
い
て
は
、「
布
団
を
探
し
に
焼
残
っ
た
街
に
布
団
屋
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
丁
度

蒲
団
の
綿
入
時
で
、
皮
は
無
い
が
綿
だ
け
な
ら
あ
る
と
い
う
の
で
布
団
二
枚
分
の
古
綿
を
買
っ

て
帰
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
山
田
ら
は
一
夜
の
野
宿
だ
け
で
済
ん
だ
が
、

宮
城
前
広
場
の
混
乱
は
大
変
な
の
も
の
で
あ
っ
た
。
他
の
場
所
の
情
況
も
含
め
て
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

　

�　

宮
城
前
避
難
所
で
は
病
人
や
産
気
づ
く
婦
人
も
出
来
、
早
速
救
護
班
が
天
幕
を
張
っ
て
救
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援
に
当
た
っ
た
。
夜
が
明
け
る
と
空
腹
を
感
じ
る
者
が
出
て
、
東
京
駅
ガ
ー
ド
下
の
食
料
品

店
と
か
菓
子
屋
と
か
は
忽
ち
空
に
な
っ
た
。
御
堀
の
水
も
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
い
る
人
も
あ
っ

た
。
時
が
立マ

マ

つ
に
従
い
各
地
の
情
報
が
伝
わ
り
、
ま
た
市
内
の
惨
状
が
目
の
あ
た
り
出
現
し

て
、
市
電
の
中
で
腰
か
け
た
ま
ま
死
ん
で
い
る
人
、
あ
る
い
は
堀
と
か
河
川
に
は
溺
死
し
て

い
る
人
、
中
で
も
最
も
悲
惨
な
の
は
本
所
被
服
廠
跡
と
浅
草
の
ひ
ょ
う
た
ん
池
で
、
被
服
廠

跡
は
面
積
も
広
く
家
財
道
具
を
持
込
ん
で
避
難
し
た
人
が
多
く
、
こ
れ
に
火
が
つ
い
て
こ
こ

に
い
た
人
は
全
員
焼
死
し
た
。
ま
た
浅
草
公
園
の
ひ
ょ
う
た
ん
池
は
逃
場
を
失
っ
た
人
が
池

に
飛
込
ん
で
死
ん
で
い
る
。
そ
の
他
各
方
面
で
の
焼
死
者
は
数
限
り
な
い
有
様
だ
っ
た
が
、

不
思
議
な
事
は
浅
草
の
観
音
様
は
焼
け
な
か
っ
た
。

　

九
段
に
仮
営
業
所
の
看
板
を
掲
げ
、
九
月
十
日
頃
か
ら
商
売
を
再
開
し
た
が
、
焼
け
跡
の
店

を
処
理
す
る
仕
事
も
あ
っ
た
。「
店
の
焼
跡
に
は
大
金
庫
が
そ
の
ま
ま
あ
る
の
で
毎
夜
数
人
で

暗
闇
の
道
を
通
っ
て
金
庫
番
に
来
た
が
、
途
中
で
自
警
団
に
日
本
刃マ

マ

を
目
の
前
に
出
さ
れ
何
処

へ
行
く
か
と
た
だ
さ
れ
ビ
ク
ッ
と
し
た
が
、
恐
れ
ず
日
本
橋
伊
勢
町
へ
行
く
と
い
う
と
通
れ
と

い
わ
れ
、
朝
ま
で
焼
跡
で
金
庫
の
番
を
交
替
で
や
っ
て
い
た
。」
と
い
う
。
数
日
し
て
金
庫
も

さ
め
て
き
た
の
で
、
金
庫
屋
を
呼
び
開
け
て
み
る
と
幸
い
帳
簿
金
銭
等
は
無
事
で
あ
っ
た
。

神
奈
川
県

　

関
根
弘
（
注
15
）

は
箱
根
町
に
い
た
。
だ
が
、
関
根
は
ま
だ
三
歳
の
幼
児
だ
っ
た
の
で
、
そ

の
記
憶
が
ど
こ
ま
で
信
じ
ら
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
祖
母
の
監
督
の
も
と
、
従
兄
弟
た
ち
と

一
緒
に
射
的
屋
の
二
階
を
借
り
一
夏
を
過
ご
し
て
い
た
と
い
う
。「
そ
こ
へ
グ
ラ
グ
ラ
が
や
っ

て
き
た
。
射
的
屋
の
前
の
崖
だ
か
、
石
垣
が
揺
れ
て
い
た
の
を
お
ぼ
え
て
い
る
。」
と
記
し
て

い
る
。
何
日
か
し
て
父
親
が
迎
え
に
来
た
。
登
山
鉄
道
が
不
通
だ
っ
た
の
で
小
田
原
ま
で
歩
い

た
。
そ
れ
か
ら
ど
う
い
う
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
か
は
覚
え
が
な
い
が
、
日
暮
里
の
家
に
帰
る
と

家
中
被
災
し
た
親
戚
で
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
。
家
は
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
三
階
建
で
料
亭

を
や
っ
て
い
た
。
屋
号
は
「
保
坂
」
と
い
う
。「
三
階
屋
で
も
地
震
に
ビ
ク
と
も
し
な
か
っ
た

の
は
、
三
階
が
坂
に
面
し
た
玄
関
で
、
一
階
が
地
下
二
階
に
な
る
よ
う
な
構
造
で
坂
に
密
着
し

て
建
て
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。」
と
関
根
は
説
明
し
て
い
る
。「〝
保
坂
〟
の
縁
の
下
に
朝

鮮
人
が
逃
げ
こ
ん
だ
ぞ
う
！
」。「
震
災
で
人
心
が
動
揺
し
た
と
き
、
た
く
さ
ん
の
朝
鮮
人
が
殺

さ
れ
た
が
、
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
大
地
震
の
あ
と
は
ゆ
り
か

え
し
が
こ
わ
い
と
い
う
の
で
、
そ
の
後
、
地
震
が
あ
る
た
び
、
庭
の
大
き
な
木
の
下
に
ゴ
ザ
を

し
い
て
安
心
で
き
る
ま
で
坐
っ
て
い
た
。」
と
い
う
記
述
も
あ
っ
た
。

　

岸
井
良
衛
（
注
16
）
は
小
田
原
市
に
い
た
。
青
山
学
院
の
中
学
部
に
通
っ
て
い
た
岸
井
は
肺

を
患
い
、
七
月
二
十
一
日
、
小
田
原
へ
移
っ
た
。
夏
休
み
に
入
っ
て
の
、
と
り
あ
え
ず
の
療
養

と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
岸
井
は
前
年
の
十
二
月
か
ら
休
学
し
て
お
り
、
や
が
て
都
会
生

活
は
無
理
だ
と
診
断
さ
れ
、
空
気
の
よ
い
場
所
の
学
校
へ
と
転
校
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。「
八

月
の
あ
る
夜
、
地
震
と
も
雷
と
も
何
と
も
判
ら
な
い
音
と
い
う
か
何
と
い
う
か
、
今
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
一
種
の
圧
迫
感
に
お
そ
わ
れ
た
。
勿
論
、
一
瞬
で
あ
る
。」
と
記
し
て
い

る
が
、「
直
ぐ
に
終
っ
た
の
で
、
戸
外
へ
飛
び
出
し
て
見
た
が
、
戸
外
は
何
の
か
わ
り
も
な
く
、

人
一
人
出
て
く
る
気
配
も
な
か
っ
た
。」
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
気
の
せ
い
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
家
の
人
も
何
も
感
じ
ず
、
そ
の
後
何
の
話
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
岸

井
は
「
あ
れ
が
大
地
震
の
前
ぶ
れ
の
一
つ
で
、海
鳴
り
と
か
地
鳴
り
と
か
い
う
も
の
で
は
な
か
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
う
。」
と
記
し
て
い
た
。「
八
月
三
十
一
日
は
大
雨
で
、
そ
の
翌
九

月
一
日
（
土
）
は
、
か
ら
り
と
上
が
っ
て
暑
い
く
ら
い
に
晴
れ
た
」
日
で
あ
っ
た
。
朝
食
が
遅

か
っ
た
の
で
昼
食
を
一
時
間
遅
ら
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
親
子
六
人
二
階
へ
上
が
り
、
父
親

と
弟
が
将
棋
を
さ
し
は
じ
め
た
時
で
あ
っ
た
。

　

�　

俄
か
の
地
震
で
あ
る
。
い
つ
も
よ
り
は
始
め
か
ら
大
き
い
。
僕
は
傍そ

ば

に
い
た
妹
の
上
に
被か

ぶ

さ
る
よ
う
に
し
て
妹
を
か
ば
っ
た
。
父
さ
ん
と
弟
は
将
棋
盤
を
中
に
し
て
頭
を
低
く
し
た
。

姉
さ
ん
は
隣
り
の
部
屋
に
い
た
母
さ
ん
を
呼
ん
だ
。

　

�　

地
震
は
さ
な
が
ら
、
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
い
う
よ
う
に
意
地
悪
く
揺
れ
て
、
ま
ず

壁
が
落
ち
て
、
あ
た
り
は
土
煙
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
耳
も
鼻
も
口
も
、
穴
の
あ
る
と
こ

ろ
は
壁
土
で
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

�　

そ
の
う
ち
に
大
き
な
音
を
立
て
て
家
が
つ
ぶ
れ
た
。
同
時
に
屋
台
ご
と
す
べ
り
落
ち
る
よ

う
に
池
の
方
へ
、
も
ぐ
る
よ
う
に
沈
ん
で
行
っ
た
。
そ
の
間
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
人
の
声

が
し
て
い
た
。
こ
れ
が
阿あ

び鼻
叫

き
ょ
う
か
ん

喚
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
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が
、疲
労
の
た
め
病
院
に
入
院
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
煙
は
病
院
か
ら
の
も
の
で
あ
っ

た
。
門
前
に
は
遺
体
が
置
い
て
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
に
祖
母
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
避
難

先
で
も
祖
母
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
父
親
が
帰
っ
て
来
て
そ
の
こ
と
を
母
親

に
告
げ
る
と
、「
覚
悟
は
し
て
い
ま
す
。」と
い
っ
た
と
い
う
。
夜
は
庭
に
蚊
帳
を
つ
っ
て
寝
た
が
、

な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な
か
っ
た
。「
空
に
は
無
数
の
星
が
綺
麗
に
光
っ
て
い
た
。
夜
も
更
け
た

た
め
か
、
十
月
か
十
一
月
に
な
ら
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
筈
の
星
が
見
ら
れ
た
。
地
震
の
こ
と

を
暫
く
わ
す
れ
て
空
を
眺
め
て
い
る
と
、
今
ま
で
鳴
い
て
い
た
虫
の
音
が
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
た
。

と
、
大
地
が
ユ
ラ
ユ
ラ
と
揺
れ
た
。
揺
れ
が
終
る
と
、
ま
た
虫
が
前
の
よ
う
に
鳴
き
出
し
た
。

こ
れ
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
。
時
に
は
虫
の
音
の
止
ま
る
の
が
長
び
く
と
、
却
っ
て
心
配
に

な
っ
た
。」
と
そ
の
夜
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

翌
二
日
。
余
震
は
大
分
お
さ
ま
っ
て
来
た
の
で
、
潰
れ
た
家
の
板
で
四
畳
半
く
ら
い
の
掛
小

屋
を
作
っ
た
。
電
燈
が
な
い
の
で
小
田
原
提
灯
を
さ
げ
た
。
父
親
は
知
り
合
い
か
ら
米
三
升

を
買
っ
て
き
た
。「
夕
方
に
雨
が
少
し
落
ち
て
来
て
心
細
く
な
っ
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
三
日

は
、「
朝
か
ら
雨
で
、
午
後
か
ら
大
雨
に
な
っ
た
。」
と
い
う
。
掛
小
屋
の
屋
根
か
ら
は
雨
が
漏

れ
て
き
た
。
岸
井
は
屋
根
に
上
が
っ
て
綿
な
ど
で
穴
を
埋
め
た
。「
雨
の
中
を
父
さ
ん
は
一
升

四
十
五
銭
で
、
お
米
を
五
円
買
っ
て
き
た
。
四
十
五
銭
は
米
騒
動
の
時
の
相
場
で
あ
る
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
升
四
十
五
銭
で
五
円
分
と
い
う
の
は
い
さ
さ
か
半
端
の
感
が
あ
る
。
足

柄
病
院
の
医
師
が
、
祖
母
の
死
を
正
式
に
告
げ
に
来
た
。
四
日
、
知
人
が
見
舞
い
に
来
て
、
潰

れ
た
家
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
品
物
を
取
り
出
し
て
く
れ
た
。
大
事
な
七
十
円
の
お
金
も
焼
け
ず
に

無
事
で
あ
っ
た
。
夜
の
九
時
頃
、
東
京
か
ら
事
務
所
の
人
が
見
舞
い
に
来
た
。
岸
井
の
父
親
は

弁
護
士
で
、
法
律
事
務
所
を
開
い
て
い
た
。
東
京
を
三
日
の
朝
に
発
ち
、
東
海
道
の
線
路
を
黙
々

と
歩
い
て
来
た
と
い
う
。
そ
の
人
が
語
っ
た
、
東
京
の
事
務
所
で
の
被
災
状
況
も
記
さ
れ
て
い

る
。

　

�　

茶
の
間
で
昼
食
を
し
て
、
箸
を
置
い
た
か
置
か
な
い
か
の
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
俄
か

の
大
地
震
で
、
全
員
が
跣
足
で
中
庭
へ
逃
げ
出
し
た
。

　

�　

左
右
を
見
る
と
、
隣
家
の
福
山
田
の
待
合
の
屋
根
瓦
が
揺
れ
る
た
び
に
、
ず
る
ず
る
、
ず

る
ず
る
と
下
が
っ
て
く
る
。
一
方
は
二
階
建
の
物
置
で
、
こ
れ
は
、
ぐ
ら
ぐ
ら
、
ぐ
ら
ぐ
ら

　

揺
れ
が
一
時
お
さ
ま
っ
た
の
で
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
床
の
間
の
隣
り
の
あ
た
り
か
ら
陽
が

さ
し
て
い
た
。
わ
ず
か
に
空
い
て
い
る
隙
間
か
ら
外
に
出
る
と
、そ
こ
に
は
屋
根
が
あ
っ
た
。「
二

階
に
い
た
筈
が
、
大
地
に
屋
根
が
這
い
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
わ
ご
わ
、
そ
の
屋
根
を
歩

い
て
地
面
へ
降
り
た
。
続
い
て
、
弟
も
妹
も
、
そ
し
て
父
さ
ん
も
出
た
が
、
姉
さ
ん
が
「
母
さ

ん
が
、
母
さ
ん
が
」
と
叫
ん
で
い
る
の
で
、
父
さ
ん
は
、
再
び
、
そ
の
潰
れ
た
家
へ
引
っ
か
え

し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
、
父
親
が
母
親
を
担
ぐ
よ
う
に
し
て
出
て
来
た
。
そ
の

間
も
地
面
は
休
み
な
く
揺
れ
て
い
た
。
と
も
か
く
一
家
六
人
が
揃
い
、
竹
藪
へ
避
難
で
き
た
。

あ
と
か
ら
女
中
二
人
も
姿
を
見
せ
、
二
匹
の
猟
犬
も
鉄
の
鎖
を
切
っ
て
逃
げ
て
来
た
と
い
う
。

岸
井
は
、
い
わ
ゆ
る
家
の
潰
れ
方
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　

�　

地
震
で
柱
が
折
れ
て
、
家
が
潰
れ
る
と
い
う
が
、
僕
が
経
験
を
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

こ
の
言
葉
は
少
し
く
間
違
っ
て
取
ら
れ
て
し
ま
う
。
柱
が
折
れ
る
と
い
う
と
、
柱
の
真
ん
中

か
ら
折
れ
る
感
じ
が
す
る
が
、
柱
は
折
れ
な
い
。
柱
は
土
台
の
付
け
根
か
ら
は
ず
れ
て
倒
れ

る
の
で
あ
る
。
潰
れ
る
と
い
う
と
、
そ
の
場
で
上
か
ら
押
し
潰
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
が
、
そ

う
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
マ
ッ
チ
箱
が
潰
れ
る
よ
う
に
、
柱
全
部
が
一
方
へ
倒
れ
て
、
そ
れ

に
屋
根
ま
で
が
付
い
て
行
く
の
で
あ
る
。
そ
の
倒
れ
る
方
角
は
、
地
震
の
ゆ
れ
方
や
震
源
地

の
方
角
に
依
る
の
で
は
な
く
、
弱
い
方
、
柱
の
数
の
少
な
い
方
へ
倒
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
僕
の
家
も
柱
の
少
な
い
庭
に
面
し
た
方
へ
倒
れ
て
、
裏
は
パ
カ
ッ
と
あ
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
正
し
い
こ
と
は
、
往
来
へ
出
て
見
る
と
は
っ
き
り
と
分
か
っ
た
と
岸
井
は
続
け
る
。

ほ
と
ん
ど
の
家
は
両
側
か
ら
道
へ
向
か
っ
て
倒
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
僕
の
家
も
、

も
し
僕
た
ち
が
御
飯
を
時
間
通
り
に
階し

た下
で
食
べ
て
い
た
と
し
た
ら
、
き
っ
と
庭
へ
飛
び
出
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
飛
び
出
し
た
人
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
し
て
家
が
倒
れ
て
来
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
岸
井
一
家
は
、
親
子
六
人
全
滅
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
階
下
に
あ
っ
た

錫す
ず

の
菓
子
器
が
一
枚
の
板
の
よ
う
に
潰
れ
て
い
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
地
震
か
ら
少
し
た
つ

と
、
小
田
原
の
町
の
方
に
煙
が
上
が
っ
た
。
山
の
手
の
足
柄
病
院
の
方
角
に
も
煙
が
上
が
っ
て

い
た
の
で
、
父
親
は
病
院
へ
向
か
っ
た
。
小
田
原
に
は
母
方
の
祖
母
も
一
緒
に
来
て
い
た
の
だ
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養
と
転
校
の
た
め
の
転
地
で
あ
っ
た
が
、
結
局
は
東
京
に
戻
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
青
山
学
院

の
建
物
は
破
損
し
て
い
た
の
で
、
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
て
、
午
前
、
午
後
の
二
部
制
で
十
月
十
日

に
授
業
が
は
じ
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
前
年
の
十
二
月
か
ら
休
学
を
し
て
い
た
の
で
、
一

年
下
の
ク
ラ
ス
に
編
入
し
た
。

　

尾
崎
一
雄
（
注
17
）

も
小
田
原
市
に
い
た
。
早
稲
田
高
等
学
院
の
学
生
で
あ
っ
た
尾
崎
は
、

小
田
原
の
実
家
に
帰
省
し
て
い
た
。
九
月
一
日
は
朝
寝
坊
を
し
、
十
一
時
過
ぎ
に
母
親
に
起
こ

さ
れ
た
。
渋
々
起
き
出
す
と
、
隣
家
の
留
守
番
へ
行
く
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
弟
妹
は
皆
外
出
し

て
い
た
。
隣
家
の
山
村
家
に
着
い
た
の
は
十
二
時
十
分
前
頃
だ
っ
た
。
も
う
お
昼
だ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
、
主
人
の
政
治
さ
ん
が
バ
タ
ー
や
ジ
ャ
ム
を
つ
け
た
食
パ
ン
を
出
し
て
く
れ
た
。
ほ

か
に
目
玉
焼
き
と
輪
切
り
の
ト
マ
ト
も
あ
る
。「
そ
れ
に
手
を
出
さ
う
と
し
た
と
き
、
ミ
シ
リ
、

ガ
タ
ガ
タ
と
来
た
の
で
、
顔
を
見
合
し
て
ゐ
る
と
ド
カ
ン
と
突
き
上
げ
ら
れ
、
二
人
共
あ
ぐ
ら

の
ま
ま
飛
び
上
が
っ
た
。」
と
い
う
。「
つ
づ
い
て
、
横
ざ
ま
に
薙
ぎ
倒
さ
れ
た
。
畳
が
生
き
も

の
の
や
う
に
動
き
、部
屋
中
の
物
が
一
度
に
た
お
れ
て
き
た
。」と
続
け
て
い
る
。「
で
か
い
ぞ
！
」

「
地
震
だ
！
」
と
叫
ぶ
と
、「
濡
縁
か
ら
戸そ

と外
へ
飛
び
出
し
た
」。
い
や
、「
飛
び
出
し
た
、
と
い

ふ
よ
り
、
抛
り
出
さ
れ
た
と
言
つ
た
方
が
い
い
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
私
は
縁
先
に
あ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
水
槽
に
左
の
向
う
臑
を
ぶ
つ
つ
け
た
。
し
か
し
、
転
が
り
は
し
な
か
つ
た
。

政
治
氏
は
転
が
つ
た
。
そ
の
と
き
、
平
屋
建
て
の
家
が
東
側
へ
倒
壊
し
た
。
そ
れ
相
当
の
音
が

し
た
筈
な
の
に
、
耳
に
入
ら
な
か
つ
た
。
四
方
八
方
音
だ
ら
け
で
、
何
が
何
だ
か
判
ら
な
か
つ

た
。」
と
そ
の
混
乱
ぶ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
外
に
出
て
も
揺
れ
は
続
く
。「
上
下
左
右
、
滅
茶

苦
茶
に
揺
れ
る
中
を
、
出
鱈
目
に
動
く
遊
動
円
木
に
乗
つ
た
気
で
、
踊
り
な
が
ら
進
み
、
ど
う

や
ら
梅
の
幹
に
つ
か
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
と
こ
ろ
が
、
そ
の
梅
の
木
が
、
倒
れ
さ
う
に
な

つ
た
独こ

ま楽
の
心
棒
の
や
う
に
揺
れ
る
。
そ
れ
に
取
り
つ
い
て
ゐ
る
二
人
は
、
右
に
左
に
振
り
廻

さ
れ
る
―
―
。」
と
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
自
宅
が
ど
う
な
っ
た
か
気
に
な
っ
た
が
、
も
う
少

し
お
さ
ま
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
。
五
分
た
っ
た
か
十
分
た
っ
た
か
し
た
頃
、
二
人
は
道
路
に

出
た
。
政
治
さ
ん
も
外
出
し
て
い
る
家
族
が
心
配
だ
と
い
い
、
そ
の
場
で
別
れ
た
。
自
宅
は
潰

れ
て
い
た
。「
ふ
だ
ん
は
道
路
の
そ
の
場
所
か
ら
は
見
え
ぬ
富
士
山
が
、
く
つ
き
り
と
見
え
た
。

そ
の
下
の
足
柄
、
箱
根
の
山
々
に
は
と
こ
ろ
嫌
は
ず
赤
ハ
ゲ
の
山
崩
れ
が
見
え
る
の
に
、
富
士

山
だ
け
は
悠
然
と
立
つ
て
、
秀
麗
な
山
容
を
ほ
こ
つ
て
ゐ
た
。」
と
記
し
、
続
け
て
「「
富
士
山

と
ゆ
れ
て
い
る
。

　

�　

そ
れ
で
も
潰
れ
も
し
な
い
で
一
旦
お
さ
ま
っ
た
の
で
、
裏
門
か
ら
出
て
、
ぐ
る
り
と
廻
っ

て
表
の
電
車
通
り
へ
出
て
み
る
と
、
電
線
は
切
れ
て
、
電
車
は
動
い
て
い
な
い
。

　

家
は
大
き
く
揺
れ
た
が
無
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
諸
方
か
ら
火
の
手
が
上
が
っ
た
。
次

第
に
延
焼
し
て
く
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
避
難
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

�　

宮
城
前
か
日
比
谷
公
園
へ
逃
げ
よ
う
と
、
そ
の
方
角
を
見
る
と
、
銀
座
方
面
は
す
で
に
火

の
手
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
桜
橋
へ
逃
げ
、
そ
れ
を
左
へ
曲
が
っ
て
京
橋
へ
逃
げ
た
。
こ

こ
ま
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
京
橋
か
ら
皇
居
の
堀
端
へ
出
る
道
か
ら
は
、

さ
な
が
ら
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
よ
う
に
途
中
で
歩
を
止
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
程
に
な
っ
て
い

た
。
広
場
は
と
見
る
と
、
こ
こ
は
、
も
う
い
っ
ぱ
い
の
人
で
、
こ
れ
以
上
は
却
っ
て
あ
ぶ
な

い
と
見
て
日
比
谷
公
園
へ
急
い
だ
。
現
在
は
第
一
生
命
保
険
に
な
っ
て
い
る
辺
に
警
視
庁
が

あ
っ
て
、
こ
の
建
物
が
す
で
に
焼
け
落
ち
て
い
た
。

　

�　

日
比
谷
公
園
に
も
、
か
な
り
の
人
が
避
難
を
し
て
来
て
い
た
が
、
な
ぜ
か
皇
居
前
広
場
の

よ
う
な
混
雑
は
な
か
っ
た
。

　

一
日
の
夜
は
日
比
谷
公
園
で
野
宿
を
し
、
二
日
の
夜
は
弁
護
士
会
館
に
泊
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

三
日
の
朝
に
小
田
原
を
目
指
し
て
歩
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
事
務
所
の
弁
護
士
は
四
日
、
五
日

と
泊
ま
り
、
六
日
の
朝
に
東
京
へ
と
帰
っ
て
行
っ
た
。
七
日
に
な
っ
て
、
足
柄
病
院
か
ら
祖
母

の
遺
体
を
引
き
取
り
に
来
て
く
れ
と
い
っ
て
来
た
。
翌
八
日
、
姉
と
女
中
が
祖
母
の
遺
体
を
引

き
取
り
に
行
っ
た
。
地
震
か
ら
丸
一
週
間
が
た
つ
。
遺
体
は
す
で
に
半
ば
焼
け
て
い
る
。「
お

ば
あ
さ
ん
の
遺
体
は
、
は
っ
き
り
と
は
判
ら
な
い
が
、
位
置
か
ら
も
骨
格
か
ら
も
、
多
分
こ
れ

で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
を
焼
く
こ
と
に
し
た
。
な
に
ぶ
ん
に
も
潰
れ
て
直
ぐ
に
焼
け
た
の
で
判

然
と
し
な
い
。」と
記
さ
れ
て
い
る
。
骨
壺
が
な
い
の
で
、植
木
鉢
に
骨
を
入
れ
て
姉
た
ち
は
帰
っ

て
来
た
。
焼
き
代
は
十
円
だ
っ
た
と
い
う
。
夜
中
に
な
り
風
が
強
く
な
り
、波
の
音
も
高
く
な
っ

た
。
余
震
は
そ
の
後
も
毎
日
の
よ
う
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
に
は
強
い
余
震
が
あ
っ
た
。

　

小
田
原
で
の
生
活
は
そ
の
後
一
か
月
あ
ま
り
続
き
、
九
月
二
十
九
日
に
東
京
に
帰
っ
た
。
療
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柱
を
空
に
向
け
、
傘
を
ひ
つ
く
り
返
し
た
や
う
に
仰
向
け
に
な
つ
て
ゐ
た
。
線
路
の
堤
防
が

そ
れ
自
体
の
重
み
で
半
分
ぐ
ら
ゐ
沈
下
し
、
両
側
の
田
圃
が
ふ
つ
く
ら
と
せ
り
上
つ
て
ゐ
た
。」

と
駅
の
損
壊
状
況
を
記
し
て
い
る
。
散
乱
し
て
い
る
商
品
の
中
か
ら
マ
ッ
チ
、
ロ
ー
ソ
ク
、
煙

草
な
ど
を
買
っ
て
帰
っ
た
と
い
う
。
電
信
電
話
は
一
切
不
通
で
、
全
く
状
況
が
分
か
ら
な
か
っ

た
。
た
だ
、
二
時
か
三
時
頃
に
飛
行
機
が
一
機
や
っ
て
来
て
上
空
を
何
度
か
旋
回
し
、
や
が

て
東
へ
帰
っ
て
行
っ
た
。「
あ
れ
は
被
害
状
況
を
見
に
来
た
の
だ
。
あ
れ
が
帰
つ
て
報
告
し
て
、

そ
れ
か
ら
救
援
隊
だ
、と
み
ん
な
喜
ん
だ
。」
と
記
し
て
い
る
。
弟
た
ち
二
人
は
戻
っ
て
来
た
が
、

妹
が
な
か
な
か
戻
っ
て
こ
な
い
。
女
学
生
の
妹
は
ま
だ
夏
休
み
中
で
あ
っ
た
が
、
学
校
の
裁
縫

室
へ
ミ
シ
ン
の
練
習
に
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
四
時
過
ぎ
た
頃
に
は
我
慢
が
で
き
な
く
な
り
、
弟

の
弘
夫
を
学
校
へ
や
る
こ
と
に
し
た
。「
こ
の
頃
に
は
、
あ
の
奇
怪
な
朝
鮮
人
騒
ぎ
の
流
言
が

入
つ
て
ゐ
た
や
う
に
思
ふ
。」
と
い
っ
て
い
る
。
弟
を
送
り
出
し
た
が
、
は
た
し
て
無
事
に
た

ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
妹
は
無
事
で
あ
ろ
う
か
と
不
安
で
あ
っ
た
。
尾

崎
は
次
の
よ
う
に
そ
の
複
雑
な
気
持
ち
を
記
し
て
い
る
。

　

�　

嘗
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
無
力
感
に
襲
は
れ
た
が
、
そ
れ
を
通
過
す
る
と
、
却
つ
て

一
種
の
昂
揚
感
を
覚
え
た
の
は
奇
妙
な
こ
と
だ
つ
た
。
い
き
な
り
天
地
が
ひ
つ
く
り
返
る
や

う
な
―
―
や
う
な
で
は
な
く
、
全
く
さ
う
思
つ
た
。
―
―
衝
撃
。
気
が
つ
い
て
み
る
と
、
と

に
か
く
自
分
は
生
き
て
ゐ
る
。
地
面
は
割
れ
、
石
垣
は
崩
れ
、
土
堤
は
平
ら
に
な
り
、
家
と

い
ふ
家
は
倒
れ
、
と
い
ふ
や
う
な
思
つ
て
も
み
な
か
つ
た
こ
と
が
一
挙
に
現
前
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
平
常
感
覚
の
働
く
い
と
ま
は
無
か
つ
た
の
に
違
ひ
な
い
。
精
神
や
神
経
の
辻
褄

が
合
は
な
く
な
つ
て
ゐ
の
だ
ら
う
。

　
�　

「
だ
の
に
、
生
き
て
ゐ
る
」
―
―
か
う
い
ふ
想
ひ
だ
け
が
私
共
を
領
し
た
の
か
と
思
ふ
。

そ
れ
が
変
な
昂
揚
気
分
を
生
ん
だ
の
だ
ら
う
。

　

六
時
半
か
七
時
頃
に
な
っ
て
、
弟
と
妹
の
二
人
が
無
事
帰
っ
て
来
た
。
こ
れ
で
全
員
揃
っ
た

の
で
仮
泊
所
の
お
寺
へ
向
か
っ
た
。
妹
が
語
っ
た
と
い
う
話
も
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
妹
エ

イ
の
体
験
で
あ
る
。

は
偉
い
！
」
と
思
つ
た
。
同
時
に
、
大
地
が
全
部
壊
れ
て
し
ま
つ
た
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
、

と
心
か
ら
の
安
堵
感
を
覚
え
た
。」
と
そ
の
時
の
気
持
ち
を
記
し
て
い
る
。
幸
い
、
母
親
は
無

事
で
あ
っ
た
が
、
腕
か
ら
血
を
流
し
て
い
た
。
自
分
も
ま
た
血
が
出
て
い
た
が
、
ど
ち
ら
も
大

し
た
怪
我
で
は
な
か
っ
た
。
絶
え
ず
地
鳴
り
が
し
、
と
き
ど
き
余
震
が
起
こ
る
。
何
を
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
政
治
さ
ん
が
細
君
と
赤
ん
坊
を
連
れ
て
戻
っ
て

来
た
。
ま
ず
何
を
す
べ
き
か
を
政
治
さ
ん
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
に
火
を
出
さ
ぬ
こ
と
だ

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
昼
食
時
で
あ
っ
た
た
め
、
ど
の
家
も
火
の
気
が
あ
っ
た
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。
尾
崎
は
壊
れ
た
家
の
中
へ
と
も
ぐ
り
込
む
こ
と
に
し
た
。

　

�　

私
の
家
の
母
屋
は
萱
葺
で
、
そ
の
春
葺ふ

き

か
へ
た
ば
か
り
だ
つ
た
。
そ
の
一
部
を
こ
は
し
て
、

台
所
へ
も
ぐ
り
込
ん
だ
。
梁
だ
の
柱
だ
の
と
、
い
ろ
ん
な
材
木
が
入
乱
れ
た
中
に
入
る
と
、

余
震
の
た
び
、
ゴ
ソ
ッ
と
そ
れ
ら
が
沈
ん
で
く
る
。
ど
こ
か
を
挟
ま
れ
で
も
し
た
ら
大
変
だ
、

と
ひ
や
〳
〵
し
な
が
ら
、
母
か
ら
聞
い
た
火
元
に
辿
り
つ
く
と
、
コ
ン
ロ
に
か
か
つ
た
薬
罐

が
ひ
つ
く
り
返
つ
て
、
そ
れ
で
炭
火
は
消
え
て
ゐ
た
。
思
ひ
つ
い
て
、
茶
ノ
間
の
方
へ
も
ぐ

つ
て
ゆ
く
と
、
何
も
彼
も
滅
茶
苦
茶
で
あ
る
。
ど
こ
か
か
ら
入
る
薄
明
り
で
倒
れ
た
用
簞
笥

を
捜
し
あ
て
、
財
布
を
取
り
出
す
と
、
び
く
つ
き
乍
ら
も
大
急
ぎ
で
そ
と
へ
飛
び
出
し
た
。

　

火
の
始
末
を
終
え
て
出
て
来
る
と
、
朝
か
ら
何
も
食
べ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
急
に
力
が

抜
け
た
と
い
う
。
昼
に
出
し
て
く
れ
た
バ
タ
ー
パ
ン
や
目
玉
焼
き
、
ト
マ
ト
の
輪
切
り
を
思
い

出
し
て
い
る
と
、そ
う
だ
と
気
が
付
い
た
。
政
治
さ
ん
の
家
の
菜
園
に
は
ト
マ
ト
が
豊
富
に
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
政
治
さ
ん
に
断
り
、
二
人
で
畑
に
行
き
腹
い
っ
ぱ
い
ト
マ
ト
を
食
べ
た
。
そ

れ
か
ら
尾
崎
は
付
近
の
様
子
を
見
に
出
か
け
る
。
未
だ
帰
っ
て
来
な
い
弟
妹
た
ち
が
気
に
な
っ

て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
幸
い
、
途
中
で
二
人
の
弟
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
家
に
帰
る
よ
う

に
伝
え
た
。
付
近
の
家
は
ほ
と
ん
ど
が
倒
壊
し
て
お
り
、
死
者
も
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
尾
崎
は
さ
ら
に
駅
前
の
方
へ
と
足
を
伸
ば
す
。
道
路
は
地
割
れ
が
ひ
ど
く
、
あ
る
個
所
は

崩
壊
し
て
い
た
。
道
路
の
両
側
に
あ
る
商
店
は
一
軒
残
ら
ず
倒
壊
し
、
死
者
の
出
た
家
も
あ
っ

た
。「
下
曽
我
駅
も
つ
ぶ
れ
た
。
こ
の
九
月
一
日
を
も
つ
て
開
通
し
た
ホ
ー
ム
へ
の
地
下
道
も

壊
れ
、
ホ
ー
ム
が
落
ち
込
ん
で
ゐ
た
。
ホ
ー
ム
の
簡
単
な
上
屋
が
、
ど
う
し
た
加
減
か
、
木
の
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子
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
男
は
、
エ
イ
の
風
呂
敷
包
み
と
下
駄
を
受
取
る
と
、
レ
ー

ル
を
渡
り
始
め
た
。
エ
イ
も
そ
の
真
似
を
し
て
、
横
に
な
つ
た
Ｔ
字
形
の
レ
ー
ル
の
凹
み
に
蹠

を
一
歩
一
歩
し
つ
か
り
と
入
れ
て
渡
り
出
し
た
。
と
き
〴
〵
余
震
が
来
て
、
レ
ー
ル
が
揺
れ
た
。

そ
の
た
び
に
、
枕
木
や
レ
ー
ル
に
し
が
み
つ
い
た
」。
無
事
渡
り
終
え
る
と
男
の
人
は
去
っ
て

行
っ
た
。
エ
イ
は
自
宅
の
方
へ
と
歩
い
て
行
っ
た
が
、
そ
の
途
中
で
先
に
使
い
に
出
た
弟
の
弘

夫
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
イ
に
と
っ
て
は
兄
で
あ
る
が
、そ
の
体
験
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
気

負
い
込
ん
で
エ
イ
を
迎
へ
に
飛
び
出
し
た
彼
が
、
上
府
中
村
千
代
部
落
を
出
端
れ
よ
う
と
す
る

と
、
四
ツ
角
に
た
む
ろ
し
て
ゐ
た
七
、八
人
の
男
た
ち
に
取
囲
ま
れ
た
。
手
に
〳
〵
竹
槍
、
木
刀
、

中
に
は
日
本
刀
を
持
つ
て
ゐ
る
者
も
あ
つ
た
。「
ど
こ
の
誰
か
」「
何
用
で
ど
こ
へ
行
く
」
と
い

ふ
や
う
な
詰
問
を
受
け
た
。」
と
記
し
、「
つ
ま
り
、
朝
鮮
人
と
間
違
へ
ら
れ
た
の
だ
。」
と
記

し
て
い
る
。

　

「
朝
鮮
人
騒
ぎ
の
流
言
」
が
飛
び
は
じ
め
た
の
は
、
午
後
四
時
か
五
時
と
い
う
時
分
で
あ
っ

た
。「
朝
鮮
人
暴
徒
千
二
百
人
が
押
し
寄
せ
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
戸
塚
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
を
や
つ
て
ゐ
た
奴
ら
で
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
な
ん
か
も
持
つ
て
る
さ
う
だ
」、「
戸
塚
か

ら
こ
こ
ま
で
そ
ん
な
に
速
く
来
ら
れ
る
筈
は
あ
る
め
エ
」、「
ぢ
や
あ
、
熱
海
線
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
方
だ
」
と
い
っ
た
憶
測
が
飛
び
か
っ
た
。「
駐
在
所
の
巡
査
ま
で
が
そ
れ
を
信
じ
て
、
上
着

の
上
に
バ
ン
ド
を
し
て
帯
剣
を
釣
り
下
げ
、
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
き
、
防
止
の
顎あ

ご

紐
を
か
け
、
目
を

血
走
ら
せ
て
」
い
た
。
ま
た
、「
二
十
人
位
の
男
た
ち
が
竹
槍
、
木
刀
な
ど
で
武
装
し
て
気
勢

を
挙
げ
た
」
が
、「
夜
に
な
つ
て
も
、
千
二
百
人
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
影
一
つ
見

せ
な
か
つ
た
」。
だ
が
、
警
戒
を
怠
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
元
気
の
い
い
人
た
ち
十
人
ば
か
り

を
選
ん
で
、「
決
死
隊
」
を
組
織
し
た
。
別
に
二
人
一
組
の
見
張
り
役
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
部

落
の
東
西
の
入
口
に
配
置
す
る
こ
と
に
し
た
。」
と
い
う
。
尾
崎
は
、「
僕
は
仮
小
屋
で
不
寝
番

を
す
る
。
夜
更
か
し
の
癖
が
あ
る
か
ら
適
任
で
す
よ
。
万
一
の
こ
と
が
あ
つ
た
ら
叩
き
起
す
か

ら
、
決
死
隊
の
皆
さ
ん
は
安
心
し
て
寝
て
ゐ
て
く
だ
さ
い
。」
と
伝
え
た
。
だ
が
、「
私
は
そ
ん

な
バ
カ
な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
、
と
タ
カ
を
く
く
つ
て
ゐ
た
。
た
ぶ
ん
朝
鮮
人
に
つ
ら
く
当
つ

て
ゐ
る
連
中
が
、
そ
の
故
に
描
く
幻
影
に
決
つ
て
ゐ
る
」
と
思
っ
て
い
た
。
十
二
時
頃
ま
で
は

起
き
て
い
る
人
も
い
た
が
、
午
前
一
時
近
く
に
な
る
と
起
き
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
。
そ
の
時
に
半
鐘
が
鳴
っ
た
。「
ス
リ
半
」
と
い
う
慌
た
だ
し
い
連
打
音
で
あ
っ
た
。「
そ
ん

　
�　

エ
イ
は
、
先
生
の
許
し
を
得
て
、
女
学
校
の
二
階
の
裁
縫
室
で
ミ
シ
ン
を
踏
ん
で
ゐ
た
。

　

�　

「
ド
シ
ン
と
下
か
ら
来
た
の
で
、
大
地
震
だ
と
思
つ
た
」
と
エ
イ
は
言
つ
た
。
部
厚
い
板

で
頑
丈
に
出
来
た
裁
縫
机
の
下
に
も
ぐ
り
込
む
と
同
時
に
、
大
き
な
音
が
し
て
、
い
つ
ぺ
ん

に
暗
く
な
つ
た
。「
つ
ぶ
れ
た
な
」
と
思
つ
た
が
、
急
に
暗
く
な
つ
た
の
で
、
ま
る
で
様
子

が
判
ら
ず
、
危
な
く
て
う
つ
か
り
這
ひ
出
す
こ
と
も
で
き
ず
、
暫
く
じ
つ
と
し
て
ゐ
た
。
身

体
中
に
意
識
を
走
ら
せ
た
が
、
ど
こ
も
な
ん
と
も
無
い
。
梁
だ
の
柱
だ
の
天
井
板
だ
の
が
落

ち
重
な
り
入
乱
れ
て
ゐ
る
の
が
だ
ん
〳
〵
と
判
つ
て
き
た
が
、
頑
丈
な
裁
縫
机
は
び
く
と
も

し
な
い
。
よ
か
つ
た
、
と
思
つ
た
。

　

裁
縫
室
の
階
下
は
科
学
教
室
で
、
各
種
の
薬
品
が
あ
る
。
そ
れ
が
火
を
出
し
た
ら
大
変
だ
と

考
え
、
裁
縫
道
具
を
風
呂
敷
に
包
み
逃
げ
出
し
た
。「
材
木
の
間
を
す
り
抜
け
て
、
校
庭
に
面

し
た
南
側
の
窓
の
方
へ
這
つ
た
。
二
階
も
階し

た下
も
総
つ
ぶ
れ
だ
が
、
窓
か
ら
地
面
へ
や
は
り
飛

び
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
い
つ
ぱ
い
だ
。
地
割
れ
も
あ
る
。
考
へ
て
、
窓

際
の
、
ア
ジ
サ
イ
の
繁
み
に
降
り
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
外
へ
出
る
と
あ
ち
こ
ち
か
ら
煙

が
上
っ
て
い
た
。
正
門
の
方
を
見
る
と
、
小
田
原
城
の
石
垣
が
全
部
崩
れ
、
松
や
桜
の
巨
木
が

倒
れ
て
い
た
。
学
校
を
出
て
潰
れ
た
民
家
の
方
へ
歩
い
て
い
く
と
、
あ
た
り
か
ら
は
し
き
り
と

「
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
お
経
を
唱
え
て
い
た
の
は
同
級
生
の
母

親
で
あ
っ
た
。
エ
イ
が
裸
足
だ
っ
た
の
で
、
下
駄
を
貸
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
や
が
て
小
さ
な

土
手
に
辿
り
つ
い
た
。
そ
こ
に
は
四
、
五
人
の
人
が
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
も
の
か
考

え
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
。「
こ
ん
な
騒
ぎ
な
の
に
、
人
影
の
非
常
に
少
な
い
の
が
不
思
議
だ
。」

と
い
う
感
想
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
土
手
か
ら
見
た
町
の
様
子
は
、「
道
の
向
う
角
の
小

田
原
郵
便
局
（
現
在
そ
こ
に
は
横
浜
銀
行
小
田
原
支
店
が
あ
る
）
が
竜
巻
を
起
し
て
燃
え
て
ゐ

る
。
無
数
の
紙
片
が
空
高
く
舞
ひ
上
る
。
そ
れ
と
国
道
を
は
さ
ん
で
向
ひ
合
つ
た
大
き
な
本
屋

兼
文
房
具
店
も
さ
か
ん
に
燃
え
て
ゐ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
土
手
の
方
も
熱
く
て

い
ら
れ
な
く
な
り
、
あ
ち
こ
ち
の
火
事
を
よ
け
な
が
ら
東
海
道
線
の
鉄
橋
の
袂
ま
で
辿
り
つ
い

た
。
だ
が
、
鉄
橋
は
橋
桁
が
横
倒
し
に
な
り
、
レ
ー
ル
が
枕
木
を
つ
け
た
ま
ま
ぶ
ら
下
が
っ
て

い
た
。
そ
こ
に
四
十
く
ら
い
の
男
の
人
が
現
れ
、
自
分
が
先
に
渡
る
か
ら
つ
い
て
来
い
と
い
う
。

無
謀
と
も
い
え
る
行
動
だ
が
、
エ
イ
は
家
へ
帰
り
た
い
一
心
で
そ
れ
に
従
っ
た
。
そ
の
時
の
様
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な
バ
カ
な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
、
と
タ
カ
を
く
く
つ
て
ゐ
た
」
尾
崎
だ
が
、「
私
は
ゾ
ク
リ
と

し
た
。
身
体
中
が
冷
え
わ
た
る
感
じ
だ
っ
た
。
恐
ら
く
髪
の
毛
な
ぞ
逆
立
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。」

と
記
し
て
い
る
。「
起
き
ろ
」
と
怒
鳴
る
ま
で
も
な
く
皆
起
き
上
が
り
、
火
の
見
櫓
へ
と
向
か
っ

た
。
そ
こ
に
は
二
人
の
見
張
り
が
い
た
が
、
不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
と
い
う
。
だ
が
、
結
局

は
見
知
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

翌
二
日
、早
朝
か
ら
鉄
道
線
路
づ
た
い
に
続
々
と
人
々
が
や
っ
て
来
た
。「
藤
沢
、大
船
、鎌
倉
、

横
浜
と
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
東
寄
り
の
地
区
か
ら
の
人
々
が
ふ
え
た
。
す
べ
て
避
難
民
で
あ
つ

た
。
負
傷
者
も
多
く
居
た
。
繃
帯
を
血
に
染
め
て
杖
に
す
が
る
人
、
重
傷
者
を
背
負
つ
た
人
―

―
そ
の
殆
ん
ど
は
、い
わ
ゆ
る
着
の
み
着
の
ま
ま
、の
有
様
だ
つ
た
。」と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
そ
れ
ら
避
難
者
た
ち
の
口
か
ら
、
東
京
も
横
浜
も
全
滅
と
き
い
た
と
き
は
、
皆
実
に
が
つ
か

り
し
た
。
い
つ
た
い
日
本
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
つ
た
大
所
高
所
か
ら
の
憂
慮
も
あ
つ
た
が
、

差
当
つ
て
の
心
配
は
、
救
援
の
手
が
こ
ん
な
田
舎
ま
で
果
し
て
の
び
る
だ
ら
う
か
、
と
い
ふ
こ

と
だ
つ
た
。」
と
も
記
し
て
い
る
。
だ
が
、
午
後
に
な
っ
て
、
三
島
野
戦
重
砲
連
隊
の
将
兵
が

来
た
。「
少
数
だ
つ
た
が
、
兵
隊
が
来
た
、
と
い
ふ
そ
の
こ
と
だ
け
で
、
人
心
不
安
が
大
い
に

静
ま
つ
た
こ
と
は
確
か
だ
。」
と
記
し
、
続
け
て
「「
千
二
百
人
の
暴
徒
」
な
ど
根
も
葉
も
な
い

こ
と
ら
し
い
、
と
人
々
は
漸
く
納
得
し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
日
、
四
日
と
な
っ

て
も
新
聞
が
来
な
い
の
で
京
浜
方
面
の
正
確
な
様
子
は
判
然
と
し
な
い
。
東
京
か
ら
逃
げ
帰
っ

た
人
や
避
難
者
か
ら
入
る
情
報
は
す
べ
て
次
の
よ
う
な
悲
観
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

「
隅
田
川
は
屍
体
で
埋
ま
つ
て
ゐ
る
」

　

「
本
所
被
服
廠
跡
で
は
二
十
万
人
が
焼
け
死
ん
だ
」

　

「
社
会
主
義
者
や
朝
鮮
人
が
井
戸
へ
毒
薬
を
投
げ
込
ん
だ
」

　

「
横
浜
の
裁
判
所
が
つ
ぶ
れ
て
、
裁
判
官
、
被
告
、
弁
護
人
、
傍
聴
人
の
全
部
が
圧
死
し
た
」

　

号
外
の
よ
う
な
新
聞
が
来
た
の
は
一
週
間
ほ
ど
た
っ
た
頃
で
あ
っ
た
。
先
の
話
も
誇
張
は
あ

る
も
の
の
、
大
体
は
本
当
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
隣
家
の
政
治
さ
ん
は
、
両
親
や
兄
妹

が
東
京
に
い
る
の
で
東
京
に
行
く
と
い
う
の
で
一
緒
に
行
く
こ
と
に
し
た
。「
政
治
氏
と
違
ひ
、

私
の
上
京
理
由
は
薄
弱
で
、
い
さ
さ
か
不
真
面
目
で
も
あ
つ
た
。
下
宿
が
ど
う
な
つ
た
か
、
そ

の
下
宿
に
置
い
て
あ
る
本
は
無
事
か
ど
う
か
、
と
い
ふ
こ
と
、
山
村
政
治
の
肉
親
た
ち
の
安
否

を
政
治
氏
と
見
届
け
た
い
、
と
い
ふ
こ
と
、
東
京
の
様
子
を
こ
の
目
で
見
た
い
、
と
い
ふ
こ
と

―
―
そ
れ
ら
が
合
さ
つ
て
、
私
を
上
京
に
踏
切
ら
せ
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
発
っ
た
の
は
八

日
か
九
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。
米
や
鰹
節
を
十
分
に
持
っ
て
出
か
け
た
。
そ
の
道
中
に
つ
い
て

も
詳
し
い
記
述
が
あ
る
が
、
割
愛
す
る
。
た
だ
、
真
偽
は
と
も
か
く
次
に
あ
げ
る
記
述
は
興
味

深
い
。

　

�　

歩
く
う
ち
に
、
震
害
が
ま
だ
ら

0

0

0

に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
ど
こ
が
ど
う
だ
つ
た

か
、
も
う
正
確
に
は
言
へ
な
い
が
、
例
へ
ば
、
国
府
津
が
ひ
ど
け
れ
ば
次
の
二
宮
は
さ
ほ
ど

で
な
く
、
さ
ら
に
次
の
大
磯
が
ひ
ど
い
、
と
い
つ
た
工
合
な
の
だ
。
連
隊
旗
や
海
軍
旗
が
、

中
心
か
ら
白
赤
と
一
つ
置
き
に
色
を
放
射
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
震
源
か
ら
の
力
の
放
射
も
、

一
条
置
き
、
と
い
ふ
感
じ
が
し
た
。

　

二
日
目
に
は
政
治
さ
ん
の
両
親
ら
が
い
る
神
田
に
辿
り
つ
い
た
。
家
族
は
全
員
無
事
で
あ
っ

た
。
政
治
さ
ん
一
家
の
無
事
を
見
届
け
た
尾
崎
は
下
宿
へ
と
向
か
う
。
神
田
の
古
本
屋
街
は

全
滅
で
、「
そ
こ
に
は
、
な
じ
み
の
本
屋
が
多
く
あ
り
、
ど
の
店
の
、
ど
の
棚
に
、
ど
ん
な
本

が
あ
つ
た
、
な
ど
と
い
ふ
こ
と
を
想
ひ
描
い
た
。
あ
れ
が
全
部
焼
け
て
し
ま
つ
た
…
…
。」
と

そ
の
時
の
気
持
ち
を
記
し
て
い
る
。
下
宿
に
着
い
た
と
き
は
も
う
暗
く
な
っ
て
い
た
。
下
宿
は

焼
け
も
倒
れ
も
せ
ず
、
本
も
無
事
で
あ
っ
た
。
自
室
へ
入
る
と
八
畳
の
部
屋
の
真
中
に
「
本
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
が
で
き
、
床
の
間
に
も
本
が
並
べ
て
あ
っ
た
。
女
中
の
話
に
よ
る
と
、
ま
た
い

つ
地
震
が
来
て
本
棚
が
倒
れ
る
と
い
け
な
い
の
で
そ
う
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
晩
は
そ
こ
に

泊
ま
り
、
翌
日
政
治
さ
ん
の
家
へ
戻
る
が
、
途
中
で
学
院
や
大
学
も
ざ
っ
と
見
た
。「
大
講
堂

が
つ
ぶ
れ
、
古
い
文
学
部
教
室
は
傾
き
、
理
科
の
実
験
室
は
焼
け
る
、
と
い
ふ
や
う
な
被
害
が

あ
つ
た
上
に
、
下
町
方
面
か
ら
の
避
難
民
も
居
て
、
当
分
学
校
は
だ
め
ら
し
い
、
と
思
つ
た
。」

と
記
し
て
い
る
。
い
つ
の
日
の
何
時
頃
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
尾
崎
は
政
治
さ
ん
と
一
緒

に
本
所
方
面
へ
行
っ
た
と
い
う
。「
本
所
側
は
被
災
後
の
処
理
が
ず
つ
と
遅
れ
て
ゐ
て
、
荒
涼

た
る
も
の
だ
つ
た
。
川
つ
ぷ
ち
に
屍
体
が
引
上
げ
ら
れ
、
ト
タ
ン
が
か
ぶ
せ
て
あ
る
の
を
と
き

〴
〵
見
た
。
川
岸
に
何
人
か
が
集
つ
て
ゐ
る
の
で
寄
つ
て
み
る
と
、
岸
に
張
り
つ
く
や
う
に
な
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つ
た
屍
体
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
だ
つ
た
。」
と
記
し
、
続
け
て
「
焼
け
た
太
い
樹

の
上
の
方
の
胯
に
ト
タ
ン
板
が
は
さ
ま
り
、
風
で
音
を
立
て
て
ゐ
た
。
電
線
に
赤
い
大
き
な
布

が
ひ
つ
か
か
つ
て
、
は
た
め
い
て
ゐ
た
。
屍
体
は
男
か
女
か
判
ら
ぬ
の
が
多
か
つ
た
。」
と
そ

の
悲
惨
な
状
況
を
記
し
て
い
る
。
や
が
て
二
人
は
被
服
廠
跡
に
到
着
す
る
。
そ
こ
は
さ
ら
に
悲

惨
で
あ
っ
た
。

　

�　

積
み
上
げ
ら
れ
た
屍
体
に
石
油
か
重
油
を
か
け
て
焼
い
た
の
だ
。
そ
の
上
に
焼
け
ト
タ
ン

を
集
め
て
覆
ひ
が
し
て
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
不
十
分
で
、
半
焼
け
の
身
体
が
見
え
て
ゐ
た

り
し
た
。

　

�　

何
十
人
何
百
人
が
一
と
山
と
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
。
さ
う
い
ふ
山
が
あ
つ
ち
こ
つ
ち

に
も
あ
つ
た
。
山
の
前
に
花
が
飾
ら
れ
、
線
香
が
煙
を
上
げ
て
ゐ
た
。

　

�　

政
治
氏
は
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
」
と
呟
い
た
。
余
程
参
つ
た
ら
し
い
。
山
の
裾
の
地
面
に

は
、
水
溜
り
の
や
う
な
も
の
が
で
き
て
ゐ
て
、
そ
れ
は
屍
体
か
ら
に
じ
み
出
た
脂
に
違
ひ
な

か
つ
た
。

　

�　

被
服
廠
跡
と
道
路
の
間
に
、
幅
二
米
ぐ
ら
い
ゐ
の
長
い
掘
割
が
あ
つ
て
、
そ
の
水
面
に
、

ゴ
ム
手
袋
の
や
う
な
も
の
が
う
か
ん
で
ゐ
た
。
随
分
大
き
な
ゴ
ム
手
袋
だ
な
、
と
よ
く
見
る

と
、
そ
れ
は
掘
割
の
中
の
屍
体
の
、
掌
の
皮
だ
け
が
分
離
し
て
浮
い
て
ゐ
る
の
だ
つ
た
。
水

で
ふ
や
け
て
、
大
き
く
な
つ
た
の
だ
。
そ
ん
な
の
が
い
く
つ
も
目
に
つ
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
人
は
浅
草
に
行
く
。
だ
が
、「
十
二
階
が
上
の
方
で
折
れ
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
。」

と
い
う
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
次
に
足
を
の
ば
し
た
の
は
上
野
公
園
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ

で
も
「
避
難
民
が
大
勢
居
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。「
以
上
の
歩
き
廻
り
で
、

異
様
な
光
景
の
数
々
を
見
た
が
、
被
服
廠
跡
の
こ
と
を
記
す
だ
け
で
沢
山
だ
と
思
ふ
。」
と
尾

崎
は
記
し
て
い
る
。
た
だ
、
街
を
歩
い
て
い
て
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
焼
け
残

り
の
電
柱
や
立
木
に
貼
ら
れ
て
い
る
ビ
ラ
を
見
て
そ
う
思
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「「
暴
徒
」

や
「
朝
鮮
人
」
が
、
不
逞
の
行
動
に
出
る
懼
れ
が
あ
る
か
ら
注
意
せ
よ
―
―
井
戸
水
に
は
毒
が

投
入
さ
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
う
つ
か
り
飲
む
な
―
―
そ
ん
な
意
味
の
ビ
ラ
が
あ
る
。
そ
れ
に

は
警
察
が
署
名
し
て
ゐ
る
の
も
あ
つ
た
」
が
、「
同
じ
電
柱
や
立
木
に
「
み
だ
り
に
暴
力
を
振

る
つ
て
は
な
ら
ぬ
」「
朝
鮮
人
に
保
護
を
加
へ
よ
」
そ
ん
な
意
味
の
ビ
ラ
が
、
同
じ
警
察
の
署

名
で
貼
つ
て
あ
る
」
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
、「
前
の
が
先
づ
貼
ら
れ
た
の
だ
と
判
断

さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
自
警
団
の
行
過
ぎ
、
ま
た
「
自
警
」
に
便
乗
し
て
の
暴
力
行
為
が
ひ
ど
く

な
る
に
及
ん
で
、
あ
と
の
が
貼
ら
れ
た
の
に
違
ひ
な
い
。」
と
判
断
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
夜
も
政
治
さ
ん
の
家
に
泊
ま
り
、
翌
日
二
人
で
小
田
原
へ
向
か
っ
た
。
三
日
た
っ
た

だ
け
で
が
鉄
道
の
復
旧
工
事
は
か
な
り
進
み
、
途
中
一
泊
せ
ず
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
。
な
お
、

尾
崎
の
自
伝
に
は
、
小
田
原
の
家
付
近
の
手
書
き
の
地
図
や
、
小
田
原
の
鉄
道
被
害
や
崩
壊
し

た
浅
草
十
二
階
の
写
真
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
小
田
原
警
察
署
が
調
べ
た
被
害
状

況
を
記
し
た
「
震
災
調
査
表
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

片
岡
仁
左
衛
門
（
注
18
）
は
大
磯
町
に
い
た
。
ま
だ
千
代
之
助
を
名
の
っ
て
い
た
歌
舞
伎
役

者
十
三
代
目
仁
左
衛
門
は
、
極
度
の
神
経
衰
弱
と
肺
を
患
い
、
七
月
の
中
旬
に
大
磯
の
別
荘
へ

と
移
っ
て
い
た
。「
そ
の
日
も
ち
ょ
う
ど
午
前
の
休
養
時
間
で
、
眠
り
か
ら
醒さ

め
よ
う
と
し
て

い
た
時
で
し
た
。
恐
ろ
し
い
地
鳴
り
が
西
の
方
か
ら
ゴ
ォ
ー
ッ
と
し
て
き
た
か
と
思
う
と
家
が

ぐ
ら
ぐ
ら
と
揺
れ
て
き
ま
し
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
仁
左
衛
門
が
休
ん
で
い
た
の
は
十
五
畳

敷
き
の
部
屋
で
あ
っ
た
。

　

�　

さ
て
、
そ
の
大
き
な
部
屋
が
大
変
な
揺
れ
方
で
、
吃
驚
し
て
飛
び
起
き
廊
下
へ
出
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
捻ね

じ
れ
た
た
め
か
ド
ア
が
閉
ま
っ
て
開
き
ま
せ
ん
。
窓
の
外
の
廊
下
に
は
父

が
蒼
白
な
顔
を
し
て
窓
の
鉄
棒
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、

　

「
早
よ
う
外
へ
出
ん
と
危
な
い
、
危
な
い
ッ
！
」

　

�

と
必
死
に
叫
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
出
ら
れ
な
い
。
庭
の
方
の
縁
側
か
ら
出
よ
う

と
思
っ
て
も
足
が
も
つ
れ
て
行
け
ま
せ
ん
し
、
第
一
、
父
の
い
る
方
へ
出
た
い
の
が
人
情
、

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
家
の
揺
れ
加
減
で
か
ド
ア
が
自
然
に
ス
ー
ッ
と
開
き
ま
し
た
。
天
の

助
け
と
廊
下
へ
飛
び
出
し
「
お
父
さ
ん
！
」、「
伜
ッ
！
」
と
抱
き
合
っ
て
裏
庭
へ
飛
び
出
す

の
と
同
時
に
、
今
ま
で
立
っ
て
い
た
廊
下
の
梁は

り

が
落
下
し
て
き
ま
し
た
。、
ま
さ
に
間
一
髪
、

危
う
い
と
こ
ろ
で
下
敷
き
に
な
る
の
を
免
れ
て
助
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
し
た
。

　

裏
庭
か
ら
玄
関
前
に
ま
わ
り
、
門
の
前
の
広
い
野
原
へ
逃
げ
込
ん
だ
。
そ
こ
に
母
親
も
逃
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げ
て
来
た
。
家
の
方
を
見
る
と
、「
二
階
建
て
だ
っ
た
家
が
土
煙
の
中
に
隠
れ
、
そ
の
屋
根
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
」
な
か
っ
た
。「
地
震
は
午
前
十
一
時
五
十
八
分
に
起
こ
っ
た
の
で
す
が
、

一
時
す
ぎ
ま
で
辺あ

た

り
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
ま
ま
、
揺
れ
が
少
し
静
ま
っ
て
か
ら
家
の
方
へ
行
っ

て
み
ま
し
た
が
、
と
て
も
口
で
は
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
状
態
で
、
た
だ
呆
然
と
立
ち
す
く
ん
で

い
ま
し
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
、
出
入
り
の
鳶
職
が
駆
け
つ
け
、
壊
れ
た
柱
や

戸
を
使
っ
て
庭
に
掘
っ
立
て
小
屋
を
建
て
て
く
れ
た
。
翌
日
か
ら
は
、
同
じ
大
磯
に
あ
る
知
人

の
別
荘
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
日
た
ち
、
三
日
た
ち
す
る
う
ち
に
東
京

の
こ
と
が
知
り
た
く
な
っ
た
が
、
通
信
機
関
が
途
絶
し
て
い
た
の
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
だ
が
、
七
日
目
の
夕
方
に
な
っ
て
、
弟
子
と
男
衆
が
東
京
か
ら
歩
い
て
や
っ
て
来
た
。

東
京
の
本
宅
は
全
焼
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
日
ば
か
り
す
る
と
、
東
海
道
線

の
茅
ヶ
崎
か
ら
品
川
ま
で
汽
車
が
運
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
本
宅
を
見
に
行

く
こ
と
に
し
た
。
程
ヶ
谷
ま
で
来
る
と
列
車
が
長
時
間
停
車
し
た
。
そ
の
時
、
沿
線
か
ら
何
か

し
ら
悲
鳴
が
起
こ
り
大
い
に
驚
い
た
が
、
何
か
の
い
た
ず
ら
で
あ
っ
た
よ
う
だ
と
い
う
。「
東

京
で
「
朝
鮮
人
の
不
穏
な
動
き
が
あ
る
」
な
ど
と
デ
マ
が
と
ん
で
い
た
時
で
し
た
か
ら
一
層
び
っ

く
り
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」と
説
明
を
加
え
て
い
る
。
列
車
は
夕
方
に
品
川
駅
に
着
い
た
。

そ
の
夜
は
中
野
の
知
人
の
家
に
泊
ま
り
、
翌
朝
本
宅
の
焼
跡
へ
行
っ
た
。「
全
く
見
渡
す
か
ぎ

り
の
荒
野
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

高
橋
誠
一
郎
（
注
19
）
も
ま
た
大
磯
町
に
い
た
。
慶
應
義
塾
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
高
橋
も

ま
た
肺
を
患
い
、
父
親
に
建
て
て
も
ら
っ
た
大
磯
の
山
荘
に
来
て
い
た
。「
地
震
と
気
付
い
た

と
き
に
は
、
父
は
も
う
、
廊
下
か
ら
庭
へ
投
げ
出
さ
れ
て
い
た
。
父
の
上
に
、
ガ
ラ
ス
戸
が
は

ず
れ
て
落
ち
か
か
り
、
顔
か
ら
は
血
が
出
て
い
る
。
驚
い
て
庭
へ
飛
び
お
り
父
を
抱
き
起
こ
し

た
が
、
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
何
基
か
の
石
灯
籠
は
み
な
く
ず
れ
落
ち
て
い
る
。
よ
く
も
そ

の
下
敷
き
な
ら
な
か
っ
た
も
の
だ
と
思
う
。」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、「
そ
の
前
日
、
横
浜
か

ら
大
磯
へ
泊
ま
り
が
け
で
来
て
い
た
の
が
、
せ
め
て
も
の
仕
合
わ
せ
だ
っ
た
。
横
浜
の
家
に
い

た
ら
、
ど
う
な
っ
た
か
知
れ
な
か
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
横
浜
の
家
は
焼
け
落
ち

て
い
た
。「
父
が
晩
年
最
大
の
楽
し
み
に
し
て
い
た
日
本
画
の
蒐
集
と
、
私
が
長
い
あ
い
だ
に

ボ
ツ
ボ
ツ
買
い
集
め
た
書
籍
は
、
大
磯
の
山
荘
に
置
い
た
ご
く
わ
ず
か
の
も
の
を
除
い
て
、
全

部
烏う

有ゆ
う

に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。」
と
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

姉
崎
嘲
風
（
注
20
）
は
鎌
倉
市
に
い
た
。
姉
崎
は
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
。「
東

あ
ず
ま
か
が
み

鑑

に
書
い
て
あ
る
正
嘉
元
年
大
地
震
の
そ
の
ま
ま
を
鎌
倉
で
み
た
。
東
鑑
に
書
い
て
あ
る
通
り
の

惨
害
が
、
自
分
の
身
の
廻
り
に
お
こ
つ
た
。」
と
い
う
、
少
々
変
わ
っ
た
書
き
出
し
で
そ
れ
は

は
じ
ま
る
。「
丁
度
昼
食
の
時
で
あ
つ
た
が
、
御
飯
を
食
べ
か
け
て
い
た
家
族
ら
に
は
、
じ
つ

と
坐
つ
て
い
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
と
、
そ
こ
ら
が
地
震
と
い
う
よ
り
は
、
地
の
底
か
ら
大
き

な
槌
で
叩
い
た
よ
う
な
音
が
し
て
、
向
い
の
家
が
倒
れ
て
は
崩
れ
て
、
土
煙
の
立
つ
の
を
見
た
。」

と
あ
り
、
続
け
て
「
地
震
が
す
ん
で
火
の
用
心
を
さ
せ
て
外
に
出
て
見
る
と
、
自
分
の
家
は
立

つ
て
い
た
が
、
近
辺
の
家
は
み
な
倒
れ
て
い
て
、
地
震
の
音
が
や
む
と
、
近
辺
か
ら
色
々
の
叫

び
声
が
出
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
隣
の
家
で
は
、「
女
中
が
、
坊
ち
や
ん
が
土
に
埋
つ
た
、
と

叫
ぶ
の
で
行
つ
て
見
る
と
、
山
崩
れ
の
下
に
子
供
は
敷
か
れ
て
、
ど
つ
さ
り
土
が
蔽
い
か
ぶ
つ

て
い
」
た
。
ま
た
、「
上
の
方
で
も
人
が
埋
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
行
つ
て
み
る
」
と
、
絵
描

き
の
家
が
倒
れ
て
そ
の
中
か
ら
助
け
を
呼
ぶ
声
が
し
て
い
た
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
助
け
を
求
め
る

声
が
し
た
が
、
助
け
る
方
法
が
な
い
。
そ
こ
へ
、
大
工
さ
ん
が
鉄
の
棒
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ

て
来
た
の
で
、
そ
れ
を
借
り
て
埋
れ
て
い
た
人
を
助
け
た
と
い
う
が
、
そ
の
詳
し
い
記
述
は
な

い
。
二
日
ほ
ど
し
て
東
京
か
ら
の
便
り
を
聞
く
と
、
大
学
で
は
図
書
館
を
は
じ
め
教
室
な
ど
も

み
な
焼
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
に
東
京
へ
帰
っ
て
み
る
と
、「
図
書
館
は
壁
が
残
つ

て
い
る
だ
け
で
、
自
分
の
教
室
は
み
な
焼
け
た
が
、
意
外
な
事
に
は
書
物
は
み
な
出
て
い
た
。」

と
い
う
。「
高
等
学
校
か
何
か
の
学
生
が
会
を
や
つ
て
い
た
の
が
、
助
け
て
出
し
て
く
れ
た
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
姉
崎
は
震
災
の
年
を
一
九
二
二
年
と
誤
っ
て
記
し
、
掲
載

さ
れ
て
い
た
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
も
一
九
二
二
年
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
大
震
災
に
焼
け

落
ち
た
東
大
図
書
館
に
て
」
と
記
さ
れ
た
そ
の
写
真
に
は
、
瓦
礫
の
中
に
腰
か
て
い
る
本
人
の

姿
が
写
っ
て
い
る
。

　

小
泉
信
三
（
注
21
）
も
鎌
倉
市
に
い
た
。
慶
応
義
塾
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
小
泉
は
、
自
宅

の
二
階
の
部
屋
で
机
に
向
か
っ
て
い
た
。「
正
午
の
号
笛
が
鳴
つ
た
と
き
、
私
は
時
計
を
見
て
」、

隣
の
部
屋
に
い
た
妻
に
「
家
の
時
計
は
遅
れ
て
ゐ
る
ね
」
と
い
っ
た
と
い
う
。
こ
の
部
分
に
は

括
弧
付
で
、「
公
けマ

マ

の
記
録
で
は
震
動
開
始
は
十
一
時
五
十
八
分
と
の
こ
と
だ
が
、
正
午
の
号

笛
が
鳴
つ
た
と
き
、
ま
だ
吾
々
は
感
じ
な
い
で
、
こ
ん
な
会
話
を
交
換
し
た
。」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
小
泉
の
勘
違
い
だ
っ
た
の
か
、「
号
笛
」
そ
の
も
の
が
早
く
鳴
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
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そ
れ
は
と
も
か
く
、
そ
う
い
い
終
る
や
否
や
震
動
が
起
っ
た
。「
吾
々
は
す
ぐ
、
た
ゞ
事
で
は

な
い
と
感
じ
た
。
地
震
嫌
ひ
の
妻
を
、
左
腕
に
抱
へ
て
、
階
段
を
滑
る
や
う
に
し
て
降
り
た
。

両
側
の
壁
が
落
ち
か
ゝ
つ
て
来
る
。
辛
う
じ
て
降
り
切
つ
て
、
僅
か
八
畳
の
一
間
を
横
ぎ
つ
て
、

庭
へ
飛
び
出
さ
う
と
す
る
の
に
、足
を
取
ら
れ
て
、進
め
な
い
。
簞
笥
が
両
側
か
ら
倒
れ
か
ゝ
る
。

妻
は
あ
き
ら
め
た
か
、
そ
こ
に
蹲
ま
ら
う
と
す
る
。
そ
れ
を
摑
ん
で
持
ち
上
げ
て
、
縁
側
ま
で

引
き
ず
つ
て
来
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
妻
を
無
事
縁
側
ま
で
連
れ
て
来
た
が
、
子
供
は
ま
だ

家
の
中
に
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
妻
に
促
さ
れ
た
小
泉
は
、
妻
を
庭
に
放
り
出
し
て

子
供
の
救
済
に
向
か
う
。「
す
ぐ
引
返
し
て
、
子
供
等
の
ゐ
た
筈
の
女
中
部
屋
へ
飛
び
込
ん
だ
。

子
供
は
ゐ
ず
、
灰
色
の
壁
と
、
針
仕
事
の
引
き
散
ら
し
て
あ
つ
た
の
と
が
、
ハ
ッ
キ
リ
目
に
映

つ
た
。
次
の
瞬
間
、
跣
足
で
井
戸
端
へ
飛
び
出
し
て
ゐ
た
。
す
ぐ
そ
ば
の
玉
蜀
黍
の
畠
に
、
六

つ
に
な
つ
た
子
供
は
、一
番
年
上
の
女
中
に
抱
か
れ
て
泣
き
叫
ん
で
ゐ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

子
供
は
も
う
一
人
い
た
。
二
つ
に
な
る
女
児
で
、
下
駄
を
買
い
に
女
中
と
一
緒
に
出
か
け
て
い

た
。
幸
い
そ
の
子
供
も
平
気
な
顔
を
し
て
帰
っ
て
来
て
、
皆
の
顔
が
そ
ろ
っ
た
。
や
が
て
半
鐘

が
鳴
り
出
し
、
幾
条
か
の
煙
が
見
え
た
。「
こ
の
間
に
も
、
大
地
は
殆
ん
ど
絶
間
な
く
揺
れ
た
。」

と
あ
る
が
、
続
け
て
「
震
動
が
や
む
と
、
合
間
合
間
に
、
山
で
蟬
が
な
く
。
た
ゞ
こ
の
蟬
の
声

だ
け
が
、
遠
い
昔
の
世
と
今
と
を
繫
ぐ
も
の
の
や
う
に
感
じ
ら
れ
た
。」
と
、
や
や
叙
情
的
に

記
し
て
い
る
。
夜
に
な
る
と
、「
戸
板
で
屋
根
を
葺
き
、
蚊
帳
を
釣
つ
て
、
家
中
の
者
が
入
つ

て
寝
た
。」
と
い
う
。「
耳
を
地
に
つ
け
て
ゐ
る
と
、
海
の
方
か
ら
地
鳴
り
が
し
て
来
る
。
そ
れ

が
近
づ
く
と
、
地
は
浮
き
上
り
気
味
に
揺
れ
る
。
そ
れ
が
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
ゐ
る
中

に
、
天
が
明
る
く
な
つ
て
来
た
。」
と
記
し
て
い
る
。

　

星
野
天
知
（
注
22
）
も
同
じ
く
鎌
倉
市
に
い
た
。
星
野
は
、『
文
学
界
』
創
刊
の
メ
ン
バ
ー
で
、

明
治
中
期
か
ら
活
躍
し
て
い
た
文
学
者
で
あ
る
。
大
正
十
二
年
は
例
年
よ
り
暑
い
夏
で
残
暑
も

厳
し
く
、
九
月
一
日
は
「
早
朝
か
ら
厭
に
重
苦
し
い
暑
さ
」
だ
っ
た
と
い
う
。
自
宅
の
客
間
で

泊
り
客
と
用
談
中
に
地
震
は
起
き
た
。「
突
然
東
南
の
海
上
か
ら
大
鳴
動
が
追
ッ
被
さ
る
や
う

に
襲
来
す
る
や
否
や
劇
震
が
来
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
続
け
て
「
立
上
る
客
を
制
し
て
軒
端

を
視
た
。
硝
子
戸
が
踠マ

りマ

出
し
て
、
弓
を
放
つ
や
う
に
外
れ
飛
ん
だ
。
他
の
硝
子
は
砂
の
や
う

に
揉
ま
れ
落
ち
る
し
、
障
子
紙
は
漣
波マ

マ

の
や
う
に
揉
み
切
れ
、
庭
は
一
面
に
微
細
な
土
煙
り
を

立
て
ゝ
居
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
尋
常
な
地
震
で
は
な
い
と
思
い
、
一
同
に
庭
前

に
飛
び
出
す
よ
う
叫
ん
だ
。
そ
の
時
に
第
三
震
が
襲
来
し
、「
四
囲
が
バ
ッ
と
明
る
く
な
つ
た
。」

と
い
う
。「
邸
内
の
二
階
家
や
丘
上
の
洋
館
が
一
時
に
転
覆
し
た
」
の
で
あ
る
。「
二
棟
の
平
屋

居
宅
が
、
二
十
四
五
度
の
め
り
出
た
り
又
起
き
た
り
、
四
五
回
も
揺
り
動
か
さ
れ
て
、
壁
は
抜

け
、
天
井
は
垂
れ
下
が
り
、
床
は
抜
け
、
椽
は
外
れ
る
。」
と
そ
の
破
壊
情
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
三
人
の
娘
と
二
人
の
息
子
、
妻
も
よ
う
や
く
姿
を
見
せ
た
。
も
う
一
人
の
娘
が

い
な
か
っ
た
が
、「
軒
を
潜
り
屋
根
を
蹈
み
、
隣
荘
か
ら
怪
我
し
た
末
娘
」
を
見
つ
け
出
し
救

出
し
た
。
そ
れ
か
ら
近
隣
救
助
に
奔
走
し
、
直
ち
に
人
を
走
ら
せ
て
食
料
の
買
い
集
め
に
着
手

し
た
。「
早
手
廻
し
の
積
り
で
も
白
玉
粉
二
百
本
を
獲
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。」
と
記
し
て
い
る

が
、「
白
玉
粉
二
百
本
」
と
い
う
の
は
決
し
て
少
な
い
量
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。「
薪
炭
、塩
、

醬
油
、
梅
干
の
貯
蔵
は
あ
り
、
井
戸
に
水
あ
り
、、
畑
に
茄
子
あ
り
」
と
も
あ
る
か
ら
、
当
面

の
食
料
に
は
心
配
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
夕
方
に
な
り
、「
土
芥
と
煙
と
で
赭
黒
か
つ
た
空
も
、

明
澄
た
る
星
空
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。「
折
か
ら
鮮
人
暴
動
の
蜚
語
が
聞
こ
え
始
め
た
。」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
翌
朝
、
暴
徒
が
襲
来
す
る
と
の
報
が
あ
っ
た
。

　

�　

隣
人
が
其
闘
争
状
況
の
目
撃
談
を
伝
へ
て
く
る
し
、
一
方
に
は
海
嘯
襲
来
の
警
報
で
前
の

畑
地
へ
避
難
に
集
ま
る
人
が
充
満
し
た
。
警
官
は
行
方
不
明
で
、
町
に
は
自
警
団
が
組
織
さ

れ
て
、
抜
刀
で
巡
廻
す
る
。
警
報
係
り
が
時
々
警
報
を
触
れ
て
来
る
。
私
も
壮
丁
を
集
め
て

団
長
と
な
る
と
い
ふ
有
様
、
其
夜
は
徹
夜
、
邀
撃
の
悲
愴
な
決
心
を
す
る
程
で
あ
つ
た
。
深

夜
一
発
の
銃
声
が
響
い
て
、
潜
伏
群
が
騒
め
く
と
見
る
間
に
、
走
り
出
し
た
大
男
一
人
、
警

戒
線
内
に
躍
り
込
ん
だ
か
ら
、
己
れ
と
思
つ
て
立
上
つ
た
ら
米
国
人
で
あ
つ
た
。
街
か
ら
は

自
警
団
三
名
が
抜
剣
を
杖
に
し
、
鉢
巻
、
襷
で
巡
廻
し
て
来
た
。

　

翌
日
、
知
人
の
高
浜
虚
子
の
家
に
妻
子
を
預
け
、
一
人
だ
け
残
っ
て
警
戒
に
当
た
る
こ
と

に
な
っ
た
。「
雨
が
断
続
的
に
降
り
出
す
。
此
日
の
邀
撃
気
分
は
男
子
ば
か
り
な
の
で
、
僅
か

五
人
だ
け
だ
が
稍
々マ

マ

面
白
味
を
感
じ
た
。」
と
少
々
不
思
議
な
感
想
を
記
し
、「
虚
子
君
と
は
知

合
で
は
あ
る
が
、
此
夜
そ
の
家
に
避
難
の
事
が
あ
つ
て
か
ら
、
愈
々マ

マ

親
し
い
も
の
に
な
つ
た
。」

と
付
け
加
え
て
い
る
。
何
日
の
こ
と
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
、
娘
や
息
子
を
軍
艦

に
便
乗
さ
せ
て
関
西
に
向
か
わ
せ
た
。
星
野
自
身
は
九
月
二
十
一
日
、
高
浜
虚
子
と
と
も
に
郵



130

関東大震災はいかに回想されたか（三） ――自伝に描かれた関東大震災――

た
。「
東
京
の
下
町
方
面
は
全
滅
、
山
ノ
手
も
相
当
の
被
害
と
き
ゝ
、
自
分
た
ち
は
無
事
で
も
、

暢
気
に
楽
器
な
ど
弄な

ぶ

つ
て
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
こ
ん
な
際
、
お
稽
古
に
見
え
る
人
も
無

い
で
し
よ
う
か
ら
、
私
は
一
策
を
案
じ
ま
し
て
、
美
喜
と
二
人
で
街
に
出
か
け
て
、
被
服
廠
跡

の
記
録
写
真
や
、
そ
の
他
の
惨
禍
の
写
真
帖
な
ど
、
一
冊
三
、
四
十
銭
位
いマ

マ

の
も
の
を
百
冊
ば

か
り
買
い
集
め
て
帰
り
ま
し
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
美
喜
と
は
妻
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
二

人
は
未
だ
混
雑
し
て
い
た
汽
車
に
乗
っ
て
大
阪
へ
向
か
う
。
富
崎
は
大
阪
生
ま
れ
で
も
と
も
と

大
阪
に
住
ん
で
い
た
が
、
岩
崎
が
大
阪
を
引
き
上
げ
東
京
に
帰
る
際
に
誘
わ
れ
、
東
京
に
や
っ

て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
大
阪
で
は
弟
子
の
家
に
滞
在
し
、
旧
知
の
人
た
ち
と
無
事
を
喜
び
合
っ

た
。「
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
へ
、
東
京
か
ら
買
つ
て
来
た
、
例
の
震
災
記
念
の
写
真
を
ば
、

一
冊
一
円
づ
つ
で
売
り
付
け
た
」。「
そ
れ
と
同
時
に
、
何
で
も
よ
い
、
要い

ら
な
い
衣
類
を
う
ん

と
沢
山
持
つ
て
来
て
呉
れ
る
よ
う
頼
ん
ま
し
た
ら
、
集
ま
る
わ
、
集
ま
る
わ
、
手
荷
物
位
いマ

マ

で

は
到
底
持
ち
帰
れ
ん
位
いマ

マ

沢
山
集
」
ま
っ
た
。
そ
れ
を
小
包
で
東
京
に
送
り
、
困
窮
し
て
い
る

人
に
直
接
配
っ
た
と
い
う
。
市
役
所
な
ど
へ
持
ち
込
む
よ
り
も
そ
の
方
が
手
っ
取
り
早
い
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
写
真
帳
を
売
っ
た
お
金
も
も
ち
ろ
ん
配
っ
た
。
十
二
月
の
暮
れ
も
押
し
迫
っ

た
頃
で
あ
っ
た
。

　

�　

先
ず
最
初
、
ひ
ど
い
バ
ラ
ッ
ク
建
て
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
中
へ
ゆ
き
、「
こ
の
辺
り

に
何
々
さ
ん
云
う
人
、
知
り
ま
せ
ん
か
？
」
な
ど
と
出
鱈
目
な
名
で
人
を
尋
ね
る
風
を
し
て
、

そ
れ
か
ら
「
ど
う
で
す
？　

困
り
ま
し
た
で
し
よ
う
？
」
と
話
し
か
け
、
そ
の
辺
り
の
人
た

ち
の
困
窮
状
態
を
探
つ
た
上
で
、
寒
空
に
着
る
物
一
ツ
無
い
人
に
は
衣
類
を
、
職
の
無
さ
そ

う
な
人
に
は
三
円
、
五
円
と
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
配
つ
て
歩
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
事
を
、

何
日
も
続
け
ま
し
た
。
自
分
が
困
り
果
て
た
事
の
あ
る
私
は
、
そ
う
し
て
人
の
喜
ん
で
呉
れ

る
の
が
無
性
に
嬉
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
配
り
歩
い
て
い
る
間
、
よ
く
名
前
を
訊
か

れ
ま
す
が
、
子
供
た
ち
に
も
、
決
し
て
名
前
を
云
う
ん
や
な
い
で
…
…
、
と
固
く
止
め
置
き

ま
し
た
。

　

大
晦
日
も
あ
と
四
、五
日
と
い
う
あ
る
日
、
亡
く
な
っ
た
師
匠
の
お
嬢
さ
ん
が
訪
ね
て
来
た
。

「
震
災
に
遭
い
、
被
服
廠
跡
へ
逃
げ
込
ん
だ
き
り
ご
主
人
と
離
れ
離
れ
に
な
つ
て
、
裸
の
ま
ゝ
で
、

船
に
乗
り
関
西
に
向
か
っ
た
。

　

富
崎
春
昇
（
注
23
）
は
横
須
賀
市
に
い
た
。
地
歌
奏
者
で
あ
っ
た
富
崎
は
、
横
須
賀
に
あ
る

岩
崎
俊
弥
の
別
荘
に
行
っ
て
い
た
。
岩
崎
俊
弥
は
三
菱
財
閥
二
代
目
弥
之
助
の
次
男
で
あ
る
。

毎
年
夏
に
は
岩
崎
の
別
荘
で
避
暑
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
こ
の
年
も
七
月
初
め
か
ら
八

月
い
っ
ぱ
い
丸
二
か
月
滞
在
し
て
い
た
。
九
月
一
日
。
岩
崎
の
奥
様
か
ら
琴
の
糸
が
切
れ
た
か

ら
締
め
て
お
く
れ
と
言
わ
れ
、
締
め
終
っ
た
頃
に
は
も
う
昼
近
く
に
な
っ
て
い
た
。「
そ
れ
で

お
昼ひ

る食
を
頂
い
て
か
ら
出
掛
け
る
つ
も
り
で
、
何
ん
と
無
く
ぐ
づ
〳
〵
し
て
居
た
時
、
い
き
な

り
グ
ラ
〳
〵
！　

と
、
何
ん
と
も
云
え
な
い
恐
ろ
し
い
地
響
き
と
一
緒
に
、
建
具
の
外
れ
る
音
、

壁
の
落
ち
る
音
、
天
地
が
で
ん
ぐ
り
返
る
よ
う
な
気
持
が
し
て
、
私
は
坐
つ
て
い
た
絹
座
布
団

の
上
か
ら
辷
り
転
ん
で
、
二
三
尺
も
投
げ
出
さ
れ
よ
う
で
し
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
す
ぐ
さ

ま
外
に
逃
げ
出
そ
う
と
し
た
が
、
外
に
い
た
人
か
ら
「
動
い
ち
や
い
け
な
い
！　

凝
つ
と
し
て

な
さ
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
盲
目
の
富
崎
が
む
や
み
に
動
い
て
は
危
険
だ
と
判
断
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
た
っ
た
か
、
少
し
お
さ
ま
っ
た
こ
ろ
に
誰
か
が
庭
ま
で
抱

え
る
よ
う
に
し
て
連
れ
出
し
て
く
れ
た
。「
私
は
ま
ご
〳
〵
し
て
庭
の
真
中
辺
の
芝
生
の
上
ま

で
来
て
、
ペ
タ
ン
！　

と
へ
た
り

0

0

0

込
」
ん
だ
。「
そ
の
途
端
、
二
度
目
の
大
き
い
ゆ
り
返
し
が
、

ぐ
ら
〳
〵
ッ
と
来
か
と
思
う
と
同
時
に
、
さ
つ
き
行
き
か
ゝ
つ
た
裏
の
崖
の
あ
た
り
が
、
ド
ド

ド
―
―
ッ
と
崩
れ
落
ち
る
音
が
聞
え
」
た
。
一
時
間
く
ら
い
庭
に
坐
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
が
、
そ

れ
か
ら
男
衆
の
背
中
に
お
ぶ
さ
り
裏
山
の
上
ま
で
昇
っ
て
行
っ
た
。
そ
こ
に
は
い
つ
の
間
に
か

小
屋
が
建
て
ら
れ
、
畳
ま
で
敷
か
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
に
わ
か
に
は
信
じ
難
い
記
述
で
は
あ

る
。
岩
崎
も
奥
様
も
無
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
晩
か
ら
小
屋
で
の
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
。「
九
月

に
入
つ
た
ば
か
り
で
す
か
ら
寒
く
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
別
荘
に
は
鶏
も
野
菜
も
あ
り
、
海
か
ら

は
お
抱
え
の
漁
師
が
魚
を
届
け
て
参
り
ま
す
。
そ
れ
に
倉
庫
に
は
米
俵
が
詰
つ
て
居
り
ま
す
か

ら
少
し
も
不
自
由
」
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
二
日
の
夕
方
に
な
り
、
岩
崎
の
本
邸
か
ら
使
い

の
者
が
来
た
。
本
邸
は
無
事
で
、
富
崎
の
家
も
家
族
も
み
な
無
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
安

堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。
だ
が
、
乗
り
物
も
一
切
な
く
、
不
自
由
な
体
で
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
。

　

十
月
初
め
に
な
っ
て
乗
り
物
も
ど
う
や
ら
動
き
出
し
た
の
で
、
道
中
大
変
な
思
い
を
し
な
が

ら
三
か
月
ぶ
り
で
東
京
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
妻
も
子
供
た
ち
も
飛
び
つ
い
て
喜
ん
で
く
れ
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ろ
う
か
、「
や
や
し
ば
ら
く
し
て
目
が
覚
め
て
見
る
と
、
私
の
肩
に
煉
瓦
の
大
き
な
壁
が
載
つ

か
つ
て
ゐ
る
。
俥
屋
は
梶
棒
を
持
つ
た
ま
ゝ
突
つ
臥
し
て
、
こ
れ
も
大
き
な
や
つ
を
背
負
つ
て

倒
れ
て
ゐ
る
。」
と
続
け
て
い
る
。
杉
山
は
人
力
車
も
ろ
と
も
下
敷
き
に
な
っ
た
。「
降
り
よ
う

と
思
つ
て
も
な
か
〳
〵
降
り
ら
れ
な
い
、
煉
瓦
の
か
け
ら
を
搖
さ
ぶ
つ
て
つ
き
落
し
て
、
腰
を

ひ
ね
つ
て
降
り
た
。」
と
い
う
。
俥
屋
を
呼
ん
だ
が
返
事
は
な
か
っ
た
。
俥
屋
は
す
で
に
息
絶

え
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
桜
木
町
の
駅
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
が
、
駅
は
倒
壊
し
て
い
た
。
す
で
に

五
、六
か
所
か
ら
火
の
手
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
へ
お
巡
り
さ
ん
が
来
て
、「
あ
な
た
頭
が
大

分
出
血
し
て
ゐ
ま
す
よ
」
と
い
わ
れ
た
。「
こ
の
辺
に
お
医
者
さ
ま
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
聞

い
た
が
、「
そ
れ
ど
こ
ろ
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
お
宅
が
こ
ち
ら
に
あ
る
な
ら
ば
、
早

く
お
家
に
お
帰
り
な
さ
い
。」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
急
い
で
家
に
向
か
っ
た
。
幸
い
自
宅
は
倒

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
屋
根
瓦
は
全
部
落
ち
て
い
た
。
家
内
が
ま
だ
家
の
中
に
い
た
の
で
、
庭

の
隅
に
避
難
さ
せ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
出
入
り
の
大
工
が
や
っ
て
来
た
。
火
の
手

が
だ
ん
だ
ん
迫
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
早
く
避
難
し
た
方
が
い
い
と
い
う
の
で
、
大
工
に
連
れ

ら
れ
て
横
浜
の
貯
水
池
へ
逃
げ
た
。
夕
方
ま
で
そ
こ
に
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
っ
て
き
た

の
で
義
弟
の
家
へ
行
っ
た
。
義
弟
の
家
は
何
の
被
害
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
余

震
が
続
く
の
で
、
庭
に
布
団
を
敷
い
て
一
夜
を
過
ご
し
た
と
い
う
。

　

十
五
日
ほ
ど
た
ち
、
郵
船
会
社
の
上
海
丸
で
神
戸
へ
と
避
難
し
た
。
神
戸
に
着
く
と
、
慰
問

団
や
女
の
人
が
道
の
両
側
に
並
ん
で
鉛
筆
や
紙
、
あ
る
い
は
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
を
く
れ
た
。
そ
れ

か
ら
泊
ま
り
つ
け
の
宿
屋
へ
向
か
っ
た
。
頭
の
怪
我
で
包
帯
を
し
て
い
た
の
で
、
宿
屋
の
人
は

最
初
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
や
が
て
杉
山
は
単
身
東
京
に
出
て
来
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
の

こ
と
だ
っ
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

川
喜
多
か
し
こ
（
注
26
）
も
ま
た
横
浜
市
に
い
た
。
川
喜
多
は
フ
ェ
リ
ス
女
学
校
の
学
生
で
あ
っ

た
。「
私
の
家
は
最
初
の
大
揺
れ
で
平
ら
に
潰
れ
、
二
度
目
の
揺
れ
返
し
で
屋
根
に
ぽ
っ
か
り

穴
が
あ
い
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
、「
簞
笥
の
下
に
集
ま
っ
て
い
た
一
家
は
、
そ
の

穴
か
ら
外
に
逃
げ
出
よ
う
と
し
た
が
、
私
だ
け
は
腕
を
簞
笥
と
梁
と
の
間
に
は
さ
ま
れ
て
身
動

き
が
で
き
な
か
っ
た
。
倒
れ
か
か
っ
た
簞
笥
を
押
え
た
腕
の
上
に
梁
が
落
ち
て
来
た
の
で
あ
る
。

直
径
一
尺
近
い
梁
は
家
中
か
か
っ
て
持
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
も
び
く
と
も
し
な
い
。」
と
記
し

て
い
る
。
や
が
て
、
火
の
手
が
上
が
っ
た
と
い
う
叫
び
が
聞
こ
え
た
。「
出
ら
れ
る
者
は
出
な

赤
ん
坊
と
二
人
、
命
か
ら
が
ら
や
つ
と
助
か
つ
た
が
、
そ
れ
以
来
、
主
人
は
行
方
不
明
に
な
る
、

赤
ん
坊
を
連
れ
て
ゝ
は
ろ
く
0

0

な
働
き
も
出
来
な
い
で
、
ウ
ロ
〳
〵
す
る
ば
か
り
や
つ
た
」
と
い

う
話
で
あ
っ
た
。
三
日
も
物
を
食
べ
て
な
い
と
い
う
の
で
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
、
大
阪
へ
帰
り
た

い
と
い
う
の
で
汽
車
賃
を
渡
し
た
と
い
う
。

　

小
牧
近
江
（
注
24
）

は
横
浜
市
に
い
た
。
震
災
の
前
々
年
に
『
種
蒔
く
人
』
を
創
刊
し
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
邁
進
し
て
い
た
近
江
は
横
浜
に
居
を
構
え
て
い
た
。
だ
が
、
震
災
発

生
当
日
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
。
記
述
が
あ
る
の
は
翌
二
日
の
こ
と
で
あ

る
。「
九
月
二
日
、
私
は
東
京
の
両
親
の
と
こ
ろ
へ
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
六
郷
の
鉄
橋
を
渡

り
ま
し
た
が
、
一
人
の
歩
哨
の
影
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
朝
鮮
人
の
暴
動
が
起
き
て
い
た

の
が
本
当
な
ら
、
軍
隊
が
鉄
橋
を
守
っ
て
い
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て

し
て
も
、
ま
っ
た
く
お
か
し
な
話
で
、
他
民
族
に
た
い
し
て
申
訳
な
い
こ
と
で
す
。」
と
記
し

て
い
る
。
続
け
て
「
東
京
に
向
っ
た
わ
け
は
、
両
親
の
安
否
が
心
配
だ
っ
た
の
と
、
横
浜
が
危

な
く
て
、
家
に
お
れ
な
か
っ
た
た
め
で
し
た
。」
と
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
い
る
が
、「
横
浜
が

危
な
く
て
、家
に
は
お
れ
な
か
っ
た
」
の
は
、家
屋
が
被
害
を
受
け
て
い
た
た
め
で
は
な
い
。「
神

奈
川
管
下
に
い
る
要
視
察
人
は
、
中
村
と
い
う
人
と
私
の
二
人
で
あ
っ
た
そ
う
で
、
私
た
ち
の

家
は
竹
槍
で
囲
ま
れ
、
生
き
た
心
地
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
、
家
を
脱
け
だ
し
、
親
戚

の
家
に
か
く
ま
わ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
も
危
な
く
な
っ
た
の
で
、
東
京
へ
向
っ
た
の
」
で
あ
っ

た
。
他
に
「
亀
戸
事
件
」
や
大
杉
栄
が
殺
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
る
が
、
体
験
と

し
て
の
記
述
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

　

杉
山
金
太
郎
（
注
25
）
も
横
浜
市
に
い
た
。
杉
山
は
中
外
貿
易
と
い
う
会
社
の
専
務
取
締
役

を
し
て
い
た
が
、
震
災
の
年
の
春
に
倒
産
し
、
い
わ
ゆ
る
浪
人
中
で
あ
っ
た
。
人
を
見
送
り
に

横
浜
の
波
止
場
へ
行
っ
て
い
た
杉
山
は
、
東
京
へ
行
く
用
事
が
あ
っ
た
の
で
出
帆
の
十
二
時
少

し
前
に
人
力
車
を
雇
っ
た
。
正
金
銀
行
の
裏
に
あ
る
日
盛
楼
と
い
う
西
洋
料
理
屋
ま
で
来
た
時

で
あ
る
。「
何
と
も
知
れ
な
い
ゴ
オ
ー
ツ
と
い
ふ
音
が
し
て
来
ま
し
た
。
地
震
が
搖
れ
る
瞬
間

と
、
俥
屋
が
「
地
震
で
す
」
と
言
ふ
の
と
道
路
の
罅
割
れ
が
見
へ
る
瞬
間
と
ほ
と
ん
ど
一
緒
で

し
た
。「
ま
ん
中
を
通
れ
、
危
な
い
ぞ
」
そ
の
瞬
間
に
両
側
の
家
が
頭
の
上
へ
落
ち
か
か
つ
て

来
て
、
し
ば
ら
く
目
が
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
右
側
に
あ
つ
た
大
き
な
赤
煉
瓦
の

蔵
が
壊
れ
て
頭
の
上
へ
落
ち
て
き
ま
し
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
杉
山
は
気
を
失
っ
た
の
で
あ
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関東大震災はいかに回想されたか（三） ――自伝に描かれた関東大震災――

　

工
場
は
ほ
ぼ
全
滅
し
た
が
、
小
高
い
丘
の
上
に
あ
っ
た
自
宅
は
何
の
被
害
も
な
か
っ
た
。「
夜

に
な
っ
て
、
丘
の
上
か
ら
下
界
を
眺
め
る
と
、
そ
の
光
景
は
正
に
、
暴
君
ネ
ロ
に
焼
き
滅
ぼ
さ

れ
た
ロ
ー
マ
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。」
と
い
う
少
々
突
飛
な
記
述
が
あ
る
が
、
そ

の
あ
と
に
、「
ロ
ー
マ
の
街
が
燃
え
つ
づ
け
る
最
中
、
ネ
ロ
は
自
宅
の
バ
ル
コ
ニ
ー
で
、
ト
ロ

ヤ
の
陥
落
の
歌
を
う
た
っ
て
い
た
と
い
う
話
」
を
父
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
ネ
ロ
と

同
じ
く
自
分
も
「
―
―
も
っ
と
燃
え
た
ほ
う
が
…
…
。
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
景
観
…
…
。
対
岸

の
火
事
…
…
。」
と
心
で
思
っ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。

　

食
料
事
情
が
悪
く
な
る
一
方
で
、
田
舎
に
郷
里
の
あ
る
人
は
で
き
る
だ
け
帰
る
よ
う
に
と
い

う
市
の
条
例
が
出
た
。
郷
里
ま
で
の
汽
車
賃
も
途
中
の
食
事
代
も
支
給
さ
れ
る
と
い
う
条
件
で

あ
っ
た
。
九
月
末
、
神
戸
の
実
家
に
帰
ろ
う
と
決
意
し
た
が
、
東
海
道
線
は
未
だ
不
通
で
あ
る
。

そ
こ
で
上
越
線
経
由
で
帰
る
こ
と
に
し
、
上
野
に
向
か
っ
て
歩
き
は
じ
め
た
。「
街
の
惨
状
は
、

目
を
覆
う
ば
か
り
で
し
た
。」「
一
カ
月
経
っ
て
い
る
の
に
、
ま
だ
焼
け
残
り
の
家
屋
の
間
か
ら

は
、
煙
の
に
お
い
と
も
、
何
と
も
得
体
の
知
れ
な
い
悪
臭
が
、
た
だ
よ
っ
て
い
ま
し
た
。」
と

そ
の
時
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
一
日
が
か
り
で
よ
う
や
く
上
野
駅
に
着
い
た
が
、
駅
は
客
で

ご
っ
た
が
え
し
て
い
た
。
乗
っ
た
の
は
無
蓋
の
貨
物
列
車
で
あ
っ
た
が
、鈴
な
り
に
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
人
々
も
い
た
。
高
崎
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
、
列
車
の
屋
根
に
乗
っ
て
い
た
人
が
ト
ン
ネ

ル
に
頭
を
ぶ
つ
け
て
何
人
か
の
人
が
転
落
し
た
と
い
う
。
屋
根
つ
き
の
列
車
も
連
結
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
新
潟
を
経
て
日
本
海
側
の
直
江
津
か
ら
福
井
を
通
り
、
敦
賀
か
ら
近
江
へ
出

て
や
っ
た
琵
琶
湖
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
神
戸
の
駅
に
降
り
た
時
に
は
、
飢
え
と
寒
さ
で
ふ

ら
ふ
ら
に
な
っ
て
い
た
。
や
っ
と
家
に
た
ど
り
着
い
た
時
に
は
、
皆
び
っ
く
り
し
て
声
を
立
て

て
泣
い
た
と
い
う
。

　

注

（
1
）
大
川
博
『
こ
の
一
番
の
人
生
』（
実
業
之
日
本
社 

一
九
六
三
）

（
2
）
中
村
歌
右
衛
門
『
歌
右
衛
門
自
伝
』（
秋
豊
園
出
版 

一
九
三
五
）

さ
い
」
と
い
っ
た
が
、「
姉
さ
ん
が
出
る
ま
で
私
は
出
な
い
わ
」
と
い
う
妹
の
言
葉
に
胸
を
打

た
れ
た
と
い
う
。
祖
母
も
「
私
は
も
う
年
寄
り
だ
か
ら
最
後
ま
で
こ
の
子
と
残
っ
て
や
る
」
と

い
っ
て
出
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
、
鋸
を
借
り
に
外
へ
飛
び
出
し
て
行
っ
た
叔
父
が
小
さ
な

鋸
を
手
に
入
れ
て
戻
っ
て
来
た
。
叔
父
は
走
り
通
し
て
来
た
の
か
息
が
切
れ
て
動
け
な
い
。
そ

こ
で
母
親
が
鋸
を
ひ
き
は
じ
め
た
。
母
親
が
ひ
き
終
る
と
、
今
度
は
七
十
に
な
る
祖
母
が
柱
を

テ
コ
に
し
て
梁
を
楽
々
と
持
ち
上
げ
て
く
れ
た
。「
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
二
の
腕
は
百
枚
綴
じ
の

原
稿
用
紙
く
ら
い
の
厚
さ
に
な
っ
て
紫
色
に
変
色
し
て
い
た
が
、
幸
に
骨
は
折
れ
て
い
な
か
っ

た
。」
と
記
し
て
い
る
が
、「
百
枚
綴
じ
の
原
稿
用
紙
く
ら
い
の
厚
さ
」
と
い
う
の
が
面
白
い
。

そ
の
時
に
は
も
う
空
は
暗
く
な
り
、
火
の
手
も
迫
っ
て
来
て
い
た
の
で
、
手
回
り
の
物
を
か
き

集
め
て
屋
根
の
穴
か
ら
は
い
出
し
た
。「
一
家
の
無
事
を
喜
び
合
っ
た
私
達
は
父
の
身
を
案
じ

な
が
ら
も
、
荷
物
を
ま
と
め
て
近
く
の
広
場
に
避
難
し
た
。」
と
次
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
父

親
が
何
で
不
在
だ
っ
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
少
し
後
に
、「
震
災
は
横
浜
か
ら
多
く
の

も
の
を
奪
い
去
っ
た
が
、
私
の
一
家
か
ら
も
父
を
奪
っ
て
い
っ
た
。」
と
あ
る
か
ら
、
震
災
時

に
何
ら
か
の
形
で
命
を
落
と
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
た
何
で
亡
く
な
っ
た
の
か

も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
震
災
後
は
神
戸
に
移
り
、
一
時
神
戸
女
学
院
に
籍
を
置
い
た
が
、
や
は

り
フ
ェ
リ
ス
女
学
校
が
な
つ
か
し
く
横
浜
に
戻
っ
て
来
た
と
い
う
。

　

松
本
望
（
注
27
）
も
同
じ
く
横
浜
市
に
い
た
。
松
本
は
西
川
楽
器
と
い
う
ピ
ア
ノ
と
オ
ル
ガ

ン
を
製
造
す
る
会
社
に
勤
め
、
震
災
時
は
工
場
に
い
た
。

　
　

九
月
一
日
、
午
前
十
一
時
五
十
八
分
。
全
く
突
発
的
に
起
き
た
の
で
す
。

　

�　

ち
ょ
う
ど
、
昼
食
の
時
間
で
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
出
前
が
来
て
、
机
の
上
に
並
べ
た
瞬
間
、

そ
れ
こ
そ
、
百
雷
が
一
時
に
落
ち
た
よ
う
な
騒
音
が
耳
を
つ
ん
ざ
い
た
の
で
す
。

　

�　

工
場
に
並
べ
て
あ
っ
た
ピ
ア
ノ
や
、
オ
ル
ガ
ン
が
次
々
に
倒
れ
、
棚
の
上
の
部
品
が
、
バ

ラ
バ
ラ
ッ
と
落
ち
て
く
る
。

　
　

私
は
思
わ
ず
作
業
台
の
下
に
、
も
ぐ
り
こ
み
ま
し
た
。

　

�　

そ
の
時
、
メ
リ
メ
リ
ッ
と
い
う
不
気
味
な
音
と
共
に
、
工
場
は
見
る
見
る
う
ち
に
「
く
の

字
」
型
に
曲
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　

私
は
、
思
わ
ず
〝
神
様
〟
と
口
ば
し
り
ま
し
た
。
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柴口順一

二
三
六
五
二
〇
四
八
）
の
助
成
を
受
け
た
。

（
3
）
片
山
哲
『
回
顧
と
展
望
』（
福
村
出
版 

一
九
六
七
）

（
4
）
手
塚
富
雄
『
一
青
年
の
思
想
の
歩
み
』（
要
書
房 

一
九
五
一
）

（
5
）
江
口
渙
『
続
・
わ
が
文
学
半
生
記
』（
春
陽
堂
書
店 

一
九
五
八
）

（
6
）
木
村
毅
『
私
の
文
学
回
顧
録
』（
青
蛙
房 

一
九
七
九
）

（
7
）
町
田
敬
二
『
あ
る
軍
人
の
紙
碑 

剣
と
ペ
ン
』（
芙
蓉
書
房 

一
九
七
八
）

（
8
）
麻
生
磯
次
『
喜
寿
回
顧 

教
員
生
活
五
十
年
』（
明
治
書
院 

一
九
七
四
）

（
9
）
猪
田
喜
三
郎
『
流
れ
ゆ
く
う
つ
せ
み
』（
私
家
版 

一
九
七
〇
）

（
10
）
宮
嶋
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The first step in presenting a course that utilizes the Bible in English education, especially in a 

Japanese academic institution, would be to clarify the necessity and importance of such a reference text.  

This course thus shows the Bible’s significance as literature and the preeminent role it has played and 

continues to play in the development of Western culture.  Content and Language Integrated Learning 

(CLIL) is the vehicle which allows integration of a given subject, such as the Bible in this case, into 

language study.  It has become the umbrella term describing both learning another subject through the 

medium of a foreign language and, at the same time, learning a foreign language by studying a content-

based subject in the given language.  The advantages of such an approach (also known as “content-

based instruction” and “bilingual education”) include learning content as language skills improve, 

getting language learning integrated into the broader curriculum, and providing increased motivation 

among students who see language in their areas of interest and real-life situations.  Obihiro University of 

Agriculture and Veterinary Medicine (OUAVM) has been offering such courses for several years and has 

valuable experience to share with teachers considering the implementation of CLIL in their own courses.  

One course in particular, English V (Advanced English Topics), is looked at in detail in this paper to 

demonstrate the advantages of the CLIL approach to education and how it can be utilized to study the 

Bible.  Relevance of the Bible in literature, music, art, science, history, government and education are 

explored and discussed.

Keywords: Bible in English education, bilingual education, CLIL, content-based education, language 

program , Western culture
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Rationale

The first step in presenting an English course on the 

Bible in a Japanese academic institution would be to explain 

its necessity and importance (relevance).  Given that the 

Bible nowadays often conjures up images of religion and 

even fanaticism in the minds of the left-leaning xenophobic 

academia of Japan, one needs to approach the subject with 

caution and objectivity, weighing the evidence where it falls.  

One must not allow partisan scholars in the name of political 

correctness to suppress facts and historical accuracy.

Although there are religious zealots in the world 

fomenting hate, uprooting cultures, tearing families 

and nations apart, and seeking to undermine systems of 

governance in the name of religion, we cannot allow fear, 

usually stemming from a lack of knowledge, to push us into 

a corner, to cause us to suppress facts or information relevant 

to advancing appropriate knowledge and understanding, 

especially in the academic realm.  Such disturbing images, 

indeed, paint a scenario that frightens the average person; 

and even in Japan, abuses of religion have peppered the news 

with ominous cults and scandalous Buddhist and Shinto 

practices over the years.  The Bible has become synonymous 

with religion, and religion with evil, something taboo, not to 

be discussed but steered clear of.

On the other hand, rather than sticking our heads in a 

hole, like the proverbial ostrich, we must, as mentioned, seek 

to hold a dialogue and comprehend the real-life issues and 

fundamentals.  The proverbial baby shouldn’t be thrown out 

with the bath water.  An article in The Japan Times implied 

that unless leftwing academics learn to value or at least 

tolerate diversity, the future for intellectual inquiry, especially 

in the humanities and social sciences in Japan, remains 

bleak.1

Given these parameters on the one hand, it is a widely 

accepted fact that without an understanding of the Bible, 

today's youth cannot fully understand the Westernized world 

and society.2 In fact, based on research studies, regardless of 

a person’s stance on matters of religion, an educated person 

needs to know about the Bible. Robert Polhemus, Stanford 

University’s English Department Chair, asserted in a study 

to determine what Bible knowledge students need, that "The 

Bible is the cultural heritage of the nation we live in, and 

also the heritage of the creation of literature in English."3 His 

study focused on Bible literacy for participating fully and 

equally in Western cultural discourse—not a Bible scholar's 

knowledge, but a layman's literacy.

On a broader scale, the Bible has had a tremendous 

influence on people and cultures throughout the world and 

has greatly contributed to understanding global events. Its 

subject matter has permeated history and great works of 

literature, music, art, and scientific achievements, as well as 

provided a foundation for education, government, and law.

For these reasons, it is deemed essential that any 

academic program teaching English and seeking for any level 

of international recognition and achievement includes study 

of the Bible.  

What is CLIL?

Content and Language Integrated Learning (CLIL) has 

become the umbrella term describing both learning another 

subject, such as math or biology or Bible (in this case), 

through the medium of a foreign language and at the same 

time learning a foreign language by studying a content-based 

subject in the given language. The term CLIL was coined 

by David Marsh (1994): "CLIL refers to situations where 

subjects, or parts of subjects, are taught through a foreign 

language with dual-focused aims, namely the learning 

of content and the simultaneous learning of a foreign 

language." 5
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Advantages of CLIL

Also known as “content-based instruction (CBI)”, 

“bilingual education”, and a host of other names (Fig. 1), the 

advantages of such an approach include learning content as 

language skills improve, getting language learning integrated 

into the broader curriculum, providing increased motivation 

and fostering thinking skills and application among students 

who see the importance of language in their areas of interest 

and real-life situations, and, overall, creating a natural 

learning environment.

Fig. 1  �The various methodologies and programs employing 

CLIL principles.6

Experiences of CLIL at OUAVM

OUAVM has been utilizing the CLIL concept in many 

of its courses to date, mainly with the language courses, but 

also in other subject areas as well. However, for the purposes 

of this presentation, I would like to focus on one particular 

course, English V (Advanced English Topics) and show how 

this approach to learning demonstrates the advantages of 

⃝ �Bilingual Integration of Languages and Disciplines 

(BILD)

⃝ �Content and Language Integrated Learning (CLIL)

⃝ �Content and Language Integration in Primary CLIP

⃝ �Content-based Language Instruction (CBLI)

⃝ �Content-based Language Teaching (CBLT)

⃝ �English Across the Curriculum (EAC)

⃝ �English as an Academic Language (EAL)

⃝ �English as a Medium of Instruction (EMI)

⃝ �Foreign Language Immersion Program (FLIP)

⃝ �Foreign Languages as a Medium of Education (FLAME)

⃝ �Languages Across the Curriculum (LAC)

⃝ �Teaching Content Through English

⃝ �Teaching English Through Content

CLIL.

English V (Advanced English Topics) 

course

Outline

English V (Advanced English Topics) is an English 

language course that is thematically centered on the Biblical 

roots and foundation of Western history and culture. In other 

words, while the course is taught in English, the content of 

the course focuses on the influence and role the Bible has 

had, and continues to have, in all spheres  of Western history 

and culture, the cradle of the English language.7

Textbooks

Accordingly, the textbooks currently utilized in the 

course include the Bible  (reference book), Elevation of the 

Cross, and The Bible and Its Influence (Fig. 2). 

Elevation of the Cross, written and first published by 

E.G. White in 1892 and edited by M.T.S. Smith in 2013, 

remains a best-selling classic volume on Bible philosophy 

printed in more than 150 languages and selling millions of 

copies. 

The Bible and Its Influence, by Cullen Schippe and 

Chuck Stetson, was produced by the Bible Literacy Project 

in the U.S.  According to the Bible Literacy Project website, 

it was initially launched in September 2005 as the only First-

Amendment-safe textbook, compliant with the Constitution 

and Supreme Court rulings, that supports objective academic 

study of the Bible from Genesis to Revelation. It is used 

by thousands of students in public high schools throughout 

the United States.  Because of its broad acceptance in the 

educational community and its widespread use nationally, 

it has become the standard for academic Bible study in the 

USA. It is also fast becoming the academic standard in the 

global community.

Developed over a five-year period with input from 
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40 leading scholars, religious leaders, and academic 

practitioners, this textbook provides an opportunity to share 

the contents of the Bible—narratives, characters, plots, 

poetry, letters, events, parables, prophecies, and proverbs—in 

an appropriate and scholarly way. 

Bible and Literature

According to an article in The Washington Times , the 

first reason to read the Bible as literature is that it is a work 

of literature.8 Since the Bible has often been read through 

the ages in a religious sphere, many have been misled into 

thinking that the Bible is a piece of doctrinal exposition. This 

is a misconception. The form in which the Bible comes to us 

is primarily a literary anthology; a collection of varied literary 

genres (narrative, poetry, letters, and visionary writing) 

written by multiple authors over the span of many centuries. 

What are the implications of this? The literary nature 

of the Bible opens the way to its being studied as part of 

the literature curriculum of any school. This is not the only 

place in which to locate the academic study of the Bible, but 

it is the most natural place. Among other considerations, it 

is useful to note that there is something prototypical about 

the Bible. In the Bible we see the essential principles of 

literature highlighted. This makes the Bible the best possible 

introduction to literature and its techniques.

But is the Bible important literature? Yes, it is the 

world’s most famous literary work. In fact, it has been and 

continues to be the central book of English-speaking cultures 

throughout the ages. It has provided the cohesive frame of 

reference for Europe and America. Compared to the Bible, 

even the collected works of Shakespeare are demonstrably in 

the second tier  of literature.9 And so many of famous literary 

works, ranging from William Shakespeare to Jane Austen 

to Robert Frost, cannot be properly understood without a 

background knowledge of the Bible.

Bible and Music

In the realm of music, and the role the Bible has 

Fig. 2  Textbooks for English V (Advanced English Topics) course. 
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played, we see that the majority of the great composers 

and musicians of all time, including Handel, Haydn, Bach, 

Mozart, Beethoven, and others, were inspired by the Bible 

above any other book and read it studiously.  Their most 

popular compositions are based on Bible passages and stories, 

including Handel’s massively popular Messiah and Haydn’s 

The Creation.  “ Johann Sebastian Bach appreciated his 

heavily-annotated Bible so much that, when he was satisfied 

with a piece of music, he wrote the letters SDG at the bottom 

of the page - Soli Deo Gloria - For the Glory of God Alone.  

He hoped that when the music was played, it would point 

toward God.”10 Wolfgang Amadeus Mozart set many passages 

of the Bible to music, as did Ludwig van Beethoven in his 

universally recognized Ninth Symphony.11

In early America, popular Bible-based hymns flourished, 

such as Amazing Grace; and African-American folk songs 

portraying deliverance from slavery,  like Go Down, Moses 

and Didn’t My Lord Deliver Daniel?, inspired social reform.

But the Bible’s influence hasn’t been confined to 

“religious” music per se.  Popular songs by mainstream 

artists in every conceivable style have included references to 

biblical stories, such as country legend Dolly Parton’s Coat 

of Many Colors, Lauryn Hill’s Forgive Them Father, Turn! 

Turn! Turn! by The Byrds, 40 (Psalms 40) by U2, and A Light 

in the Darkened World by metal/hardcore band Killswitch 

Engage, just to name a few.  Artists have always been drawn 

to the Bible’s more colorful stories in hit songs like Leonard 

Cohen’s Hallelujah, Bloody Mary and Judas by Lady Gaga, 

and even Disney animation theme songs.12

These songs and their videos—like much of music in 

American life, whether classical or popular—depend upon a 

widespread cultural awareness of biblical stories, themes, and 

iconography for their very power. Those who don’t know the 

biblical references can’t fully understand what these artists 

are trying to communicate.

Bible and Arts

Throughout the history of art, many great artists 

have been inspired by the Bible.  The most well-known 

masterpieces by Michelangelo (the Creation of Adam, David, 

Moses, etc.), Leonardo da Vinci (The Last Supper), Vincent 

van Gogh (The Good Samaritan, The Raising of Lazarus, 

Pieta, etc.), Raphael (Christ Blessing) and Rembrandt (The 

Blinding of Samson, The Descent from the Cross) represent 

only a few of a broad field of museum pieces portraying 

Bible themes.13 Without a knowledge of the Bible, a trip to the 

Louvre or British Museum would leave a person scratching 

his head and feeling functionally illiterate.

And in modern visual arts (movies and Broadway plays) 

there seems to be no end to the creativity the Bible engenders. 

Blockbuster films such as Gone with the Wind with Clark 

Gable, Ben Hur and The Ten Commandments starring 

Charlton Heston, Mel Gibson’s The Passion of the Christ, 

C.S. Lewis’s children’s epic fantasy series, The Chronicles of 

Narnia, Lucasfilm’s Star Wars series, JJR Tolkien’s The Lord 

of the Rings, James Cameron’s Titanic and Avatar, and most 

of the Disney animation classics, just to name a few, fuse 

Biblical themes into their stories. 

Bible and Science

One of the most serious fallacies of modern thought is 

the widespread notion that Bible philosophy is in conflict 

with true science and, therefore, that genuine scientists 

cannot believe the Bible. As a result, many turn to alternative 

theories and explanations of history and the origin of our 

living systems such as evolution. However, thousands of 

scientists of the past and present still hold the Bible as the 

authority on life and its beginnings.

To name a few, Galileo Galilei, the father of modern 

science, was a firm believer in Biblical creation and the 

Bible as truth.14 Johann Kepler, famous for developing the 

field of astronomy and discovering the mathematical laws 

of planetary motion (known as Kepler’s Laws), had a deep 
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appreciation for the Bible and its authority, and for the God 

of the Bible who founded the universe.15 Robert Boyle, the 

father of modern chemistry, who transformed the study of 

science into an experimental discipline, remained a devoted 

student of the Bible throughout his life.16

Then we have Sir Isaac Newton, perhaps the most 

influential scientist of all time, who was also a serious student 

of the Bible and published several theological works. Even in 

his famed Principia, Newton exhibited his belief in biblical 

creation by writing that “this most beautiful system of the 

sun, planets, and comets, could only proceed from the counsel 

and dominion of an intelligent and powerful Being…”17

Even modern scientists have admitted the weaknesses 

and alleged fallacies of evolutionary theory.18 19 Due to the 

limitations of this article, I’ll  briefly mention quotes from 

three of them. Darwin wrote in a letter to another well-known 

scientist, “The impossibility of conceiving that this grand and 

wondrous universe, with our conscious selves, arose through 

chance, seems to me the chief argument for the existence 

of God.” 20 Sir Fred Hoyle, a commemorated English 

astronomer, stated, “Random and impersonal chance does 

not create complexity and design.” and “We must now admit 

to ourselves that the probability of life arising by chance by 

evolution is the same probability of throwing six in dice five 

million consecutive times.” 21 Finally, Stephen Hawking said, 

“It would be very difficult to explain why the universe should 

have begun in just this way, except as the act of a God who 

intended to create beings like us.”22

Bible and Government

Every year two million visitors file past the famed 

Liberty Bell in Philadelphia, USA.  As they look at the 

cracked bell, they read these words: “Proclaim liberty 

throughout all the land unto all the inhabitants thereof.” The 

inscription comes from the Bible (Leviticus 25:10).23 Most 

English law is ultimately derived from the codes of law 

within the Bible, of which the Ten Commandments is pre-

eminent.24 Thus, in the United States government, we can 

find the Bible playing a historical and central role. From the 

swearing in of Presidents to the Supreme Court, the Bible 

continues to be employed as a guiding light towards honesty 

and truth. Its emblems appear on the currency, engraved 

on powerful government buildings, and sung in national 

anthems.

The Bible provides the moral cohesion of society.  

Theodore Roosevelt, the 26th President of the United States, 

said, “The teachings of the Bible are so interwoven and 

entwined with our whole civic and social life that it would 

be impossible for us to figure out to ourselves what that life 

would be if these teachings were removed.  We would lose 

almost all the standards toward which we strive to raise 

ourselves. ” 25 Abraham Lincoln, arguably the greatest United 

States President, is quoted to have said, “I believe the Bible is 

the best gift God has ever given to man.”26

Bible and Educational Institutions

One last evidence for the Bible and its importance 

in education is the role it has played in the evolution of 

education. Many of the greatest universities that exist 

today—Oxford, Cambridge, Harvard, Princeton, Yale, and 

so on—were founded as Bible schools, places to study 

the Bible. Among these schools is Oxford, whose motto 

(guiding principle) remains “The Lord is my light” (Psalm 

27:1).27 Cambridge University’s motto is “From Here, Light 

and Sacred Draughts”.28 For Harvard, the original motto 

“For Christ and Church” was later changed to “Truth”. And 

Yale’s motto is “Light and Truth”. Finally, Princeton’s motto 

displays the Bible and translates as “Under the Protection of 

God She Flourishes.” 29

George Lindbeck, former professor of theology at Yale 

University, once described the cultural position of the Bible 

in American culture this way: “Its stories, images, conceptual 

patterns, and turns of phrase permeated the culture from top 

to bottom. This was true even for illiterates and those who did 
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not go to church, for knowledge of the Bible was transmitted 

not only directly by its reading, hearing, and ritual enactment, 

but also indirectly by an interwoven net of intellectual, 

literary, artistic, folkloric, and proverbial traditions.”30

Summary

This paper begins by providing a rationale for 

incorporating the Bible into a CLIL language course.  

Following this is a description of CLIL and its dual-focused 

advantages. However, the bulk of the paper focuses on a 

case study, a course that has sought to incorporate these 

advantages into the classroom by combining English language 

with academic study of the Bible and its influence on culture.  

Classroom instruction and experience have provided positive 

feedback.  The advantages of CLIL have become obvious 

in increased motivation for learning and fostering thinking 

skills. Students have also expressed an increased awareness 

of the importance of English. The justifications for combining 

a study of the Bible in this approach are reiterated as follows.

▪ �The content of the Bible has had a sweeping impact on 

people and cultures throughout the world. 

▪ �The Bible helps us understand current events.

▪ �Its subject matter permeates great works of literature, 

music, and art. 

▪ �It provides the foundation for science, history, law, 

politics, and education.

▪ �Based on research studies, regardless of a person’s stance 

on matters of religion, an educated person needs to know 

about the Bible.  

▪ �It is hoped that, through this course, Japanese students are 

able to gain a broader understanding of the culture of the 

English language and other cultures, and be empowered to 

function more effectively as global citizens. 
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平成２９年度

帯広畜産大学大学院畜産学研究科

修士学位論文題目

The 2017 Academic Year

Index of Master's Theses for

the Graduate School of Obihiro

University of Agriculture and

Veterinary Medicine

畜産生命科学専攻
Master's Program in

 Life Science and Agriculture 

１．福島第一原発14km地点の牧場とその周辺環境におけ

る放射性物質の動態—セシウムの昆虫・無脊椎動物

への蓄積，経年変化および食性との関係—

　　（壁谷　英幸，環境生態学）

１．Dynamics of radionuclides in area of 14 km distance 

from the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant - 

Changes of cesium concentrations for four years in 

invertebrates in relation to feeding habits -

　　(Hideyuki Kabeya,Ecology and Environmental Science)

２．ニーム抽出物及び製剤が蚊類3種の発育と羽化に及

ぼす影響

　　（落合　実，環境生態学）

２．Effects of neem extract and formulations on larval 

growth and emergence of Aedes albopictus, Aedes 

aegypti, and Culex pipiens pallens (Diptera: Culicidae).

　　(Minori Ochiai,Ecology and Environmental Science)

３．ホルスタイン種牛のグレリン分泌に及ぼす下垂体ア

デニル酸シクラーゼ活性化ポリペプチド(PACAP)の

作用と作用機序

　　（神谷　昌吾，家畜生産科学）

３．The effect and functional mechanism of pituitary 

adenylate cyclase-activating polypeptide(PACAP) on 

ghrelin secretion in Holstein cattle

　　(Shogo Kamiya,Animal Production Science)

４．乳牛のアニマルウェルフェア評価結果の季節変動性

の要因とそれに基づく評価基準の改良

　　（喜多村　美花，家畜生産科学）

４．Effect of season on animal welfare assessment in dairy 

cattle and the improvement of dairy animal welfare 

protocol 

　　(Mika Kitamura,Animal Production Science)　

５．肥育牛膵臓に対するexendin-4投与による影響とソ

マトスタチンによる修飾作用

　　（佐藤　知生，環境生態学）

５．The effect of exendin-4 administration on pancreas 

modifying action of somatostatin in steers 

　　(Tomoo Satou,Ecology and Environmental Science)

６．トカリネズミ形目4属における推骨の半地下適応に

関する機能形態学的比較

　　（鈴木　あすみ，環境生態学）

６．Morphological comparison of vertebra among four semi-

fossorial Soricomorpha species

　　(Asumi Suzuki,Ecology and Environmental Science)

７．テレメトリー調査法を用いた北海道の山間部天然林

におけるエゾモモンガの‘営巣レンジ’の解明

　　（鈴木　陽己，環境生態学）

７．By using radiotelemetry, detection of 'nesting range' of 

Siberian flying squirrel in natural forest in Hokkaido, 

Japan

　　(Haruki Suzuki,Ecology and Environmental Science)

８．膵臓β細胞に発現している下垂体アデニル酸シク

ラーゼ活性化ポリペプチド(PACAP)受容体の機能

　　（瀬山　晴嗣，家畜生産科学）

８．Functions of pituitary adenylate cyclase activating 

polypeptide (PACAP) receptors expressed in pancreatic 

beta cells

　　(Seiji Seyama,Animal Production Science)
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９．タイリクモモンガの巣箱間距離と性的二型について

　　（福谷　麻方，環境生態学）

９．Influence of sexual dimorpism on inter-nest distance of 

Siberian flying squirrel

　　(Maho Fukuya,Ecology and Environmental Science)

10．ナガイモ残渣サイレージの消化率および飼料特性の

調査

　　（細谷　侑汰，家畜生産科学）

10．Research the digestibility and feed properrty of Chinese 

yam(Dioscorea opposita) residue silage

　　(Yuta Hosoya,Animal Production Science)

11．LED照明における走光性昆虫の波長選好性および飛

翔行動

　　（渡部　佳野子，家畜生産科学）

11．Attractiveness and flight behavior of phototaxis insects 

to different wavelength of light emitting diodes(LED) 

　　(Kanoko Watanabe,Animal Production Science)

食品科学専攻
Master's Program in

 Food Science

１．湯種食パンの品質向上に向けた新規湯種製パン法の

検討

　　（加藤　慶介，食品科学）

１．Study on new Yudane bread method aimed to improve 

the Yudane white bread quality

　　(Keisuke Kato, Food Science)

２．機能性グリセロリン脂質の代謝に関する研究

　　（櫻井　梨帆，食品科学）

２．Metabolic studies on functional glycerophospholipid

　　(Riho Sakurai, Food Science)

３．スフィンゴ脂質が消化管炎症に与える影響に関する

研究

　　（清野　拓哉，食品科学）

３．Studies on the effects of sphingolipids on intestinal 

inflammation.

　　(Takuya Seino, Food Science)

４．北海道の自然界から分離した発酵性酵母菌株の製パ

ンへの利用

　　（蛸井　俊輔，食品科学）

４．Application of fermentable yeast striins isolated from 

the nature in Hokkaido for breamaking

　　(Shunsuke Takoi,Food Science)

５．テンサイから単離された有用細菌Variovorax sp.の

植物組織局在性と作物生産への利用

　　（田上　桃子，食品科学）

５．Plant tissue localization and use for crop production of 
Variovorax sp. isolated from sugar beet

　　(Momoko Tanoue,Food Science)

６．炊き種製パン法により製造したパンの製パン性評価

　　（寺山　采花，食品科学）

６．Bread making qualities of bread made using the 

Takidane bread making method

　　(Ayaka Terayama,Food Science)

７．石鎚黒茶を生産する際の発酵過程における真菌叢の

変化とその要因に関する研究

　　（山本　美有，食品科学）

７．Dynamic transition of fungal community between 

two fermentation steps in the production of Japanese 

traditional fermented tea Ishizuchi-kurocha

　　(Miyu Yamomoto,Food Science)

８．Saccharomyces bayanus菌株の製パンへの利用

　　（横山　愛，食品科学）

８．Application of the yeast Saccharomyces bayanus for 

breadmaking

　　(Megumi Yokoyama,Food Science)
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９．一般的に消費される野菜や根菜の抗酸化作用および

模擬消化条件でのプレバイオティクスの生物活性

　　（キルア アルドリン ドナシアナ，食品科学）

９．Bioactivity of antioxidant and prebiotics from commonly 

consumed vegetables and root crops under simulated 

gastrointestinal conditions

　　(Kilua, Aldrine Donnasiana,Food Science)

10．東部アフリカ地域で生産されるローカル種トウモロ

コシの貯蔵性評価に関する研究

　　（バーナード エファンタス グマ，食品科学）

10．Study on Evaluation of Storability of Local Maize (Zea 

mays L.) Varieties Grown in Eastern Africa

　　(Ephantus Nguma Bernard,Food Science)

資源環境農学専攻
Master's Program in

 Agro-environmental Science

１．褐毛和牛「いけだ牛」を核とした畜産事業による地

域振興策に関する研究

　　（髙山　信雄，農業経済学）

１．A Study on Regional Promotion Measures by Livestock 

Projects with Japanese Brown Cattle "IKEDA GYU"

　　(Nobuo Takayama,Agricultural economics)

２．イネにおける低温順化反応に関する遺伝的変異

　　（楊　美佳，環境植物学）

２．The genetic variation of ability for chilling acclimation 

in rice

　　(Meijia Yang,Plant Production Science)

３．大型スプレーヤの振り子式ブーム水平安定装置の挙

動解析に関する研究

　　（安孫子　望夢，農業環境工学）

３．Motion analysis of pendulum boom suspended stabilizer 

on a large-size sprayer

　　(Nozomu Abiko,Engineering for Agriculture)

４．コムギにおける根毛長の遺伝的変異の評価とQTL解

析

　　（岡野　なつみ，植物生産科学）

４．Evaluation of genetic variation and QTL analysis for 

root hair length in wheat

　　(Natsumi Okano,Plant Production Science)

５．マレーシア・サバ州における伝統的焼畑農業が土壌

の炭素蓄積と肥沃度に及ぼす影響

　　(岸本　明莉，植物生産科学)

５．The influence of traditional slash-and-burn agriculture 

on carbon accumulation and soil fertility in Sabah, 

Malaysia

　　(Araki Kishimoto,Plant Production Science)

６．日本産バレイショにおける一塩基多型を用いた重要

農業形質候補遺伝子の評価

　　（佐々木　晴充，植物生産科学）

６．An appraisal on candidate genes for important 

agronomic traits using single nucleotide polymorphisms 

in Japanese potatoes

　　(Harumitsu Sasaki,Plant Production Science)

７．イネの栽培化および環境適応性に関わる遺伝機構の

解析

　　（坂内　寛明，植物生産科学）

７．Analysis of the genetic mechanisms associated with 

domestication and adaptation in rice

　　(Hiroaki Bannai,Plant Production Science)

８．Beauveria bassiana s.l. 60-2の二次代謝物がAnopheles 

stephensiの生存へ与える影響

　　（松崎　優，植物生産科学）

８．The effect of beauveria bassiana s.l. 60-2 secondary 

metabolites on survival of Anopheles stephensi

　　(Yu Matsuzaki,Plant Production Science)

９．コムギの種子休眠性に関するQTLの同定およびファ

インマッピング

　　（吉川　光貴，植物生産科学）

９．Detection and fine mapping of QTLs for seed dormancy 

in wheat

　　(Koki Yoshikawa,Plant Production Science)



145

10．シードエンリッチメント法によるカルシウムの供給

が塩ストレス下におけるチモシー(Phleum pretense 

L.)の発芽能力，および初期発育におよぼす効果

　　（馬　力，植物生産科学）

10．Exogenously supplied calcium by the technique of 

seed enrichment improves the germinability and initial 

growth of timothy (phleum pretense L.) under salt stress

　　(Ri Ma,Plant Production Science)

11．マラウイと日本の農耕地土壌におけるZn(Ⅱ)の評価

　　（ムレンガ オスワード アサイレ，植物生産科学）

11．Evaluation of Zn(Ⅱ) in arable soils of Malawi and Japan

　　(Mulenga Osward Asaile Japhet,Plant Production 

Science)

畜産衛生学専攻（博士前期課程）
Master's Program in

 Animal and Food hygiene

１．ウシ卵管上皮細胞(BOECs)の免疫関連因子の発現に

及ぼす排卵前卵胞液の影響

　　（森田　和博，家畜環境衛生学)

１．Effect of bovine preovulatory follicular fluid on immune 

gene expression in the bovine oviduct epithelial cells

　　(Kazuhiro Morita,Animal Environmental Hygiene)

２．画像解析を用いた肉用牛における様々な筋肉の調査

　　（大谷　允人，家畜衛生学）

２．Investigation of various muscles in beef cattle using 

image analysis

　　(Masato Otani,Animal and Environmental Health)

３．十勝地方の野生水鳥から分離された低病原性H5N2亜

型鳥インフルエンザウイルス（AIV）のマウスにお

ける馴化とその遺伝子学的特徴

　　（尾關　佑樹，食品衛生学）

３．Chraacterization of mice-adapted low pathogenic avian 

H5N2 influenza virus and evaluation of its virulence and 

genetic vharavteristics

　　(Yuki Ozeki,Food Safety)

４．北海道内の野生シカ，生息マダニ，及び放牧牛にお

けるシカタイレリア（Teileria sp.(sika 1)）の感染

疫学調査

　　（柴田　峻也，家畜衛生学）

４．Epidemiological survey of a cervine Theileria in wild 

deer, questing ticks, and cattle in Hokkaido Japan

　　(Shunya Shibata,Animal and Environmental Health)　

５．固形分破砕を行った乳牛糞尿と食品廃棄物の混合メ

タン発酵

　　（白井　智也，家畜衛生学）

５．Anaerobic Co-digestion of Ground Dairy Manure and 

Ground Food Wastes

　　(Tomoya Shirai,Animal and Environmental Health)

６．カニ殻を添加した乳牛ふん尿の水素発酵

　　（須川　恭葉，家畜衛生学）

６．Biohydrogen fermentation of dairy manure with crab 

shell

　　(Yasuha Sugawa,Animal and Environmental Health) 

７．2種類の青カビを使用したカビ系ソフトタイプチー

ズの比較検討試験

　　（菅原　和哉，食品衛生学）

７．Comparative study of soft type cheese manufactured two 

types of penicillium roqueforti

　　(Kazuya Sugawara,Food Safety) 

８．十勝産ヤギ乳から単離した乳酸菌の特性解析

　　（田中　亨宗，食品衛生学）

８．Characterization of lactic acid bacteria isolated from 

goat milk produced in Tokachi area

　　(Tukimune Tanaka,Food Safety) 
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９．ウシ卵管上皮細胞の培養上清は好中球の精子貪食を

抑制するが，ビーズ貪食や大腸菌貪食は抑制しない

　　（松川　悠久，家畜衛生学）

９．Bovine Oviduct Epithelial Cells (BOEC) condition 

medium suppress phagocytosis for sperm by PMN, but 

not for latex beads and E-coli in vitro

　　(Haruhisa Matsukawa,Animal and Environmental 

Health)

10．ベトナムの小規模エビ養殖業者における衛生管理の

向上とソーシャル・キャピタルの形成

　　（村田佳寿恵，食品衛生学）

10．Formation of Social Capital and Hygiene Management 

on the Small Scale Shrimp Culture in Vietnam

　　(Kazue Murata,Food Safety) 

11．マウス卵子の受精および胚発生に及ぼすリポポリ

サッカライド（LPS）の影響

　　（由良　諒佑，家畜衛生学）

11．Effect of lipopolysaccharide(LPS) on fertilization and 

embryo development in mice.

　　(Yura Ryosuke,Animal and Environmental Health) 

12．イヌ卵巣組織の異種移植と組織培養に関する研究

　　（若狭　一紅，家畜衛生学）

12．Study of xenotransplanation and tissue culture in canine 

ovary

　　(Ichiko Wakasa,Animal and Environmental Health) 

13．Babesia microti感染により誘導されるPlasmodium 

chabaudi感染に関する交差防御免疫機構の研究

　　（エフストラティウ アルテミス，家畜衛生学）

13．The syudy of cross-protection conferred by Babesia 

microti against a lethal Plasmodium chabaudi challenge 

infection in mice

　　(Artemis Efstratiou,Animal and Environmental Health)

14．エチオピアの小規模酪農経営における農業技術ト

レーニングの経済的効果

　　（ゲタチョウ セブルウェンゲル ベケレ，食品衛生学）

14．Economic Impact of Dairy Technology Training on 

Small-Scale Dairy Management in Ethiopia

　　(Seblewengel Getachew,Food Safety)

15．Lactobacillus rhamnosus FSMM15株由来6-phospho-β

-galactosidaseのlacto-N-biose Ⅰによる発現誘導

　　（蔡　佳邑，食品衛生学）

15．Purification and biochemical analysis of 6-phospho-

β-galactosidase induced by lacto-N-biose I from 
Lactobacillus rhamnosus FSMM15

　　(Jiayi Cai,Food Safety) 

16．帯広市の環境中から分離されたA. fumigatusにおける

cyp51Aが関与するアゾール耐性機構の研究およびウ

シの真菌性流産と血清ガラクトマンナん値に関する

研究

　　（サルモ ボル ムハマド，食品衛生学）

16．cyp51A  based azole resistance mechanisms in 

environmental isolates of Aspergillus fumigatus in 

Obihiro Japan and serum galactomannan studies in 

bovine mycotic abortion

　　(Bolu Muhammad Sarumoh,Food Safety) 

17．ユーグレナによるトウモロコシサイレージの発酵品

質と羊の栄養出納に及ぼす影響

　　（ゾルドン エルシャト，家畜衛生学）

17．Effect of euglena (Euglena gracilis) on quality of corn 

silage and performance of sheep

　　(Zuerdong Erxiati,Animal and Environmental Health) 

18．塩化ニチジンとカンプトセシンのバベシアとタイレ

リアに対する化学療法の可能性の評価

　　（タイブワ ディクソン，家畜衛生学）

18．Evaluation of the Chemotherapeutic Potential of 

Nitidine chloride and Camptothecin against Babesia and 
Theileria Parasites

　　(Dickson Tayebwa,Animal and Environmental Health) 

19．南アフリカ共和国の両州における小型反芻動物のマ

ダニ媒介原虫・リケッチアの分子解析

　　（リンゴ アーロン エドモンド，家畜衛生学）

19．Molecular analysis of tick-borne protozoan and 

rickettsial pathogens in small ruminants from two South 

African provinces

　　(Aaron Edmond Ringo,Animal and Environmental 

Health)



147

平成２９年度

　帯広畜産大学大学院畜産学研究科

博士学位論文題目

The 2017 Academic Year, Index of 

Dissertation for the Graduate School of

Obihiro University of Agriculture and 

Veterinary Medicine

１．バベシアマイクロティ感染に対する宿主免疫の解析

と組換えワクチンの開発

　　（王　冠博）

１．Analysis of host defense immunity and development of 

recombinant vaccines against Babesia microti infection

　　(WAN Guanbo)

２．バベシア病の診断法と化学療法の開発に関する研究

　　（グスワント）

２．Studies on the development of diagnostic methods and 

chemotherapeutics of babesiosis

　　(Guswanto)

３．ウシ卵管と子宮の体外培養系における初期胚に対す

る局所免疫応答

　　（タルクデル　アヌップ　クマル）

３．The local immune response to early embryo in bovine 

oviduct and uterus in vitro

　　(TALUKDER Anup Kumar)

４．トキソプラズマ・ゴンディに対するコショウ科植物

抽出物、微生物由来化合物メタサイトフィリンおよ

びキジマイシンの効果

　　（リーソンブン　アポーン）

４．Efficacy of piperaceae plant extracts and microorganism-

derived compounds: metacytofilin and kijimicin against 

Toxoplasma gondii

　　(LEESOMBUN Arpron)

５．マダガスカルのアフリカ豚コレラ対策における農家

行動とインセンティブの経済分析

　　（ランドリアナントアンドロ　ティアナ　ナバルナ）

５．Economic analysis of farmer's behavior and incentive 

towards African swine fever control in Madagascar

　　(RANDRIANANTOANDRO Tiana Navalona)

６．乳牛ふん尿の嫌気消化液の肥料特性評価

　　（斉　光斗）

６．Assessment of fertilizer properties of digestate from 

anaerobic digestion of dairy manure

　　(KOUTO Sai)

７．媾疫特異的診断技術の確立に向けた研究

　　（バトドルジ　ダバスレン）

７．Studies on the development of dourine specific 

diagnostic methods

　　(BATDORJ Davaasuren)

８．抗原及び抗体の検出に基づく血清診断法の開発のた

めの日本住血吸虫抗原の評価に関する研究

　　（マカランダ　エイドリアン　ミキ　クラール）

８．Studies on the evaluation of potential antigens for an 

antigen and antibody-based serodiagnostic assays for 

Schistosoma japonicum infection

　　(MACALANDA Adrian Miki Cular)

９．ドラッグ・リポジショニングによる新規トリパノ

ソーマ病経口治療薬開発に関する研究

　　（モレフェ　ンタティスィ　イノセンシア）

９．Repositioning of orally administered compounds for the 

treatment of African trypanosomosis

　　(MOLEFE Nthatisi Innocentia) 

10．H5N1亜型高病原性鳥インフルエンザウィルスに対す

る単一抗体の特徴づけとこれらの抗体の抗原分析と

診断への応用

　　（グロンサン　ヅンヤタード）

10．Characterization of monoclonal antibodies against H5N1 

subtype highly pathogenic avian influenza virus and 

their use for analysis of viral antigenicity and diagnosis

　　(GRONSANG Dulyatad)
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平成２９年度

　岩手大学大学院連合農学研究科

博士学位論文題目

The 2017 Academic Year, Index of 

Dissertation for the United Graduate 

School of

Agricultural Science, Iwate University

１．マラウイ南部における小規模酪農家の繁殖成績とそ

の要因について

　　（渡邉　桂太郎）

１．Reproductive performance and factors influencing it 

in dairy cattle kept by smallholder farmers in southern 

Malawi 

　　(Keitarou Watanabe)

２．イモ類および穀類の物理化学的特性と高度加工利用

に関する研究

　　（村山　大樹）

２．Physicochemical properｔies and processing of tuber 

and cereal crops

　　(Daiki Murayama)

３．難消化性糖類の給与による乳用新生子牛の免疫グロ

ブリンＧの受動免疫および血清濃度と健康状態の改

善

　　（アウン トン）

３．Improvement  of  passive immunity and serum 

concentration of immunoglobulin G, and health status 

in dairy newborn calves by non-digestible saccharides 

supplementation

　　(Aung Htun)

４．大規模農業経営体の経営再建手法に関する実証的研

究

　　（松田　孝志）

４．Empirical research on management restructure methods 

for large farming businesses

　　(Takashi Matsuda) 



帯　　大　　研　　報

RES. BULL. OBIHIRO UNIV.

編 集 委 員（※委員長）

大　坪　秀　典　　大　西　一　光　　Glen Hill　　

髙　野　直　樹　※萩　谷　功　一　　羽　田　真　悟

（五十音順）

平成３０年１１月　発行

編　　集

発　　行

国立大学法人 帯広畜産大学
〒080-8555 北海道帯広市稲田町西２線１１番地
　　　　　ＴＥＬ：０１５５−４９−５３３６
　　　　　E-mail：libsoumu@obihiro.ac.jp


	00 表紙目次
	01 39 古村
	02 39 秋本
	03 39 小嶋・姜
	04 39 小嶋・慈
	05 39 紺野_佐藤
	06 39 杉田
	07 39 柴口
	08 39 スミス
	09 業績 奥付

